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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。
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それでも俺は、君を守りたいと思ったんだ……。










一九八二年一二月二〇日 午前七時




　ガタン、と背せもたれがわずかに揺れ、カティア・ヴァルトハイムは瞼まぶたを開いた。












　軍用列車の中の電灯はすべて消され、視界は薄闇に包まれている。口からは白い息。寒気と眠気が体に纏まとわり付いている。悴かじかんだ両手に息を吹きかけようとして、隣で眠っている仲間が自分の肩にもたれかかっていることに気付く。

（うう、微妙に肩がこっているです……）

　頭上の物置や足元の空きスペースには、着替えや日用品を詰め込んだバッグが所狭しと置かれていて、両脇に並ぶ座席では西ドイツ軍の制服を着た少年少女が身を寄せ合いながら、あどけない顔で眠りこけていた。

　基地だったパーダーボルンから、列車が向かっている東の最前線まで４００キロ以上もある。皆、長距離の乗車で疲労が溜まっているらしい。

（疎そ開かい列車みたい……なんて言うと怒られちゃいますね）

　そんな不謹慎な考えに一瞬囚われた後、外側から板で封じられている窓の隙すき間まから、微かな光が差し込んでいることにカティアは気付いた。

（夜明け……？　こうしちゃいられない、です……！）

　衝き動かされるように立ち上がり、物音を立てないように扉に向かう。

「……共産主義者アカ野郎。また便所に教科書を捨てるぞ……」

　目を覚ましてしまった仲間の不愉快そうな声──心骨に刻まれた怖おぞ気けを懸命に無視して、カティアは車両を後にした。

　数両先の客車の入り口の窓だけは、鉄板ではなくカーテンで覆おおいがされているのをカティアは知っていた。列車内で外を眺めることは厳禁とされている──が、今なら見張りはいない。

　自分に近づく人間がいないことを確認し、カーテンの隙間を僅わずかに広げる。

「あっ……!!」

　窓の向こうには雪化粧に包まれた広大な平原が広がっていた。その彼方に点々と並ぶ街並みと森林。そして鈍く明らむ東の空。無論、このような光景は珍しいわけではない。

（でも、とっても懐かしい、私の故郷の景色です……）

　何もない雪原も、彼方のさびしげな街も、景色とともに流れていく古びた駅舎も、貼り付けられたドイツ社会主義統一党ＳＥＤのポスターも。

　ドイツ民主共和国ＤＤＲ──通称、東ドイツ。

　第二次世界大戦後、連合国とソ連によって東西に分割占領されたドイツの東側に建国された社会主義国家。東側陣営のひとつにして、東西冷戦の最前線だった国。現在は、ＢＥＴＡ大戦の最前線となっている。

　列車は深夜のうちに国境の検問所を越え、東ドイツ領内を進んでいたのだ。

（ついに、ここまで来たんですね、私は……）

　カティアは懐中からペンダントを取り出した。そこからさらに四つ折りにされた写真を取り出し、フレームの中に写された人物をじっと見つめ、微笑みながら呟く。

「きっと会えますよね、ねぇ──」

　最後の言葉は、声が擦れて意味をなさなかった。

　窓越しに空を見上げたカティアの視線の先には、雪を孕はらんだ暗灰色の雲間から脆弱な太陽の輝きが微かに零れ落ちている。ＢＥＴＡ大戦の影響で欧州の天候は寒冷化の一途を辿っており、最近では１ヵ月以上も降雪が続くことも珍しくない。

　一九七八年のパレオロゴス作戦の大敗と翌年のポーランド崩壊によって欧州の最前線となったふたつのドイツ。そこは、人類がＢＥＴＡとの果てしのない消耗戦を繰り広げ続ける血みどろの大地だった──。




史実　一九四九～一九八三年




ＢＥＴＡ大戦

　一九六七年の第一次月面戦争から開始された、人類とＢＥＴＡ（Beings of the Extra Terrestrial origin which is Adversary of human race＝人類に敵対的な地球外起源種）との戦争。現在、戦争は一九七三年の中国・新しん疆きようウイグル自治区喀什カシユガルへのＢＥＴＡ着陸ユニットの落下から始まったＢＥＴＡの地球侵攻により、ユーラシア全土に拡大している。この戦争によって世界人口は減少の一途を辿っている。


──中学世界史用語集（学修堂書店　一九八三年度版）









「……我々は忘れるべきではありません。このドイツをファシズムという恐怖で覆い尽くしたナチスとヒトラーを。第二次世界大戦中、我々の都市を爆撃で焼き払っただけでなく、２発の原爆を投下し、無数の市民を虐ぎやく殺さつしたアメリカ・イギリスをはじめとする資本主義勢力を。我々はこのふたつと決別し、盟邦たるソヴィエト連邦およびその同盟国とともに、理想の社会主義国家を建設し、資本主義勢力によって我々と分断されてしまった西側のドイツを解放するべく努力を重ねていかなければならないのです。

　よって、私はここに、ドイツを支配する真の政府として、ドイツ民主共和国ＤＤＲの建国を宣言します！」


──初代ドイツ民主共和国大統領（一九四九年）









「私たちはそれをニュースで見ていることしかできませんでした。火星で新たな生物が発見されたこと、その生物が実はＢＥＴＡという恐ろしい怪物で、地球にふたつの着陸ユニットを投下してきたこと……。でも、戦場から遠く離れた場所にいた私たちは、いつだって『きっとなんとかなる』と思っていたんです。きっと人類は、お互いの立場を乗り越えて、ＢＥＴＡを撃退できるんだと……。

　それが過あやまちだと気付いたのは、ポーランドやウクライナ、ベラルーシからの難民が、オーデル川沿いの私たちの街に流れ込んできたときでした。ぼろきれを纏って、黒くて汚い顔をして、飢えに苦しみながら歩き続ける何千、何万もの人々の列……。

　私はそこで、恐ろしいことに思い至ったんです。いずれ、私たちもこうなるかもしれない、でも、私たちは、どこに逃げればいいのでしょう、って。私たち東ドイツは西ドイツを敵国として扱っていて、お互いの国境は封鎖されているのに……。

　もちろん、私たちの言動を常に見張っている秘密警察──国家保安省シユタージのスパイの目があったので、そんなことは表立っては言えませんでしたが。私の友人の何人かも、戦時中、彼らによって逮捕され、二度と戻ってきませんでした……」


──ある元東ドイツ市民の回想（二〇〇一年）









「ＢＥＴＡがどのような存在なのかを要約すると、以下のようなものになる。

　まず、本拠地と思われているものは、ハイヴと呼ばれる巨大な蟻ありの巣のような構造体だ。連中はそこから湧わき出してくる。ベラルーシのミンスクハイヴが代表格だ。

　連中は人類を殺さつ戮りくし、地表を平坦にし、支配領域を拡大し、ハイヴを建設していく。目的はまったくわかっていない。少なくとも、連中との対話が不可能なことは事実だ。

　ＢＥＴＡには７種類が確認されている。小型種の戦車タンク級と闘士ウオーリアー級、大型種の要撃グラツプラー級と突撃デストロイヤー級、要塞フオート級、光線レーザー属種の光線レーザー級と重光線レーザー級だ。小型種は主に生身の人間を、大型種は戦車や戦せん術じゆつ機きを、光線レーザー属種は主に飛翔体を攻撃目標にする。もっとも恐れるべきは、最後の光線レーザー属種だ。連中は大出力のレーザー射撃で、探知した飛翔物体を片端から叩き落としていく。光線レーザー属種の存在のおかげで、俺たちは制空権を奪われてしまった。さらに付け加えれば、連中の数は圧倒的で、常に人類は劣勢を強しいられている。

　連中は人類を滅ぼすつもりだ。決して、負けるわけにはいかない……！」


──東ドイツ陸軍士官学校での講義（一九七九年）









「戦場に向かう前のセレモニーとして、ベルリン上空を、跳躍ジヤンプユニットを噴かしながら編隊飛行するMiG-21バラライカを初めて見たとき、自分は胸が震えました。これが、我が軍の切り札となる戦術歩行戦闘機──戦術機なのだなと。この、人が生み出した巨人さえあれば、ＢＥＴＡから祖国を守ることができるかもしれない……と。

　だからこそ、私は戦術機パイロット──衛士となることを決意したのです」


──ある衛えい士しへのインタビュー（東ドイツ国営放送　一九八一年）









「俺たちがＢＥＴＡに勝てるはずないだろ！　この数年で何百万人死んだと思ってる!?」


──オーデル川の戦場に残された落書き（一九八二年）

















一九八三年　一月一〇日　午前一一時　ドイツ民主共和国

コットブス県　ナイセ川西岸約６キロ　シュプレムベルク要塞陣地




　この日３度目の強襲を退けたとき、ドイツ国家人民軍ＮＶＡ──東ドイツ軍、第35自動車化狙撃兵連隊エルンスト・シユーラー第２大隊第３中隊の陣地は、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄と化していた。

　戦車タンク級の侵入を防ぐため、あえて幅を狭く取り、壁面を硬化剤で入念に補強した塹ざん壕ごうには、ＢＥＴＡの小型種と兵士たちの遺体が堆うずたかく積まれている。

　中隊指揮官のクラウディア・クイルンハイム中尉は絶望的な気分を味わっていた。

　生き残っている兵士は50名で正規人員の約４分の１。ＢＥＴＡとの近接戦闘を連日のように繰り返しているのだから、当然の結果といえる。

（もう一度戦えば全滅する……）

　昨夜から天候が急激に悪化、地表では吹雪が荒んでいて視界は５００メートルもない。

　クラウディアは選択を迫られていた。後方の予備陣地に引くか、全滅を覚悟してここに留まるか。大隊司令部との連絡は既に途絶しているため、現地指揮官の判断として撤退できないわけではない。

（でも、そんなことをすれば、反革命罪で収容所送りに……）

　東ドイツにおいて軍とはドイツ社会主義統一党ＳＥＤの所有物であり、軍事的妥当性よりも政治的妥当性が、いかなる場合も優先される。大学入学後、半年足らずの速成教育を受けて少尉に任官した彼女にとっては厳し過ぎる状況といえた。

（助けて、みんな……）

　寒さと恐怖に奥歯を震わせながら学生時代の友人たちを思う。皆、自分と同じように徴ちよう兵へいされ、今では行方ゆくえ知れずだ。

「中隊長、来ました！　ＢＥＴＡ群、数は５００以上っ！」

「……ッッ!!」

　吹雪に霞かすむ視界の向こう、雪原を埋め尽くさんばかりに転がる無数のＢＥＴＡの死骸──それを乗り越えるように、５００以上の小型種と、30近い要撃グラツプラー級が迫る。小型種の多くは、人間とクモを足したような全長４メートルほどの怪物──戦車タンク級だ。

「射撃開始！　要撃グラツプラー級は後方部隊に任せておけばいい！」

　号令と同時に、連続した射撃音が耳を劈つんざく。中隊火力の根幹を成すＮＳＶ重機関銃が弾幕を張り、残弾僅わずかな迫撃砲が惜しげもなく放たれていく。

　後方からも轟音が連続する。陣地に格納された戦車小隊が射撃を開始したのだった。

　赤黒い体液を散らしながら、次々に弾け飛んでいく小型種。しかしＢＥＴＡは怯むことなく前進を続けている。生き残りの殆どは、耐久力の高い戦車タンク級だ。

　ＮＳＶ重機関銃の装そう塡てん手しゆと観かん測そく手しゆだった兵士たちが一斉に銃剣付きのカラシニコフMPi-Kを摑んだ。数秒と経たず、戦車タンク級が塹壕に到達。巨大な両腕が塹壕を浚さらう。

「来るなぁ、赤あか蜘ぐ蛛も野郎めぇっ！」

　兵士たちは腰を屈めながら、頭上に向けて銃弾を送り込む。戦車タンク級の両腕が砕け散り、肉片とともに体液が弾け、兵士たちを赤く染めた。

　しかし、戦車タンク級の数はあまりに多く、味方の数はあまりに少なかった。塹壕の内外に幾多の絶叫が連鎖する。

「腕に射撃を集中しろ！」

　クラウディアは叫んだ。損害が続出していることは理解しているが、現状では何の手も打てない。彼女自身の真上にも戦車タンク級が圧のし掛かかり、右腕が風を切って迫る。だが、反射的に自分から倒れ込み数センチの差でその一撃を躱かわす。

「食らえぇぇっ！」

　戦車タンク級の右腕に銃弾を叩き込み肘関節を粉砕する。アサルトライフルでも弾丸を集中して叩き込めば、小型種なら対抗できる。

　だが、一瞬後、鈍い金属音とともに突如、引き金が固まる。

「弾詰まり!?　そんな……っ！」

　頑丈さが売りのカラシニコフMPi-Kが故障するなんて──表情を凍らせた直後、腹部に強烈な衝撃を受け、クラウディアは地面に叩き付けられた。

「が……はっ！」

　意識が飛ぶほどの激痛。口から血が吐き出される。砕かれた肋骨が内臓に突き刺さったのかもしれない。戦車タンク級の千切れかけた上腕が鞭のように撓しなって叩き付けられたのだ。

　彼女を助ける者は誰もいなかった。皆、戦車タンク級との格闘戦に巻き込まれ──両腕で無残に四肢をもがれ、下腹部の顎がく部ぶに嚙み砕かれ、最期を迎えようとしている。

「そんな……そんな……」

　クラウディアは死の恐怖に全身を震わせながら、迫り来る戦車タンク級を見つめた。

　──頭上のどこかから、劈くようなジェット音が響き渡ったのは、その時だった。

（この音……戦せん術じゆつ機き──！）

　絶望に染まっていた心に一筋の光が灯る。

（戦術機部隊が支援してくれるのならば……）

　血とＢＥＴＡの体液で泥濘ぬかるんだ塹壕の中を必死に這はい、戦術機の機影を薄曇りの空に探し求める──。

　数秒後、クラウディアは目撃した。

　８機の巨大な人型兵器──東ドイツ軍の主力戦術機、MiG-21バラライカが、自分たちを気にする素振りもなく、頭上を通過していくのを。

「そんなっ！　どうして！」

　クラウディアは半狂乱で叫んだ。

「どうして助けてくれないのよぉっ!?　どうして、どうしてぇぇっ！」

　次の瞬間、クラウディアは背後から近づいた戦車タンク級に、首から上を握り潰された。




　クラウディア・クイルンハイム中尉は知らなかった。あの編隊が、友軍を見捨てることを厭いとわぬ部隊だったことを。そして、それゆえに「死神トツド」中隊、「選別ゾーテルング」中隊という忌むべき通り名を付けられていることを。

　彼らは、第６６６戦術機中隊「黒の宣告シユヴアルツエスマーケン」と呼ばれていた。




午前一一時一〇分

同地上空




　いつものとおり、視界には救援要請ウィンドが次々に表示されている。

　跳躍ジヤンプユニットのジェット・ロケット複合エンジンの爆音が鼓こ膜まくを震わせる中、第６６６戦術機中隊「黒の宣告シユヴアルツエスマーケン」の衛えい士し、テオドール・エーベルバッハ少尉は、硬い表情を変えることなくペダルを踏み込み、MiG-21バラライカの速度を上げた。

　自身が着込んでいる戦術機周辺装備──強化装備から網もう膜まくに投影される外の情景は刻々と変化している。灰色の空に白く覆おおわれた大地。焼け爛ただれた森林と雪原に転がるＢＥＴＡの死骸。後方を振り返れば、ＢＥＴＡと死闘を繰り広げる友軍の陣地を見ることができるだろう。

『──シュヴァルツ01より中隊全機へ。傾注アハトウング！』

　強化装備を着た人物が網膜に投影される。金色の髪に氷細工めいた白はく皙せきの美貌──中隊指揮官のアイリスディーナ・ベルンハルト大尉だった。

『──間もなく敵と接触する！　以後、重じゆう金きん属ぞく雲うんの影響で通信が不確かになるが、各機は陣形フオーメーシヨンを維持せよ！』

「08、了解」

　他の衛士たちの応答に重ね、テオドールは感情を込めずに答えた。

　第６６６戦術機中隊は８機のMiG-21バラライカで編制されている。中隊の装備定数は12機だが、損そん耗もうの激しい東ドイツ軍では、定数を満たしている戦術機中隊のほうが珍しい。

　そのため中隊は、前衛の４機を、指揮官機を先頭に楔形陣形アローヘツドに展開、残りの４機を後衛に配置するという陣形を取っていた。

　先頭に立つアイリスディーナのMiG-21PFバラライカは他と異なり、指揮官機として通信・索敵能力を強化した特別仕様の機体だった。頭部のセンサーマストが大型化しており、その相そう貌ぼうは、伝説の一角獣を思わせる。

（たった８機でＢＥＴＡ群に突っ込んでいく……いつもどおり無茶な任務だぜ）

　テオドールは重い息を吐いた。これから挑む戦いへの心理的重圧がかかる。

　ここ数日間、第６６６戦術機中隊はナイセ川東岸から連日のように発起される軍団規模のＢＥＴＡ集団による攻勢を食い止めるべく、ＢＥＴＡ群の奥底まで突入して光線レーザー級を排除、制空権を奪回する任務──光線級吶喊レーザーヤークトに参加していた。

　今、中隊は光線レーザー級に最短距離で肉薄するべく、西進しているＢＥＴＡ梯てい団だんの左翼へと、跳躍ジヤンプユニットを用いた匍匐飛行ＮＯＥで急進している。

　対レーザー弾──ＡＬ弾の集中運用で展開された重金属雲の下では、光線レーザー級のレーザー照射は減衰されるが、その効果がどこまで発揮されるかは、ロシアンルーレットで弾倉に込められた弾数が減っている程度のものだ。そしてメリットと同時に重金属雲の展開は戦術機部隊にとって大きなデメリットももたらす。電波をも攪かく乱らんする重金属雲下に突入すれば、広域戦術データリンクも使用不能となる。データリンクが使用できなくなれば、衛士たちは自身の目と中隊のローカルデータリンクで戦術判断を下すしかない。

　吹雪は一段と強くなってきており、視界状況は最悪に近い。状況の厳しさに胃が締め付けられるような気分だった。












　感情が操縦に出たのかもしれない。網膜に新たな人物が投影され、テオドールに厳しい口調で告げる。

『──03より08。坊主、軸線がぐらついているぞ！　余計なことを考えるな！』

「……ッ！」

　舌打ちを堪こらえつつ、ウィンドに浮かぶ胡ご麻ま塩しお頭に視線を向けた。

　声の主であるヴァルター・クリューガー中尉の年齢は29歳で、18歳のテオドールに比べて一回り上だ。叩き上げの士官でパレオロゴス作戦の生き残りとも噂うわさされている。最さい古こ参さんの衛士としてアイリスディーナの副官を務めており、中隊の指導役でもある。

（いつまで経たっても新人扱いかよ……）

　テオドールは努めて穏やかに「──08、了解」とだけ答えた。コクピット──管制ユニットにいる限り不用意な発言は絶対に控えるべきだった。音声データは、たとえ独り言であっても、強化装備の咽喉スロートマイクを通じて記録されてしまう。

　──新たな救援要請のウィンドが展開。別方向からＢＥＴＡ群へ進入していた戦術機中隊が、光線レーザー級のレーザー照射を受け、地上で身動きが取れなくなっているらしいことを読み取る──このままでは、全滅するのは確実だった。

『──素人が。部隊間距離を詰め過ぎだ──』

　ヴァルターが吐き捨てるように呟く。戦力の分散に繋がる、という理由で前衛と後衛の距離を取らない中隊も多い。

（光線レーザー級の分布範囲予測が間違っていたのか……）

　テオドールは救援要請が発信された座標を広域データリンク上で見つめながら、原因を推測した。戦術機側ではどうすることもできない不条理──しかし、戦場では日常的に生じている事態だった。

『──中隊長、第７２１戦術機中隊から救援要請が──』

『──要請は却下する』

　ヴァルターの上申にアイリスディーナは感情の揺らぎを見せずに応じた。

『──反転すれば任務遂行が困難になる。残念だが見捨てるしかあるまい──我々には、より多数の命を救う義務がある』

『──03了解。──総員、聞いたとおりだ。中隊はこのまま前進を続ける』

　ポーカーフェイスを装よそおいながら、不愉快な気分を覚える。ふたりの冷酷さが気に障ったわけではない。「より多数の命を救う義務」などという綺麗事を、アイリスディーナが口にしたことが原因だった。テオドールには、そう思うだけの理由が存在した。

（──俺は、こいつらのせいで……）

『──方位０１０にＢＥＴＡ群を確認。数は１万５０００以上！』

　ヴァルターの切迫した声に、注意を眼前へと向けなおす。

　全ての個体が西へと向かっている。大部分は戦車タンク級だが、まばらに闘士ウオーリアー級や要撃グラツプラー級の姿もある。光線レーザー級の姿は見えないが、情報が正しければ、あのＢＥＴＡ群の遙か後方に群れているはずだ。

（予想よりかなり多い……！）

　出撃前、テオドールたちは目標周辺のＢＥＴＡ群の総数を３万程度だと伝えられていた。だが、レーダーは現時点で既にその約半数を捉えている。つまり、実際には、最低でもその倍がいることになる──。

（くそっ、ＢＥＴＡ群の数値予想が誤っているのは、毎度のこととはいえ……！）

『──ときにヴァルター、こんな小話アネクドートを知っているか？』

　アイリスディーナは突然、天気の話をするかのように尋ねた。

『──どのようなものですか？』

『──ベルリンのあるラジオ放送にこんな質問が届いたそうだ。──ＢＥＴＡの死骸は食べられるのですか？』

『──ほう。それで？』

『──とてもまずくて食べられません。──あなたがイギリス人でもない限り』

　衛士たちの一部から失笑が漏もれる。国連軍の指揮下で東ドイツに派遣されているイギリス軍のレーションの不味さは、東ドイツ将兵の間でも有名だった。笑いを収めながらヴァルターが答える。

『──これだけの数だ。あの島国に輸出したら、さぞ喜ばれるでしょうな』

　テオドールは表情を変えなかった。アイリスディーナの小話アネクドートが、厳しい状況の中で戦闘に突入する衛士たちの緊張や恐怖を解ほぐすためのものだと分かっていたからだ。

　アイリスディーナが口調を切り替え、号令を放つ。

『──シュヴァルツ01より中隊全機へ。まずは針路上のＢＥＴＡ群を引ひき剝はがす！』

「「「「「「「了解！」」」」」」」

『──いまだ、下りるぞっ！』

　テオドールは跳躍ジヤンプユニットの逆噴射機構スラストリバーサーを開放、急制動をかけた。強烈なＧがかかり強化装備の搭乗員保護機能が全身を圧迫する。４機のMiG-21バラライカが一斉に着地し、雪煙が舞い上がる。

『──多目的追加装甲シエルツエン、前面展開！』

「「「了解！」」」

　一斉に多目的追加装甲シエルツエン──戦術機用の巨大な盾を構える。その動きは、古代ギリシャの重装歩兵ホリプテスによる密集隊形フアランクスを思わせる。

　中隊のMiG-21バラライカは、一部の例外を除き、左主腕の多目的追加装甲シエルツエンのほか、WS-16C突撃砲を右主腕に１門、背部兵装担架ガンマウントに１門装備している。東ドイツ軍では標準的な装備だ。

　距離１０００メートル前後に赤外線モニター越しのＢＥＴＡ群の姿。地平線まで続く雪原を覆い隠すような、おびただしい数だ。

『──各機、射撃開始フオイヤー・フライ！　目標、前方ＢＥＴＡ群！』

　アイリスディーナの命令と同時に、４機が射撃を開始する。

　連続したと同時に、彼方の要撃グラツプラー級が内臓物を撒まき散ちらしながら粉砕されていく。弾け飛ぶ肉片と赤黒い体液──純白の雪原に奇怪な色彩のオブジェが林立していく。

　直後、周囲のＢＥＴＡ群が一斉に変針、テオドールたちに向けて突進してくる。ＢＥＴＡらしい切り替わるような反応だ。

（来やがった……！）

『──可能な限り連中を引き付ける──各機、後退しつつ射撃継続！』

　４機は次々に跳躍ジヤンプユニットの瞬間的なロケット噴射で一瞬にして数百メートルほど後退した。短距離後退跳躍シヨートバツクブースト──着地と同時に再び射撃を開始。後退射撃は基本的な対ＢＥＴＡ戦術のひとつだった。

「喰らいやがれ、クソ野郎ども──！」

　テオドールは吹雪の彼方から続々と姿をあらわす要撃グラツプラー級と戦車タンク級に向け、36㎜砲弾を断続的に放つ。突撃砲は36㎜と１２０㎜のふたつの砲口を持ち、当然ながら前者のほうが弾数があり、速射を効かせられる。

　陽動が効果を上げているのか、接近するＢＥＴＡ群の数は目に見えて増加している。だが、それら全てが自分たちを目指していることを考えると素直に喜べない。正面のＢＥＴＡ群の進撃は絶え間ない砲撃で遅延しているものの、両翼からは戦車タンク級の赤い津波が、流れるような機動で４機を包囲するように迫っている。戦車タンク級の顎あごの力は、戦術機の装甲を食い破るほどで、多くの衛士がその餌食となっている。

（後退が間に合わなくなる……！）

　テオドールが焦燥を覚えた、そのとき──

『──こちらシュヴァルツ02、これより支援砲撃を開始します！』

　ヘッドセットに澄んだ声が飛び込んでくる。視界の隅に別ウィンドが開き、後方に４機のMiG-21バラライカが着地する様子が映し出される。後衛が到着したのだ。

『──後衛各機、射撃開始フオイヤー・フライ！　主目標、こちらに接近しつつある戦車タンク級！』

　中隊次席指揮官でベトナム系ドイツ人の２世、ファム・ティ・ラン中尉の命令を受け、後衛各機が射撃を開始する。

　新たに４機のMiG-21バラライカが加わったことで、状況はわずかに好転した。側面から接近していた戦車タンク級が次々に撃破されていく。それに伴い、さらに多数のＢＥＴＡ群が針路を捻じ曲げ、中隊へと向かい始める。

（このまま陽動を続ければ、光線レーザー級からかなりの数のＢＥＴＡを引き離せる──）

　そう手応えを感じた瞬間──耳元に女のヒステリックな怒声が飛び込んでくる。

『──何やっているのよ、同志大尉ッ!?』

　表情に余裕のない、角縁メガネをかけた衛士の顔が表示される。

『──どうして突撃しない？　こんなところで時間を浪費する余裕はないのよ！』

　中隊の衛士たちに戦いのそれとは別の緊張が生じる。前衛の衛士にして政治将校のグレーテル・イェッケルン中尉だった。

『──１２００時までに光線レーザー級を撃破せよ、と命令が下されているのよ！　陽動を中断して前進しなさい！』

（相変わらずろくでもないこと口にしやがって……！）

　舌打ちを堪えながらテオドールは射撃を継続。不満を持っていることをグレーテルに悟られるわけにはいかない。

　グレーテルのような政治将校が中隊にいる目的は、衛士たちの政治的忠誠心の保持、防ぼう諜ちよう、政治的宣伝プロパガンダならびに反共思想の取り締まりのためだ。東ドイツの政権を担うドイツ社会主義統一党ＳＥＤは、党の方針を軍の作戦に反映させるため、国防省の政治部門、政治総本部から政治将校を各部隊に派遣し、政治的統率を図っていた。

　東ドイツ軍には一般の指揮系統のほか、政治将校たちによるふたつめの指揮系統が存在する。彼らはこの指揮系統に従い、作戦への介入を含めた部隊の政治的指導を行う。そのため彼らには部隊の人事権や指揮官の罷ひ免めん権などの強大な権力が与えられていた。

　もちろん、彼らへの反抗は許されない。下手をすれば部隊そのものが粛しゆく清せいの対象となる。保身に駆られた政治将校の無茶な命令に反発した指揮官が、政治将校を銃殺してしまったという話は珍しい話ではないが、その後には漏れなく指揮官本人の銃殺と、部下やその家族の収容所送りが待っている。

『──我々の任務は光線レーザー級の掃討よ！　我々が遅れた分だけ砲爆撃が遅延して地上部隊に損害が増える！　前線が突破されてしまう可能性も高まる！』

（……それにいちいち従ってたら、俺たちの命がいくつあっても足りないってことを、こいつは分かっているのか──？）

『──いかなる犠牲を払ってでも今回の作戦を遂行する義務があるのよ、同志大尉!?』

『──同志中尉』

　アイリスディーナが静かに答えた。グレーテルと対等に喋しやべれるのは、指揮官の彼女だけだ。

『──予想よりＢＥＴＡの数が多い。このまま吶とつ喊かんしても光線レーザー級まで届かない可能性が高い──それを計算しての言葉か？』

『──時間がないのよ！　既に充分にＢＥＴＡ群を誘導したと判断するわ！』

『──戦況は私が判断する！　ＢＥＴＡ誘引を継続する！』

　指揮官権限を侵おかすグレーテルの発言にアイリスディーナが応じる。あくまでも現地点にＢＥＴＡを誘引し、一挙に光線レーザー級群の懐ふところに飛び込むつもりらしい。

『──前線の兵士たちは、私たちのために時間を稼ぐべく血を流しているのよ!?　それを無視するだけでも、国家への反逆に値あたいするわ！　私の言葉は、すなわち党の言葉ということを理解しているの!?』

　中尉のグレーテルが上官である大尉のアイリスディーナに食ってかかる──政治将校の権力は、正規士官よりも常にワンランク上なのだ。アイリスディーナの僅かな沈黙の後、グレーテルは勝利を確信したような薄笑いを浮かべた。

『──今すぐ私の指導を反映しなさい。さもなくば、中隊全機の一次優先権を私が掌しよう握あくする！』

（……っ！　この同志中尉は、どこまでクズな考えを……！）

　政治総本部は戦術機部隊付政治将校の権利として、機体の操縦優先権を認めている。これはつまり、いざとなれば中隊全ての戦術機を遠隔操作する事が可能ということだ。

　一瞬後、ふたりの間の緊迫した空気を破砕するのに充分なヴァルターの大音声が響き渡る。

『──中隊長！　後方から新たな反応多数！　要撃グラツプラー級の集団が接近中！』

『──!!』

『──数は……２００以上！　距離は１２００、１０００……60秒後に接触ッ！』

（畜生、なんて間の悪い……！）

　咄とつ嗟さに後方に振り向きながらテオドールは罵ののしりを上げそうになった。

『──中隊各機！　前衛は要撃グラツプラー級に対して命令あり次第、攻撃開始！　後衛は前衛付近に後退、前衛を援護しろ！』

　アイリスディーナは素早く決断を下していた。突発事態にも関わらず、全く動揺を見せていない。

『──何を考えているの、同志大尉!?　もうこの場にいる意味はないわッ！』

『──連中を潰せば、それだけ陽動の効果も上がる！　相対的に弾薬と時間の消耗を抑えられる！』

『──私たちにそんな余裕があるわけ──』

『──要撃グラツプラー級を味方陣地に向かわせるわけにはいかない！　それに、我々を追ってきた場合、光線レーザー級掃討時に背後を襲われる可能性もあるッ！　──ここで潰す！』

（くそっ、やるしかないのか……！）

　テオドールは操縦桿ステイツクを握り締めた。これほどの数の要撃グラツプラー級を、劣悪な視界で迎え撃つのは初めてだった。砲撃戦で食い止められるかは、やってみなければ分からない。

　直後、要撃グラツプラー級の集団が、吹雪の中から地鳴りのような足音を轟かせつつ姿を現す。先頭集団との距離は８００メートルもない。

　蟹と象を融合させ、さらにその背部に人の顔面を足したような奇怪な姿の要撃グラツプラー級がこちらに突進してくる光景は、悍おぞましささえ感じられる。

　要撃グラツプラー級との近接戦は可能な限り避けたかった。巨大な両腕の一撃を食らえば、戦術機でさえも撃破されてしまう。

『──連中の脚を止める！　弾種１２０㎜散弾キヤニスター、斉射３回！　撃てぇっ！』

　４機が保持する突撃砲から甲高い炸裂音が轟くと同時に、オレンジ色の閃光が要撃グラツプラー級に吸い込まれていく。

　１２０㎜散弾キヤニスターの弾片の嵐が、要撃グラツプラー級の先頭集団を包み込む。着弾と同時に多数の要撃グラツプラー級が全身を切り刻まれ脚を止める。殆どの個体は絶命には至っていない──が、行動不能となったのは明らかだった。

　後続するＢＥＴＡ群も損傷した個体群を避けるべく、針路を強引に変更する。隊列が乱れ、集団全体の行き脚が大きく鈍る。

（これを狙っていたのか……!?）

『──各機、36㎜で射撃開始！　連中が態勢を立て直す前に殲せん滅めつしろ！』

「っ!?　このぉぉぉぉぉぉっっ！」

　テオドールは雄叫びを上げながら36㎜による射撃を開始した。炸裂音とともに無数の36㎜徹甲弾ＨＶＡＰが砲口から吐き出されていき、要撃グラツプラー級の破片と雪混じりの土砂が舞い上がり、大気を奇怪な色彩に染めた。要撃グラツプラー級の集団を覆い隠すほどだ。

『──死ねぇ！　忌まわしい異星起源種めぇっ！』

　粉塵に砲撃を叩き込みながらグレーテルが叫びを上げている。先ほどの口論で溜まった鬱うつ憤ぷんを叩き付けているのかもしれない。

　アイリスディーナの切迫した叫びが達したのはそのときだった。

『──油断するな！　まだ生きている──！』

『──え、なに……!?』

　次の瞬間、粉塵を吹き飛ばすほどの勢いで、要撃グラツプラー級がグレーテルの側面を急襲する。

　射撃に意識を向けすぎていたグレーテルはまともに反応できていない。誤射の恐れから、テオドールの位置から射撃で援護することも不可能だ。グレーテルの戦闘技量は衛士としては並以上だが、中隊では最も未熟だった。

（あのバカ──！）

　テオドールは反射的にMiG-21バラライカのロケットモーターを点火していた。瞬間的な噴射滑走ブーストダツシユでＢＥＴＡの進路に割り込むようにグレーテルの機体へ接近し──両足を雪原に突っ込みながら強引に停止。そして──

「止まれぇぇぇぇっ！」

　グレーテルに向かっていた10体以上の要撃グラツプラー級に向け、突撃砲から36㎜の速射を逬ほとばしらせる。彼我の距離は２００メートルもない。

　要撃グラツプラー級の群れは、テオドールの射撃で全身を蜂の巣のようにされながらも突進を継続──２機の十数メートル手前で行動を停止した。

『──エ、エーベルバッハ少尉……』

　困惑気味のグレーテルをあえて無視して後方へと戻る。ＢＥＴＡ群の接近は続いていた。その数は視界だけで１０００を超えている。中隊は応戦しているが、このままでは食い止められなくなるのは明らかだった。

『──総員、傾注アハトウング！』

　断続的な砲声の中、アイリスディーナが声を張り上げた。

『──これにて陽動攻撃を打ち切る！　ＢＥＴＡ群に向けて跳躍開始！　匍匐飛行ＮＯＥを行いつつ楔形陣形アローヘツドに移行！　高度30以上に頭を上げるな！　続けぇっ！』

「「「「「「「了解！」」」」」」」

　８機は跳躍ジヤンプユニットを持ち上げた。次の瞬間、弾かれるように跳躍を開始する。

　陽動で引き剝がしたとはいえ、目の前にはいまだ数万を超えるＢＥＴＡの壁が残っている。自分たちは、その隙間を潜り抜けて、光線レーザー級を潰さなくてはならない。

　網膜投影上の弾薬と推進剤の残量表示を確認──今の陽動でどちらも３割以上を消費してしまっている。

（これからが本番か……）

　先ほどまで忘れていた恐怖が甦よみがえりつつあるのを自覚する。ＢＥＴＡ群の圧倒的な物量、劣悪な天候、限られた弾薬と燃料──明るい材料は何もない。うやむやになってはいるが、いつまたグレーテルが政治的指導を行うかも分からない。

（……それでも、俺は生き残ってやる）

　怖おぞ気けを振り払うように、テオドールは操縦桿ステイツクを力を込めて摑み直した。

（俺は、誰も信じない。俺が信じるのは、自分の力だけだ──）

　テオドールにとって、仲間同士で馴れ合うことや傷を舐め合うことは、弱さの証でしかなかった。必要なのは戦いに生き残るための手段だけだ。無条件で誰かを信じたり、助けの手を伸ばすなど、自分で自分の喉のど下もとに刃を向けるような行為にしか思えない。

（俺は知っている。他人を信じるなんていう行為が、どれだけ悲惨な結果を生み出すのかを。何故ならば──）

　テオドールは憎悪の視線で睨にらみ付つける。

　他でもない、第６６６戦術機中隊「黒の宣告シユヴアルツエスマーケン」指揮官、アイリスディーナ・ベルンハルト大尉を。

　３年前のあの日、自分からかけ替えのない人々を奪い去り、絶望の淵ふちに叩き込んだ、無慈悲で容赦のない国家権力の走そう狗くたちのひとりを──。




午前一一時二五分　ドイツ民主共和国

コットブス県　コットブス基地




「──第６１１戦術機中隊、ＢＥＴＡ群に突入を開始した模様です。以後は重金属雲下となり、通信が途絶します！」

　オペレーターの報告と同時に小さな映画館ほどの室内に、くぐもった溜息が溢れた。

「これで、４個戦術機中隊全てが突入したことになります」

　再び溜息の連鎖。誰もが、戦況をどう評価すればいいのか迷っているかのようだ。

　前線から30キロ以上後方に置かれたコットブス基地の戦闘指揮所に集つどう面々の視線は、壁面の巨大な戦況表示用プロジェクターに注そそがれている。

「突入成功率は66パーセントか……」

　その場の微妙な空気を代弁するかのように、マライ・ハイゼンベルク中尉が暗い声で呟いた。アップでまとめた髪型の下に、生真面目そうな顔がある。

「分かっていたことだ、マライ」

「しょ、少佐？」

　マライは慌てて背後を振り向いた。

　ホルツァー・ハンニバル少佐──この基地に展開する戦術機部隊のひとつ、臨時集成戦術機大隊「ハンニバル」の指揮官だった。

　現在、「ハンニバル」大隊は、指揮下の３個戦術機中隊を出撃させていた。第６６６戦術機中隊「黒の宣告シユヴアルツエスマーケン」もそのひとつではあるが、本来はオーデル・ナイセ流域絶対防衛線に展開する全部隊の指揮系統の頂点に位置する東方総軍の直ちよつ轄かつ予備であり、大隊への編入は一時的な措置だった。

　マライはこの大隊の本部付衛士で、大隊幕ばく僚りようを兼ねていた。本来ならば彼女も前線で指揮を執とるはずだったが、乗り込むはずのMiG-21バラライカの調整が遅れたため、ここで指揮を執っているのだった。

「我々は損害を覚悟して連中を送り出している。それに耐えるのも我々の仕事だ」

　ハンニバルの眼がん窩かは疲労によってひどく窪くぼんでいた。４日前にＢＥＴＡ群の攻勢が開始されてから不眠不休で大隊の指揮に当たっているのだ。

「君は戦況をどう見る」

　ハンニバルは周囲に聞こえる声で尋ねた。ハンニバルはマライとの会話で、戦況判断を伝えようとしているのだった。ここにいる士官の殆どは基地要員であり、実戦に詳しいわけではない。

「光線級吶喊レーザーヤークトの行方にかかっています」

　マライは挽回の機会をくれたハンニバルに感謝しながら、淀みなく答えた。

「現在、私たちの前線──ナイセ川の戦況は危機的です。特に、地上部隊の損害が深刻です」

　プロジェクターには、今回の戦場であるナイセ川西岸の、３つの要塞陣地の概略が表示されている。

　それぞれの名称は〝コットブス要塞陣地〟、〝シュプレムベルク要塞陣地〟、〝ボックスベルク要塞陣地〟。３つの要塞陣地がカバーする戦域は、南北に60キロ、東西に15キロという広大な範囲だ。東ドイツ軍はポーランドとの国境に、こうした要塞陣地を南北に連続して構築し、自らの国土を防衛しているのだった。

　一九七八年のパレオロゴス作戦の無残な失敗と、それに続いたポーランドの崩壊後、東ドイツ軍はこのオーデル・ナイセ流域絶対防衛線に立て籠もることで、ＢＥＴＡの攻勢を幾度も弾き返していた。東ドイツ政府はこの防御ラインを「欧州文明をＢＥＴＡの侵攻から永遠に守り続ける『東方の盾オストシルト』」と喧伝している。












「連日の戦闘により、３つの要塞陣地の損耗率は６割に達しています。残り４割の兵力も、最終防衛線である第二次予備陣地に転進しつつ戦いを継続している状態です。この状況を逆転するには、光線レーザー級を殲滅し、砲兵射撃と航空攻撃を行うしかありません」

「失敗した場合は？」

「各戦術機中隊を再編制し、再度、光線級吶喊レーザーヤークトを行います」

　実際にはそれがどれだけ無謀であるかは承知していた。光線級吶喊レーザーヤークトに参加した戦術機中隊は、間違いなく戦力を消耗しており、衛士たちの疲労もピークに達しているとなれば、結果は自ずと知れる。

　しかし、光線レーザー級を撃滅できなかった場合、選択肢はそれしかない。数個の戦術機中隊の全滅で前線が死守できるなら、軍事的には充分に許容できる。事実、そうした戦術機部隊の捨て身の攻撃によって、前線の崩壊が免まぬがれたという事例は数知れない。

（それに、私たちは２個戦術機中隊をすでに全滅させてしまっている……）

　マライは作戦の成功を祈らずにはいられなかった。これだけの損害を積み上げた結果が敗北では、あまりに救われない。

「光線レーザー級にもっとも早く接触する中隊は？」

「第６６６戦術機中隊です」

　──不意に生じた感情の波紋を悟られないよう、マライは明確に答えた。

「第６６６戦術機中隊は左翼の先せん鋒ぽうとしてＢＥＴＡ群に突入しています。おそらく、すでに攻撃を開始していると思われます」

「……頼りになるな、連中は」

「はい。伊だ達てに東ドイツ最強と言われていません」

　第６６６戦術機中隊「黒の宣告シユヴアルツエスマーケン」は、ポーランド撤退戦の英雄として知られているアイリスディーナ・ベルンハルト大尉の指揮のもと、実戦での精強ぶりを発揮し続けている。これまでに積み上げたＢＥＴＡ撃破数は東ドイツ軍の全戦術機中隊のなかでもトップクラスであり、それが最強と言われる所以ゆえんとなっている。

　だが、彼らを好意的に見る者は少ない。特に前線の兵士や衛士からは、蛇だ蝎かつのごとく嫌われている。その理由は、当人たちでもどうしようもない原因によるものだ。

（それに……）

　マライの見るところ、アイリスディーナは指揮官としては否ひの打うち所どころのない人物であると同時に、面倒な指揮官でもあった。

「今は、彼らの勇戦に期待するほかない、か……」

　すでに４個戦術機中隊はＢＥＴＡ群に突入している。ここでできるのは、作戦の成功を祈ることだけだ。マライはハンニバルの顔を見つめ──そして、苦い思いを抱いた。

　ハンニバルの視線は第６６６戦術機中隊を示すアイコンに向けられたまま、外される事はなかった。




午前一一時三〇分　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約22キロ　ＢＥＴＡ群内部




　第６６６戦術機中隊「黒の宣告シユヴアルツエスマーケン」の８機のMiG-21バラライカは吹雪の中、視界を埋め尽くさんばかりに群がるＢＥＴＡの間かん隙げきを縫うように進んでいた。

　一歩間違えば接地、墜落しかねない超低空での噴射地表面滑走サーフエイシングだ。背後へと吹き荒ぶジェット噴射によって、雪と土砂が猛烈な勢いで引き剝がされる。

　戦域マップの光点を確認──右に戦車タンク級の集団。強引に跳躍ジヤンプユニットの方向を転換、速力を維持したまま側面をすり抜けていく。強烈なＧに機体が軋んだ。

（くそっ、次から次へと──ッ!?）

　今度は要撃グラツプラー級の群れが密集隊形で真正面から接近──接触まで数秒もない。

「ぐううっっ！」

　水平噴射跳躍ホライゾナルブーストに移行──要撃グラツプラー級の頭上を掠めつつ姿勢を回復。光線レーザー級の予備照射時間内に高度を落とす。

　光線レーザー級の照射を避けながら光線レーザー級に接近するには、こうして他のＢＥＴＡ群を盾にしつつ、高速でその最さ中なかを吶とつ喊かんしていくほかなかった。ＢＥＴＡは他のＢＥＴＡを絶対に攻撃しない、という習性を逆手に取った戦術だった。同時に、MiG-21バラライカの性能をフルに発揮しても、難度の高い操縦を強しいられるギリギリの戦術でもある。

（新型MiG-23か、西側の機体を寄越せっていうんだ、上の連中は！）

　Ｇの余よ韻いんに顔を歪めながら、怒り任せに前方を睨み付ける。

（MiG-21バラライカに、こんな機動をこなせるほどの運動性はないんだよ……！）

　落らく伍ごした場合、待っているのは死だけだった。他の機体を救出している余裕はない。テオドールは、そんなミスを犯した衛士を、これまでに何十人も見捨てていた。

　とはいえ、現状はまだマシかもしれなかった。陽動攻撃が成功しなければ、隙間を縫うこともできなかった可能性さえある。

『──バケモノどもめ、あたしの前に立つなぁぁぁぁっ！』

　突然、ヘッドセットに甲高い叫び声が響き渡った。突撃砲の連続した砲声も達する。

　テオドールはいらだたしげに舌打ちした。何が起こったのか、半ば見当が付いていたからだ──ヴァルターが怒声を放つ。

『──シュヴァルツ06！　射撃は控えろという命令を忘れたか！』

『──針路上のＢＥＴＡを障害と判断、無力化しただけです！　命令には違反していませんッ！』

　後衛のひとりであるアネット・ホーゼンフェルト少尉が、攻撃的な声で叫び返した。ショートカットの髪が、射撃の反動とともに派手に揺れる。

（あの馬鹿野郎……！　ヴァルターのおっさんの忠告も無視しやがって……！）

　アネットのMiG-21バラライカは、目の前に立ち塞がるＢＥＴＡ群に向けて、手当たり次第に砲弾を放っていた。

　閃光が連続して瞬くと同時に、要撃グラツプラー級の群れが赤い飛沫しぶきを撒き散らしながらまとめて粉砕され──数秒後、アネットのMiG-21バラライカがその死骸の山の数メートル上を水平噴射跳躍ホライゾナルブーストで通過していく。見事というほかない射撃と姿勢制御──だが、ＢＥＴＡ群の分布状況を冷静に見れば、無理に撃破せずとも突破できる障害ではあった。

『──さっさとアレをなんとかしなさい、クリューガー中尉！』

　グレーテルが叫んだ。アイリスディーナに直接文句を言わないのは、アイリスディーナが衛士たちの教育をヴァルターに一任していることを知っているからだ。

『──国家から預けられた貴重な戦術機なのよ!?　弾薬を無駄に消耗するなど、国家への反逆に等しいわ！　部下を軍刑務所送りにさせたいの!?』

『──っ！　06、聞いてのとおりだ！　いい加減に──』

『──こちら07。06は私がフォローします！』

『──!?』

　網膜上に新たなウィンドが展開、衛士の姿が映される。イングヒルト・ブロニコフスキー少尉──アネットと同じく、後衛に属する衛士だった。

　テオドール、そしてアネットと同じ18歳だが、ウェーブのかかったロングと、どこか気品のある顔だちのおかげで、かなり大人びて見える。３人は戦術機特志幼年士官学校の同期生で、この中隊で再会した仲だった。

『──アネット、お願いだから、自分を抑えてください……みんなの仇も討てなくなります！』

『──分かっている。……分かってる、それぐらい──！』

　先ほどと一転、アネットは感情の昂たかぶりを懸命に抑えるように言った。どうみても普通の精神状態ではない──典型的な戦争神経症シエルシヨツクの症状だ。

　テオドールはその原因を知っていた。この１週間ほどの戦闘で、アネットは立て続けに親しかった３人の仲間を失っていたのだ。

　過酷な戦況を共に生き抜いてきた仲間たちの度重なる死によって、アネットの精神は均衡を失いつつあった。特に、ここ数日の言動の荒みは、目に余るほどとなっている。

『──あ……あたしもう、ＢＥＴＡを殺しまくるくらい……しか、み、みんなに……。治療も、効かないし、毎晩、みんなの夢を見るし……あたし、このままじゃ……！』

（だったら、大人しく機を降りやがれ……！）

　戦争神経症シエルシヨツクとなった衛士は、無謀な行動で他の衛士を危険に晒さらしかねない。信頼に値しない味方ほど怖いものはない。だが、アイリスディーナはそのリスクを受け入れてアネットを出撃させている。

　稼働機が８機を割ってしまえば中隊として最低限の陣形すら取れなくなる。それゆえ、アイリスディーナが自らの責任でアネットを出撃させたことは理解している。アネットの暴走に対してアイリスディーナが何も口にしないのは、その証左だろう。もしかすると作戦前にイングヒルトにフォローするよう命じていたのかもしれない。

　しかし、テオドールにしてみれば、到底納得できる話ではなかった──たとえアネットが廃兵となり、その末路が人としての破滅であったとしても。

（……仲間をＢＥＴＡに殺されたくらいで、甘ったれるんじゃねぇ……！）

『──大丈夫、落ち着いてアネット。……あなたは、私が守ってみせますから』

　テオドールの苛立ちを助長するように、イングヒルトが優しい声音で告げる。

　旧地主貴族ユンカー出身という理由で周囲から孤立していたイングヒルトに、積極的に交友関係を結んだのはまともな頃のアネットだった。その恩を感じているのだろうか──イングヒルトはアネットの精神状態が危ういのを知りつつも、その傍そばを離れる事はなかった。

（反へ吐どが出そうだ……）

　ふたりのやり取りを忌いま々いましげに聞く。テオドールにとって仲間の死など日常茶飯事の出来事で、そんなことで精神が崩壊するような弱者には近づいて欲しくなかった。

『──大丈夫なんだな、07』

　念を押すようにヴァルターが尋ねる。テオドールは、それが言葉だけのものだと察していた。自分と同じ懸念を他の衛士が抱いていないわけがない。もともと旧地主貴族ユンカー出身のイングヒルトを嫌っていたグレーテルなどは心底不愉快そうな表情を浮かべている。

『──大丈夫です。06は私がフォローします……それでいいですね、アネット』

　イングヒルトは無理に明るい口調で尋ねた。それに対しアネットは淀んだ瞳で頷うなずくだけだ。

『──了解した。……坊主、お前もふたりに気を配ってやれ』

　ヴァルターの予想外の言葉にテオドールは絶句した。

（なんで俺が……!?）

『──返事はどうした！』

「……了解！」

　釈然としない──上辺だけの応答を口にし、テオドールは操縦桿ステイツクを握り直した。

　次の瞬間、アイリスディーナの号令が達する。

『──総員、傾注アハトウング！　目標まであと２０００だ！　５００メートル手前でランディングゾーンを確保する！　お待ちかねの狩りの時間だ！』

　戦域マップに光線レーザー級の存在を示す多数の光点。

（ここからが、生きるか死ぬかの瀬戸際……！）

　身震いを覚えながら、ＢＥＴＡ群で溢れる針路上を睨む。これから自分たちは、ＢＥＴＡ群に包囲されながらの近接戦闘を強いられるのだ。

　光線レーザー級はいくつも集団を形成しつつ、ＢＥＴＡ群に紛れ込んでいる。光線レーザー級を殲滅するには、攻撃の邪魔になる他のＢＥＴＡを排除しながら、立て続けに叩いていかなければならない。

　さもなければ、中隊は四方八方から迫り来るＢＥＴＡ群に圧殺されてしまう。最悪の場合、後方に控えている超大型のＢＥＴＡ、要塞フオート級の出現さえ有り得る。そうなる前に光線レーザー級を全て潰して脱出しなければならない。

『──なかなか厳しい状況ですな。ハイヴ突入戦と比べると、どちらがマシでしょうか？』

　ヴァルターが尋ねると、アイリスディーナが普段と変わらぬ口調でそれに応じた。

『──こちらのほうが数段マシだな』

『──ほう？　そう思われる理由は？』

『──私には方向音痴の気があるのだ』

　今回ばかりは声を上げて笑い出すものは誰もいない──しかし、この短い会話で、アネットの一件で立ち込めた重苦しい空気が少し軽くなったことは事実だった。

　アイリスディーナが号令を放つ。

『──散弾キヤニスターで斉射２回！　吹き飛ばせぇっ！』

　射撃開始と同時に目標地点で着弾の連鎖が発生、ＢＥＴＡ群を吹き飛ばしていく。

　──数秒後、黒煙が晴れつつあるランディングゾーンには、ＢＥＴＡ群の死体や損傷個体の山の中に身を隠しながら、８機のMiG-21バラライカが布陣を完了していた。
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　視線を全周に巡らせながら、テオドールは大きく息を吐き出した。

　網膜上に映るのは布陣したMiG-21バラライカと、それを取り囲む無数のＢＥＴＡ群。要撃グラツプラー級や戦車タンク級が、腐肉に集たかる蠅のように全方位から接近してくる。

（光線レーザー級は壁の向こうか……！）

　テオドールは奥歯を嚙み締めた。ＢＥＴＡ群に包囲されているため後退射撃は不可能──だからといって、光線レーザー級の予想位置に突進することもできない。ＢＥＴＡ群を盾としながら、中隊連携で一穴を穿うがち、一挙に光線レーザー級の懐に進入しなければならないのだ。

（……こんなところで、死んでたまるかよ！）

　避けがたい死への恐怖と湧わき上がる闘争心──テオドールは唇の端をきつく吊り上げた。

『──総員、傾注アハトウング！』

　アイリスディーナの張り上げるような声が達する。

『──これより中隊は光線レーザー級掃討を開始する！　前衛は突撃路を啓けい開かい、後衛は背後を守りつつ支援砲撃！　連中に「黒の宣告シユヴアルツエスマーケン」を下してやれ！　──第６６６戦術機中隊、突撃にぃ、移れぇぇぇっ!!』

　アイリスディーナの号令のもと、第６６６戦術機中隊「黒の宣告シユヴアルツエスマーケン」は、一気呵成にＢＥＴＡ群への突撃を開始した。




　真っ先に動いたのはアイリスディーナだった。他の機体に先駆けて短距離跳躍シヨートブーストで雪原を突進していく。後方にはヴァルターが続く。

　テオドールはヴァルターの左後方に位置した──その左側面にはグレーテル機。

　視界には10体以上の要撃グラツプラー級が、１００体余りの戦車タンク級を伴いながら楔くさび状に突出しつつある。

『──切り込むぞ、ヴァルター！　04と08は援護しろ！』

　アイリスディーナはどのような状況であっても先陣を切る。テオドールとしても、その勇猛果敢さだけは認めざるを得なかった──忌々しい話ではあったが。

『──はぁぁぁぁぁぁっ！』

　アイリスディーナは要撃グラツプラー級の集団の数十メートル手前に接近──ロケットを点火して斜め上に跳躍、瞬く間に要撃グラツプラー級の真上を取った。そして──

『──私のケツを舐めてみろぉぉぉぉっ！』

　瞬時に跳躍ジヤンプユニットのノズルを真上に向け、強引に機動を真下に転換──多目的追多目的追加装甲シエルツエンのブレードを真下に向けながら、要撃グラツプラー級上面へと機体を急降下させる。

　ブレードが接触すると同時に、要撃グラツプラー級の膜状の皮膚が裂け、一瞬で胴体が切断される。血飛沫のごとく舞い上がる大量の赤黒い体液、四散する内臓器官。標的となった要撃グラツプラー級は完全に戦闘能力を失っている。一瞬遅れて、ヴァルターも跳躍──同じように鋭角的な機動で要撃グラツプラー級を真っ二つに分断する。

　要撃グラツプラー級の両腕の打撃力は恐ろしいが、さすがに背部をカバーすることはできない。ふたりの攻撃は、その弱点を突いたものだった。

（畜生、上手い……！）

　支援砲撃を加えながら、テオドールはふたりの機動に舌を巻いていた。この攻撃が機体制御に長けたアイリスディーナとヴァルターのふたりにしかできないことを知っているのだ。

　４機の連携により、要撃グラツプラー級の群れは60秒も経たず全滅した。新たに接近しようとするＢＥＴＡ群もいない。

『──01より04、08！　座標05－Ｂを確保しろ！』

『──了解！　いくわよ、シュヴァルツ08！』

「了解ッ！」

　今度はテオドールとグレーテルが短距離跳躍シヨートブーストで突進を開始した。目標となる座標には、10体以上の要撃グラツプラー級と、50体以上の戦車タンク級──戦車タンク級は後衛の砲撃で次々に撃破されているが、要撃グラツプラー級はこちらに気付き、接近してくる。

（……っ！　ここで止まるわけにはいかないんだよ……！）

　迫り来る要撃グラツプラー級を砲撃で無力化しつつ、前進を継続する。ＢＥＴＡの撃破ではなく座標周辺の確保が最優先である以上、一刻も早くそこに辿り着く必要があった。数十秒後、２機のMiG-21バラライカは、要撃グラツプラー級の死骸を踏みしめながらその場を確保する。

『──04、08、３時方向から要撃グラツプラー級！　気を付けろ！』

『──そんなっ!?』

　グレーテルの悲鳴のような呻き声。残された距離からいって、火線のみで食い止めることは不可能だった。

　テオドールは右主腕の突撃砲を投棄した。右の短刀格納モジュールナイフシースから補助腕サブアームで近接格闘用短刀のCIWS-1Aを展開、右の主腕に逆手で保持させる。

『……エーベルバッハ少尉!?』

「下がってください！　俺が前で食い止めます！」

　テオドールは反射的に答えた。政治将校に敬語を使うのは忌々しかったが、現状では気にしていられない。

「うぉぉぉぉぉォッ！」

　突進してくる先頭の要撃グラツプラー級を待ち受け──前腕が振り上げられるのと同時に、テオドールは決死の覚悟で地を蹴った。右前腕の付け根あたりに鋭く潜り込み、半ば機体ごと多目的追加装甲シエルツエンを叩き付ける。

　多目的追加装甲シエルツエンに取り付けられた爆発反応装甲リアクテイヴアーマーが炸裂──視界がオレンジに染まると同時に目の前の要撃グラツプラー級の右前腕が半身ごと吹き飛ばされる。巨大な質量同士がぶつかり合う異様な音が響き渡り、管制ユニットを揺るがす激しい衝撃が襲いかかる。

「このぉぉぉっ！」

　機体コンディションを一いち瞥べつ──左の肘関節部に許容度を超える負荷。衝撃が収まるのを待たず、そのまま多目的追加装甲シエルツエンを突き上げ、要撃グラツプラー級の姿勢を崩す──左主腕はまだ動く。

「──ッッ!!」

　次の瞬間、テオドールは右の短刀を真上に突き立てながら足を踏み出し、左の前腕を付け根から一気に切断した。短刀が繊維状の何かを引き裂く異様な感触。体液が逬り、巨大な前腕が宙を舞った。

「次──ッ！」

　崩れそうな姿勢を強引な機体制御で押さえ付けながら主脚で突進、左手の多目的追多目的追加装甲シエルツエンの先端を後続の要撃グラツプラー級の胴体正面へと突っ込ませる。白い皮膚をぶち抜き、そのまま胴体を切り裂く。

「とどめだぁぁぁっ！」

　一瞬の後、要撃グラツプラー級に突き刺さっていた多目的追加装甲シエルツエンの表面が連鎖的に爆発、その半身を完全に吹き飛ばす。

（残りは──!?）

　視線を左右に振る──グレーテルが接近していた最後の１体を撃破。周辺の脅威が低減したことを確認し、先ほど投棄した突撃砲を拾い上げる。

　テオドールは自身を落ち着かせるようにゆっくりと呼吸を吐き出した。内心は、紙一重で状況を脱した安あん堵どと死の恐怖の残ざん滓しが、重くのしかかっている。

　アイリスディーナとヴァルターが機体制御を得意としているのと同じように、テオドールもまた、短刀と多目的追加装甲シエルツエンを用いた近接格闘戦技量に長けていた。光線レーザー級掃討任務で多発するＢＥＴＡとの近接格闘戦を生き残るべく、必死で身に付けたスキルだ。

（だからって、こんな戦闘が何度も繰り返せるわけじゃない……）

　爆発反応装甲リアクテイヴアーマーの起爆によって焼け爛れた多目的追加装甲シエルツエンを一瞥し、テオドールは顔を苦く歪めた。最早この多目的追加装甲シエルツエンでは、光線レーザー級の照射を食い止めることはできない。

『──シュヴァルツ01より04、08！　そのまま座標05－Ｄへ前進しろッ！』

　アイリスディーナの声が耳じ朶だを打つ。

『──指定座標に光線レーザー級集団を目視！　私とヴァルターで周辺ＢＥＴＡ群を引き付ける！　貴様たちは一気に肉薄、殲滅しろ！』

　ようやく辿り着いた──テオドールは思わず顎を上げた。闇の中で光を見つけたような気分で視線を向け、映像を拡大する。

　吹き荒ぶ豪雪と、それに覆い隠されながら群れる戦車タンク級──その奥に、人間の下半身の上に巨大なふたつの眼球を取り付けたような姿の、緑色の何かがうごめいている。間違いようがなかった。作戦の目標たる光線レーザー級──その最初の集団だ。数は30体近い。

『──後衛各機！　聞いていたな！　04、08に援護射撃！』

「「「「了解！」」」」

　隊員たちの応答に混じったアネットとイングヒルトの声にテオドールは後方に注意を向けた。両機は背後から接近するＢＥＴＡ群を相手に遅滞戦闘を繰り広げている。

　アネットのMiG-21バラライカは、欧州ではあまり見慣れない兵装を扱っていた。短刀とは比べ物にならないほど巨大な得物──中華人民共和国軍製の77式近接戦闘長刀だ。東ドイツ軍は、過去に中華人民共和国から輸入したこの兵装を、それを必要とするごく僅かな部隊に配備し続けていた。

『──こんのぉぉぉぉぉぉぉっ！』

　アネットは勢いよく長刀を持ち上げ──その重量をそのまま叩き付けるように要撃グラツプラー級の正面へと振り下ろす。要撃グラツプラー級は前腕でそれを阻止しようとする──が、根元を前腕ごと切断され、外殻の破片と赤黒い体液を撒き散らす。












『──アネット、10時方向に戦車タンク級！　気を付けて！』

　イングヒルトは、そんなアネットを背後から砲撃で的確に援護している。ただし、アネットの不規則な動きに対して、かなり苦戦を強いられているようだ。

　だが、イングヒルトはそれを表情に出さず、アネットを守ろうとしている。それでいて頻繁に視線を動かし、前衛への注意も怠ろうとしていない。

　イングヒルトは明らかに自分自身に無理を強いている──それがどれだけ危険な行為なのか、理解していないわけではないだろう。

『──行けッ！　04、08！　──光線レーザー級を叩けッ！　60秒以内に片付けろ！』

　アイリスディーナの怒声に促され、テオドールは視線を前方に向けた。アイリスディーナとヴァルターの周囲には、20体以上の要撃グラツプラー級が群がりつつあった。その代わり、光線レーザー級の周囲からはＢＥＴＡ群の姿が減少している。

『──了解！　同志少尉、いくわよ！　８時方向の要撃グラツプラー級に接近、集団を盾にしつつ散弾キヤニスターで砲撃する！』

「了解ッ！」

　テオドールは何度目かの雄叫びを上げながら、光線レーザー級に向けて突進を開始した。
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（振動……。着弾のものじゃない……？）

　それに最初に気付いたのは、イングヒルトだった。

　アネットを支援するべく行っていた突撃砲の射撃から、一瞬だけ周囲に気を逸らす。

　粉塵と吹雪によって可視範囲は極端に狭まっている。重金属雲の影響で確実とはいえないレーダー情報を読み取るのを諦め、イングヒルトは再びアネット機に視線を飛ばす。小型種殲滅に向くとはいえない長刀を振り回しているアネット機の姿にイングヒルトは胸を痛めた。

（無事に帰還して……）

　その先はどうなるのだろうか──積み重なった疲労を感じながら、思考を巡らせる。

　アネットに与えられた時間は残り僅かだ。精神状態が回復しなければ、間違いなく後方に送られることになる。戦場の過酷な現実に打ちのめされ、戦争神経症シエルシヨツクになる衛士は珍しいものではない。治療の甲斐なく廃兵となり、軍の精神病院──この国では、強制労働キャンプと同義──送りにされ、人としての破滅を迎える衛士たちも。東ドイツの現政権は、そうした惰弱な兵士の存在を公式に認めていない。

（でも、この戦闘さえ終われば、アネットを救えるだけの時間が稼げるかもしれない……だから、私が頑張らないと……！）

　掃討戦の開始からこれまでの15分間で、第６６６戦術機中隊は既にふたつの光線レーザー級集団の掃討を完了していた。現在は３つ目の、そして最後の集団に向けて突破を図っていた。他にも４つの光線レーザー級集団の存在が確認されていたが、遅れて突入した他の戦術機中隊が接触に成功したことが信号弾による通達で知らされている。

　面制圧砲撃の開始予定時間まで、残り10分。全てが上手くいけば、若干の余裕を持って光線レーザー級の掃討を終えられるはずだった。

（──っ！　また！）

　網膜投影の各ウィンドを一瞥──他の衛士たちが、それに気付いている様子はない。しかしイングヒルトは、MiG-21バラライカに装備されている振動センサーが、このような多数のＢＥＴＡを相手にした状況下では精度の面で信用できないことを知っていた。人間が振動センサーよりも先に何かを捉えても不思議ではない。

　その瞬間、イングヒルトの網膜に異常な振動の発生を伝えるウィンドとそのグラフが、甲高い警告音とともに投影された。

「そんな、こんなところに……!?」

　それは、中隊にとっての死刑宣告を意味していた。

「どうして、突撃デストロイヤー級の集団が……!!」





　　　　　◇　◇　◇






「突撃デストロイヤー級だって……!?」

　テオドールはイングヒルトが目にしたのと同じウィンドを前にして、信じかねるように呟いていた。

「ＢＥＴＡ群のど真ん中なんだぞ……！」

『──間違いありません、突撃デストロイヤー級の音おん紋もんです！』

　最初に声を発したイングヒルトが、続けざまに叫び返す。

『──70体以上！　距離２５００、速力は……１５０キロ以上!?　あと60秒以内に視界に現れます！　かなり密集しているようです！』

（くそっ、あと少しで光線レーザー級を殲滅できるっていうところで！）

　突撃デストロイヤー級は、要撃グラツプラー級を上回る大きさの大型種ＢＥＴＡだった。６本足の芋虫の上半身に装甲殻をかぶせたような外観で足が速く、ＢＥＴＡ群では前衛を担うことが多い。装甲殻を生かした衝角攻撃の威力は絶大で、もし戦術機が直撃を受ければ、文字通り粉砕されてしまう。突撃砲による射撃も、真正面からでは装甲殻に弾かれてしまう。

　たった８機の戦術機で、ＢＥＴＡ群の包囲下、自分たちに突進してくる突撃デストロイヤー級の集団に立ち向かう──絶望的な状況以外の何ものでもなかった。光線レーザー級の殲滅が完了していない以上、空中でやり過ごすことは不可能だ。砲撃での阻止も、突撃デストロイヤー級の装甲殻の防御力を考えると難しかった。撤退は論外──光線レーザー級が残っている限り任務は終わっていない。政治将校のグレーテルが撤退を許すとは思えなかった。

（離脱すれば敵前逃亡で銃殺──）

　中隊に残された選択肢は、戦闘を継続し、最後には跳躍ジヤンプユニットを暴走させて、周囲のＢＥＴＡを道連れに自爆することだけかもしれない。ここで終わるのか──握り締めた操縦桿ステイツクが、抗議の悲鳴を上げる。

『──こちらシュヴァルツ01！　総員、取り乱すな！』

　アイリスディーナの鋭い号令。その表情には一切の揺らぎがなかった。

『──01より中隊各機！　中隊長機──私の付近に集合しろッ！』

（一体、何を考えていやがる……！）

　テオドールはそう思いながらも短距離後退跳躍シヨートバツクブーストを実施、数秒でアイリスディーナのMiG-21PFバラライカの後背に布陣した。遅れて他の機体も周囲に展開する。

　８機のMiG-21バラライカは、いずれもＢＥＴＡの体液と肉片に塗まみれていた。テオドールのように多目的追加装甲シエルツエンを破損したものも多い。残された弾薬も平均して30％を切っている。アネットの援護に奔走したイングヒルトなど20％以下だ。

『──どうして集合なんて命じたの、同志大尉!?』

　グレーテルが叫んだ。彼女も中隊の運命を自覚しているらしい。

『──散開して光線レーザー級に向かうべきだったのよ！　突撃デストロイヤー級が接近する前に１機でも２機でも光線レーザー級に辿り着けば、任務を達成できる可能性がある！　今からでも遅くないわ！　全滅するなら、そのほうが……！』

『──光線レーザー級に辿り着く前に全滅する。そんな作戦は受け入れられない』

『──だったら、ここで迎え撃つつもり!?　無理よ──！』

『──各機、横列にて砲撃準備！　弾種１２０㎜徹甲弾ＨＶＡＰもしくは粘着榴弾ＨＥＳＨ！』

　アイリスディーナはグレーテルを無視するように高らかに言い放った。

（こいつ、正気か!?　突撃デストロイヤー級相手に横列射撃なんて……ただの自殺行為だ！）

『──砲撃での阻止は不可能だと……』

『──突撃デストロイヤー級集団の先頭の脚部に砲撃を集中、進撃を止める！　その後に突撃デストロイヤー級集団へと吶喊、これを突破し、最後の光線レーザー級集団へと肉薄する!!』

（突撃デストロイヤー級に突撃をかますだって……!?）

　言葉を失っている他の衛士たちに構わず、アイリスディーナは明瞭な声で続けた。

『──突撃デストロイヤー級集団後方のＢＥＴＡ群は減少しているはずだ。その隙を突く！　面制圧開始までに光線レーザー級を殲滅するには、これしかない！』

　突撃デストロイヤー級とＢＥＴＡ他種との速度差は大きい。アイリスディーナの言うとおり、後続ＢＥＴＡ群との間に距離が発生している可能性はある。それに、装甲殻に覆われていない脚部であれば、突撃砲の打撃で正面からでも破壊できる。

（それしかない……のか──！）

　テオドールは理屈で理解しながらも、恐怖を感じていた。戦術機中隊が突撃デストロイヤー級に真っ向から突っ込むなど、聞いたことのない話だ。

　しかし、今できることは、命令に従って照準を合わせるだけだ。どれだけ不安があっても、そしてアイリスディーナがどれだけ憎くても、他にできることはない。

『──中隊各機、私の号令で砲撃を開始！　腰を据えて狙え！』

「「「「「「「了解！」」」」」」」

『──その後、別命にて突撃を開始、突破を図る！　分隊エレメントは絶対に崩すな！　足さえ止めれば脅威ではない！』

　次の瞬間、吹雪を吹き飛ばすかのような勢いで、何十もの突撃デストロイヤー級がその姿を現した。個体同士の幅は数メートルもない。恐るべき圧迫感が、精神を直撃する。

（あれを止めるっていうのか……!?）

『──中隊全機、砲撃開始フオイヤー・フライ！』

「了解──ッ！」

　迫り来る突撃デストロイヤー級に全神経を向けながら砲撃を開始。甲高い炸裂音が生じると同時に、オレンジ色の閃光を引きながら１２０㎜徹甲弾が突撃デストロイヤー級へと向かう。着弾を待たず、さらに２発目、３発目と連射する。

（これでどうにもならなければ連中の突進に巻き込まれる……！）

　──至近距離で放たれた１２０㎜徹甲弾は、アイリスディーナの想定どおりの効果を発揮した。

　着弾と同時に赤黒い体液と極彩色の内臓器官が弾け飛ぶ。それでも突撃デストロイヤー級の動きは止まらず、肉片を撒き散らしながら突進を継続しようとする──が、続けて命中した２発目、３発目でさらに脚部を吹き飛ばされ、もんどりうつように転倒する。

　砲撃のたびに転倒していく突撃デストロイヤー級──その背後から、さらに多数の突撃デストロイヤー級が迫る。だが、それらは転倒した個体群を回避するには勢いがつきすぎていた。

　一瞬後、ＢＥＴＡ群で連鎖衝突が発生──後続の集団も転倒した突撃デストロイヤー級に足を取られ、立て続けにバランスを失い、同じように転倒していく。

『──まさか……』

　グレーテルの己の目を疑うような呟き。テオドールも同感だった。

　アイリスディーナがどこまで計算していたのかは分からないが、少なくとも中隊は、あの恐るべき突撃デストロイヤー級集団の脚を止めることに成功したのだ。

『──シュヴァルツ01より中隊各機！　連中が立ち直る前に突破する！　──第６６６戦術機中隊、突撃にぃ、移れぇぇぇぇっ！』

『──了解！　いきます！』

『──畜生ぉぉぉぉぉっ！』

「うぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　アネットたちの叫びに煽あおられるように、テオドールは突撃を開始した。視界の前面には、壊かい乱らんした巨大な突撃デストロイヤー級の群れが不気味にうごめいている。

（こいつらが密集し過ぎていたのが、幸いしたってわけか……！）

　脚部を吹き飛ばされた突撃デストロイヤー級の脇を駆けていく。ここが現実ではないような感覚。自分たちは今、近接戦など考えられなかった突撃デストロイヤー級の至近をすり抜けようとしているのだ。だが、テオドールがそうした気分を味わえたのは数十秒ほどだった。

（……っ！）

　最初の一群をすり抜けた瞬間、撃ち漏らした何十体もの突撃デストロイヤー級が次々に突撃を再開する光景が目に入る。一部はこちらの行く手を塞ごうとしている。

『──中隊各機！　そのまま前進を継続！　怯むなよ！』

　アイリスディーナの機体の位置を確認しようと振り向き──視線を凝固させる。

　アイリスディーナは、ヴァルターとともに後方で停止、背部兵装担架ガンマウントを駆動させて２門同時射撃を開始している。

『──残りの突撃デストロイヤー級は私とヴァルターで対処する！　各機はこのまま強速前進、光線レーザー級を目指せ！』

（──殿しんがりを務めるつもりなのか！　指揮官のくせに──!?）

　思わず唾を飲み込む。アイリスディーナはたった２機のMiG-21バラライカで、他の機体の突撃を支援しつつ、突撃デストロイヤー級の集団を引き付けようとしているのだ。

　視界を前後に振る。僚機のグレーテルを含め、他機はアイリスディーナの命令に従って突撃中。アイリスディーナとヴァルターは脚を止め、突撃路の啓開に専念している。その周囲では次々に突撃デストロイヤー級が接近──このままでは、２機は包囲されてしまう。

　さらに一瞬後、前方の彼方に50体余りの人間大のＢＥＴＡが、多数の戦車タンク級に守られながら群れているのが視界に入る。

（光線レーザー級……！　くそっ、あんなところに……どうする!?）

　テオドールは逡巡した。アイリスディーナは中隊の要、ここで失っていい指揮官ではない。どれだけ憎くとも、それだけは認めるしかない。

　しかし、目の前には目標である光線レーザー級が群れている。あれを仕留めれば、中隊はこの地獄から離脱できる──。

『──シュヴァルツ02より04。同志中尉、テオドール機とともに中隊長を援護してください！　アネット機とイングヒルト機も向かわせます！』

『──ファム・ティ・ラン中尉!?』

　グレーテルの声が驚きに染まった。後衛指揮官のファムが懇願するように進言している。

『──光線レーザー級の周囲には戦車タンク級しかいません！　２機で充分です！　同志中尉は他の機を率いて中隊長の援護を！』

『──我々の最重要任務は光線レーザー級殲滅だ！』

『──中隊長らが撃破されてしまえば、突撃デストロイヤー級の次の標的は自分たちです！　そうなれば、光線レーザー級の掃討もままならなくなります！』

『──中尉に言っておく！　政治将校である私のほうが指揮権は上だ！』

『──っ！』

　グレーテルの不愉快そうな口ぶりに、ファムが黙り込んだ。

　だが、グレーテルは数秒ほど沈黙した後、落ち着いた声で呟いた。

『──しかし、同志大尉がいなくなれば、中隊が立ち行かなくなることも事実、か……』

　グレーテルの発言に強い違和感を覚える。しかし、それを問とい質ただせるわけもない。

『──了解したわ。ファム・ティ・ラン中尉、さっさと光線レーザー級を狩ってきなさい！　失敗は許さないわ！』

『──了解！　各機、聞いてのとおりだ！』

「──了解！」

　テオドールは跳躍ジヤンプユニットを巧みに操作し、機体を一瞬で反転させる。

　４機は間をおかずアイリスディーナとヴァルターの機体と合流した。ふたりのMiG-21バラライカは、左右の脚部を吹き飛ばされた突撃デストロイヤー級を盾にして砲撃を続けている。しかし、１２０㎜は全て消耗してしまったらしく、放たれているのは36㎜だけだった。このまま戦闘を継続していれば、いずれ揉み潰されていたかもしれない。

『──同志中尉、ファムとシルヴィアが光線レーザー級に向かったのだな!?』

　アイリスディーナが叱るように尋ねた。先ほどの交信を聞いていたのだろう、４機が何故引き返してきたかについては尋ねない。

『──判断ミスを認めなさい、同志大尉！　蛮勇を示すのが指揮官の仕事ではないでしょうに──！』

　グレーテルは今まさに突撃を開始しようとしていた突撃デストロイヤー級を１２０㎜の砲撃で粉砕した。ウィンドに切り取られたアイリスディーナが一瞬微笑んだようにテオドールには見えた。

　アネットとイングヒルトも射撃で突撃デストロイヤー級に打撃を与えていく。

『──死ね死ね死ね、デカブツめぇぇぇっ！』

　砲声から察するに、このふたりも１２０㎜を撃ち切り、36㎜に切り替えているようだった。無駄弾を撃ちまくった馬鹿と、そのフォローに徹したお人好しの当然の結果だと思い、テオドールは腹立たしげに眉間を歪めた。

　新たに４機が加入したことで、突撃デストロイヤー級の撃破速度は跳ね上がった。生き残った突撃デストロイヤー級は擱かく坐ざしたＢＥＴＡが邪魔で速度を上げられずに戦場を彷徨さまよっている。

　──何体目かの突撃デストロイヤー級を１２０㎜で仕留めた直後、テオドールの網膜に残弾無しの警告ウィンドが立ち上がる。

「クソッ！」

　素早く36㎜に弾種を変更──36㎜の予備弾倉も両脚に納められた２個だけだ。

　気が付くと、視界のＢＥＴＡ群は突撃デストロイヤー級だけではなくなっていた。周囲の突撃デストロイヤー級の死骸の隙間から、次々に要撃グラツプラー級が戦車タンク級を伴って出現している。

（まずい、俺たちに群がるＢＥＴＡが増えてきている……！　光線レーザー級はまだ駆逐できないのか。このままじゃ……）

　視界の隅には、36㎜や多目的追加装甲シエルツエンまでも損耗したのか、両手で長刀を保持して要撃グラツプラー級に切りかかるアネットと、それを射撃で支援するイングヒルトの姿がある。イングヒルトも36㎜の残りが少ないのか、慎重に射撃を続けている。

　おかげで２機の周囲には、多数のＢＥＴＡ群が接近しつつあった。しかし、イングヒルトは巧みな機動と最低限の射撃でこれを寄せ付けていない。

　テオドールは、２機を救援する必要を認めなかった。弾薬を不必要に消耗したふたりに腹が立っていたし、救援に向かったら最後、自分の36㎜を全て撃ち尽くしてしまう。

　再び時刻を注視──残り時間は３分。表情が焦燥で引きつる。

（面制圧が開始されたら、俺たちまで吹き飛ばされる……！）

『こちらシュヴァルツ01！　総員、傾注アハトウング！』

　アイリスディーナの号令──当人はテオドールたちの背後で、ヴァルターとともに残存する突撃デストロイヤー級の突進を回避しつつ、砲撃を叩き込んでいる。

『ファムたちが光線レーザー級の掃討を完了した！　これで全ての光線レーザー級集団が全滅したことになる。よってこれより離脱を図る！　高度１００へ跳躍開始！　続けぇ！』

「「「「「「「了解！」」」」」」」

　終わったのか──テオドールは強烈な安堵を感じた。

（このまま無事に離脱できれば、俺は今日も生き残ったことになる……！）

　光線レーザー級が全滅した以上、このままＢＥＴＡ群の頭上を飛び越えて離脱することが最良のはずだった。そして、これが最後とばかりに周囲に群れるＢＥＴＡ群に注意を向けた──その時。

『──避けてぇぇっ！』

　アネットの自制を忘れた絶叫が響き渡った瞬間、テオドールは、はっきりと目撃することになった。

　ＢＥＴＡ群に取り囲まれながら、跳躍ジヤンプユニットを噴かそうとしていたイングヒルトのMiG-21バラライカが、右の横合いから突撃デストロイヤー級の体当たりを受け──無数の破片を撒き散らしながら突き飛ばされるのを。




『──イ、イングヒルトォォォォォォッ!?』

「……!!　クソったれめぇぇぇぇっ！」

　アネットの声にならない絶叫が再び達すると同時に、テオドールは反射的に跳躍ジヤンプユニットのロケットを点火していた。

「だから、あの馬鹿は──ッ！」

　足元の戦車タンク級をすり抜けながら、雪原に叩き付けられたイングヒルトの機体に向かう。その周囲には何十体もの要撃グラツプラー級の群れ。網膜投影からはイングヒルトの画像が消え、〝接続不能〟の文字が躍っている。

（くそっ、どうしてあんな奇襲を食らいやがった!?　いや、今はそんなことはどうでもいい……！）

「イングヒルト！　無事ならさっさと動け！　とにかくそこから──ぐっ!?」

　イングヒルトのMiG-21バラライカは、右主腕と右主脚をへし折られ、あお向けのまま、数体の要撃グラツプラー級に前腕で滅多打ちにされていた。頑強な前腕が振り下ろされるたびに、砕かれた装甲やフレームの破片、漏れ出た推進剤が宙に舞う。

　胸部の管制ユニット内部のイングヒルト本人がどうなっているかは分からない。システムが死んでいるらしく、バイタルチェックも不可能となっている。

「くそったれども、邪魔だぁぁぁぁっ！」

　テオドールは怒り任せに、要撃グラツプラー級に急接近──半壊状態の多目的追加装甲シエルツエンを胴体に真横から突き刺した。赤黒い体液を噴き出しながら、くの字に曲がる要撃グラツプラー級──そのまま多目的追加装甲シエルツエンをねじり、内臓をかき乱すと同時に36㎜で止とどめを刺し、残骸を右主脚で蹴り飛ばす。関節部への過負荷を伝える警告ウィンド──無視する。

「どけぇぇぇっ！」

　体勢を立て直した後に射撃を再開、周囲の要撃グラツプラー級を36㎜で撃破していく。肉片と体液が舞い上がり、周囲の視界を赤く染めていく。

「アネット、何をしてやがる！　さっさと動け！」

『──イ、イングヒルト？　そんな、そんな……そんなぁっ！』

「……ッ！　役立たずが……！」

　周囲の要撃グラツプラー級の撃破を確認した後、機体に覆いかぶさるように倒れている要撃グラツプラー級の死骸を多目的追加装甲シエルツエンで跳ね上げる。

「……ッッ！」

　無残な姿となったイングヒルトの機体がテオドールの視界に飛び込む。全身の装甲が打ち砕かれ、胸部などは装甲とフレームの殆どが歪いびつに変形している。

　次の瞬間、周囲の戦車タンク級に砲撃──中隊全機が降下してくる。光線レーザー級を掃討したファムたちが合流していた。

『──08、07は見捨てなさい！　あと１２０秒で面制圧が開始されるのよ──！』

　グレーテルの恫どう喝かつに操縦桿ステイツクを握るテオドールの手が凍る。

『──作戦は終わったわ！　生死不明の衛士に拘こだわって、これ以上戦力を落とすわけには──』

『──シュヴァルツ01より08！　エーベルバッハ少尉、ブロニコフスキー機を確保しろ！』

　アイリスディーナだった。有無を言わせない調子で割り込んでくる。

『──復唱しろ、08ッ！　脱出はそれからだ──！』

『──同志大尉!?　時間がないことを分かっているの!?』

　グレーテルの金切り声がアイリスディーナの声に重なる。それが却ってテオドールに自分を取り戻させた。

「08了解！　アネット、手を貸せッ！」

『──あ、あたし……、あたし……』

「急げ！　イングヒルトが生きている可能性は残っている──お前、親友なんだろ!?」

『──っっ！』

「俺が右でお前が左だ！　兵装を投棄して両手を空けろ！」

『──りょ、了解……！』

　タイマーの数字が減少──テオドールはアネットと大破状態のMiG-21バラライカを担ぎ上げる。

「確保完了、いつでもいけます！」

『──全機、跳躍開始！』

「「「「「「了解！」」」」」」

　７機のMiG-21バラライカは次々に跳躍ジヤンプユニットを点火。テオドールの視界から地上が急速に遠ざかっていく。

　彼方から迫る甲高い音響。それが、ナイセ川西岸から放たれた多数のロケット弾の飛翔音であることに、テオドールは着弾の瞬間まで気付けなかった。目の前の現実が思考を一時的に麻痺させていたのだった。

　紅蓮の炎に包まれる地上を背にしながら、第６６６戦術機中隊は戦場を離脱した──。




午後〇時一〇分　ドイツ民主共和国

コットブス県　ナイセ川上空　高度１００メートル




　上空から見るナイセ川西岸は、地獄と見違えんばかりの光景と化していた。

　雪原を埋め尽くすＢＥＴＡの死骸──そこから流れ出した体液は雪原を赤黒く染めるばかりか、多数の湖に流れ込み文字通りの血の池を生み出している。

（航空戦力を使えるようにしてやったんだ……。後はお前達の仕事だろ……）

　ＢＥＴＡの群れる生と死の狭間から安全な上空へ──先ほどまでの興奮と緊張も冷め切っている。あるのは、ささくれだった気分だけだ。

　次々に表示される〝救援要請〟のウィンドを見ることなく閉じる。

（俺の任務は終わったんだ……俺は任務を果たした……）

　イングヒルトの半壊したMiG-21バラライカから、潤滑油や推進剤が体液のように流れ落ちていく。他のMiG-21バラライカも黒ずんだ全身からＢＥＴＡの体液を散らしている。

　中隊には重苦しい沈黙が広がっていた。それが、歴戦の衛士イングヒルトを失ったかもしれないという喪失感からか、それとも無事に修羅場を脱したという安堵からかは分からない。

『──総員、傾注アハトウング』

　アイリスディーナの号令。疲労を感じさせることのない指揮官然とした声に、テオドールは何故か言い様のない反発を覚えた。戦闘中に幾度か覚えたアイリスディーナの指揮への感心も、冷静となった今では風化してしまっている。

『──これより中隊は地上に降下する。エーベルバッハ少尉、ホーゼンフェルト少尉。着地には細心の注意を払え』

　了解──とテオドールが言いかけた所に、グレーテルからの無線が割り込む。

『──基地への帰還が優先よ！　二次出撃に備える義務がある！』

『──ブロニコフスキー少尉の容態は一刻を争う。安全地帯に着地し救命措置を行う』

『──司令部の帰還命令を優先しなさい！　戦闘はまだ終わっていないのよ！』

　グレーテルの反論に構わず、アイリスディーナは機体の高度を下げ始めた。




　中隊が降り立った場所は、〝シュプレムベルク要塞陣地〟後方の雪原だった。付近には前線へと繋がる国道が走っている。

　国道では、前線から後方の予備陣地へと転進中の兵士たちが、列をなして西へと向かっていた。皆、雪と泥とＢＥＴＡの体液に染まっている。負傷者も少なくない。

　着地の衝撃が管制ユニットを震わせると、テオドールは気だるく息を吐いた。溜まりに溜まった疲労が全身に圧し掛かる。それに──

（イングヒルトが生きている可能性は……）

　全機着地後、アイリスディーナからの通信が入る。

『──ファム中尉は私とブロニコフスキー少尉を看てもらう。他の機体はそのまま待機だ──エーベルバッハ少尉、バイタルチェックはまだ返ってきていないか？』

「はい」

『──あ、あの、あたし……！』

　アネットの悲痛な声をアイリスディーナが遮る。

『──ホーゼンフェルト少尉はその場で待機しろ。ブロニコフスキー少尉の機体を支えてやっていてくれ』

『──り、了解……』

『──エーベルバッハ少尉、この損傷では、管制ユニットのイジェクトは無理だ。短刀で前部コアモジュールを破壊してくれ』

「……了解」

　胸部の先端に、短刀の先端をあてがう。──次の瞬間、火花とともにコアモジュールの外装部分が落下した。小さく息を吐き出すと短刀を納める。

『──こちらに来てくれ。男手が必要になるかもしれない』

　テオドールは硬い声で「了解」と応じた。望んで加わりたい仕事ではない。

　コックピットのハッチを開けた瞬間、機体にこびりついたＢＥＴＡの肉片や体液から放たれる強烈な硫黄臭がテオドールの鼻腔を刺激した。顔を歪めながら立ち上がり、予あらかじめ駆動させておいた右の掌てのひらに降りる。吹き付ける雪と風。強化装備の体温保持機構が機能しているにも関わらず、テオドールは冷気を感じていた。

　最初に胸部に辿り着いたのはアイリスディーナだった。機体の右主腕を巧みに駆動させ、管制ユニットの内部に踏み込む。

『──ふたりとも、こちらに来い。状況を確認してもらう』

「……了解」

　──イングヒルトは管制ユニットのシートの上で、変わり果てた姿となっていた。

　四肢が折れ曲がり、あらぬ方向を向いている。強化装備の装甲部分も壊れている。

　特に悲惨なのは頭部だった。そこにイングヒルトの面影は残っていない。鼻先から顔面そのものが粉砕され、口からは血の泡を吹いている。頭蓋が割れているらしく髪の毛まで血まみれだ。正視に堪たえられるものではない。

（要撃グラツプラー級に何度も殴られれば、こうもなるだろうさ……）

　テオドールは冷めた思考で思った。凄惨な情景が目前にあるにも関わらず、何も感じない──感じることができない。

　一瞬だけ息を飲んだファムが、意を決するように近づいてイングヒルトの容態を確かめる。数秒後、ゆっくりと振り返り首を横に振った。

「手の施しようがありません。もって30分、いや、20分程度……」

「……そうか。分かった」

　アイリスディーナは頷くと、イングヒルトの血塗れの耳元に顔を近づけ何かを呟いた後、ゆっりと身を離す。それから右手に持っていた指揮官用の拳銃、ワルサーＰＰＫを構え銃口をイングヒルトの眉間に突きつける。

「総員、傾注アハトウング」

　アイリスディーナの声に感情は籠っていなかった。

「イングヒルト・ブロニコフスキー少尉は重傷を負い、余命幾ばくもない。基地までは持たない。よって、ここで慈悲の一撃クー・ド・グラスを加える」

　慈悲の一撃クー・ド・グラス──止とどめの一撃。アイリスディーナはイングヒルトの苦しみを長引かせないために、この場で彼女を射殺すると宣言しているのだった。

『──ちょ、ちょっと、待ってください……』

　震える声でアネットがアイリスディーナに尋ねる。

『──イングヒルトは生きているんですよ!?　き、基地に辿り着けば……』

「……彼女を苦しませることは、お前も望んではいないだろう」

『──で、でも、なんとかなるかもしれないじゃないですか!?』

「……できることは何もない」

『──しかし……！』

「安心しろ、私がやる」

『…………』

「集音機構をカットしろ。５秒やる」

　アネットの聞き取り不可能な呟きをテオドールの受信機が拾う。

　──５秒後、乾いた銃声と、湿った何かが飛び散る音が雪原に響き渡った。












「……イングヒルト・ブロニコフスキー少尉の戦死を確認しました。時刻は12時18分です」

「……よろしい」

　そう言ってアイリスディーナはイングヒルトの前で膝を着き、目を瞑つむらせた。右手を自分の胸元に近づけ、十字を切り一瞬だけ瞑めい目もくする。

　グレーテルの忌々しそうな舌打ち──社会主義国家である東ドイツにおいて宗教は否定されており、教会は弾圧の対象となっている。

「これより中隊はコットブス基地へと帰投する──ふたりとも、行くぞ」

　アイリスディーナが身を翻しファムが無言で続く。他の衛士たちも何も言わない。悔やみの言葉さえ口にする者はいなかった──。

『──おかしいよ。……あんたら全員、おかしいわよ……』

　数十秒間の沈黙の後、アネットがその空気を咎とがめるように呟いた。

『──イングヒルトが死んだのよ！　それなのに……おかしいわよ！　今日だけじゃない──！　他の仲間のときだって……！』

　テオドールはアネットの叫びを無視して自機の掌に歩み寄る。

『──人が死ねば、悲しくなるのが普通じゃない！　悔しいと思うのが普通じゃない！　けど、あんたらは絶対にそんなんじゃ──』

『──悲しんで、何か変わるのかしら？』

　訛なまりのあるドイツ語だった。

　それまで一言も私語を発しなかった後衛の衛士──シルヴィア・クシャシンスカ少尉だ。声には、あからさまな侮蔑のニュアンスがある。

　シルヴィアは中隊で唯一の外国人で、元ポーランド人民軍の衛士だった。数年前のポーランドからの撤退戦の最中、アイリスディーナに拾われ、中隊に編入されていた。

『──迷惑なのよ。こんなあっさり死なれちゃ。無駄死にもいいところね』

　シルヴィアは冷たく答えた。豊かな白銀の髪に囲まれたその端正な顔には、戦闘による疲労とコールタールのように濁った何かが浮かんでいる。

『──何を……何を言っているのよ、あんた──!?』

　アネットの声が震えている。

『──無駄死に……!?　そんなわけない！　イングヒルトは、あたしを……』

『──だから無駄死になのよ。イングヒルトじゃなくて、あなたが死ねば良かった』

『──っっ……！』

『──騎士道精神？　友愛？　地主貴族ユンカーの出自だか何だか知らないけど、無意味な死に方をされちゃ堪たまらないのよ、こっちは──！』

『──し、死んだ仲間を侮辱して……それでも衛士なの!?　弔いの気持ちはないの!?』

『──イングヒルトを殺したのはあなたでしょう？　……責任転嫁するのもいい加減にしてくれないかしら？』

　掠れ声で言い返したアネットをシルヴィアは無造作に切って捨てる。

『──はっきり言って、あなたみたいに頭が壊れた衛士は邪魔なのよ。中隊の死傷率を高めるだけだわ──』

『──な……っ』

『──いい加減にしろ、ふたりとも！』

　ヴァルターが声を荒らげた。

『──作戦中だ！　口論したければ、基地に帰還してからにしろ！』

　機体のコネクトシートに腰を下ろしたテオドールは、諦観にも似た感情を抱いていた。

（結局、そうするしかないんだ……）

　シルヴィアの言葉は、テオドールにとっての正論だった。頷く代わりに、心を凍らせるように思う。

（感覚を麻痺させて……生き残ることだけを考えろよ、アネット……。そうしなければ、やっていけない……）

　まとも過ぎるからお前はおかしくなるんだよ──アネットに対して残されている自分の中の僅かな感情。あの頃のアネットは誰よりも快活に笑えていた。

　──アイリスディーナが主脚での行軍を命じたのは、テオドールとアネットが再びイングヒルトの機体を保持した後だった。




午後〇時三五分　ドイツ民主共和国

コットブス県　シュプレー川周辺




　地上の光景は変化していた。要塞陣地の縦深の半ばを越えて以降、テオドールの視界には道路と炭鉱が映えるようになっている。

　コットブス周辺は東ドイツ最大の炭鉱地帯であり、国内エネルギー生産の４割以上を支えている。これらの炭鉱は、要塞陣地内に組み込まれたものを除き、稼働を続けている。その光景は、彼の祖国の国防方針を如実に示していた。すなわち、ＢＥＴＡの侵攻をオーデル川とナイセ川で食い止め、その国土を守る──。

（本当にそんなことが可能だと思っているのかよ……）

　テオドールは、祖国の余命が幾ばくもないことを感じていた。

　ここ数年、ＢＥＴＡの攻勢は激しさを増す一方だ。東ドイツ軍は膨大な損害を出しながらもＢＥＴＡ群を弾き返してはいるが、いずれ限界に達する事は明らかだった。東ドイツ軍の窮状を具体的に把握しているわけではなかったが、衛士と戦術機の激しい消耗度合いを見れば、自然にその結論に行き着く。

　ミンスクハイヴから湧き出ているＢＥＴＡの梯団に、新たに重光線レーザー級が加わるだけでも、東ドイツ軍は壊滅するだろう。重光線レーザー級の、光線レーザー級を上回る強大なレーザー照射能力と、物理的な防御力の高さは光線級吶喊レーザーヤークトの成功率を大きく低下させる。しかしそれは、過去のＢＥＴＡ侵攻パターンを見る限り、いつか必ず到来する未来なのだ。

　前線が崩壊した後、一般の市民がどうなるかなど想像したくもなかった。疎そ開かい政策がまともに行われておらず、海外渡航も厳しく制限されているため、国民の大半は東ドイツに留まったままなのだ。

　他国の支援も期待できなかった。東側の首しゆ魁かいであるソ連は、パレオロゴス作戦後のＢＥＴＡの東進によってウラル以西を失いシベリアとアラスカに撤退中、東ドイツには兵器の供給を行うだけだ。他の東欧諸国も、自国の防衛に手一杯となっている。

　唯一、かつての敵国である西ドイツを始めとする欧州連合だけが、国連の指揮下で東ドイツに兵力を派遣していたが、どこまで信用できるか知れたものではなかった。国内の報道によると、彼らは東ドイツに軍の一部を派遣しつつ、自国では大規模な疎開計画を進めている。つまり彼らにとって東ドイツとは、ＢＥＴＡの自国への侵攻を遅らせるための時間稼ぎの場でしかない。

（終わりなんだろうな……。俺たちも、この国も……）

　戦術機に主脚歩行をさせながら、テオドールは耐え難い何かを感じていた。

　終わりの見える戦争、過酷な任務、ＢＥＴＡに殺されていく味方、横暴な政治将校と敬意を欠片も抱けない祖国。そして、どこに隠れているか分からない裏切り者の存在。

（だから、俺は自分が生き残るためだけに戦う──何のためでもなく、誰のためでもなく……）

　──その時、新たなウィンドが網膜上に広がった。シルヴィアの怪け訝げんな声が聞こえてくる。

『──救援要請？　戦術機部隊から……？』

（なんだ？　光線級吶喊レーザーヤークトに参加した戦術機部隊は、あらかた離脱しているはず……）

　テオドールは戦況表示ウィンドを拡大、その発信地点を確かめる。中隊は重金属雲下から脱している。データリンクは機能しているはずだった。

　一瞬後、テオドールは唾を飲み込んだ。

「この座標は……？」




同時刻　ドイツ民主共和国

コットブス県　コットブス基地




「国連軍の救援要請の信号弾が、ポーランド領内から射出されただと？」

　コットブス基地の戦闘指揮所は混乱の中にあった。先ほどまで広がっていた、戦術機部隊が光線レーザー級掃討に成功したことによる安堵感は雲散してしまっている。

「旧クロスノ・オドジャンスキエ市街の周辺──ＢＥＴＡ群の攻勢方向の圏外じゃないか。国連軍の配備位置からは遠すぎるぞ。離脱中の戦術機中隊でもいたのか？」

「有り得ない。光線級吶喊レーザーヤークトに参加した戦術機中隊は、いずれもナイセ川西岸への撤退に成功している」

　基地司令部参謀の言葉にハンニバルが、はっきりと反論を口にした。東ドイツ軍と国連軍は互いの防諜のため、同じ戦場にいながら情報を共有していなかった。

　このため、ハンニバルたちは、救援を要請している戦術機部隊が、どのような部隊なのかを知ることができなかった。プロジェクターにもポーランド領内に救援を要請した戦術機部隊がいるという以外、何の情報も示されていない。

　しかも、信号弾が射出された地点は、主戦場から風に流された重金属雲の影響下にある。正体を確認するには、直接誰かを向かわせるしかない。

「マライ、君はどう思う？」

「オーデル川の東岸で、掃討任務に就いていた戦術機部隊かもしれません」

　マライはオペレーターに頷いてみせ、プロジェクターに表示されている領域を、ナイセ川西岸からドイツ－ポーランド国境全体にまで拡大させた。

「前線の各軍は、ＢＥＴＡの攻勢停止期間中、１個大隊程度の戦術機部隊を旧ポーランド領内に派遣し、ＢＥＴＡ群の分布状況の確認とその掃討を行っています」

　通常、東ドイツ－ポーランド間の国境から東に70キロ以内の領域は、ＢＥＴＡと人類の双方が支配しない、いわゆる〝緩衝地帯〟となっている。

　東ドイツ軍は、ＢＥＴＡの支配領域を越えて〝緩衝地帯〟や人類の支配領域に侵入してくるＢＥＴＡ群を監視、排除するため、オーデル・ナイセ絶対防衛線から離れられない地上部隊に代わり、機動力の高い戦術機部隊を派遣している。

「ＢＥＴＡが攻勢を発起した場合、掃討任務に就いた戦術機部隊には、光線レーザー級の照射範囲外で、ＢＥＴＡ群の側面への浸透を防ぐことになっています。ＢＥＴＡの攻勢プロセスには不明点が多く、ＢＥＴＡ群が思わぬ方向に向かうことが少なくありません……」

「つまり、掃討任務に就いていた戦術機部隊が攻勢の煽りを食らった……と？」

「はい。掃討任務には、練度の低い戦術機部隊が投入されるのが常ですから……」

「付近の戦術機部隊は？」

「〝アイゼンヒュッテンシュタット要塞陣地〟後方のヘルツベルク基地に、２個戦術機中隊が展開しています。しかし、即応できる状態ではありません」

「そう、か……」

「救出すべきだ、ハンニバル少佐。……国連軍に貸しを作るまたとない機会だ。党はそれを望むだろう」

　それまで口を開くことのなかった基地司令部の政治将校がハンニバルに向けて囁くと、司令部の中に沈黙が広がった。マライはハンニバルの横顔を見上げる。

「……第６６６戦術機中隊を呼び出してくれ。彼らが戦場に最も近い」

「救出するのですか……？」

「そうだ。──救助を求めている者に手を差し伸べるのは、人間として当然のことだ」

　政治将校は淀みのない微笑みを浮かべた。どこかそらぞらしさを含んだ表情だった。




午後〇時四〇分　ドイツ民主共和国

コットブス県　シュプレー川周辺




『──大隊司令部から命令が下されたわ』

　司令部からの命令は、地上においてアイリスディーナではなくグレーテルから伝達された。越権行為だとグレーテルを咎める者はいない。政治的な事情が絡んだ命令は、常にグレーテルから達せられるのが通例であった。

『──現在、国連軍所属の戦術機部隊がポーランド領内で救援を要請している。我々はこれを支援する』

（こんな状況で再出撃なんて、無茶だろ……！）

　光線級吶喊レーザーヤークトによって、中隊の全機が、推進剤の８割、弾薬の９割を消耗している。衛士たちの精神的・肉体的疲労も溜まっている。とてもではないが、ＢＥＴＡとの戦闘に耐えられる状態ではない。

（使い潰すつもりかよ……）

　政治将校は己の保身のために部隊を消耗させることを恥としない──自分が強い立場にあることを自覚している人間独特の口調でグレーテルが言葉を続けるのを、テオドールは操縦桿ステイツクを強く握り締めながら聞いていた。

『──ただし、全機で移動する必要はないわ。中隊から２機派遣する。国連に貸しを作るだけだから、無理をする必要もない……同志大尉、衛士の選別は任せたわよ』

　司令部からの命令と党からの要請に逆らえる者など東ドイツにはいない。

『──了解した。私が向かうべきだな。残っている兵装は全て渡してもらう』

　アイリスディーナは躊躇なく言い切った。

『──お待ちください、救援には私が志願します！』

　ファムの進言にグレーテルの舌打ちが重なった。

『──中隊の主力は指揮官の大尉が掌握するべきです！　救援には私が──』

『──ファム・ティ・ラン中尉！　差し出がましい口を叩くな──！』

　グレーテルがファムを一喝する。

『──救出対象は国連軍所属機よ。救出する側にもそれなりの格が必要になるわ。中尉のような移民２世の出番ではないのよ』

　グレーテルの言葉には、ファムのような移民出身者への明確な蔑視が含まれていた。

『──安心しろ、無理はしない』

　アイリスディーナは微笑んでみせた。

『──光線レーザー級の殲滅は既に確認されている。目標にはＢＥＴＡ群の頭上を跳躍して向かえばいい』

『──それは、そうですが……』

『──お前たちにはイングヒルトを基地に帰投させるという任務がある──返事は？』

『──り、了解しました……』

　テオドールは目の前で繰り広げられた三文芝居に顔をしかめていた。中隊の古参衛士が見せるアイリスディーナへの忠誠はテオドールの鼻に付く。

『──同志中尉。随伴機にはエーベルバッハ少尉を指名する。少尉、他の機体から予備弾倉をもらえ』

「……は？」

　アイリスディーナの突然の言葉にテオドールは呆けたような声を漏らした。

『──聞こえなかったのか？』

　アイリスディーナが厳しい声で告げた。

『──今すぐ予備弾倉を他の機体から受け取れ。完了次第出撃する。急げ！』

　テオドールは一瞬言葉を失ったものの、すぐに自分を取り戻し、腹から搾しぼり出すように「了解」と答えた。




　グレーテルに指揮された中隊が基地へと飛び立つと、アイリスディーナは命じた。

『──戦場はいまや砲兵の楽園だ！　爆発に巻き込まれないように注意しろ！』

「り、了解！」

　テオドールはフットペダルを踏み込み増速を開始。眼下には要塞陣地周辺の雪原が再び広がりつつある。ＢＥＴＡと人類の骸むくろで埋め尽くされた赤い殺戮の大地がそこにある。

（どうして、俺なんだよ……！　こういう仕事は、ヴァルターのおっさんの役割じゃなかったのかよ……！）

　腹立ちの余り唸り声を上げそうになりながら、テオドールは前方を進むアイリスディーナのMiG-21PFバラライカをねめつけた。

（俺はお前の本性を知っている……）

　テオドールはアイリスディーナに関する、あるひとつの噂を聞いていた。そしてそれは、彼にとってアイリスディーナを心の底から憎悪するに充分な理由だった。




　──アイリスディーナ・ベルンハルト大尉は、実の兄を秘密警察──国家保安省シユタージに密告したことで、英雄としての称号を手に入れた……。




午後〇時五五分　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約23キロ　旧クロスノ・オドジャンスキエ郊外




　ふたりが降下したのは、旧クロスノ・オドジャンスキエの北約３キロの地点だった。座標データによると信号弾はこの付近から射出されたことになっている。

『──何もない、か……。座標データが誤っていたか……？』

　網膜に投影されるのは雪に埋もれるように点々と転がるＢＥＴＡの死骸と、水平線まで広がる焼け爛れた森林の痕跡だけだ。












「救援要請そのものが誤認だったんじゃないですかね」

　投げやりな態度でテオドールが呟くと、アイリスディーナは小さな溜息を吐いた。僅かな沈黙を置いて、静かに語り始める。

『──甘ったれるのもいいかげんにしてくれ。テオドール・エーベルバッハ少尉』

「……っ！」

　テオドールは目を剝むいた。作戦行動中、彼女がテオドールに私的な言葉を告げたのはこれが初めてだった。

　相手が上官であることを忘れて、テオドールは反射的に答えた。

「俺が甘えている、だと……？」

『──そうだ。貴様は甘えている』

　アイリスディーナの口調は表情と同じく氷のようだった。

『──先程の戦闘、なぜアネットを支援しなかった？　アネットの状態は貴様も把握していただろう。ヴァルターにも注意を払うよう命じられていたはずだ』

「……自分の責任は果たしている」

　他人の面倒まで見てられるか──言外に訴える。アイリスディーナにどう思われようと構いはしなかった。

　だが、アイリスディーナは、許しがたい何かを見つけたような視線を向けながら、きつい口調で言った。

『──素直に言え。戦争神経症シエルシヨツクの衛士は助ける必要がない。いや、むしろ不測の事態を想定して距離を取っていた、と──そうだな？』

　本音を見透かされていたことを知り、テオドールは思わず言葉を詰まらせた。

（こいつ、まさかこんな話をするために、俺を随伴させたのか……!?　会話は録音されているんだぞ……！）

『──確かに現実的な判断だ。──だが、その判断を口にしなかったのは自分が手を抜いている事を自覚していて、尚かつそれが露見することを恐れているからだろう？』

「な……!?」

　脳貧血のような眩め暈まい──それに追い討ちをかけるように、アイリスディーナは初めて表情を烈火に染め、怒声を放った。

『──貴様が気遣ってやれば、イングヒルトは死なずにすんだのかもしれないんだぞ！　貴様にとっては生き残るための些細な犠牲であっても、死んでいった者たちにとってはそれが全てだ！　政治将校や指揮官は救えて、他の仲間はどうして救えない!?　そんな生き様で、貴様は恥ずかしくないのか!?』

「……っ！」

『──貴様は訳知り顔で現実を分かったつもりになっている捻くれた子供だ！　どれだけ戦技に優れていようとも、自分を守ることしか考えない貴様に衛士を名乗る資格はない！　貴様にはこのドイツの人々を守ろうという意思さえないのか!?』

〝衛士の資格〟──それは、テオドールにとって、アイリスディーナのような裏切り者に最も口にして欲しくない言葉だった。怒りの余り理性が焼き切れそうで、それ以外の台詞はまともに耳に入っていない。

「……資格がない……だと？」

　テオドールは声を震わせながら反芻した。

「お前に……！　お前こそ、自分に衛士としての資格があるって言えるのか!?」

　胸の底から沸き上がった激情に、後ろめたさの拍車がかかり言葉を止めることができなくなる。

「俺が仲間を救わなかっただと？　ふざけるなッ！　全ての味方を救えるわけがないだろっ！　あの時、俺まで撃墜されていたら部隊は全滅していたかもしれない──！　俺は救える味方は救った。それを──！」

　言葉の勢いが増していく。抑えられない衝動にテオドールは全身を支配されていた。

「あぁそうだ、アネットなんてどうでもいいと思っていたさ！　だからなんだ？　イングヒルトが死んだのは俺のせいだけだとでも言うのか？」

　アイリスディーナは黙り続けている。

「同じ部隊の隊員なら、精神がぶっ壊れた奴とでも運命を共にしろとでもいうのか？　それこそ無駄死にだ！」

『…………』

「俺は与えられた責任は果たす！　好き好んで味方を危険な目に遭わせることはしないッ！　だが、お前は違う！　知っているんだぞ？　あんたが国家保安省シユタージの……！」

　国家保安省シユタージという単語を口の端に乗せかけた瞬間、冷水を被かぶせられたかのようにテオドールは自己を取り戻した。それ以上、言葉を口にすることができない。

『──どうした？　続けないのか？』

　息を飲む──言い返そうとして、己が死刑台の前に立たされていることを思い知らされる。

『──私が国家保安省シユタージの犬、密告者だと言いたいのだろう？』

「…………！」

　国家保安省シユタージとは、東ドイツが誇る、世界最大の秘密警察・情報機関だ。その役割は、国民の監視、反乱分子の弾圧、国外における工作などで、最終的な目的は、東ドイツにおける社会主義体制──ドイツ社会主義統一党ＳＥＤによる一党独裁体制の維持だ。

　国家保安省シユタージの恐ろしさは、その規模と監視体制の徹底性にあった。彼らは東ドイツのあらゆる場所に情報提供者コラボレーターを確保し、緻密極まりない相互監視体制を構築していた。噂によれば国民の60人に１人が、より悲観的な観測では10人に１人がその関係者だといわれている。ナチス時代のゲシュタポや、ソ連のＫＧＢでさえ、ここまで濃密な監視網は敷いていない。

　この国家保安省シユタージの存在により、東ドイツ国民の言動は完全に統制されていた。思想と言論の自由はなく、あるのは体制への恐怖と服従だけだった。彼らに逮捕されたら最後、たとえ無実であろうとも、執拗な拷問と尋問──そして社会的な死が待っている。

　軍も国家保安省シユタージの監視対象だった。軍が党に牙を剝くのを未然に防ぐため、多数の情報提供者コラボレーターを潜り込ませていた。テオドールがアイリスディーナだけでなく他の衛士たちにも心を許さないのは、一体誰が情報提供者コラボレーターではないのか、容易に判別ができないからだった。下手をすれば、あのイングヒルトでさえそうだった可能性もある。自分以外の衛士も、本心では同じように仲間を疑っていることだろう。

　──そして、テオドールは、情報提供者コラボレーターたちの一部が、戦場の混乱に紛れて反動分子を殺害する任務を負っているという噂を聞いていた。まさに今、自分と対峙するアイリスディーナのように。

　アイリスディーナの視線が、自分を捕らえて離さない。喉が渇き背筋を汗が伝う。だが、目を付けられた以上、テオドールは選択しないわけにはいかない。

　処刑を逃れるためにアイリスディーナの軍門に下り、国家保安省シユタージの犬として生きるのか、それともこの場でアイリスディーナを撃ち殺すべきか──いや、アイリスディーナに先に撃たれるかもしれない。恐怖と緊張に指が震え、トリガーを引きそうになる。

（俺は、こいつのような密告者のおかげで……）

　甦よみがえる３年前の忌まわしい記憶。無力感や悔しさが綯ない交まぜになる中、今ではもう会えない人々がフラッシュバックしていく。

（家族も、友人も、あいつも……！　それだけじゃない。拷問と尋問を繰り返されて、こいつらに抵抗する意思も根こそぎ奪われ、反動分子のレッテルを貼られ、軍に入るしかないよう追い込まれて……なのに、俺はまた……）

　なおも自分を見つめるアイリスディーナに、叫び出したい衝動に駆られる。

（俺はもう、誰かに裏切られたり利用されるのは、御免なんだよ……！）

　──視界の隅で閃光が瞬いたのはその時だった。

「…………！」

　南の空に信号弾と思しき光。次の瞬間、アイリスディーナは跳躍ジヤンプユニットを駆動させた。

「……！　ま、待て──！」

『──信号弾の下に、救出を待つ戦術機部隊がいる！　ＢＥＴＡの姿がないのは、そこでの戦闘に引き寄せられているからだ！』

　状況の急激な変化にテオドールの思考が混乱する。

『──今日の戦いで、貴様は確かに中隊を救った！　それは褒めてやる！　貴様にまだ衛士として誇りが残されているのならば義務を果たせ！　さもなければ、貴様は軽蔑している私以下の人間になるぞ』

「な……っ！」

『──追随しろ!!』

「りょ、了解──！」

　テオドールは勢いよくフットペダルを踏み込んでアイリスディーナを追う。内心では混乱が渦巻いている。

　答えを求めるようにアイリスディーナの表情を窺い──咄嗟に視線を逸らす。いまや完全に指揮官としての表情を取り戻した彼女の相貌は、これまで感じたことがないほどに凜々しく、美しかった。




　数十秒と経たず、地平線の彼方に黒煙を噴き出す旧クロスノ・オドジャンスキエ市街が出現する。レーダーには、市街を中心にして多数のＢＥＴＡの反応。

（……ッ！　アイリスディーナの推測どおりか……！）

　戦術機の姿はまだ見えない。しかし、戦闘が行われている以上、市街地にいることは確実だった。上空から探したいところだったが、ＢＥＴＡの支配領域から光線レーザー級に照射される可能性を考えると、うかつに高度は上げられない。

『──二手に分かれて市街に突入する！　お前が東、私が西だ！　対象を発見次第、報告しろ！』

「っっ……！」

『──返事はどうした!?』

「了解っ！」

　テオドールは叩き付けるように答えた。ヘッドセットの向こうから、ふっと微笑むような息遣いが聞こえる。

『──いい返事だ、テオドール』

「……っ！」

（こいつ、俺を弄もてあそんでいるのかよ!?）

　テオドールは唸りを漏らしながらアイリスディーナと分離、市街の東側に回り込んだ。

　周囲を警戒しつつメインストリートに突入──廃墟となった街が迷路のように並んでいる。小型種ＢＥＴＡの群れを回避しながら、テオドールは無線の回線をオープンチャンネルに切り替え叫んだ。

「くそっ！　どこにいる！　いるなら返事をしろぉぉっ！」

　ここに長居することは自殺行為だ。しかし、何も見つけず撤退することはできない。

　その時、テオドールの直感が何かを捉えた。不意に、そちらを向き──目を見開く。

　マンションに囲まれた路地の向こうの広場で、所属不明の戦術機──F-4フアントムが、多数の戦車タンク級と要撃グラツプラー級に取り囲まれていた。突撃砲は既に投棄したようで短刀のみで戦闘している。

「……っ!?　見つけ──」

　だが、さらに一瞬後。

　そのF-4フアントムは、急接近した要撃グラツプラー級に腰部を殴り飛ばされた。




　誘惑がなかったといえば噓うそになる。最早、あの機体は助からない──見捨ててしまえば、自分だけはこの戦場を脱することができる。だが、脳裏には血塗れのイングヒルトの姿と雪原に響き渡る銃声。そして悲しみを湛たたえた蒼い瞳──アイリスディーナの言葉が閃光のように瞬く。まるで、それが答えだというかのように。

　何が衛士の資格なのかは分からない。衛士たちの死が何を意味しているのかも分からない。全てを失った自分に、これまで見捨ててきた者たちを救える力があったかも分からない。

　しかし──

「てめぇら、そいつから離れやがれぇぇェッ！」

　テオドールは絶叫とともにＢＥＴＡの群れに向かって駆け出していた。




午後一時〇五分　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約26キロ　旧クロスノ・オドジャンスキエ市街




「はぁっ……はぁっ……はぁっ……っ！」

　テオドールは荒い息を吐きながら全周囲を索敵。視界に生きたＢＥＴＡの姿はない。あるのは大量のＢＥＴＡの死骸だけだ。

　新たなＢＥＴＡが接近してくる兆候がないことを認識すると、テオドールは残弾を確認した。予備弾倉はすでになく、装備中の突撃砲に50発程度残されているだけだった。

　呼吸を落ち着かせながら、テオドールは自分が守りきったF-4フアントムを見つめた。所属部隊は不明。機体の塗装も両肩の部隊章エンブレムも、ＢＥＴＡの体液で汚れてしまっている。跳躍ジヤンプユニットが破損し、最後に食らった要撃グラツプラー級の一撃で、腰部が抉えぐり取られるように損壊している。

　周囲に他の戦術機の姿はない。近場で戦闘が繰り広げられている様子もない。

（たった１機で戦っていたのか……？　いや、今はそれよりも……）

　管制ユニットから衛士が脱出してくる気配はない。死んではいないだろうが、おそらく機体側の応急処置機能が停止し、失神したままなのだろう。

（そういえば、アイリスディーナは!?）

「シュヴァルツ08よりシュヴァルツ01──」

『──テオドールか！　そちらの状況は!?』

　アイリスディーナの声に混じり、連続した砲声が聞こえてくる。

「F-4フアントムを１機発見、これを確保しました。大破状態で他に戦術機の姿は見えません」

『──衛士は!?』

「不明ですが機体の損傷からいって、失神しているだけと思われます」

『──こちらは戦闘中だが、もう少しでカタが付く！　お前はその衛士を救出し、市街地から脱出しろ。５分後、先ほどの降下地点で落ち合おう』

「──り、了解……」

　アイリスディーナが一方的に交信を切った。まともに会話できる状況ではないらしい。

（支援に行くべきか──？）

　そう思った直後、テオドールは自分の心境の変化に気付いた。

（俺は自分を殺すかもしれない人間を、心配したのか……？）

　僅かに戸惑いを覚える。先ほどの会話の録音を証拠に、国家保安省シユタージに密告されるかもしれない──そう一瞬思ったが、すぐに打ち消す。アイリスディーナの態度は、他人を嵌はめようとする人間が見せるようなものには思えなかった。

（なんだっていうんだ、あの女は──）

　思考を振り払うように、テオドールはF-4フアントムに視線を向けた。

（騙だまされるわけにはいかないんだよ……。もう二度と……）

　損傷具合を見る限り、F-4フアントムの管制ユニットのイジェクトは可能なはずだ。手動で搭乗ハッチを開放し、内部の衛士を救助するのがベストの手段だった。

　MiG-21バラライカの右の掌の上に立ちながら、テオドールはF-4フアントムの胸部コンソールを操作した。各国共通の緊急パスワードを打ち込み、搭乗ハッチの開放を指示する。数秒後、重い駆動音とともに管制ユニットがゆっくりと水平に引き出されていく。

　テオドールは動悸が早まっていくのを感じていた。イングヒルトの最期の姿が脳裏を過よぎる。

　管制ユニットの駆動が停止すると同時に、テオドールは内部を覗き込み──そして、目を見開いた。















　コネクトシートには栗色の長い髪を後頭部で結わえた、ひとりの少女が気を失ったまま横たわっていた。

　少女の華奢な身体には、ドイツ連邦軍──西ドイツ軍の強化装備が纏まとわれていた──。















一九八三年　一月一三日　午前一一時　ドイツ民主共和国

コットブス県　コットブス基地




　気が付くと、白い何かが、視界一杯に広がっていた。

「……壁？　じゃなくて、天井……？」

　カティアはぼんやりとした意識の中で呟いた。

　視線をゆっくりと巡らせる。見覚えのない個室。調度品は使い古された机だけ。消毒薬の臭いが鼻に付く。

　カティアは自分が質素な寝巻を着せられてベッドに寝かされていることに気付いた。

「私、確かＢＥＴＡと戦っていたはずなんですが……」

　自分たちが展開していた国連軍の基地ではないのは明らかだった。

　ベッドサイドの窓ガラスが震え、甲高い音響が耳に達する。

「……！」

　息を飲みながら視線を送る。窓の外には舞い降りる雪と、白く染まった中庭しか見えない。

（跳躍ジヤンプユニットの駆動音？　F-4フアントムやF-5Gトーネードとは違う……）

「もしかして、東ドイツの戦せん術じゆつ機き基地……」

　カティアは思い出した。どうして自分が生きているのかを。

「あのMiG-21バラライカが、私を……」

　脳裏には、薄れ行く意識の中で見つめた、ひとつの光景が焼き付いていた。




午前一一時一〇分　ドイツ民主共和国

コットブス県




　舗装された国道を挟むように、雪に覆おおわれた牧草地が広がり、そこかしこに森が点在している。

　視界に入る人工物は、地平線上に並ぶいくつかの巨大な送電鉄塔──そして、主脚走行で西へ進む５機のMiG-21バラライカだけだ。

（相変わらず冴えない景色だぜ……）

　資材回収任務から帰還する途上で、テオドールは溜息を吐いた。

　資材回収任務とは戦場で破壊された戦術機や戦車などの〝資材〟が、ＢＥＴＡの餌えさとなるまえに回収する任務だ。中隊の背後には、その任務で回収された資材を運ぶトラックが列をなしている。

　──第６６６戦術機中隊「黒の宣告シユヴアルツエスマーケン」が参加したＢＥＴＡ群の攻勢に対する防御戦闘は、３日前の戦闘を最後に、一応の終息を迎えていた。

　再び目の前の情景を眺めて、溜息をつく。帰投開始から約１時間、外界はずっとこんな調子だ。

　主脚走行中に衛えい士しが行うべきことはほとんどない。安全な後方を進むのであればなおさらだ。衛士たちの会話も少ない。１ヵ月前ならアネットの仲間たちが騒いでいただろうが、今ではアネットを除いて戦死、そして本人は療養を命じられている。

『──そういえば、こんな小話アネクドートを知っているか、ヴァルター？』

　砕けた口調のアイリスディーナの声が無線を介して飛び込んできた。

『──ほう、どのようなものですか？』

　ヴァルターが、いつものように興味深げに答える。

『──宇宙開発の黎れい明めい期き、衛星軌道上でソ連とアメリカの両国が打ち上げた最初の衛星同士が出会った。地上からの通信が途絶すると、衛星同士はようやく口を開いた。「やぁ、お互い、ようやく母国ドイツ語で話し合えますね」』

　ヴァルターとファムが噴き出していた。米ソの宇宙開発が、どちらもナチスドイツの科学技術をもとにしているのはよく知られている。

　テオドールは笑わなかった。そんな気分にはとてもなれなかったのだ。

（何を考えている……？）

　小話アネクドートを楽しげに披露し続けているアイリスディーナを見つめ、鼓動の高鳴りを抑えるように操縦桿ステイツクを握り締める。

（あの衛士をこいつは、どうしようっていうんだ……？）




一月一〇日　午後一時一〇分　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約26キロ　旧クロスノ・オドジャンスキエ市街




　ＢＥＴＡの群れる旧クロスノ・オドジャンスキエ市街を離脱するにあたり、テオドールは噴射滑走ブーストダツシユを選んだ。推進剤の残量は１割以下。ＢＥＴＡと戦っている余裕はない。それに──

「あっ、うう……」

　乱れた吐息──管制ユニットの前部にベルトで固定した、西ドイツ軍衛士の少女の様子を窺う。噴射滑走ブーストダツシユの急加速に、苦しげに身を捩よじる。テオドールは、F-4フアントムの管制ユニットで発見した少女を自身のMiG-21バラライカに収容していた。

　MiG-21バラライカ単たん機きでF-4フアントムを運搬するのは不可能であり、その場に放置せざるを得なかった。周囲から多数の戦車タンク級が接近していた状況では、今頃はその餌となっていることだろう。

（やっかいなもんを拾っちまった……）

　東ドイツ軍は一般の兵士たちに、西ドイツ軍との交流を厳しく戒いましめている。表向きは情報の漏ろう洩えいとスパイの侵入を防ぐため──となっているが、本当の理由は亡命を警戒してのことだ。これまでに、西ドイツ軍の兵士の手助けを受け西側に亡命しようとして、軍や国家保安省シユタージに処刑された兵士は数知れない。

　その意味で言えば、自分のようなわけありの人間が、偶然とはいえ西の衛士を救助したことは、いかにも不味いように思えた。下手をすれば、国家保安省シユタージに再び目を付けられかねない。社会主義国家である東ドイツでは、資本主義国家である西側との融和を説くだけでも、危険思想の持ち主とされるのだ。

（俺は、命令に従っただけだ……何が起こっても俺の責任じゃない……）

　主脚が地表に接触し衝撃が管制ユニットを揺さぶる。少女の苦しげな息遣いとともに、ベルトに括り付けられた小さなショルダーバックが跳ねる。F-4フアントム管制ユニット内の医療キット格納スペースにあった少女の私物だった。

（西の連中は、管制ユニットに私物なんか持ち込んでいるのか……）

　言葉にならない不快感が内心を炙あぶる。

「カティア・ヴァルトハイム……」

　まだ幼さが残る少女の顔を思い返し、テオドールはＩＤカードに記されていた名前をそっと呟いた。




　アイリスディーナとの合流は、テオドールが集合地点に到着したのと同時となった。

『──無事だったか、少尉』

　テオドールは網もう膜まくに映し出されるアイリスディーナの機体に息を飲んだ。大量の肉片と体液に塗まみれている。

『──例のF-4フアントムの衛士は助け出せたのだな？』

「……え？　あぁ、はい」

　僅わずかに面食らいながら、口調を正して答える。

「自分の管制ユニット内に固定しています。無傷のようですが気を失っています」

『──所属は？』

「西ドイツ軍です。女性で……」

『──確認する。データをこちらにまわしてくれ』

　口頭での報告が信用されなくても当たり前かもしれない。自分は今日の戦闘で仲間のひとりを見捨てたのだ──。

「映像を転送します。見ての通り──」

　テオドールはそう口にしながらアイリスディーナに視線を向けて──思わず固まった。

　アイリスディーナが、食い入るように映像を見つめる。本当に驚いているようだ。

「あの──」

　次の瞬間、アイリスディーナははっとするようにテオドールを見つめた。まるで、自分がどこにいるのかを忘れていたかのようだ。テオドールも息を飲んでいた。アイリスディーナが、こんな人間らしい態度を見せるのは、これが初めてだった。

『──すまない。ベルリンにいる従妹いとこにそっくりだったものでな』

「ああ……了解」

　確かに、身内が西ドイツ軍にいたら誰でも青ざめる──。

『──所属部隊は分かるか？』

「ＩＤカードには、第１０１戦術機大隊第２中隊と記されています」

『──オーデル川西岸に到着したばかりの部隊だな。やはり、掃討任務中にＢＥＴＡ群に襲われたか……。名前は？』

「カティア・ヴァルトハイムです」

『……救出時、既に１機だけだったのだな？』

「はい。単機でした。跳躍ジヤンプユニットが破損していましたから、脱出できなかったのだと思います」

『──機体はどうした？』

「放棄しました。戦車タンク級の群れが接近していましたから、今頃は──」

『──そうか』

　アイリスディーナは嬉しそうに微笑んだ。

『──よくやった、少尉』

　複雑な気分で頷うなずく。先刻のアイリスディーナとの口論で、己の生命が彼女に握られている事を再認識したばかりなのだ。

　この指揮官が、自らと血を分けた家族を国家保安省シユタージに差し出して英雄になった外げ道どうであることに変わりはない──それに、先ほどの口論で生じた反感が消えたわけではない。

『──エーベルバッハ少尉』

　突然、真剣な表情でアイリスディーナが尋ねた。

『──貴様、中隊の現状をどう判断している？』

「中隊の、現状……？」

　思わず尋ね返す。質問の意図が分からない。

『──そうだ。先ほどの話を蒸し返したいのではない。貴様をひとりの衛士と見込んで聞いている』

　テオドールは困惑を感じながら思案した。そう言われては、答えないわけにはいかない。

「かなり危険な状況だと思われます……」

　喉の渇きを感じつつ、喋しやべり始める。

「今回の戦いで、部隊の衛士が８人を切りました。これは、今後の光線級吶喊レーザーヤークトが困難となることを示唆しています」

　アイリスディーナは黙って頷いた。どうやら、テオドールを再び叱責するつもりは本当にないらしい。

「……ホーゼンフェルト少尉が戦闘不可能となれば、中隊の構成機数は６機。……通常編制の半数になります」

　それでも与えられる任務は12機編制の中隊と変わることはない──。

「次に光線級吶喊レーザーヤークトを命じられた場合、任務達成が可能かどうかは疑問です」

　挑むような視線を向けながら、口を噤む。それでも自分は精神が壊れた人間が近くにいるよりはマシだと考えたのだ。だが──。

『──よろしい、模範的な回答だ』

　アイリスディーナは満足げに頷いた。しかしその表情には、肉食獣じみた何かが宿っている。

『──つまり、貴様は私の考えに同意できる、ということだな』

「考え？　いったい、何を……？」

『──この衛士に、第６６６戦術機中隊に加わってもらうよう、志願してもらう』

「な──!?」

（このガキを……西ドイツの人間を、中隊に組み込む、だって……!?）

『──貴様の言うとおり、中隊の状況は危機的だ。現状の戦力では、今後の任務はおぼつかない。それに、補充の衛士がいつ来るかも分からないしな』

「あんた、いったい……」

　テオドールは信じかねるように首を小さく振る。しかし、アイリスディーナはそれを無視して続ける。

『──軍の力を借りず、早急に戦力を立て直す必要がある』

「あんた、いったい何考えているんだ──!?」

　テオドールは絶叫した。困惑の余り、30分前の口論と同じく、素の口調となってしまっている。

「こいつは……このガキは、西側の衛士なんだぞ！　そんなこと、できるはずがないだろ！　スパイだったらどうするんだ!?」

　鼓動が警鐘のように高まりつつある。

「間違いなくスパイ幇ほう助じよの疑いがかかるぞ……！」

（それとも、こいつは自分が国家保安省シユタージ側の人間だから、何をやっても大丈夫だって言うのか……!?　いや、だからって……）

　スパイであろうがなかろうが西側の人間の傍そばにはいたくない。体制に睨にらまれるのは御免だった。

「いくら戦力不足だからって……！　第一、政治将校のグ……イェッケルン中尉の許可がなければ」

『──私が、考えもなしにこんなことを口にすると思うか？』

「……っ！」

　テオドールは押し黙った。アイリスディーナの口調には、有無を言わさぬ何かが込められている。

『──まず、西側の衛士を東側に編入することは合法的に可能だ』

「はぁ!?　そんなこと、どうやって──」

『──亡命してもらえばいい』

「……!!」

　テオドールは思わず拳を握り締めた。悔しさとも焦りともつかない感覚が神経を駆け巡る。

『──東西ドイツは冷戦時代に調停された条約により、お互いを同等の権利を持つ主権国家として認めている』

　アイリスディーナは、予あらかじめ用意していたかのように、淀みなく説明を口にした。

『──だが、国民の扱いは別だ。ふたつのドイツは、相手の国民を〝本来ならば自国にいるべき人間〟としている。つまり、西ドイツの人間でも、東ドイツに亡命を希望すれば、煩雑な手続きなしで東ドイツ国民となり、市民権を得ることができる。──東ドイツ政府も、それを認めている』

　仮想敵国でありながら同国民──冷戦下で生まれた奇妙な現実と建前。

『──つまり合法的な東ドイツ軍への編入は可能だ。亡命受け入れのための審査や、部隊編入の手続きは必要となるが、そのあたりはイェッケルン中尉の仕事だ。前例がないわけではないから、基本的には可能だろう。無論、本人の意思も必要だが、それさえクリアしてしまえばよいということになる。思想教育もイェッケルン中尉に任せればいい』

「だから……こいつが、スパイだったらどうするんだよ……」

　テオドールは言葉を選びながら尋ねた。先ほどの口論と同じく、会話は録音されている──。

　アイリスディーナは静かに首を振った。

『──スパイの可能性はないと判断する。何故ならば、西ドイツ軍が１個中隊を全滅させてまで、彼女を東ドイツに送り込むとは思えないからだ』

「１個中隊が全滅……？」

『──先ほど確認した。私がＢＥＴＡと戦闘を行ったのは、生存者がいるかどうかを確認するためだった。残念ながら、ひとりも見つからなかったが……』

　確かに、戦況の逼ひつ迫ぱく度合いを考えれば、そんな犠牲を払ってまで東にスパイを送り込むのは非合理もいいところだった。それに、テオドールの救出が僅かでも遅れていたら、この衛士はＢＥＴＡに殺されていた。この衛士との邂逅は、偶然と考えるほうが良さそうだった。

　とはいえ──。

「本物のスパイじゃなくても、周囲はそう受け取らない。そんなこと、分かりきったことだろ！」

『──国家保安省シユタージの連中については、心配しなくていい』

「……!!」

『──軍の人事権は軍の政治総本部が司っている。そして、軍は国家保安省シユタージに、己の権限を侵されることを嫌う。軍と国家保安省シユタージは、どちらも党の管理下にある組織だが、政治的にはライバル同士だからな』

（本当かよ、そんな話……）

　テオドールにとっては軍も国家保安省シユタージも同じような存在だった。どちらにしろ、自分たちを支配する無慈悲な国家権力でしかない。

『──だからこそ、連中は具体的な証拠がない限り、この衛士をいきなり捕縛することはない。もし、安易に手を出せば、軍との政治問題に発展しかねない』

「……イェッケルン中尉が、そんな話を了解するとは思えない。こいつの処遇は、最終的には中尉の責任になるんだろ？」

　ガチガチの政治将校であるグレーテルが、西の連中を嫌っていないはずがない。

『──中隊が壊滅すれば、彼女も死ぬことになる──まぁ、説得には多少の工夫は必要だろうが』

「……こいつの意思は、どうなるんだよ」

　顎あごで少女を示しながら、テオドールは尋ねる。

「今の話は、こいつが東への亡命を了解したら、っていう話だろ？　無茶だとは思わないのかよ!?」

　こんな国に好きで亡命してくる奴がいるわけがない──言外に怒りを滲にじませてテオドールは吐き捨てた。

『──私の推測が正しければ、彼女が東側に好意を持つ可能性は充分にある』

「推測って……」

『──戦術機が単機で、それも味方と孤立して戦うのは妙だとは思わないか？』

「あ……」

『──何かしらのトラブルに巻き込まれた可能性が高い。それに、彼女は我々と同じドイツ人だ』

　一拍おいてアイリスディーナは言葉を続けた。

『──貴様には、この件についての無制限の協力を願いたい。──まずは、グレーテルの説得だな』

　深い憂いと何かの意志を秘めたアイリスディーナの碧い瞳がテオドールを捉える。

『──知ってのとおり、あれはプライドが人一倍高い。私だけが意見しても、素直に聞き入れないだろう。だからこそ、貴様の言葉が必要になる』

「……どうして、俺が──」

『──そのほうが、グレーテルのプライドを刺激しないからだ。貴様も私に命令されるより、ヴァルターに命令されるほうが、反感が少ないだろう？』

「う……」

　見抜かれていても構わないと思ってはいたが、正面を切って指摘されれば、自分がどれだけ危ない橋を渡ってきていたのかが身に染みて理解できる。

『──グレーテルは貴様に何度も命を救われている。彼女は少なくとも、私よりおまえに好感を抱いているよ』

「……ヴァルターのおっさんじゃ駄目なのかよ」

『──ヴァルターは私に近すぎる。それに、彼は下士官の出身だ。士官であるグレーテルからすれば、明確な差別の対象になる。適役ではない』

　テオドールは頷かなかった。グレーテルが自分をそこまで買っているとは思えなかった。

『──結果はやってみなければわからない。だが、失敗しても失うものはなにもない。試してみる価値はある。上手くいけば口先ひとつで、中隊の戦力が回復できるぞ』

「…………」

『──ヴァルトハイム少尉の説得は私が行う。話は以上だ。了解したか？』

　テオドールはごくりと唾を飲み込んだ。鼓動は、相変わらず高鳴っている。吸い込む空気は鉛のようだ。操縦桿ステイツクを握り締めながら、必死に思考を巡らせる。

（……なんなんだよ、この流れはっ！　国家保安省シユタージを軽視して、政治将校も手玉に取ろうとして……会話だって録音されているっていうのに……くそっ！）

　アイリスディーナの考えに合理性があることはテオドールにも理解できた。事実として中隊には７人の衛士しかいないのだ。

　さらに言えば、アイリスディーナの指揮する第６６６戦術機中隊はポーランド撤退戦においても、同じように他国の衛士を強制編入することで全滅を免まぬがれたという。元ポーランド軍衛士のシルヴィアは、その生き残りだ。

　それに──

（こいつは、たった１機でＢＥＴＡと戦っていた。少なくとも、役立たずではないはずだ……）

　そこまで考えて、テオドールは誘惑を断ち切るように、内心で首を横に振った。

「質問が、ある……」

　押し出すようにテオドールは尋ねた。

「もし、俺がイヤだと言ったら……？」

　その言葉を聞いた瞬間、アイリスディーナは嘲笑するように唇を歪めた。

『──私が、それを許すと思っているのか？』

「……っ！」

『──このまま国家保安省シユタージに突き出してやってもいい。貴様がこの衛士と通じていたという証拠くらい、簡単に作れるぞ』

（この下げ衆す野郎が……！）

　殺意を込めてアイリスディーナを睨み付ける。

『──私はこれまで、そうやって中隊を生き残らせてきた──中隊を早急に立て直すには、これしかない』

「…………」

『……安心しろ。貴様の身の安全は私が保証する。私もヴァルター以外に喋るつもりはない』

　テオドールは自分に逃げ道がないことを認めざるを得なかった。唇を血の味がするほど嚙み締める。

　帰還した直後、グレーテルに告げ口をする──という手もなくはなかったが、その場合、ヴァルターがどう動くか分からない。それに、アイリスディーナを失えば、例え自分が生き残っても、中隊は短時間で壊滅してしまう可能性は高い。

（どうにもならないってことかよ……！）

　屈辱と後悔の感情の中、大きく息を吐き出す。

「……分かった。俺はあんたを認めるつもりも信じるつもりもない。だが、この件については協力する……」

　アイリスディーナは、ただ静かに頷くだけだ。

　アイリスディーナの碧い瞳から視線を逸らす。これ以上、顔を見たくなかった。

『──さて、そろそろ行くぞ。あまり遅れると、皆が心配するからな』

　主脚走行を開始すると同時に、アイリスディーナは何気なく付け足した。

『──私との会話ログは、不要な部分を消去しておくから安心しろ。まぁ、会話の流れが自然になるよう、適当に合成音声を放り込んでおくが』

「はぁっ!?　会話は全て録音されているんじゃ──!?」

『──原則的にはな。機体には国家保安省シユタージが仕掛けた盗聴器が取り付けられているが、そちらにも偽のログを流しておく』

　もはや言葉もない。アイリスディーナは悪意なく微笑んだ。

『──この地獄で生き残るためには、それくらいの手練が必要なのだよ、同志少尉カメラート』





　　　　　◇　◇　◇






　──グレーテルの反応は、アイリスディーナの予想どおりだった。

「ふざけるのも大概にしろ、同志大尉！」












　コットブス基地の格納庫ハンガー。グレーテルは帰還したばかりのアイリスディーナに怒鳴り散らした。再出撃に備えていたため、強化装備姿のままだ。

「西側の衛士を中隊に編入しろだって!?　常識外れにもほどがあるわ！　確かに戦力状況は危機的だとはいえ……スパイだったらどうするのよ!?」

　顔を朱に染めて、アイリスディーナに歩み寄る。

「こいつは西ドイツの人間よ、何を企んでいるのか知れたものじゃないわ！　それに、西ドイツ出身の衛士を我が部隊の衛士と交流させられるか！」

　アイリスディーナはグレーテルをじっと見つめたまま動かない。テオドールは、それが彼女なりの無言の圧力のかけ方であることを察していた。

「……っ！　……同志少尉、貴様はどう思っている」

　その圧力から逃れるように、テオドールに尋ねる。

「上官の前だからといって遠慮する必要はない。忌き憚たんのない意見を聞かせろ」

　アイリスディーナの予想どおりの展開に内心では驚きながらも、アイリスディーナの無謀な提案をここで初めて耳にしたかのように答え始める。

「スパイの可能性は充分に有り得ますし……自分も、西の連中と手を組むことは、感情的に許容できません。連中は、この東ドイツを盾にしながら、欧州からの脱出を進めています」

　グレーテルが、それ見たことかと言わんばかりに鼻で笑った。

「……ですが、現実的には、許容するのもありではないか、そう思っています」

「……っ！」

　あからさまに舌打ちを響かせながら、グレーテルがテオドールを睨む。テオドールは〝さも申し訳なさそうに〟続ける。

「自分が救助したとき、この衛士はたった１機で果敢にＢＥＴＡと戦っていました。この戦場で２年以上過ごしている自分から見ても、戦意に不足はないと思われます」

　それに盗んで活用できる情報が、この基地にあるとは思えません──その言葉は飲み込む。

　グレーテルは嫌そうな顔になった。グレーテルの実戦経験はテオドールより遙かに少ない。

「技量については、訓練時間を多く取れている分、ただの新米衛士より高いかもしれません。中隊の戦力を早急に補充するには、適材かと思われます」

「貴様……」

　そう吐き捨てた後、確認するように尋ねる。

「つまり、貴様も同志大尉の提案に同意するのか」

「誠に遺憾ながら」

　言葉通りの表情を、ぎこちなく作り出す。

「いざとなれば、使い潰してやればいいのではないか、と思っています」

　これだけは本音だ──テオドールは姿勢を正して言った。

「だからといって、西の人間などを……」

　グレーテルは熟考するようにつかつかと周囲を歩き出す。表情には苦渋が滲み出ている。

　──数十秒後、考えがまとまったのか、グレーテルはアイリスディーナと顔を付き合わせた。

「同志大尉、自分が軍からどう思われているのか、知っているの？　あなたが英雄と呼ばれるように至った理由を、私たちが知らないとでも？」

　テオドールはひっそりと凍り付いた。グレーテルの口から、アイリスディーナの過去についての言葉が出るのは初めてだった。

「私は、あくまで祖国と党をＢＥＴＡから守るために、この提案を口にしている」

「……本当に？」

「私がどうして英雄と呼ばれることになったか知っているのだろう？　部隊が壊滅しては、それこそ責任の所在を党から追及されることになるぞ、同志中尉」

　アイリスディーナは平然と言い放った。しかし、碧の瞳にはまぎれもない怒気が含まれている。

　グレーテルは、アイリスディーナを猜さい疑ぎの視線で睨み付けた後──諦めたように息を吐いた。

「我が国はその名のとおり民主国家よ。西側からの亡命者を拒むことはない。本人の意思を確認の後、保護責任者が身柄を一時的に預かり、外務省の審査が終われば亡命は受諾される。中隊への編入も、ＢＥＴＡ包囲下などの緊急を要する場合に備えた特例を使えば……」

「つまり、大丈夫というわけだな？」

　アイリスディーナの瞳が悪戯っぽく躍った。

「……仮にも東ドイツ最強と言われている部隊を失うことは軍全体の士気にも関わるわ。政治将校として、それを見過ごすことはできないというだけ。……まずは本人の意思を確認するのが先よ。我々のために戦う意志のない者を軍に置くわけにはいかない。あの衛士が目覚めてから、私自身が確認する」

　テオドールは無表情を装いながら、全身を強張らせた。

（こいつ、アイリスディーナの意見を受け入れるつもりなのか……!?）

「私の判断で特例を適用する以上、あの衛士の身元は私が調べさせてもらうわ。もしスパイであれば、即刻処刑しなければならない。亡命が認められたとしても、西からということであれば、政治的な指導は重点的に行う必要があるわ」

「ああ、そのあたりは同志中尉に任せるよ」

　安あん堵どしたように微笑む。テオドールからすれば、それすらも演技に見える。

「──私の得意分野ではないからな」
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　テオドールは溜息をついた。脳裏には、３日前の記憶の残ざん滓しがこびりついている。

　アイリスディーナを凝視しながら、再び思う。

（こいつは、本当に国家保安省シユタージの犬なのか？　いや、でなければ俺を脅迫などしないはず……。だったら、こいつは本当に中隊の全滅を避けるため、あのガキを取り込もうとしているのか？　くそっ、本当にそうなのか？）

　──確かなことは、自分とアイリスディーナは、すでに秘密を共有してしまっていること、もし逆らえば──今度こそ自分は終わりだということ。

　再び高鳴る鼓動──甦よみがえる３年前の記憶。テオドールは両目をきつく瞑つむった。

（俺はもう、二度と国家保安省シユタージの連中とは関わらないって決めたはずなのに……）

　──西の上空の彼方から、レシプロの派手な轟音が達したのはその時だった。

　戦域マップでそれが何かを確認する。東ドイツ空軍第２００爆撃航空団。ソ連製の戦略爆撃機、Tu-95を装備する部隊だ。数は12機。ＢＥＴＡ支配領域からの照射を避けるためか、低空で編隊飛行している。

（面制圧爆撃に向かう途中、か……）

　テオドールは意識してそちらに注意を向けた。そうしなければ、思考の轍わだちに嵌はまり込みそうだった。

（ＢＥＴＡ群の緩衝地帯への浸透は、日常的に発生しているからな。前縁領域に光線レーザー級がいることは滅多にないとはいえ、ご苦労なこった……）

『──総員、傾注アハトウング』

　アイリスディーナの落ち着き払った声。テオドールは舌打ちを抑える。

『──基地から連絡が入った。先日、救助した西ドイツの衛士が３日ぶりに目を覚ましたそうだ。エーベルバッハ少尉、良かったな』

「……はい」

　気のない返事を返す。

『──基地への帰還後、事情聴取のため尋問を行う。同志中尉とエーベルバッハ少尉はブリーフィングルームに集合してくれ。まずは私と同志中尉で話を聞き、それからエーベルバッハ少尉に引き合わせる』

　グレーテルが苦々しげにこちらを見つめている。

（テメェが回収に向かわせたんだろうが……）

『ああ、それと、エーベルバッハ少尉』

「……なんでしょうか」

　硬い声で答える。いまやアイリスディーナの一挙一動が、自分への重圧となっている。

「貴様が助け出した少女は、なかなか〝いい子〟のようだぞ」

　アイリスディーナは感心するように教えた。

「命を助けてくれた衛士様に礼を言いたがっている、とのことだ」




午後二時一五分　ドイツ民主共和国
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「とりあえず、これまでの尋問で分かったことを伝えておく」

　臨時の尋問室となった病室の前で、グレーテルがメモ帳を開きながら言った。

　テオドールは黙って頷く。グレーテルとアイリスディーナによる尋問が終わるまで、２時間ほど部屋の前で待機を強しいられていた。

「カティア・ヴァルトハイム少尉。所属は国連大西洋方面第１軍所属、ドイツ連邦軍第１０１戦術機大隊第２中隊第３小隊……ライヒェンヴァルデ基地に展開していた部隊だ」

　グレーテルは目を細める。

「……年齢は15。ハンブルク出身。昨年までは学生だったが、両親が交通事故で死亡したのをきっかけに軍に志願、半年間の速成教育を受けた後、今の部隊に配属されたらしい。……要するに、新人衛士以外の何者でもない」

　自分と似たようなもの──特に感慨深いものはない。

「ただし、貴様の予想したとおり、部隊配属後は半年以上も訓練に従事している。それに、東ドイツに到着したのは昨年末で、それから数度、掃討任務に参加している。初陣では小便を漏もらしたそうだ」

　テオドールは頷いた。初陣でそうした〝通過儀礼〟を体験しない人間のほうが珍しい。

「３日前の出来事については、出撃した記憶はあるようだが、その後については覚えていないようだ。ただし、貴様に助けられたことだけは記憶している」

「…………」

「あの衛士の言葉が本当かどうかは分からないが……救助された状況については、貴様の報告と合致していた」

　テオドールは溜息をつきたくなった。自分が〝命の恩人〟と思われていることについて、強烈な嫌悪を感じている。

「なお、本人への精神負担を考え、中隊主力が全滅したことは伏せてある。貴様も口を滑らすなよ。とりあえず、私からは以上だ」

　グレーテルがメモを閉じながら言った。

「適当な雑談にも応じている。西ドイツ軍の内情については口を割らなかったがな」

「スパイである可能性は……」

「身元の調査は継続する」

　西側に潜入している東側のスパイに身元を洗わせるということか──テオドールは言葉にしないまま頷いた。

「だが、まぁ、なんというか……」

　グレーテルは呆れたように呟いた。

「あれが本当にスパイなら、我々はよほど馬鹿にされているということになるな」

「……？」

「付いて来い。言っておくが、同志大尉の要望で貴様を立ち合わせるのだ。本来ならば、顔も見られないことを理解しておけ」

　望んだわけじゃない──言葉を飲み込みながらテオドールは扉をくぐった。

　──病室には、ベッドに寝巻きのままで腰掛ける、大きなポニーテールの少女──カティア・ヴァルトハイムと、その傍の椅子に腰掛けながら、何か話をしているアイリスディーナの姿があった。アイリスディーナの手元には、ボイスレコーダーがある。

　テオドールは、少女の身体を見つめながら思った。身体に別状はないらしい。

「あ、あのっ！」

　テオドールの顔を見たとたん、カティアは弾かれるように立ち上がった。緊張と興奮と──そして純粋な敬意が入り混じった表情を浮かべている。

「そのっ、あなたが、テオドール・エーベルバッハ少尉でしょうか……」

「……そうだが」

　嫌な予感を抱きながらテオドールは答えた。アイリスディーナをちらりと見つめる。

「あ、あの、ありがとうございました！」

　カティアはすぐさま駆け寄り──両手でテオドールの右手を取った。

「……っ！」

「あの時、私をＢＥＴＡから助けてくれたのはテオドールさんだって聞いています！　今、私が生きているのは、テオドールさんのおかげで……！」

　心臓が握り潰されるような感覚──これまで、自分の手を優しく包んでくれたのは、今はもういないあいつだけ──あいつにしか許していない。

「触るなっ！」

「あっ……！」

　テオドールはカティアの手を勢いよく撥はね退のけた。

　一瞬後、カティアは瞳の色を失いながら後ずさり──申し訳なさそうに頭を垂れる。

「あの、その、すみませんでした……」

「…………」

「でも、早くお礼が言いたくて……」

　舌打ちを堪こらえながら視線を逸らす。痛みのような動悸を感じている。

　呼吸を整え、何かを誤魔化すようにテオドールは尋ねた。

「お前、戦場で自分を救ってくれた奴ら全員に、そうやって礼を言うつもりなのか？」

　その言葉を聞いた瞬間、カティアは顔に生気を取り戻した。元気一杯に答える。

「はい！　自分の命を救ってもらえたのですから、お礼を言うのがあたりまえじゃないですか！」

「…………」

　頭痛を感じながら、手近な椅子を引き寄せる。

　グレーテルが「言ったとおりだろう？」とでも言うように視線を投げかけている。テオドールは無言で頷くことでそれに賛意を示した。

「今、私の中隊についての説明をしていたところだ」

　何事もなかったかのように、アイリスディーナが口を挟む。

「同志大尉！　中隊の情報はれっきとした軍事機密だぞ!?」

　一瞬で沸点に達したグレーテルに、アイリスディーナが宥なだめるように答える。

「ＴＶや新聞で報道されている程度の話だ」

「……っ」

「第６６６戦術機中隊の名は、西側でも良く知られているらしい──そうだな、ヴァルトハイム少尉？」

　ベッドに腰を下ろしたカティアが、静かに頷いた。

「はい。MiG-21バラライカを配備した、東ドイツ最強の戦術機中隊と聞いています。ＢＥＴＡの撃破スコアでは、全欧州でも指折りと……」

　アイリスディーナは微笑んだ。そして、ちらりとグレーテルとテオドールに目配せする。

（……っ!?　例の話を切り出すのか……）

「ところで、ヴァ──」

「あ、あの、すみません！　私、皆さんにお願いがあるのですが！」

　アイリスディーナが口を開くより一瞬早く、カティアが大声を上げた。

　一瞬だけ言葉に詰まる──が、静かに尋ねる。

「遠慮なく言ってみろ。この基地にいる限り、少尉は客人だ。できる限り便宜は図る」

「あの、すごく無茶なお願いだというのは分かっているのですが……」

　カティアが大きく息を吸い込む。

「あ、あのっ！　私を、皆さんの中隊に加えて下さい……！」

「…………!!」

　テオドールは自分の耳を疑った。思考が理解を拒否している。カティアが口にした言葉は、あらゆる意味で彼の想像を超えていた。

　他のふたりも同じらしかった。グレーテルは口元を引きつらせていたし、アイリスディーナも、信じかねるような表情になっている。

　そんな３人に構わず、カティアは思いの丈をぶつけ続ける。

「整備でも何でもやります！　戦術機を頂ければＢＥＴＡとも戦います！　だから、どうか、お願いですから……！」

「同志大尉！　私がいない間に、このガキに何を吹き込んだ!?」

　火が点いたかのようにグレーテルが叫んだ。

「政治将校である私を愚ぐ弄ろうしているの!?　なんなの、このガキの言葉は……！」

「……この少女が、自分から言い出したことだ。後でボイスレコーダーの記録を確認してくれても構わない」

　アイリスディーナは首を振った。困惑した表情からいって、演技ではなさそうだった。

（なんなんだよ、これ……）

　テオドールは眩め暈まいさえ感じていた。

（なんでこいつは、こんなことを？　俺たちは、まだ何も話しちゃいないんだぞ？）

「理由を聞かせてくれないか」

　アイリスディーナがカティアを覗き込むように尋ねる。

「今の言葉は、重い意味を持つ。どうして、守るべき祖国を、ともに戦う戦友を捨てて、我々を頼ろうとする？　生半可な考えで言うべきではないぞ」

　カティアはわずかに沈黙──その後、何か暖かなものに触れたかのように、微笑みながら答える。

「昔から、憧れていたんです。もうひとつのドイツは、どんなところだろう、どんな人たちが住んでいるんだろう、って……。いつか訪ねてみたいと思っていました。東ドイツの人とお友達になれればって……」

「…………」

「じ、実は、西ドイツでは苛められていたっていうのもあるんですけどね……あはは……」

　テオドールは顔を歪ませていた。訳の分からない不快感が込み上げる。

（こんな、くそったれな国の、どこに憧れられるっていうんだ……？）

「……同志中尉。どう考える」

「そんな理由で軽々しく亡命を口にする奴を信じろとでも言うの!?」

「理由はどうあれ、我が中隊の戦力不足は紛れもない事実。であれば、これは渡りに舟だ。乗らない手はない。これまで同様に大事を成すには細事に目を瞑ることも必要だと考える。貴官の政治的指導の手腕に不安があるというのであれば別だが？　同志中尉」

「……っ！」

　グレーテルは数十秒ほど思案する表情で沈黙──自分を納得させるように呟く。

「……了解した、同志大尉。ふん、利己的な資本主義者どもにはお似合いの話だわ。ならば、それに付け込んであげるわよ」

　カティアに向き直り、その覚悟を問うように尋ねる。

「確認するぞ、カティア・ヴァルトハイム少尉。貴官は我が国に、亡命を望んでいるということだな？　そして、新たな祖国と党と軍に忠誠を誓うということだな？」

「……！」

「亡命を私が受け入れた瞬間、貴官は私が一時的な保護責任者となって東ドイツ市民となり、この中隊の支配下に入ることになる。だが、その代わり、西ドイツ市民としての市民権は即座に剝奪される。また、士官であるにも関わらず逃亡しようとするわけだから、捕まれば銃殺されてもおかしくない。連中にスパイとして断定され、暗殺されるかもしれない。我々も当然、貴官を疑ってかかる。信頼を勝ち得るまでには不断の努力が必要だろう。それを承知しているのだな？」

〝亡命〟の二文字の重みに気圧されたのか、カティアは全身を強こわ張ばらせた。僅かに迷いを見せる──だが、カティアは何かに挑むように、はっきりと告げた。

「はい、そのとおりです。私、カティア・ヴァルトハイムは亡命を申請します」

　現実感のないまま、テオドールはその言葉を聞いた。予想外の展開とはいえ、結果的にはアイリスディーナの望むとおり、この衛士の中隊への編入が決まってしまったのだ。それも、至極あっさりと──。

（出来レースじゃない、アイリスディーナの推測が、的を射ていたってことか……）

　カティアに視線を移す──彼女自身も、覚悟を完全に固めたのかもしれない。シーツをぎゅっと握り締めながら、床を見つめている。

「カティア・ヴァルトハイム少尉、貴様はこれから第６６６戦術機中隊『黒の宣告シユヴアルツエスマーケン』の予備要員として扱う。よろしく頼む」

　アイリスディーナは右手を差し出した。カティアはその意味を察して、満面の笑みで握り締める。

「はいっ！　ありがとうございます！」

「我が中隊において、衛士は常に不足している。ゆえに、衛士として扱わせてもらうが、それでもいいか？」

「はい！　私、精一杯がんばります！」

「よい返事だ」

　アイリスディーナは母親のように微笑んだ。今のテオドールには、それさえも演技に見えてしまう。

「同志中尉、早速だが、明日までに正式な手続きを頼みたい。現状では、いつ出撃が命じられてもおかしくはないからな」

「手配するわ。少なくとも私の責任のもとで、亡命の受諾と、一時的な中隊への編入はすぐに認められるはず」

　グレーテルが諦めたように肩を落とした。

「正式な亡命の受諾、部隊編入の許可が下りるまでには１ヵ月程度はかかるけど、私が政治総本部ベルリンの人事局に掛け合って、１週間以内になんとかしてみるわ。あそこには私の同期がいる」

「ありがたい」

「ふん、政治将校はＢＥＴＡと戦うだけが仕事じゃないのよ」

「あ、あのっ！　ひとつ教えて欲しいことが……」

　カティアがグレーテルに何かを尋ねようとした。

「なんだ、同志少尉」

　グレーテルはそう言うと、いきなりカティアの胸倉を右手で摑んだ。

「っっ……！」

「私に許可なく発言するとはいい度胸だな。貴様など、私の一存で強制労働キャンプ送りにできるぞ？」

「えっ……？　あの……」

「同志中尉！　やめろ、大人気ないぞ！」

　アイリスディーナが制止を命じるべく叫んだ。

「明日からは命を預ける戦友になるかもしれないのだぞ。もう少し優しく扱ってやれ。少尉が我が軍の事情に慣れるのには、時間がかかる」

「……同志大尉の甘さには、ときどき、うんざりするわね」

　邪険にアイリスディーナを睨み付けた後、カティアの胸倉から右手を離した。

「それで、私に何を尋ねたかった、同志少尉？」

　僅かに咳き込んだ後、カティアは恐る恐る尋ねる。

「あ、あの……私が東側の衛士になったことは、西側には通告されるんでしょうか……？」

「……原則的には通告されない。その義務がない。ゆえに貴様は、西ドイツ軍では行方ゆくえ不明者として登録されるだろうな」

「…………」

「良かったな？　このままいけば、西側の衛士から裏切り者扱いされることはないぞ？」

「わ、分かりました……」

「それと、私のことはこれから同志中尉と呼べ。一応は、貴様も私の同志なのだからな。手続きと並行して私が思想教育を行う」

　そう言ってグレーテルは踵きびすを返し、わざとらしく足音を響かせて病室を出ていった。

「あの、私、何かあの人のお気に障るようなことを言ったんでしょうか……」

　カティアが縋すがるようにアイリスディーナに尋ねた。アイリスディーナは溜息をつくように応じる。

「あれは、私の中隊の政治将校だ。中隊衛士たちの政治的指導や人事を任されている」

「政治将校……」

「西ドイツ軍にも、キリスト教への信仰を取りまとめる従軍牧師がいるだろう？　それと同じような役目だと思ってくれればいい」

　なんとなくイメージが摑めたのか、カティアは合点がいったように頷いた。

「だから、彼女は衛士の言動に、人一倍敏感にならざるを得ない。中隊で政治的な問題が起きた場合、責任を問われる立場にあるからな。あのような厳しい態度を見せたのは、西側出身である少尉を、どこまで信用していいのか分かっていないからだ。理解してやってくれ」

「はい……」

「さて、ヴァルトハイム少尉」

　気分を切り替えるように、アイリスディーナが明るく声をかけた。

「今後についての話をしたいのだが、とりあえず体調は万全か？」

「はい！　おかげさまで、ぴんぴんしています！」

　嬉しそうにカティアが頷く。その純粋そうな笑顔に、テオドールは暗色の感情を覚える。

「ならば早速だが、この基地の見学と新たに支給される強化装備の調整、シミュレーターでの訓練を行って欲しい」

「あの、私の強化装備は……」

「申し訳ないが、こちらで接収させてもらう。少尉が東ドイツ軍への編入を望んだ以上、少尉が使用していた西ドイツ軍の強化装備も、東ドイツ軍の所有物となる」

「…………」

「といっても、半分は建前のようなものだがな。実際には、少尉の使用していた強化装備は、我が軍では使用不可能なのだ。了解したか？」

「はい、そういうことなら！」

「私から整備班長に話は通しておくから、格納庫ハンガーで強化装備を受領しろ」

「了解しました！　あと、それと、私のF-4フアントムの……」

「ああ、管制ユニット内にあった私物か？　安心しろ。一応、私の責任で預かっている。念のため、中身を調べさせてもらったが、不審なものは何もなかったからな。状況が落ち着いたら返却しよう」

「あ、ありがとうございますっ！」

「基地内見学、強化装備調整を含め、中隊内での業務については、このテオドール・エーベルバッハ少尉の指導を受けろ」

「はい！　分かりました！」

「な……！　何を言ってるんだ、あんた……!?」

　突然の話に、テオドールは目を剝むきながら叫ぶ。

「そんな話、俺は聞いていないぞ！　どうして俺が、こいつの面倒を見ないといけないんだよ!?」

「そうだったか？　先日、もしもの場合に備えて協力を願ったはずだが」

「……っ！」

「エーベルバッハ少尉は、軍に入って３年の、腕利きの衛士だ。私は彼を高く評価している」

　羞恥と憤怒が綯ない交まぜになり、頭に血が上ったがテオドールは口を開かなかった。

「ただ、先ほどのとおり、若干シャイな性格でな。貴様を助けたことから分かるだろうが、悪い人間ではないのだ。中隊では最年少のひとりだから、貴様と話が合うかもしれない」

「そうだったんですか……」

　カティアは敬意を込めた視線でテオドールを見つめた。そして、小さく頭を下げる。

「先ほどは失礼しました！　今後ともよろしくお願いします、テオドールさん！」

「……りょ、了解した……」

　怒りの余り血管がはち切れそうになりながら、テオドールは辛うじてそう答えた。アイリスディーナはさも嬉しそうに頷く。

「では、エーベルバッハ少尉、後は頼んだぞ。私はこれからヴァルターとともに軍司令部での作戦会議に出席してくる。深夜まで帰らないだろう。いいか、くれぐれも私の期待に背いてくれるなよ？」

「……っ！　了解、しました……」

「よい返事だ」

　そう言ってアイリスディーナは、テオドールの肩を軽く叩きながら、部屋を後にした。

（このガキの面倒を見ろだと……？）

　その背中を憎悪を込めて睨みながら、ふたつの拳を握り締める。

（……どうして、どうして俺が、そんなことをしなきゃいけないんだよ……！）

　カティアは、そんなテオドールの背中を、不安と期待が入り混じった顔で、じっと見つめていた──。




午後三時　ドイツ民主共和国

コットブス県　コットブス基地




　コットブス基地はソ連軍が使用していた、古い戦闘機用の基地を東ドイツ軍が再利用したものだった。他の基地に比べて大きいわけでもなく、設備が充実しているわけでもない。周囲が森林に覆われていること、小さいといえども、２０００メートル級の滑走路を１本持つことが数少ない特徴といえる。

　テオドールはアイリスディーナの命令に従い、カティアに基地内を案内していた。中隊は本来ならば東方総軍司令部直下の機動予備であり、固定された基地を持っていないが、このひと月ほどは、このコットブス基地が拠点となっていた。

「…………」

「…………」

　ふたりの間には、気まずい雰囲気が漂っている。

　見学の開始当初は、カティアが「基地の食堂、大きいんですねー！」、「あ、この基地には猫もいるんですか！　テオドールさんは猫と犬、どっちが好きですか？」などと一方的に捲まくし立てていた──が、テオドールがそれをことごとく無視したおかげでカティアの口数も自然に少なくなり、ここ30分ほどは、お互いに最低限の言葉しか交わさなくなっている。

（こいつにどう思われようとも、知ったことか……）

「痛っ！　す、すみません……！」

　背後からか細い悲鳴──自分の背中を追っているカティアが、誰かにぶつかったらしい。

　舌打をしながら歩みを止める。別に心配したわけではない──迷子になったら、また面倒が増える。

　カティアは慣れない足取りで人ごみを避けながら、テオドールの背後に駆け寄った。

「あの、テオドールさん……」

　カティアの恐々とした声──無視して歩き出す。

「テオドールさん、すごく、怒っていますよね……」

「…………」

「私、みんなによく『空気が読めない』って言われますが、さすがに分かります……」

「…………」

「私、何かご機嫌を損ねるようなこと、しましたでしょうか……？」

　テオドールはわざとらしく息を吐き出した。

「別に、怒っていない」

「噓うそです！　テオドールさん、怒っています！　私に非があるのであれば、謝ります！　でも、理由もなくそんな態度を取られると、私、どう接していいのか、分からないです……！」

（ったく、このガキは……！）

　腹に鬱憤を溜め込みながら、カティアを見据える。

「まずひとつ、俺のことを名前で呼ぶな。エーベルバッハと呼べ。階級は無しでいい」

「……で、でも、階級も一緒ですし、仲良くなるには、そのほうがいいかなって……」

「名前で呼び合うほど仲が良かったか？」

「う……」

「それからふたつ。俺を命の恩人扱いするな。俺は命令に従っただけだ。戦場では、誰かを助けるなんて、日常茶飯事……」

　言いつつ言葉が淀む。

「そんなことはありません！」

　カティアは寂しげに視線を彷徨さまよわせる。

「……だって、私を命がけで助けてくれたのは、テオドールさんが初めてです……」

「……エーベルバッハ」

「あ……っ！　す、すみません！」

「……みっつ、俺と仲良くなろうなんて思うな」

「えっ？　どうして……」

「そういうのは好きじゃないからだ」

「…………」

「仲良しごっこなら他の衛士とやれ。だが、それに俺を巻き込むな」

「そ、それはいけないと思います！」

「……っ！」

「テ……エーベルバッハさんは、私の命を助けてくれただけでなく、これから私の面倒も見てくれる、大事な人です！　私、エーベルバッハさんのことをもっと知りたいんです！　一緒に戦うなら、お互いを良く知っているほうがいいに決まっています！」

　テオドールは唇の端を引きつらせた。全身の血液が沸騰しつつあるのが分かる。

（こんな正論を吐いているから、苛められてたってことに気付かないのかよ……!?）

　──だが、次にカティアが口にした言葉は、テオドールでさえも青ざめさせるものだった。

「私は西、エーベルバッハさんは東の衛士ですが、お互いをよく知れば、きっと仲良くなれます！　ＢＥＴＡという敵に、西も東もありません！」

　息が詰まる──どころではなかった。顔面から瞬く間に血の気が引いていく。

（こいつ、なんてことを……!?）

　次の瞬間、周囲の空気が一瞬にして凍り付いているのを察する。近くの兵士たちの殆どが足を止め、自分たちを冷たい視線で見つめている──恐怖、困惑、忌き諱き──そして猜疑。この中に国家保安省シユタージの情報提供者コラボレーターがいれば、口元を緩めているに違いない。獲物──祖国と党の敵が、自分から声を上げてくれたのだから。

　全身の生皮を剝はがされるような疼うずき──３年前に受けた尋問と拷問の記憶がフラッシュバックする。あのときも自分は密告のおかげで、地獄を見ることになった。

　一方のカティアは、何も理解していない表情で、周囲の不穏な空気だけを察している。

「え……？　なんですか、これ……」

「おい、貴様──」

　誰かの剣呑な声──基地司令部に勤務する士官だった。息を飲み──咄とつ嗟さにカティアの腕を摑む。

「すみません、こいつ、ちょっと頭が不幸な奴なんです！」

「わ、私、頭おかしくなんて──！」

「しっかり指導しておきますので、大丈夫です！」

「貴様ら、何を言って……！」

「そういうわけで、失礼します！」

「え……!?」

　テオドールはカティアの腕を摑んだまま、全速力で走り始めた。気が動転して、それ以外になすべきことが考えられない。

　次に向かう場所は戦術機用格納庫ハンガー──強化装備の受領がその目的だった。




　格納庫ハンガーの入り口で、テオドールは荒く息を吐き出した。動悸が激しすぎて、口を開くこともできない。

「あ、あの、さっきの、いったい……」

　床にへたり込みながら、カティアが苦しげに呟く。

「私、何か変なこと、言ったんですか……？」

　怒りを通り越して呆れさえ覚える。今の一件は、国家保安省シユタージの監視が自分たちへ向けられるのに充分だった。噂うわさもすぐに広まるだろう。グレーテルの耳にも届くことになる。自分は今、急速に追い詰められつつある──。

「あの、エーベルバッハさん……？」

　呼吸を整えた後も黙り込んでいるテオドールに、カティアが心配そうに尋ねる。

　深呼吸を何度も行って平静を保とうとする。そうしなければ、この場で顔面を殴りかねなかった。

「もうひとつ、てめぇに言うべきことがある……」

　腸が煮え繰り返るような気分で告げる。

「二度と、あんな話をするんじゃねぇ……」

「ど、どうしてですか？」

「……どうしてもだ」

「……ＢＥＴＡと戦うために、私とエーベルバッハさんが仲良くなるのが、西と東の人間が仲良くなるのが、そんなに悪いことなんですか!?」

「……っ！　だから、そういう話を……！」

「納得いきません！　理由を教えてください！」

「……もういい」

　腹の中から搾しぼり出すように溜息を吐き出す。

　カティアの説得を諦めたわけではない。こんな場所で危険な会話を続けたくなかったからだ。格納庫ハンガーにも盗聴器が取り付けられているだろうし、整備兵の中には、絶対に国家保安省シユタージの息のかかった者がいるはずだった。

「とにかく、この話はお預けだ。お前には、今日中にMiG-21バラライカに慣れてもらわなけりゃならないんだからな」

　カティアが渋々というように頷く。

「だったら、俺に付いて来い。黙ってだ。いいな？」

　テオドールはそう言い放つと、格納庫ハンガー内にいるはずの整備班長を探し始めた。




　格納庫ハンガー内に備えられた強化装備保管庫の中。与えられたばかりの東ドイツ軍の強化装備を着込んだカティアが、鏡に映し出された自分を前にして呟いた。

「本当に西側と同じ規格なんですね……。違うのはカラーリングだけ……」

　嬉しそうに鏡の前でくるりと回ってみせる。

「サイズも、私にぴったりです！」

（戦死した衛士の予備を調整したものだろうけどな……）

　テオドールは、何故か嬉しそうなカティアの姿を、冷めた気分で見つめていた。

　その推測を裏付けるように、カティアに与えられた強化装備には無数の補修跡が残されていた。どう見ても、新たにオーダーされたものではない。

「じゃあ、もう１着も試着しろ。予備がないと小便漏らして臭いが染み付いちまった時に困るからな」

「わ、私、お漏らししたことなんて……！」

「…………」

「ううっ、初陣の話、聞いていたんですね……」

　顔を真っ赤に染めながら、泣きそうな顔で更衣室に引っ込む。テオドールは小さく溜息を漏らした。

「……なかなか変わった嬢ちゃんじゃねぇか、坊主」

　隣から、銅ど鑼らのような大声が聞こえてきた。

「中隊長からそれとなくは聞いていたが、まさか、あんなのが来るたぁ、俺も思っていなかったぜ」

　テオドールはそちらに視線を向けた。油塗れのツナギを着た初老の男が立っている。歳は60以上──しかし、全身からは精力がみなぎっている。

　第６６６戦術機中隊の整備主任、オットー・シュトラウス技術中尉。２００名を超える大所帯の中隊整備班を取りまとめる人物で、中隊の古株のひとりだった。アイリスディーナとは、中隊がポーランドで撤退戦を繰り広げていた頃からの付き合いだという。整備中の事故で失われた右目を隠すための黒い眼帯がトレードマークとなっている。

「俺も、そう思っているところです、班長」

　素直に頷く。オットーは、テオドールが中隊で信頼を寄せる、数少ない人間のひとりだった。政治的な意味で、ではない。オットーは第二次世界大戦末期から整備に関わっているというベテラン中のベテランだった。戦術機についても東ドイツ軍での導入以前からソ連で講習を受けており、その筋では知らぬ者がいないほどの腕利きだ。ヴァルターと同じように〝坊主〟呼ばわりされて長いが、不思議と腹は立たない。

「まぁ、中隊長が拾ってきた衛士だ。こっちとしちゃ、機体の扱いが上手けりゃそれでいい……。整備班にも、ドイツ人じゃねぇのはいっぱいいるからな」

　オットーの言う他国人整備兵の殆どがポーランドでアイリスディーナに〝拾われた〟東側の整備兵たちだ。ポーランド撤退戦で中隊が全滅を免れたのは、他国の兵士であっても利用する、アイリスディーナの合理的な統率があったから、といわれている。

「おい坊主、あの嬢ちゃんの面倒を見るよう頼まれたんだろう？」

　内心を見透かすように、オットーが告げた。

「あんまり無理させるなよ」

　残された左目で、鋭い視線を向ける。

「戦術機が損傷したら、何日徹夜してでも次の出撃までに必ず修復してやる。だが、衛士本人が限界を超えちゃあ、どうしようもねぇ」

「何が言いたいんですか……？」

　イングヒルトのことか──そう思ったが、さすがに口に出せない。

　だが、オットーはその予想から、僅かに外れたことを口にした。

「平静を装よそおっている奴ほど、無理しているってことだ。馬鹿みたいに明るいが、あの嬢ちゃんだってそうだ。なんたって、ここはお嬢ちゃんにとって異国なんだからな」

　凄腕の整備班長、という立場への敬意をもってしても打ち消せない反感を、喉下で押さえ込む。

（そんなの、こいつが勝手に望んだことだろ……）

「まぁ、気を付けることだ。機体も人間も、無理をすれば、必ずどこかがおかしくなる。そのとき辛い思いをするのは、本人じゃないかもしれん」

　オットーはその言葉を最後に、戦術機ガントリー区画へと戻っていった。

　入れ替わるように、強化装備姿のカティアが更衣室から出てくる。相変わらず嬉しそうだ。

「２着目を装備しましたっ！」

「…………」

「さっきのと微妙にサイズは違いますが、これはこれで、きちんと着れますですよ？」

「排尿パックが作動するか、きちんと確かめたか？」

「そ、それは……って、なんでそっちに話題を振るんですか！」

「お前が小便たれのガキだからだ」

「エーベルバッハさん、意外と酷いですね……」

　半泣きの表情を浮かべた後、カティアは気を取り直して強化装備の点検を開始した。点検項目の確認は、網膜投影上で行える。

（無理を強いられているのは、俺のほうだぜ……）

　今後のことを思い、暗あん澹たんたる気分になる。

「エーベルバッハさんっ！　強化装備、２着とも試着、点検終わりました！　問題ありません！」

　カティアが笑顔で報告する。険悪な口論の余よ韻いんは残っていないように見える。

「次は、シミュレーターでの訓練でしたっけ」

「……ああ。だが、その前にMiG-21バラライカの見学だ」

「了解しました！　MiG-21バラライカには乗ってみたかったんです！　外見もスマートでかっこいいですしね！」

　押し潰されそうな不安の中、テオドールは、期待に溢れた表情のカティアを連れて歩き出した。

（とにかく、こいつを黙らせてアイリスディーナの命令に従う……。今のところ、俺の首根っこを一番深く摑んでいるのは、あいつなんだから……）
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　シミュレータールームから格納庫ハンガーに続く廊下は閑散としていた。

「へろへろです……お腹も減りました……」

　MiG-21バラライカの操縦の基礎訓練を終えたカティアが、ふらつくようにテオドールの背を追っていた。

「MiG-21バラライカの操縦特性が、あんなにF-4フアントムと違うなんて、思いもしませんでした……」

　カティアが重々しく溜息を吐きながら独り言を続けた。

「それに、機動性が上がっている分、防御力が低下していたり……良いこと尽くめってわけじゃないんですね……」

　カティアを無視しながら、テオドールはぞっとした気分の中で歩いていた。

（こいつ、かなり〝筋〟がいい……）

　──テオドールの見たところ、カティアの操縦技能は、訓練期間半年、実戦経験数回の衛士に相応しく、第６６６戦術機中隊の衛士たちと比べると恐ろしいほどに未熟だ。基礎的な動きはこなせるものの、跳躍ジヤンプユニットを用いた実戦的な三次元機動や精密射撃は並以下で、近接戦闘に至っては、短刀を用いた戦車タンク級の除去方法以外、まともな訓練経験すらないらしい。

（だが、こいつは、MiG-21バラライカの操縦を３時間でこなせるようになりやがった……）

　通常、F-4フアントムからMiG-21バラライカへの機種転換には、最低でも１日を要する。カティア自身が口にしたとおり、両機の操縦特性にかなりの違いがあり、その差異に慣れるまでに時間がかかるのだった。

　もちろん、程度差の範囲内であるし、カティアの操縦も褒められたものではないのだが──直感で、適正な操縦の仕方を捉えたとしか思えない。

（鍛えれば、かなりの腕前になる……）

　操縦技能は努力でなんとかなるが、直感だけはどうしようもない。戦術機にはフィードバックシステムなどの衛士を補佐する機能があるが、その効果は限定的であり、最後にものをいうのは直感の良さだ。

（使い潰すかどうかは、こいつの成長次第、か……）

「あ、あの、エーベルバッハさん……」

　カティアが、不安そうな顔で尋ねていた。

「……なんだ？」

「あの、私って、衛士としての見込みって、どれくらいあるでしょうか……」

「……はぁ？」

「今の溜息、私が衛士として見込みがなかったから、かなと思いまして……」

　半ば呆れながらも、考え込むような表情を作る。

「……あまりない」

「ふえ……。や、やっぱり……」

　あからさまにショックを受けたように、カティアはがくりと項垂れた。

「私、西でもみんなに同じようなことを言われていたんですよぅ……」

（今、こいつに自信を持たせるのは、得策じゃないからな……）

　カティアへの意趣返しでほんの少し気分を楽にしつつ、テオドールはそう思った。




　テオドールの考えでは、強化装備を整備班に返却し、食堂で一緒に夕食を取り、今日の予定を終えるつもりだった。明日は資材回収任務に参加することになっている。それに備えるため、早めに休んだほうがいい──。

　そのはずだった──格納庫ハンガーで、ひとりの衛士に出会うまでは。

「くそ……」

　その衛士と視線が絡み合った瞬間、テオドールは舌打ちを堪えながら吐き捨てた。

「どうしたんですか……？」

「お前には関係ない。……黙っていろ」

　ふたりが囁き合う間に、その衛士──アネットがテオドールの前に立ちはだかった。黒ずんだ瞼まぶたの奥の瞳には、憎しみ以外のなにものも見つけられない。

「……なんだよ」

　アネットは、テオドールから視線を逸らせ、怒りを押し込めた声で答える。

「別に。私はただ、イングヒルトの私物を整理しにきただけ──」

　衛士控え室ロッカーの整理か──僅かばかりの荷物が布鞄に詰められている。

「手紙を添えて、故郷のご家族に送り届ける」

「……そうか。ご苦労なこったな」

　アネットはいきなりテオドールの胸倉に摑みかかった。

「あんたに……あんたに何が分かるっていうのよ！　イングヒルトを見捨てたくせに！」

「…………」

「仲間だったはずでしょ！　同期生だったはずでしょ！　どうして、助けてくれなかったの！」

　力の限り胸倉を締め上げられる──。

「あの子はいつも言っていたのよ、テオドールは一見捻くれているけど、本当は優しい人なんだって！」

「…………」

「自分なんかより、もっと辛い境遇を生きてきた人だと思うって！　でも、自分には何もできないから、それが悲しいって……！　あんたは、そんな優しい子を見殺しにしたのよ！」

「……知るかよ」

　何かを考えるよりも先に反射的に言葉が口を突いた。

「自分の責任を棚に上げてんじゃねぇよ。てめぇがしっかりしていれば、あいつも死なずにすんだんじゃねぇか」

「分かってる──ッ！　分かっているわよ、そんなこと……！」

　胸元を右手で摑みながら、慟哭する。

「だから、こうやって、自分にできることをしてるんじゃない……！　あたしには……もう、これくらいしか──」

　そう口にした直後、アネットは目を丸くした。テオドールの傍にいる、強化装備姿の少女──カティアに気付いたのだった。

　カティアは、テオドールの背後に隠れながら、怯えるようにアネットを見つめていた。ふたりの異常な剣幕に、気圧されているらしい。

「この子、補充の……？」

　テオドールは諦めたように頷いた。

「出身は西ドイツだけどな」

「まさか、あんたが助けたっていう……」

「そうだ」

「…………」

　アネットは、先ほどとは異なる怒りを瞳に宿している。

「……この子も自分の盾として使い潰す気じゃないでしょうね？」

「……っ！　誰が！」

　そんなことを──とは言えなかった。実際、自分はグレーテルにそう口にしており、カティアの才能を認めた今でさえ、その選択肢を捨てていない。

　テオドールの表情から本音を悟ったのか、アネットはさらに表情を怒りに染める。

「あんた、いったいどれだけの仲間を、自分のために犠牲にするつもり!?　そんなことをしたら、あたし、あんたを絶対に許さないから……！」

「……好きにしやがれ」

　数秒ほどの沈黙の後、アネットはテオドールを無視してカティアに近付いた。

「……ごめんね、いきなり怒鳴ったりして」

　カティアは怯えを感じながらも、質問を投げる。

「あの、あなたも、第６６６戦術機中隊の……？」

「そう。アネット・ホーゼンフェルト少尉。……ここ最近は、ちょっとお休みをもらっているけどね」

　アネットは辛そうな笑顔を浮かべた。

「少ししたら、きっと復帰するから、そうしたら……」

　おずおずと延ばされた右手がカティアの栗色の髪を、優しく撫でる。

「今度こそ、あたしが守ってみせるから」

「え、はい……」

　テオドールは唾を吐き捨てたい気分になっていた。アネットが、どうしてそんなことを言い出したのか、想像が付いた──カティアを守ることで、イングヒルトへの罪滅ぼしをしようとしているだけ。そうやって、自分の心の傷を癒そうとしているだけ──。

（てめぇだって、誰かを利用してるじゃねぇか……）

　何か言ってやろうと口を開けかけたその時──テオドールは自分たちに近付いてくる３人の人影を見つけ舌打ちを堪えた。

　ファムとシルヴィア、そしてグレーテル──第６６６戦術機中隊の衛士たちが姿を見せていた。ファムとシルヴィアは強化装備姿だ。グレーテルは通常のＢＤＵ──だが、強張った表情を見る限り、内心は穏やかどころではなさそうだった。

（やっぱり、そうなるよな……）

　現実を苦い感情とともに受け入れる。昼間の一件が、グレーテルの耳に入らないはずがなかった。

　アネットも身構える。イングヒルトを〝無駄死に〟と称したシルヴィアは、彼女にとっては憎悪の対象となっているはずだった。

　最初に口を開いたのは、ファムだった。

「テオドール君、その女の子が……？」

　シルヴィアが眉を寄せ、グレーテルが腹立ちを強めた表情になる──それに気付かないふりをしたまま、いつものようにツッコミを入れる。

「そうだ。それと、俺のことを君付けで呼ぶのは止めてくれ」

「お姉さん、そういうこと言われると寂しいなぁ。かわいい弟だと思っているのに」

「思わなくていい」

「アネットちゃんみたいに、ファム姉ねえ、って呼んでくれると、お姉さん嬉しいのになぁ……」

「絶対に呼ばない」

　テオドールは疲れたように言い切った。ファムが自分に〝お姉さん〟ぶるのはいつものことだった。実家では６人姉弟の長女だったことが原因らしい。東ドイツのベトナム移民の殆どは、そうした大家族を構成している。

「それより、どうして強化装備を着ている？」

「機付長に、機体の調整のために揃って呼ばれてね」

「…………」

「中隊長からある程度の事情は聞いているわ。カティア・ヴァルトハイム少尉……カティアちゃん、でいいかしら？」

「は、はい……！」

　縮こまるようにカティアが答える──初対面が続いているため、混乱しているのかもしれない。

「私はファム・ティ・ラン中尉。第６６６戦術機中隊の次席指揮官を務めているわ。こんな肌の色だけど、れっきとした東ドイツ人よ。ベトナム系二世の。よろしくね、カティアちゃん」

「は、はい、よろしくお願いいたします！」

「それと……こちらは、シルヴィア・クシャシンスカ少尉。──ポーランド出身の衛士よ」

　シルヴィアは微動だにしない。カティアは構わず頭を下げる。

「はい！　よろしくお願いいたします！　シルヴィア・クシャシンスカ少尉！」

「…………」

「自己紹介は済んだようだな」

　グレーテルが全員を見回した。落ち着いた口調だが、表情はその対極にある。

「では、本題に入る……よくも私のメンツを潰してくれたな！」

「がっ……！」

　グレーテルはカティアの強化装備の頸部プロテクターを摑み、強引に引き寄せた。

「貴様の仕出かしたことは、煽せん動どう罪ざいにも等しいぞ！　国家の敵と認定されたいのか!?　貴様の立場は、私が保証しているということを忘れたのか!?」

「わ、私……」

　顔色を失いながら、カティアは呆然とグレーテルを見つめていた。

「東西で仲良くＢＥＴＡと戦いましょう、だと？　社会主義という崇高な理想と人類を守るべく戦っている我々が、どうして戦争で商売している西の資本主義者どもと手を組まなければならない!?」

　グレーテルの激昂を、誰も止められない。カティアに好意を示したアネットやファムさえ黙りこくっている。人事権を握る政治将校の怒りは、一般の衛士にとって恐怖の対象でしかない──。

「エーベルバッハ少尉、貴様も貴様だ！　国家と党に忠誠を誓った身であれば、その場で修正を加えるのが筋というものだろう！」

「申し訳ありません……！」

　歯を食いしばりながら頭を下げる。アイリスディーナがいない今、この状況を切り抜けるには、グレーテルの怒りが収まるのを待つしかなかった。

「貴様、３年前と同じような目に遭いたいのか？　軍が国家保安省シユタージよりも甘いとでも？　軍に生かしてもらっている分際で調子に乗るな！」

「……！」

「エーベルバッハさんは、何も悪くありません！」

　カティアの澄み切った声が、格納庫ハンガーに響き渡った。

「それに、私は間違ったことなんて、言っていません……！」

　テオドールは足元が崩れるような感触を味わっていた。政治将校の意見に一般の衛士が面と向かって反抗するなど、見たことも聞いたこともない。

「……ほう、続けてみろ、ヴァルトハイム少尉」

　グレーテルは、こめかみを震わせながら命じた。口元が奇妙な形に引きつっている。

「ＢＥＴＡに、東も西も関係ありません……」

　グレーテルの表情に恐怖を抱きながら、それでもカティアは毅然として言い切った。

「だったら、ふたつのドイツが、一緒に戦ったほうがいいに決まっています……！　だから、お互いに仲良くなって、信じあえるようにならないと……！」

（もうやめろ！　お前、殺されるぞ──!?）

「信じる？　我々が滅んでもよいと思っている連中を？」

　カティアの精神を疑うように質問を繰り返す。

「連中は、前大戦で原子爆弾をドイツに落とした米国の手先だ！　パレオロゴス作戦の後、連中は他のＮＡＴＯ諸国と一緒に逃げ帰った！　残された我々がどれだけの犠牲を払って難民を救出したと思う!?　そして今度は、我々を盾にして欧州から逃げ出そうとしている！　そんな奴らをどうして信じられる！」

　グレーテルの言葉は、東ドイツ政府が批判する際に用いる常じよう套とう文もん句くばかりだった。

「ＢＥＴＡと戦っているのは、連中ではなく我々だ！　我々が血を流しているからこそ、欧州は、人類はＢＥＴＡの侵攻から守られている！　それとも、貴様は西側主導による統一を望んでいるのか？」

「そんなことは言っていません！　でも、お互いに嫌っているばかりじゃ、なんにもできないじゃないですか……！　そんなんじゃ、みんな死んじゃいますよ！」

「……っ！　貴様、私を誰だと思っている……！」

「自分が正しいと思うことを主張して何が悪いんですか！　そんなの、おかしいです！」

　次の瞬間、乾いた音が周囲に響き渡った──シルヴィアが、カティアの左の頰を張っていた。

「え、ぁ……」

　カティアは自分に何が起こったのか理解できていない。呆然と、左の頰に手を当てている。

「あ、あの、どうして……痛ぁっ！」

　続いて、右の頰を手の甲で張り倒す。床に叩きつけられるカティア。

　突然の出来事に誰も反応できていない。

「死にたいのなら、ここで殺してあげてもいいよ」

　冷たく見下しながら、シルヴィアが静かに告げる。

「それとも、戦場でこっそり殺してあげようか？　未熟な衛士をＢＥＴＡの餌にするくらい、簡単よ？」

「……！」

「それとも私が苛め抜いて、自殺するまで追い込んであげようか？」

　カティアの顔面が見る見るうちに青ざめていく。

「あんた、なんてことを言うのよ!?」

　アネットの叫び──シルヴィアは無視する。

「あなたのような思想の持ち主は、この国では処罰されて当然なのさ。そして、その関係者である私たちも処罰される。他人の命も危険に晒さらしかねない衛士は、消されて当然なのよ」

「そんな……」

「でも、そんなことはしない」

　シルヴィアは殺意を込めた表情で優しげに囁いた。

「戦術機中隊による光線級吶喊レーザーヤークトを成功させるには戦術機の数が必要となる。あなたはその数を満たすためだけに中隊への編入を許された──そうですよね、同志中尉？」

「ああ、そうだ……」

　グレーテルが渋々というように頷いた。本来ならば、会話に勝手に割り込んできたシルヴィアを叱責するべきだった──が、それを言い出すつもりはないらしい。

「同志大尉はそのためにこの衛士の編入を主張した。私もそれに同意している。……でなければ、今すぐにでも逮捕しているところだ」

　安堵の息を吐く。少なくともグレーテルは、カティアの排除を全面的に望んでいるわけではない。

「だから、私もあなたを味方として扱ってあげる……次の補充が来るまでは」

　全身を震わせながら、カティアはシルヴィアを見つめている。

「私、あなたみたいな口先だけのガキが大嫌いなの。中隊の人員が足りていれば、次の出撃で必ず殺していたところよ」

「…………」

「だから、これからは死に物狂いで戦いなさいな。死にたくなければ」

　シルヴィアは顔面蒼白のカティアから、テオドールに視線を向けた。何かを無言で伝えている。

　テオドールは自分が何をなすべきかに気付いた。グレーテルに向き直り、頭を下げる。

「申し訳ありませんでした、同志中尉！　同志少尉には注意を徹底するとともに、祖国と党への忠誠を再度叩き込みますので、この場はどうか、ご容赦を……！」

「……ああ。以後、注意するように」

　グレーテルはバツが悪そうに告げると、その場を後にした。続いてシルヴィアが背を向ける。ファムもそれを追うように、何度も振り返りながら歩き出す。

「なんなのよ、今の……」

　３人を見送りながら、アネットが悔しげに呟く。

（いや、俺たちは、シルヴィアに助けられた……）

　テオドールは、シルヴィアの最後に見せた仕種から、その真意を察していた。

　もっとも、それがカティアのためではないことは明白だった。シルヴィアは、あくまで戦闘での駒を増やすことしか考えていない。

（だが、グレーテルにその気がなかったとしても、あのまま口論が続いていたら、どうなっていたことやら……）

　テオドールは、地べたに座り込んだまま、口を閉ざしているカティアを睨んだ。

「これで分かっただろ？」

　言葉を選びながら、突き放すように呟く。

「お前も死にたくなけりゃ、ＢＥＴＡと戦うことだけを考えろ。そうすれば、味方に殺されることはない……」

「テオドール、あんた、いい加減に──！」

「……はい」

　カティアはふらつきながら立ち上がった。俯いているため、表情は窺えない。

「エーベルバッハさん」

　泣きはらした顔のまま、カティアが尋ねた。

「私、皆さんに信用されていないんですね……」

　──数秒の沈黙の後、はっきりと口にする。

「当たり前だ。お前は何を言っているんだ？」




午後七時三〇分　ドイツ民主共和国

コットブス県　シュプレムベルク




　東ドイツ軍はナイセ川西岸に２個軍を展開、これらをナイセ軍集団としてまとめていた。２個軍はいずれも要塞陣地軍に配備されている。

　第６６６戦術機中隊を指揮下に含む臨時集成戦術機大隊「ハンニバル」は、ナイセ軍集団司令部の直ちよつ轄かつ部隊とされていた。なお、同軍集団指揮下の戦術機大隊は、再編制の完了した部隊が到着したことで、２個大隊から４個大隊に増大している。

　各戦術機大隊／中隊指揮官を集めた作戦会議が、軍集団司令部のあるシュプレムベルクのホテルで行われたのには、そうした理由があった。




「ＢＥＴＡの再攻勢が近付いている、だと……？」

　震えた声が、瀟しよう洒しやな会議室に響き渡った。

（まだ来るというの……!?）

「ハンニバル」大隊の司令部幕僚、マライ・ハイゼンベルク中尉は、騒然とした空気の中で思った。

　彼女の左右には、大隊長のホルツァー・ハンニバル少佐と、３人の中隊長が副官とともに座っていた。アイリスディーナの姿もある。

　マライは、内心の感情を抑えながら、アイリスディーナを観察した。

　アイリスディーナに動揺はまったくなかった。壇上の人物に冷たい視線を向けている。

「ほぼ確実と思われます」

　ナイセ軍集団司令部の参謀のひとりが、壇上のプロジェクターを背後に険しい表情で頷いた。

「今回の場合、国連軍、ソ連軍というふたつのルートから、衛星情報とともに警告を受けました」

　マライは苦い気分を覚える。現在の東ドイツには、自前の偵察衛星を衛星軌道に投入するような余力はない。

「両者の情報を統合すると、ＢＥＴＡ群はポーランド領内で再び軍団規模の梯てい団だんを形成しつつあるようです。推測される攻勢方向は、先日の波状攻撃と同一です。ナイセ川への先せん鋒ぽうの到達日は、明後日と思われます」

　プロジェクターに、旧ポーランド領内の衛星写真を映し出しながら、参謀は続けた。

「ただし、光線レーザー級の数はかなり少なく、前回の数分の一となる見込みです」

　安堵の溜息が漏れる。今回はともかく、その後の攻勢については航空兵力を自由に使用できる。緩んだ空気を引き締めるように、参謀は厳しい表情でナイセ川西岸の兵力配置を映し出した。

「先日の攻勢の標的となった３つの要塞陣地に配置されていた地上兵力は、通常の３割以下に落ち込んでいます。また、要塞陣地も８割が破壊されています。本来なら他の陣地から兵力を転用すべきなのですが、収容すべき陣地がないだけでなく、転用のための時間的余裕もなく、それも望めません」

「要塞陣地における防御戦は不可能……ということだな？」

　ハンニバルが、結論付けるように尋ねた。

「はい。通常の防御戦闘を行った場合、オーデル・ナイセ流域絶対防衛線は突破されます。この場合、ベルリン周辺に展開している東方総軍予備が穴を塞ぐことになっていますが、そうなれば戦場となるのは多数の都市と炭鉱群のあるシュプレー川西岸です。我々は、ここを戦場とするわけにはいきません」

　炭鉱群は絶対に死守されるべきだった。東ドイツは重工業国家であり、電力供給はその死命を左右する。しかし──。

（シュプレー川に第二次防御ラインを引いて、そこに増援を投入できれば、こんな苦境に陥らずに済む……）

　だが炭鉱の利権を持つ党の要人たちが、そんなことを許すはずがない──マライはそう判断した。

「こうした現状から、我々は積極的な前進防御を行うことで、ＢＥＴＡ群がナイセ川に到達するのを阻止するしかないとの判断を下しています」

　プロジェクターに、ＢＥＴＡ群の推定個体数がグラフとして示される。

「我々が付け入るべき点は、光線レーザー級の少なさです。おそらく、50から１００程度でしょう。砲兵およびロケット砲兵がＡＬ弾頭を交えた全力射撃を行えば、ナイセ川の手前で掃討は可能です」

　続いて、ＢＥＴＡ群の１時間ごとの侵攻予測を示した地図が映し出される。

「光線レーザー級の殲せん滅めつ後は航空兵力による爆撃を予定していますが、今回は要塞陣地が防御壁として機能しない以上、ナイセ川到達までに絨じゆう毯たん爆ばく撃げきを仕掛け、残存するＢＥＴＡの過半を吹き飛ばす必要があります」

　勘のいい何名かの衛士が、息を飲む──参謀は、感情を込めない声で答えた。

「今回、各戦術機大隊には敵の侵攻を遅らせるべく、遅滞戦闘を行ってもらいます」

　衝撃が衛士たちに駆け巡った。不同意を示す唸りが連鎖していく。

「陽動ではなく、遅滞戦闘なのだな？」

　ハンニバルが掌てのひらを顔の前で合わせながら尋ねた。参謀が申し訳なさそうに頷く。

「はい。陽動はＢＥＴＡの進撃ペースを遅らせるには有効ですが、現状の戦力では、全てのＢＥＴＡの進路を変えることはできません。それに、陽動でＢＥＴＡ群が分散してしまえば、絨毯爆撃が難しくなります」

「無茶よ！　連中の数は３万を超えているのよ!?」

　大隊長のひとりが焦燥を滲ませながら叫んだ。

「戦術機大隊単独でそんなことをすれば、瞬く間に戦力を損そん耗もうしてしまう──」

「はい。だからこそ、戦う相手を選びます」

　参謀は反論を予想していたかのように、淀みなく答える。

「ＢＥＴＡ梯団の根幹を成すのは、要撃グラツプラー級と戦車タンク級を主力とする、中央の集団です。これを食い止めなければ、戦線の崩壊は必至……ですが、逆をいえば、これさえ食い止めれば、戦線の崩壊は防げます。光線レーザー級は砲兵が相手をしますし、要塞フオート級は足が遅いため、第二撃を仕掛けられます。また、突撃デストロイヤー級は突撃デストロイヤー級誘導路に誘引、残存する地上部隊で阻止します。ただし、地上部隊はこの一戦で壊滅するでしょうが」

「遅滞戦闘の具体案は」

　ハンニバルが、確認の意思を込めて尋ねた。

「中央集団の前方には突撃デストロイヤー級がいる。陽動攻撃時のように、後退しつつ漸ぜん減げんするのは不可能だ。かといって側面を叩けば敵を分散させる──側面から突入し、ＢＥＴＡ群に包囲されながら戦え、というのか？」

「その通りです。戦術機大隊であれば、ＢＥＴＡの包囲下でも、抗戦は充分に可能と思われます」

「乱戦になれば、推進剤も弾薬も衛士も急速に消耗する。抗戦可能時間は30分もない」

「はい。ですが、やってもらわなければなりません」

「……下手をすれば、４個戦術機大隊全てが壊滅するぞ」

　衛士たちが呪わしげな視線を参謀に向ける。彼の隣には、軍集団司令部付の政治将校が立っていたが、それでも、感情を押さえ込むことはできない。

　４個戦術機大隊の損失──考えるだけでも恐ろしい結果だった。オーデル・ナイセ流域絶対防衛線に、光線級吶喊レーザーヤークトのために展開している戦術機部隊の３分の１が消滅するのだ。戦線に大穴が空くにも等しい。

「もちろん、できる限りの支援は行います」

　その視線を撥ね付けるように、参謀は続ける。

「攻撃ヘリのMi-24クラカヂール部隊はそちらに回しますし、空軍も全力出撃を確約しています。我々も、今回の戦いで備蓄弾薬を全て使い尽くすつもりです」

（敗北することになれば、軍集団司令部も粛しゆく清せいを免れない……か）

　マライは、軍集団司令部の覚悟を感じ取った。

（戦術機部隊が壊滅すれば作戦は失敗し、自分たちも破滅する……一蓮托生というわけね）

「我々は、負けるわけにはいかないのです」

　参謀は真摯な表情で言い切った。

「何か意見はありますか。無理を強いる以上、進言は可能な限り聞き入れます」

　政治将校と頷き合う。お互いに合意の上の流れらしい。作戦が失敗すれば、軍集団司令部の政治将校であっても、粛清の対象となりかねない……。

「……戦力が足らない」

　ハンニバルが、押し出すように呟いた。

「４個戦術機大隊では、ＢＥＴＡ群の全てを引き付けることはできない。かなりの数をナイセ川に向かわせることになる。それを阻止する部隊が要る」

　大隊指揮官たちが同意するように頷く。

「それに、脱出の問題もある。推進剤を消耗し、大量の損傷機を抱えた上での脱出となるのは確実だ。地上で突破口を切り開く部隊が要る。このふたつの役割を果たせる、予備の戦術機部隊が絶対に必要だ」

　参謀の表情が、一瞬で険しくなる。

「それについては──」

「──私から説明しよう」

　背後から、高く細い声が達した。

　マライはそちらを振り向き──毒を盛られたような気分になる。他の者たち──壇上の参謀や政治将校でさえ、同じような表情を浮かべている。

　声の主は、会議室の入り口に立つ、俳優のような顔立ちの男だった。褐色の髪を短く切り揃え、見栄えを優先したかのような濃紺の制服を纏まとっている。物資欠乏の激しい東ドイツにおいて、あのような制服を着用する人間はひと握りしかいない。

（国家保安省シユタージ……。武装警察軍が軍の作戦に介入するのか……）

「驚かせてしまったかな？　申し訳ない」

　重苦しい空気の中、男はそんな冗談を言いながら壇上に向かった。国家保安省シユタージの所属を示す白銀の襟章が煌いている。

「国家保安省シユタージ武装警察軍の作戦参謀、ハインツ・アクスマン中佐だ」

（……〝褐色の獣のハインツ〟!?　スパイハンターとして有名な国家保安省シユタージの高官が、どうして前線にいる……？）

「いろいろ思うところはあるだろうが、まずは私の話に耳を傾けてもらいたい」

　マライたちの思考を見透かしたように、アクスマンは口を開いた。

「先ほど、そちらの少佐が必要性を説いた機動予備は、我が武装警察軍の２個戦術機大隊が担当することになっている。ゆえに諸君らは、後方や脱出の心配をせず、存分に戦ってもらいたい」

（武装警察軍が予備兵力に……？　一体、何を企んでいるの……？）

　マライは猜疑心を膨らませながら思った。他の衛士たちも、表情を固くしている。

　当然の反応──武装警察軍は、秘密警察である国家保安省シユタージがＢＥＴＡ大戦の勃発を受けて編制した独自の軍事兵力であり、その指揮権は国家保安省シユタージの作戦本部にある。つまり、防御戦に参加するといっても、戦いの主役であるナイセ軍集団司令部の命令は受けず、その〝要請〟でのみ動くということだ。友軍として信頼しろというほうが無理であった。

　そうでなくとも、武装警察軍シユタージは東ドイツ軍──国家人民軍ＮＶＡの陸海空の三軍に次ぐ〝第四の軍〟というべき存在であり、互いに予算や人材、装備を奪い合っている間柄なのだ。さらに言えば、その任務は、東西国境の警備や党要人の護衛、そして難民の統制や反政府デモの弾圧などの〝汚れ仕事〟ばかりでなく、通常のＢＥＴＡ戦さえも含まれており、このまま拡充が続けば、軍の存在意義さえ脅かしかねなかった。

　自らの立場に誇りを持つ士官であれば、反感を抱いて当然だった。表面上はどうあれ、国家保安省シユタージに好意を持つ士官は、関係者ぐらいなものだ。

　しかし、それを表に出すわけにはいかなかった。国家保安省シユタージは、常に国家の敵を捜し求めている。

　マライはアイリスディーナの表情を見つめた。表情は怜悧なままだが、アクスマンを見つめる碧眼にだけ、わずかに動揺しているような気配がある。

「質問の許可を願う──」

　ハンニバルが落ち着き払った声で尋ねるとアクスマンが大仰に頷く。

「２個戦術機大隊の詳細について教えて頂ければと思います。武装警察軍の実力を疑うつもりはないが、作戦の都合上、事前に把握しておきたい」

「国家機密に類するので口にできない」

　あっさりとアクスマンは答えた。衛士たちの非友好的な視線が一斉に向けられる。

「が、諸君の期待に充分に応えられる兵力ではあると思うよ。安全な後方で治安維持にかまけているような二線級の戦術機部隊ではないことは確かだ」




　１時間後、作戦会議は現状の作戦方針が了解される形で閉会となった。

　会議に参加した衛士たちはすぐには退出しなかった。戦況が逼迫している昨今、戦術機部隊の大隊／中隊クラスの指揮官が一同に会する機会は多くない。大半はその場に残り、情報交換を兼ねた雑談を始める──が、アクスマンは、衛士たちを品定めするように一いち瞥べつすると、意味ありげな笑みとともに退室した。

　マライは、アイリスディーナに声をかける衛士が皆無であることに気付いた。国家保安省シユタージに守るべき家族を密告し、英雄と称されるようになった──そんな噂の付き纏う衛士に関わりたいと思う衛士などいるはずがない。

　正直な話、マライも同感だった。衛士としての評価は別として、同じ血の色の人間として、よくおめおめと生きていられる──そんな感情がある。そのアイリスディーナにハンニバルが近付いたのを見て、胸の裡がざわめく。

「……ありがとうございました、少佐」

　誰も自分に寄り付かないことを確認した後、アイリスディーナがハンニバルに小声で囁いたのが微かにマライの耳に飛び込む。どこか、ほっとしたような響きがあった。

「礼には及ばないよ、ベルンハルト大尉」

　ハンニバルも小声だった。他の衛士たちの雑談にまぎれ、消え入りそうなほどだ。しかし、その声音は旧友と話しているかのように親しげだ。

（少佐は、どうしてこんな女に……!?）

「君のような指揮官が、後こう顧この憂うれいなく戦える下準備をするのが我々の仕事だ。面倒は請け負うよ」

「ところで……」

「分かっている」

　マライは耳みみを欹そばだてる。ハンニバルは、全てを理解しているようだった。

「君も充分に注意しておけ。戦場では何が起こるか分からないからな」

「そのつもりです」

「明後日は私も出撃する。君は３人の中隊長の中で最先任だ。私やマライに何かあれば、君が大隊の指揮を引き継ぐんだ。そのときは、後を頼んだぞ」

「はい」

「ゆっくり休め」

　アイリスディーナとヴァルターは敬礼をし、会議室を後にした。

「少佐……」

　マライは、信じかねるように尋ねた。

「少佐は、あのベルンハルト大尉と、どのような関係なのですか……？」

「……俺が戦術機学校で教官だった頃、いろいろと面倒を見てやった生徒だ。一緒に仕事をしたこともある」

「そうですか……」

「なんだ、妬いているのか」

「いえ、そんなことは……」

　恥ずかしそうに顔を朱に染める。

「何か思うところがあれば口にしろ。今なら室内の盗聴器は役に立たない」

「少佐は何故、ベルンハルト大尉を気にかけるのですか？」

　吐き捨てるように、マライは尋ねた。

「あのような、衛士の風上にも置けない人間は、少佐が関わるべき人間ではないような気が──」

「……ああ、そのとおりだな」

「えっ？」

「だからこそ、私くらいは、彼女に優しくしてもいいと思うのだよ──」

　優しく微笑むハンニバルの瞳には、深い悲しみだけが浮かんでいた。
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「ＢＥＴＡの攻勢が近付いているだって？」

　MiG-21バラライカの管制ユニット内で、機体のシステムチェックを手伝っていたテオドールが尋ね返した。相手は機外にいる機付整備員だ。

「ええ。早朝から聞こえ出した噂です。格納庫ハンガーの連中は、もう全員知ってますよ」

「整備班長は何か言ってたか」

「いいえ。ですが、機付長たちは武装の総点検準備を命じています。間違いないです。補修作業が遅れていた他の中隊は、もう修羅場ですよ。うちは、なんだかんだ言って大破が１機だけでしたからね」

　戦場で２年以上を過ごしてきたテオドールにとって、ＢＥＴＡの攻勢頻度の高さは驚くにあたらない。しかし、だからといって良い気分のはずもない。

（今日の午前中は資材回収任務が予定されている。ブリーフィングは午後か……）

　網膜投影上に表示されるシステムチェックの結果を見つめながら、不安を募らせる。

　──結局、昨日は格納庫ハンガーでのひと悶着の後、カティアと夕食を取ってそれで解散となった。

　テオドールは夕食時、カティアと一切口を利かなかった。自分なりの叱責のつもりだった。そして、カティアも必要以上の言葉を発しなかった。さすがに堪こたえたらしい。

（これで、落ち着けばいいんだが……）

　こうなってしまった以上、自分があいつの面倒を見るしかない──それがテオドールが、昨日の経験から、不愉快ながら受け入れた結論だった。現段階でも自分が政治将校や国家保安省シユタージに目を付けられているのは確実だった。そこに西からの亡命者であるカティアが絡むとなれば、一挙一動に注意を払わなければ、今以上の窮地に陥ってしまう。

（少なくとも、カティアが中隊の衛士たちに受け入れられたのは、昨日確認できたんだ。あとは、あいつを黙らせておけば……）

「ところで、例の女の子、放っておいていいんですか？」

「あぁ？　別にいいんだよ。あんなやつ……。昨日、MiG-21バラライカのマニュアルを山ほど渡しておいたから、どうせ自室で勉強しているんだろ。出撃までは、あと１時間くらいあるし……」

「はぁ？　じゃあ、知らないんですか、少尉は」

「なにがだよ」

「ここにいますよ、あの女の子。ほら、４基向こうの、45番ガントリー。少尉が来る前から、ずっと」

「……!?」

　目を丸くしながらそちらを見る──横倒しに置かれたMiG-21バラライカの上で、カティアが複数の整備員たちと話しながら、油まみれのＢＤＵ姿で、何かの作業を行っている。

（あのバカ、何をやってやがるんだ……!?）

「あれ？　あそこ、班長も一緒にいますね」

「……！」

　映像を視線操作でズーム──確かに、カティアの隣には、整備班長のオットーがいた。どういうわけか、ふたりとも楽しげに喋っている。

　盗み聞きになるな──と思いながらも、テオドールは集音センサーをそちらに向けた。衆目のある場所で、下手なことを喋られるわけにはいかない。

　戦術機の集音機能を使用し、雑音の中から、カティアとオットーの声を聞き分ける。

『──そりゃあ大変だったな、嬢ちゃん』

『──はい！　でも、おかげでいろんなことが分かりました。この国のこと、この国の人々のこと……』

『──例えば、どんなことだ？』

『…………』

『遠慮するな。ここには、シルヴィアの嬢ちゃんもグレーテルの嬢ちゃんもいねぇ。それに、ここにいるこいつもこいつもポーランド出身だ。国が違えば考え方も違うってのは分かっている』

『──私のいた西ドイツは、東ドイツの皆さんに、あんまり好かれていないってことです』

『──そりゃあそうだ。10年前までは敵だったんだからな、連中は。今でもそうかもしれねぇ』

『──はい。それはもう、仕方がないと思います。でも……』












『──でも？』

『──でも、私は、どちらのドイツも好きなんです。どちらのドイツにも、滅んで欲しくないんです。ある人が言っていたんです。ふたつのドイツが手を携えれば、絶対にＢＥＴＡになんか負けないって！』

『…………』

『──だから、まずは私が、皆さんと仲良くなって、お互いが好きになれることを証明したいんです。シルヴィアさんとも、グレーテルさんとも、テオドールさんとも……』

『──だから、こうやってカメラ部分の掃除を手伝ってくれているっていうのか？』

『──はい！　ご迷惑かとは思いましたが、私にできることはこれくらいなので。渡された資料も、だいたい勉強しちゃいましたし』

『──そりゃあ構わねぇが、本当にいいのか？　この機体は、嬢ちゃんを引っ叩いたシルヴィアの嬢ちゃんの機体だぞ？』

『──あはは。引っ叩かれるのは慣れています。それに、ご迷惑をかけたお返しです。……ある人が言っていたんですけど、想いは口にして行動に移さないと伝わらない。信じてもらいたければ、まずは自分から努力しないといけないって……』

『──嬢ちゃん、可愛い顔して、なかなか難しいことを考えているもんだな』

『──えへへ。みんな受け売りですけどね』

　テオドールは集音マイクを切った。溜息を吐く。

　どういうわけか、カティアをいつものように罵ののしる気分にはなれなかった。カティアの意思が自分の説教程度で、揺らぐようには思えない。

　それに、昨夜のうちに勉強を終えてここに来たのであれば、それはそれでたいしたものだった。噓をついている可能性は残るが、本当であれば、カティアの勘の良さ、飲み込みの速さを示したことになる。

　とはいえ、あのような話を所構わずされてはたまったものではなかった。

（今日にでも、盗聴の危険のないどこかに連れ込んで、この国の腐ったところを教えるか……）

　それにしても……と呟きながら思考を続ける。カティアの感情は、テオドールには理解不能だった。

（お前のようなお人好しは、この東ドイツじゃ、ただ潰されていくだけなんだよ。生き残りたければ、ひとりで戦うしかないんだ……）

　楽しげに談笑するカティアを見つめながら、仄暗い感情を抱えながら思う。

（戦場に出れば、すぐに分かるさ……）

　視界に、床面を歩く強化装備を着たふたりの衛士が入ったのはそのときだった。

　シルヴィアとファムだった。ふたりとも、カティアの存在にすぐに気付き──ファムは優しげに微笑み、シルヴィアは怒りを浮かべた後、整備班長の存在に気付き、それを無理やりに押さえ込む。

　案の定か、と思いながらテオドールは苦笑した。と、ひとつの疑問が生じる。

（もしかして、あいつを整備班に馴染ませるために、あんなふうに作業させているのか……？）

　有り得ない話ではなかった。班長は最初からカティアに好意的だったし、整備班にはそれを受け入れる素地がある。そしておそらく、それを班長に命じたのは──。

　テオドールはごくりと唾を飲み込んだ。

（どうしてアイリスディーナは、あんなガキに、そこまで肩入れするんだ……？）
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　格納庫ハンガーの扉を開放すると、そこには白い地獄が横たわっていた。

　吹き荒れる豪雪が、たった一本の滑走路を包み込んでいる。視界の広さは５００メートルもない。滑走路の周囲では除雪車や整備車両がひっきりなしに走りまわり、その脇では誘導灯が青く点灯している。

　第６６６戦術機中隊の７人の衛士たちは、自らのMiG-21バラライカを駐機場エプロンに歩ませた。各機とも重機代わりに使用するため左主腕に爆発反応装甲リアクテイヴアーマーを外した多目的追加装甲シエルツエンを保持している。残りのひとり──アネットは、依然として療養を命じられている。

『──総員、傾注アハトウング』

　アイリスディーナが、静かな口調で命じた。

『──管制塔の指示はもちろん、足元にも注意しろ。車両や誘導員がいるかもしれない。08、07をエスコートしろ。07、08を見失うな』

「08、了解」

『──シュヴァルツ07、りょ、了解……！』

　テオドールは真剣そのものの表情で、背後に続くカティアのMiG-21バラライカを見つめた。

　網膜投影上のカティアの表情は強張っているが、機体の重心は安定しているし、足運びも滑らかだ。テオドールは、カティアの主脚走行が操縦マニュアルを参考にした、より関節部に負荷のかからない動作であることに気付いていた。

『──相変わらず酷い吹雪ですね……』

　ファムが呟く。

『──これでは、地上部隊は苦労してそうですね。陣地の再建だって終わっていないのに……』

『──今回の任務は、突撃デストロイヤー級誘導路の異物撤去作業だ』

　アイリスディーナがすかさず答えた。

『──突撃デストロイヤー級誘導路には、突撃デストロイヤー級の巨大な死骸が何百と転がっている。これを除去しなければ、次の戦いで死骸が邪魔となり、火力を集中できない。地上部隊の多くも、今日はこの作業に投入されている……。カティア・ヴァルトハイム少尉、MiG-21バラライカの操縦の感触はどうだ？』

『──大丈夫です！　昨日、エーベルバッハさ……エーベルバッハ少尉にシミュレーターで指導を頂いたおかげで、なんとか動かせています』

　俺のおかげじゃない──声に出して否定したくなる。

『──なによりだ。帰還後、演習場で跳躍ジヤンプユニットを使用した機動格闘訓練を行え。許可は私が取っておく。エーベルバッハ少尉、付き合ってやれ』

「……了解」

『──どうした、エーベルバッハ少尉』

　アイリスディーナが微笑みながら尋ねた。

『──今日は、やけに素直だな。貴様はそうした面倒を嫌うと思っていたが』

『──ヴァルトハイム少尉の戦術機指導には、自分も面白みを覚えているところです』

　何食わぬ顔で答える。この程度の皮肉の応酬、もはや気にもならない。

『──良い先輩を持ったな、ヴァルトハイム少尉』

『──はい！　ありがとうございます、エーベルバッハ少尉！』

　そりゃ良かったな──他人事のようにそう思った瞬間、雑音とともに、どこかの無線交信が聞こえてきた。双方の口調から見ると、かなり切迫しているらしい。

（なんだ、何が起こっている……？）

『──こちらシュヴァルツ01、今のは……なんだと!?　……了解。残り５分なのだな』

　アイリスディーナが息を飲むように交信を行っている。相手はコットブス基地の管制塔らしい。

『──同志大尉、いったい何があったの!?』

　グレーテルの声に緊張が混ざる。

『──５分後、この基地の滑走路に、Tu-95の損傷機２機が着陸する。緩衝地帯における爆撃任務からの帰還時、ＢＥＴＡの支配領域から光線レーザー級の照射を受けたらしい。データリンクのずれから、照射領域を一瞬掠めただけらしいが、12機のうち、半数が撃墜され、残りの半数も大きな損傷を受けた。ここに降りるのは、その中でも特に状態の酷い機体だ。……この悪天候だ。中隊は事故に備えてここで待機する』

（正気か!?　２０００メートルもないんだぞ!?）

　青ざめながら、凍り付いた滑走路を見つめる。この滑走路に大型の戦略爆撃機であるTu-95が着陸する場合、相当の腕が必要だろう。周囲が森に囲まれているため、少しでもオーバーランすれば、その時点でアウトだ。

　戦況データで撃墜された座標を確認──表情を歪める。コットブス基地がそこから一番近い。おそらく、一刻も早く地上に降りなければならないような状況なのだろう。

（よく全滅しなかったな……いや、照射時間が数秒なら……）

『──報告が遅れたのは指揮官機が撃破されたためらしい。多数の重傷者を抱えているだけでなく、損傷が原因で燃料や爆弾を投棄できていない可能性もある。何かあった場合、すぐ動けるようにはしておけ。いいか！』

「「「「「「了解！」」」」」」

（出撃早々、いきなりこんな展開かよ、ったく……）

　カティアの表情を確認──緊張しているのは相変わらずだが、両手を胸の前で固め、何かを呟いている。事故が起きないよう、誰も死なないように祈っているらしい。

『──総員、東の空を見ろ。１機目が来たぞ』

　戦域データで、こちらに合計６機のTu-95が接近しつつあるのを確認しつつ、テオドールは東の空──雪と風が荒れ狂う鉛色の空の彼方を見つめた。ＣＧで補正されていなければ見つけることはできなかっただろう。アイリスディーナの言葉どおり、鈍く翼端を煌かせながら、１機の大型機がこちらに接近してきている。

　次第に近付いてくる機影──テオドールはズームでそれを確認、恐怖と驚きを覚える。右の翼端が吹き飛ばされているだけでなく、４基のターボブロップエンジンも、稼動しているのは１基だけだ。

（よくあれで飛んでいられる……！）

　Tu-95は燃料を投棄しながら、次第に高度を落としていた。着陸に失敗した時、少しでも被害を少なくするためだった。

　滑走路の上空を大きく旋回──強風に煽られたのか、機体が不自然に上下している。いまにも墜落しそうだ。

（頼むぜ、おい──）

　滑走路からここまでの距離は２００メートルしかない。滑走ランデイング中に操縦を誤るか、スリップして針路が捻じ曲がれば、容易にこちらに突っ込んできかねない。

　同時に、数十メートル後方に、10両以上の消防車や救急車両が停車した。事故に備えるためらしい。その中には中隊整備班の人間も混ざっていることをテオドールは発見した。

　１機目のTu-95は、不安定な姿勢のまま主脚を滑走路に着け──何度かバウンドしながら、滑走路の端で停止した。着地後、火災も発生しない。すぐさま整備車両がそちらに駆けつけようとする。

　テオドールは安堵の溜息をついた。この調子で、残りも済めば──アイリスディーナの裏返りかけた声が達したのはそのときだった。

『──まずい、まずいぞ……。管制、何をやっている!?　いつ着陸許可を出した!?　早く整備車両を後退させ──応答が突然切れただと？』

「な……？」

『──各機、右70度から損傷したTu-95が突っ込んでくる！　機体からの応答がない！　燃料を積んだままの可能性が高い！　地表に衝突した瞬間、爆発するぞ！』

「……!!」

　テオドールがそちらに視線を向けた瞬間──すでにその機体の運命は決まっていた。

　吹雪の中、１機のTu-95が機体の各部から黒煙を噴出しながら、バランスを崩しつつ滑走路中央へと突入しつつあった。尾翼、主翼の一部がもぎ取られ、コクピットも半壊している。おそらく、レーザー被照射時に発生したプラズマが乗員を襲ったのであろう。上空旋回中に搭乗員の命が尽き──そのまま降下しつつある。

　地表衝突まで、あと10秒もない──

「カティア、そこから逃げろぉぉっっ！」

　テオドールは咄嗟に叫びながら自分も跳躍ジヤンプユニットを点火しようとして──はっと気付く。

　自分の背後には、中隊整備班を含めた、10両以上もの車両が停車している。自分が避ひ退たいすれば、こいつらは──

　その逡巡が、テオドールから避退のチャンスを奪うことになった。

　さらに一瞬後、Tu-95は滑走路中央に滑り込むように墜落、大爆発を発生させた。同時に、無数の残骸が吹き飛ばされていく。

　──その中でもっとも巨大で危険な残骸──右翼３番エンジンは、爆発による巨大な衝撃と残されていた推力でテオドールへの直撃コースを描いていた。




　閃光、爆発、炎、衝撃──その中で、テオドールは自分に迫り来るものをはっきりと捉えていた。いまさら跳躍ジヤンプユニットを噴かしても間に合わないことは直感として理解している。

「そんなんで、死ぬかよぉぉぉっ！」

　反射的に多目的追加装甲シエルツエンを構え、急接近する全長６メートル以上のエンジンに叩き付ける。巨大な衝撃が襲いかかると同時に、二重反転プロペラのブレードが多目的追加装甲シエルツエンを削り取る甲高い音響を奏でる。

「……ッ──!?」

　軌道を変えられたエンジンは空中へと舞い上がり、その直後に爆発。巨大な衝撃と無数の破片がテオドールのMiG-21バラライカへ──















　──覚醒した瞬間、テオドールは自分が窮地に陥っていることを察した。

　推進剤の臭いが、管制ユニットに充満している。それはつまり、推進剤が機体内から漏れ出し、気化し始めているという事実を示していた。

「噓だろ……」

　唖然としながら、機体の状況をチェック──反応がない。事実上の大破状態──管制ユニットの手動ベイルアウトも、お約束のように不可能となっている。

　最悪の状況だった。通常、このような場合は強化外骨格を纏い、管制ユニットを破壊してパワーアウトすべきだが、気化した推進剤が充満している現状では、あまりに危険な行為だった。パワーアウトを行う際、小さな火花ひとつ飛んだだけでも一気に爆発しかねない。一応、機体に火は回っていないが、周囲には爆発によってばら撒まかれた残骸が燃料とともに燃えており、いつそれが機体に及ぶか知れたものではなかった。

　網膜投影を一時的に停止、管制ユニットの内装を見回す──小さな亀裂はいくつか生じているが、人間の力でこじ開けることはできそうにない。気化した推進剤が亀裂から抜け出ている気配もない。

　冷静に考えれば、一か八かパワーアウトに踏み切るべきだった。しかし、あまりに突然の状況の転換が、テオドールから決断力を奪い取っていた。

　推進剤の気化する臭いが強くなっていく──これまでに幾度も感じながら、そのたびに逃れてきた死への恐怖が全身を支配する。

「俺はまだ、何もしちゃいないんだぞ……！」

　縋るように操縦桿ステイツクを握り締めながら呆然と呟く。

「あいつの仇も討っていない……！　俺は、こんな最期を……！　俺は、俺は……」

　魂の命じるままに、テオドールは咆哮した。

「俺はまだ、死にたく──」

　管制ユニットに激しい衝撃。

「……っ!?」

　網膜投影を再表示──そして、愕然とする。

　倒れ伏した自分の機体に馬乗りになるように、１機のMiG-21バラライカが近付いていた。

『──テオドールさん、大丈夫ですか!?』

　再び管制ユニットに衝撃と異様な音響──カティアが何をやろうとしているのか察する。火花を起こさぬように、マニピュレーターで亀裂を広げようとしているのだ。しかし──

「何を……何を考えているんだ、バカ野郎！」

　意地とも本音ともつかない感情に突き動かされるように、カティアに叫んだ。

「爆発するかもしれないんだぞ！　てめぇまで巻き添えになったらどうするんだ！」

『──テオドールさんは命の恩人です！　助けるのが当たり前です！　それに……私、テオドールさんに仲間だって思ってもらいたい！』

　テオドールは打ちのめされるような気分だった。それは今朝、カティアが口にした言葉そのままだ。

『──せっかく出会えたのに、このまま何もできないままなんて私、イヤです！』

「……っ！」

　再び衝撃が走り──管制ユニット側面の装甲がカティアのMiG-21バラライカのマニピュレーターによって、なんとか人間ひとりが脱出できるほどの広さに抉こじ開けられた。

　そしてその先には──炎と黒煙と吹雪の中、自らの搭乗ハッチを開放、管制ユニットをイジェクトした状態のMiG-21バラライカが、その胸部をテオドールの機体の破口と近付けようとしている。

（こいつ、いつ機体が爆発するか分かんないっていうのに、生身を晒しやがって……！）

　カティアは絶妙な操作で、自らの管制ユニットと破口とを近接させた。

『──乗ってください！』

「……っ！」

　カティアはコネクトシートから離れ、管制ユニットの隙間からテオドールに手を差し伸べた。

『──早く！　間に合いません！』

　テオドールは破口から身を乗り出し、カティアの手を右手で握って管制ユニットに乗り移った。直後、管制ユニットの機体内への収容が開始される。

『──跳躍ジヤンプユニットで急速上昇します！　すぐ降りますから、コネクトシートに摑まっていてください！　私の脚でもかまいません！』

「了解……！　ぐぅっ！」

　衝撃の中、跳躍ジヤンプユニットの噴射によってMiG-21バラライカが瞬時に舞い上がる。

　同時に、テオドールのMiG-21バラライカも地上で爆発。ベルトに固定されていない状態ではきつい衝撃──だが、今はコネクトシートに摑まって耐えるしかない。

　その最さ中なか、テオドールは必死の表情で操縦を続けるカティアを呆然と見つめていた。あまりに展開が急で、思考が追いついていない。

（こいつはなんなんだ？　どうして俺を助けた？　いったい何がこいつをそこまでさせる──!?）

　──こいつはいったい、これまで何を見知ってきたんだ？

　異物感がテオドールの胸の中を大きく抉えぐっていた。
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　滑走路の復旧は、その後の１時間ほどで完了した。事故の原因は、機体の損害と、パイロットが着陸態勢に入る直前に息絶えたことだと基地側では判断された。

　さらにその１時間後、健康診断や事情聴取などを終えたふたりを待っていたのは、駐機場エプロンで待ち構えていたアイリスディーナの叱責だった。

　アイリスディーナは、開口一番、カティアの頰を右手で張り倒した。カティアは悲鳴とともにコンクリートに叩き付けられる。

「貴様、何を考えている……！」

　アイリスディーナの表情は怒りに染まっていた。

「何故、命令に背き、単機で救出に向かった!?」

「そ、それは……」

　カティアは地べたに尻餅をつきながら、言い淀んだ。どうやら、カティアの行動は、アイリスディーナの命令を無視したものだったらしい。

「真っ先に動けるのは、自分だと思ったので……」

「判断するのは私だ──！　エーベルバッハ少尉の機体が爆発していたらどうしていたつもりだ！」

　カティアは何も言えない。アイリスディーナの命令にカティアが背いたことは純然たる事実で、結果として中隊は２機の戦術機を失いかねない状態だったのだ。

　アイリスディーナは言い切るとふたりを睨み付けた。それから10秒ほどすると、不意に大きく息を吐いた。

「──とはいえ、そのおかげで、今回はエーベルバッハ少尉の命を救えたのも事実だ。……命令無視は別にして、その功績は称えられるべきだ。よくやった、ヴァルトハイム少尉。救出時の手際の良さは、賞賛に値する」

　アイリスディーナは微笑みながら手を差し伸べ、カティアを助け起こした。

「は、はい！　ありがとうございます！」

「ただし！　再び命令を無視するならば相応の処分をする。分かったな──！」

「り、了解しました──！」

　甘過ぎる──そう思った瞬間、振り返ったアイリスディーナがテオドールに向けて微笑んだ。

「貴様もだ、エーベルバッハ少尉。よく背後の車両群を守ってくれた」

「……どうも」

「今回の事故は、本当に不幸な偶然の連鎖で起こったものだ。事故や機体の損失について、責任を問われることはないだろう」

　テオドールは、今、自分がカティアのおかげで生きているという事実をどう受け止めればいいのか分からなかった。

「基地側には、私のほうから──」

　グレーテルの、平静を失った声が響き渡ったのはその時だった。

『──同志大尉!?　戦域データを確認して！　不明機が……おそらく、奴らが近付いてきているわ……！』

　アイリスディーナは、一瞬だけ虚を突かれたような表情となり──確認するように尋ねる。

「機種は!?　MiG-21バラライカか!?」

『──MiG-21バラライカの出せる速度じゃない！　私たちを包囲するように接近してきている！』

（新鋭機!?　そんな、まさか……！）

　テオドールは愕然とした。この東ドイツで、ソ連から供給された新鋭機を装備し、なおかつＩＦＦ敵味方識別信号を発していない機体を扱う連中は、ひとつしか思い浮かばなかったからだ。

（国家保安省シユタージの……！）

　何故、前線に武装警察軍が駆けつけてきたのか──テオドールには想像することができなかった。

　武装警察軍が、新鋭機で編制された少数の戦術機部隊でもって、首都ベルリンの警護や前線での督戦、そして、東西国境における亡命者狩りを行っているのはよく知られている話だった。特に３つ目を主任務とする部隊は、逮捕者を裁判なしで処刑する権限を与えられており、全ドイツ国民にとって恐怖の対象となっている。

　刹那、ひとつの可能性を察し、戸惑いの表情を浮かべているカティアを見つめる。

（こいつを逮捕するために!?　まさか、いくらなんでも大げさすぎる！　でも、それしか──）

　焦燥と恐怖に煽られるようにグレーテルに尋ねる。

「同志中尉、いったい、どうして武装警察軍がこんな所に用があるんですか!?」

『──そんなこと、私が知るか!?　どうして奴らの動向を私が把握しておかなければならない！』

「政治将校なら……」

『──軍の政治総本部と国家保安省シユタージは別組織だ！　奴らと一緒にするな！』

（軍が国家保安省シユタージと対立しているっていうのは、本当なのか……）

「中隊各機、取り乱すな！　その場に待機を続けろ！　何があっても手を出すな！」

『──同志大尉!?』

「──我々に追及されるべき点はなにもない！　黙っていればいい！」

『──中隊長、先鋒が距離５００まで接近……来ます！』

　次の瞬間、基地を取り囲む針葉樹林の直上をすり抜けながら、10機以上の鋭角的なシルエットの戦術機が出現──瞬く間に第６６６戦術機中隊の展開する駐機場エプロンを取り囲んだ。そして、着地と同時に突撃砲を向ける。まったく隙のない動きだった。

「……っ！」

　テオドールはその光景を凍りついたように見つめていた。恐怖の余り、身動きひとつ取れない。

（こいつらが武装警察軍……。東ドイツ最強の新鋭機、MiG-23チボラシユカ……！）

　MiG-23チボラシユカの左肩部に記された鷹と瞳が、まるで自分を睨んでいるように感じる──。

『──久しぶりね、アイリスディーナ』

　突然、誰かの声がヘッドセットに響き渡った。

　同時に、指揮官機と思われるMiG-23チボラシユカの搭乗ハッチが開放され、管制ユニットがイジェクトされる。

　姿を現したのは、国家保安省シユタージ仕様の強化装備を着た、ひとりの女性衛士だった。黒い長髪を風になびかせ、見るからに妖艶な空気を発している。












「こちらこそ。しかし、何のためにここに来たのか、まずは説明してもらおうか」

　アイリスディーナは、その衛士を見据え、挑むように答えた。

「戦術機大隊『ヴェアヴォルフ』指揮官、ベアトリクス・ブレーメ少佐……」

　人じん狼ろうの名を冠する戦術機部隊は、敵軍を制圧するかのような姿勢で突撃砲を構えていた。
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　凍てつく大気が肌を刺す。暗灰色の空の下で吹雪が唸り声を上げている。テオドールは身動きもできずに、眼前に聳そびえ立たつ戦せん術じゆつ機きを見上げていた。

　MiG-23チボラシユカの管制ユニットから姿を現した大隊指揮官──傲岸さをたっぷりと含んだ微笑を浮かべたベアトリクスの長い黒髪が雪混じりの風に翻ひるがえる。

（犯罪者扱いかよ……）

　俗に〝シュタージカラー〟と呼ばれる濃紺と灰色の迷彩模様に身を包み、こちらに突撃砲を向けるMiG-23チボラシユカからは、充分すぎるほどの殺気が漲みなぎっている。

　テオドールは臓腑が締め付けられるのを感じていた。自分たちの命は彼らの手中にある。第６６６戦術機中隊にはスパイ容疑の言いがかりをつけられてもおかしくない少女カテイアがいる──。

「……ぁ……」

　カティアも言葉を失っていた。尋常な状況ではないことだけは察しているらしい。中隊の衛えい士したちも沈黙を保ち、不穏な所作を見せる者はいなかった。

「久しぶりの再会だというのに、つれない態度ねぇ、アイリスディーナ」

　管制ユニットから地上へと降り立ち、ベアトリクスが長い髪を掻き上げる。積極的に戦闘を行う意志はないらしい。

「士官学校では、首席の座を争った同期生だっていうのに」

「もう一度問う──ここに来た目的を説明してくれ、ベアトリクス・ブレーメ少佐」

　軽口に隠された威圧に怯むことなく、アイリスディーナがベアトリクスを睨にらみ付ける。

（同期生？　こいつら、顔見知りなのか……？）

「国家保安省シユタージといえども、国家人民軍ＮＶＡの指揮下にある我々に、このような常識を逸した威圧行為を行うのであれば、相応の理由が必要なはずだ。違うか？」

　自身に向けられている凶器が眼中にないかのようなアイリスディーナの態度。

（こいつ、国家保安省シユタージに楯突くっていうのかよ……！　連中の犬じゃなかったのか……!?）

　先日も垣間見せたように、アイリスディーナは国家保安省シユタージに絶対の忠誠を誓っているわけではないらしい。足元が揺らぐような違和感を覚える。

「……相変わらずの優等生っぷりねぇ。だからこそ、今日まで生き残ってきたのだろうけど」

　絡み付くような──それでいて歌うような語り口調でベアトリクスが微笑む。

「理由？　決まっているじゃない。そこにいるカティア・ヴァルトハイム少尉に任意同行を願うためよ。──スパイ容疑の取り調べのためにね」

　雪と泥に覆おおわれたアスファルトにテオドールは視線を落とした。予想はしていたが事実として突き付けられると重みが違う。高鳴る鼓動──自分は、国家保安省シユタージに目を付けられた人物と関わっている。不意に右腕に誰かが触れた感触──反射的に振り返ると、表情を凍らせたカティアが半ば自失の状態で縋すがり付いてきていた。

「理由にならないな、ブレーメ少佐」

　アイリスディーナが一歩前に出る。

「カティア・ヴァルトハイム少尉は、正式な手続きで亡命し、中隊に編入された衛士だ。尋問の必要性は認められない」

「あら、本当にそうかしら？」

　この状況を楽しむような口調でベアトリクスが尋ねる。

「ヴァルトハイム少尉を疑う根拠を提示してくれ。事の次第によっては正式に抗議させてもらう」

「──ひとつ、ヴァルトハイム少尉を保護したのが、過去に我々の世話になった衛士であること。ひとつ、ヴァルトハイム少尉の亡命があまりに突発的であること。ひとつ、ヴァルトハイム少尉が、政治的に危険な言動を見せていること。そして、第６６６戦術機中隊における亡命の受け入れと編入が、不自然なほど素早く行われたこと……これだけ重なれば、疑いがかかるのも当然ではなくて？」

　罪状を述べるかのように、指折り数え上げる。

　テオドールは舌打ちを堪こらえた。僅わずかな時間でここまでの情報をベアトリクスが摑んでいるのは、基地内に潜んでいる情報提供者コラボレーターたちの仕業に違いなかった。それに──。

（カティアだけじゃない……俺も……。いや、中隊全体を疑ってやがる……）

「ヴァルトハイム少尉には、先ほどの事故に関係している疑いもある。あれほどの事故だ。何か、政治的な原因があってもおかしくない」

　無茶な言いがかり──とは思わなかった。国家保安省シユタージは〝国家の敵〟を見つけ出すために手段を選ぶような連中ではない。

「根拠が薄弱だ。中隊は法規に則って行動している。疚やましいことは何もない」

　アイリスディーナは、なおも指揮官然とした態度を崩さずに反論を弁じた。

「ヴァルトハイム少尉の言動については、亡命から日が経っていないことを考えればむしろ当然だ。こちらが政治的指導を重ねていけば修正できる。それに先ほどの事故は、純粋な事故だ。すべて、偶然が積み重なったに過ぎない」

「──スパイ容疑をかけられた者に政治的教育を施すより、始末してしまったほうが面倒は少ないわ。……人も部隊もね」

　ベアトリクスの声音は己が加虐者の立場にあることを確実に自覚しているものだった。

（俺たちを何だと思っていやがる……！　命がけでＢＥＴＡと戦っているんだぞ……！）

　怒り──そして諦観。何年経とうとも自分は被疑者のままだった。何のために戦っているのだろうか──封じていたはずの虚無感がテオドールの体に満ちていく。

「もちろん、そんなこと考えているわけじゃないわ。……ヴァルトハイム少尉を尋問させてくれるだけでいいのよ？　何も問題がないというのならば、それでいいじゃない？　潔白を国家保安省シユタージが証明してあげられるのよ──」

　溶けるように甘い声。確かにカティア自身が国家保安省シユタージに身の潔白を証明してくれれば何も問題にはならない。だが──。

（それは……噓うそだ……）

　繰り返された尋問の光景が脳裏に甦よみがえり、喉がカラカラに渇いていく。薄暗い尋問室では己の意志を貫き通すことはできない。自分に縋り付いている細い指先をテオドールは見つめた。

「ヴァルトハイム少尉の連行には同意できない」

　アイリスディーナの静かな声──。

「何の罪も犯していない部下を尋問させるわけにはいかない。──そうだな、同志中尉」

「──ええ、そのとおりよ」

　グレーテルが、はっきりとした声で答えた。

「──国家保安省シユタージが軍に権利を行使するには、対象が法を犯したもの──〝国家の敵〟でなければならない。ヴァルトハイム少尉は違法行為を犯していない。もちろん、我々も」

　管制ユニットから地上に降り立ったグレーテルが、ベアトリクスを睨み付けながら続ける。

「さらに言えば、武力の使用は、他に手段がないときにのみ許されて──」

「──イェッケルン中尉」

　会話を断ち切るように、ベアトリクスが言った。

「ずいぶん、立派なことを言うようになったじゃない。──誇らしく思うわ」

　グレーテルが黙り込む──しかし、その瞳には、明確な反抗心が宿っている。

（グレーテルも、こいつベアトリクスと顔見知りなのか？）

　グレーテルは無言のままアイリスディーナと肩を並べた。だが、その膝が小刻みに震えていることにテオドールは気が付いた。

「だからこそ、こちらは穏便な方策として、こうして任意同行だけを求めているのよ」

　ベアトリクスがわざとらしく溜息をつく。

「カティア・ヴァルトハイム少尉は、第６６６戦術機中隊の衛士であり、中隊にとって貴重な戦力だ。不当な尋問を許すわけにはいかない」

「あくまでも引き渡しは拒否するということ？」

「これ以上、騒ぎを大きくするのなら政治将校としての権限を執行させてもらう」

　グレーテルの言葉に、ベアトリクスは笑みを貼り付かせたまま黙り込んだ。

「このような手段で我々を威圧すること自体、党に対する反逆に他ならない──法を行使するのは、むしろ我々になる。基地には私の権限で動かせる憲兵隊がいる」

　張り詰めるような緊張と吹雪の風音が、駐機場エプロンを支配する。一発でも銃声が響けば、それが交戦開始の号砲となりかねない。テオドールはその場に立ち竦むしかなかった。３年前の拷問と尋問で叩き込まれた国家保安省シユタージへの恐怖。直接的な死の恐怖が全身を蝕むしばんでいく。この場から立ち去りたい。テオドールに思考できるのはそれだけだった。

「……どうして、こんなことをするんですか」

　信じられないような台詞が聞こえてきた──右腕をきつく握られる。眼を見開きながら、その声の主を見つめた。

　テオドールの右腕を握り締めたままのカティアが、何かを叫ぼうとしていた。

（こいつ、何を……！）

「私を疑っているのは分かります、けど、こんなやり方、間違っています！」

「ヴァルトハイム少尉、上官の会話に口を挟むな！」

　グレーテルが咄とつ嗟さに叫ぶ。

「貴様の処遇を巡っての議論だ！　貴様が口を出すべき問題ではない！」

「続けなさい、ヴァルトハイム少尉」

　グレーテルの叱責をベアトリクスが封じた。

「我々のどこが間違っているというのかしら？」

　獲物を前にした獣のような微笑を浮かべたベアトリクスが興味深そうに尋ねた。

「わ、私たちの本当の敵は、ＢＥＴＡのはずです……」

　グレーテルの制止を無視するように、カティアが答える──昨日と同じように。

「なのに、味方を戦術機で脅すなんて、やりすぎです、おかしいです！　まるで、東ドイツ人同士で戦争しているみたいじゃないですか！」

　テオドールの理解を超えた発言──カティアの台詞は、国家保安省シユタージの存在意義を真っ向から否定していた。

「みんなで協力しあえば──ぐっ……」












　走り込んできたグレーテルがカティアの顔面を殴り付け、テオドールに縋り付いていたカティアの掌てのひらが強制的に解かれる──凍てついたコンクリートに、カティアの体が叩き付けられた。

「貴様、我々を侮辱しているのか!?」

　その拳を震わせながら、グレーテルは殺気混じりに叫んだ。

「国家保安省シユタージの武装警察軍は、国内の治安維持を主任務としている！　それがおかしいだと!?　貴様は我が国を罵倒するつもりか──！」

「で、でも……」

「黙れ──！」

　もう一度拳を振り上げたグレーテルの必死の剣幕に瞳を地上に落とし、泣きそうな表情で黙り込む。テオドールは信じかねる思いで、血の滲にじんだ唇の端を手で押さえるカティアを見つめていた。何もかもが現実ではない気がしている。

「……そういうわけだ、ブレーメ少佐」

　アイリスディーナは、何事もなかったかのように平然とした声で告げた。

「先ほどのヴァルトハイム少尉の不敬な発言については、私から謝罪する。貴官の任務の重要性については理解しているつもりだ」

　ベアトリクスは無言のままアイリスディーナを見つめている。

「だが、疑惑に基づく尋問となれば話は別だ。即刻、ここから立ち去ってもらいたい。でなければ……」

　本当に東ドイツ人同士の戦争になりかねないぞ──アイリスディーナの視線がそう訴えかけていた。

　数十秒ほどの沈黙の後──ベアトリクスが、不気味なほど満足げな表情で呟いた。

「……まぁ、いいわ。今日のところは引き下がってあげる。興味深いものを見せてもらったことだし。──総員、撤収準備」

　ベアトリクスの言葉と同時に、12機のMiG-23チボラシユカは突撃砲の構えを崩した。

（助かった、のか……）

　その場に倒れ込みたくなるほどの安あん堵ど──背筋が痛くなるほど緊張していたことを自覚する。

　突然、ベアトリクスの声が耳に飛び込んでくる。

「テオドール・エーベルバッハ少尉」

　窒息するかのような怖おぞ気けを感じながらテオドールは顔を上げた。ベアトリクスは、それを楽しむかのように微笑んでいる。

「貴様に一言忠告しておいてやる。──カティア・ヴァルトハイムが国家の敵であった場合、保護者のひとりである貴様も責任を追及されることを忘れるな。我々は国家に二度も反逆した者を許すほどお人良しではない。覚悟しておけ」

「な……」

　思わず後ずさる──ベアトリクスが何を言いたいのかは一瞬で分かった。この時点をもって監視対象としての格付けが上げられたのだ。両手両足が発作のように震えだし、高まる動悸が早鐘のように響き渡る。ベアトリクスは、優しい声音で続けた。

「そう怯えるな。我々は、常に同志を求めている。貴様の上官も、そうやって生き残ったことを心に留めておけ……そうなれば、貴様も己の潔白を主張できるぞ」

　協力者になれ──ベアトリクスはそう言っている。

「……知りたいのだろう？　貴様の家族がどんな運命を辿ったのかを──誰が、自分たちを密告したのかを」

　息を飲む。

「期待している」

　ベアトリクスはその台詞を最後に身を翻し、機体へと再び搭乗した。

　管制ユニットが搭乗ハッチ内に収められると同時に、ベアトリクスのMiG-23チボラシユカは吹雪の中へと跳躍ジヤンプを開始した。他の機体も次々に飛び立っていく。

　──気が付くと、駐機場エプロンには第６６６戦術機中隊の衛士たちとMiG-21バラライカ、そして騒ぎを聞いて駆けつけた中隊の整備班や基地の地上要員たちだけが残されていた。吹雪の唸りが、再び聴覚を支配する。

「……明日の作戦に参加する武装警察軍の２個戦術機大隊のひとつは、連中のようだな。同志中尉」

　アイリスディーナが、MiG-23チボラシユカが消えた鉛色の空を見つめて呟いた。

「……そうとしか考えられないわね」

　グレーテルが、自らに冷静な思考を強制するかのように、ゆっくりと呟いた。

「亡命者尋問のためだけに戦術機部隊を動かすなんて有り得ない」

　テオドールの脳裏を混乱した思考が渦のように巡る。

「大隊司令部と基地司令部には私から説明しておく。正式な抗議が行えるかは上の意向次第だな。同志中尉も上官に伺いを立ててみてくれ」

「ここまで話が拗こじれた以上、私も腹をくくるしかないわ」

　好意的とはいえない表情ではあったが、それでもグレーテルはアイリスディーナの言葉に頷うなずいてみせた。

「今回の一件は、軍にとって国家保安省シユタージを非難する材料になるわ。正式な抗議は無理としても、今後の政治的な支援を期待できる。武装警察軍への対抗上、無む下げにはしないはずよ」

　我々は東独最強を喧伝されている部隊なのだから──ベアトリクスたちが立ち去った遠くの空を睨みながら、グレーテルはそう呟いた。

「──総員、傾注アハトウング。そういうわけで、事態は収まった。楽にしてくれ」

　すべてを切り替えるかのようにアイリスディーナが言葉を発した。

「我々に落ち度は何もない。連中の言葉を気にする必要はない」

　アイリスディーナが振り返り、正面からカティアを見つめる。

「……だが、この一件は、それだけで済まされない」

　アイリスディーナは振り返り、怒号を放つ。

「カティア・ヴァルトハイム少尉！　何故、上官同士の会話に口を挟んだ！」

　テオドールが今まで見たことのない程の怒りの表情をアイリスディーナは浮かべている。

「貴様、死にたいのか──！」

「死……死にたいわけじゃありません……！　ただ……」

　か細い声ではあったがカティアはアイリスディーナにまで反論した。

「ここは〝西〟ではないことを理解しろ！　夢見がちな馬鹿は死ぬだけだぞ──!!」

「で、でも……。こんなの……間違ってます……。だって……」

　小さく、そして硬い言葉でカティアは言葉を続けようとして──。

「なっ……!?」

　次の瞬間、カティアは力が抜けるように背後に倒れ──テオドールは咄嗟に、その小さな身体を抱きかかえた。アイリスディーナやグレーテル、そして抱きかかえた当人のテオドールも、目を丸くする。

「お、おい、大丈夫──ッッ!?」

　カティアの顔色には血の気がまったくなかった。

（まさか、さっきの事故で……!?）

「エ、エーベルバッハさん……？」

　誰に抱かれているのかを察したのか、カティアが安堵したように呟いた。

「お前、負傷していたのか!?」

「あ……いえ、疲れただけだと思います……すみません……」

　テオドールはカティアを覗き込んだ。確かに、カティアの顔は純粋に疲労しきっているようだった。目の下のくまも酷いことになっている。カティアが弱々しく苦笑した。

「マニュアルを覚えるために、ちょっとだけ夜更かししたんです。皆さんに迷惑かけないために……私、元気だけが取り得だから……」

　直後、カティアは眠るように意識を失った。カティアの全体重が、テオドールに圧し掛かる。改めてカティアを見つめる──折れるように細い体軀が、浅い呼吸を繰り返している。

　僅かな後悔が掠める。徹夜はともかく、ここまでカティアを疲労させたのは、事故に巻き込まれ──カティアに救助された自分の責任でもあるからだ。

「エーベルバッハ少尉、格納庫ハンガーに戻るぞ」

　いつの間にか近付いていたアイリスディーナが、カティアの肩に手を回しながら命じた。

「回収任務は中止だ。いろいろ言いたいことはあるが……まずは、彼女を運ぶことが先決だ」

　カティアの表情を覗き込み、テオドールにだけ聞こえるように呟く。

「無理をしていたようだな……」

　悔やむような視線で、カティアを見つめる。

「……今後は気をつけてやれ。これはこういう娘だ──」

　テオドールはアイリスディーナに促され、カティアの両肩を支えながら歩き出した。アイリスディーナは険しさの感じられない声で命じる。

「格納庫ハンガーに着いたら解散だ。事故の直後にあの騒ぎだ。一度、気を休めておけ……」

「…………」

「それから夕刻までに、ヴァルトハイム少尉に政治的な指導をしておいてくれ。あの調子では、いずれ私も庇いきれなくなる。貴様なりのやり方でいい」

「……了解」

　いくつもの疑問が湧わき上あがる──どうしてカティアにそこまで気を遣うのか。どうして国家保安省シユタージの犬にも関わらず、「ヴェアヴォルフ」大隊の指揮官とやりあったのか。そして何故、自分のようなわけありに、カティアの面倒を見ることを命じたのか……。

「１９００時から、明日の作戦についてのブリーフィングを行う。それまでに済ませておいてくれ。……明日はもう、じっくり話をしている余裕はなさそうだからな」

　何の疑問も解消されることなく、アイリスディーナとの会話はそこで終わった。





　　　　　◇　◇　◇






「ヴェアヴォルフ」大隊の13機のMiG-23チボラシユカは、基地に向けて跳躍していた。その位置は、国家人民軍ＮＶＡには公開されていない。

『──よろしいのですか、同志少佐』

　中隊長と思しき衛士が、探るように尋ねた。

『──あのように、あっさりと引き下がって』

「ああ、あれでいい」

　ベアトリクスは確信を秘めた表情で頷いた。

「あの女は、自ら隙を抱え込むことになったのだ。監視を怠らなければそれでいい」

　部下の疑念を流す。詳しい説明をするつもりはなかった。ベアトリクスは学生時代のアイリスディーナを思い浮かべながら、薄暗いコックピットの中で独りごちた。

「……完璧すぎるんだよ、アイリスディーナ。疑いたくなるじゃないか」

　国家への反逆を企んだ兄を密告して、国家への忠誠を示した──だが、それは真実なのだろうか。兄を密告したことと国家への忠誠は分けて考慮する必要がある──。

『──少佐？』

　部下からの再びの通信にベアトリクスは不敵な微笑を浮かべた。あの女が簡単には尻尾を摑ませないことは以前から充分に理解している。

「……今日のところはこれでお仕舞いだ」

　時間はまだ充分に残されているのだ。この地で再び邂逅できた己の強運にベアトリクスは感謝していた。

「我々には、より重要な任務が課せられている。まずはそれに専念しよう」
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　闇の中の森林。サーチライトの強烈な光芒がその狭間を掠めていく。

　木々のざわめきが、自分たちの足音が、悲鳴が、拡声器とサイレンの響きが、軍犬の唸り声が、連続した銃声が耳じ朶だを叩く。何が起こっているのかよく分からない。同じ目的のためにここに来た人々も、森林の中で散り散りとなってしまっている。

　確かなことは、自分たちが今、生死の狭間を駆けているということ──。

「もうすぐだぞ、みんな！」

　俺の背後を走っていた義父が、義母の手を引きながら叫ぶ。

「もうすぐ、西側だ！　そうすれば……！」

　次の瞬間、どこからか放たれた機関銃の射撃が、義父の右足首を吹き飛ばした。





　　　　　◇　◇　◇






　ずっとひとりだった。

　物心付いた時には既に軍の孤児院にいた。だからといって両親を恨むことはなかった。軍の孤児院には同じような境遇の奴らが沢山いたし、記憶にない両親を恨んで嘆くよりも、毎日を生き抜くことのほうが先決だった。

　孤児院の生活は酷いものだった。院長は身内の不祥事が原因で出世コースから外された飲んだくれの軍人で、虐待が日常となっており、反抗的な子供を教育的指導と称して殴り倒しては笑っていた。俺は行く当てもないまま何度も脱走しようとして、そのたびに殴られた。

　友達など誰ひとりとしていなかった。孤児院の中には密告がはびこり、誰かを信じるなんてとてもできなかった。学校でも施設出身者は差別され、自然に俺は、自分以外の全てを敵だと見なすようになっていた。幼心に俺は思っていた──誰も助けてくれないなら、そう思って、何が悪い……！

　あいつに出会ったのはその頃だった。





　　　　　◇　◇　◇






「ッッ！　お父さん！」

　リィズが地表に転がり込んだ義父に駆け寄る。

「大丈夫──!?」

　義父の身体に触れた手が血で濡れた。

「私に構うな……早く行け！」

　血ち塗まみれの脚を両手で圧迫しながら義父がリィズと俺を見つめて叫んだ。

「私はもう駄目だ、せめて、お前たちだけでも！」

「そんな、イヤだよ！　何があっても家族はずっと一緒だって言ったじゃない！」

　リィズが泣きじゃくりながら義父を立ち上がらせようとする。義母は──その場で立ち尽くしたまま、両手に口を当てて何かを喚いている。

「行け！　テオドール、リィズを守ってくれ……早く！」

「でも……！」

「テオドール！　頼む──！　おまえだけが頼りだ──！」

　俺は泣きそうになりながら、リィズの右手を摑んだ。

「お兄ちゃん待って、お父さんが、お父さんが……っ！」

「義母さんも、早く！」

　リィズを義父から引き離し、義母の背を押すようにして強引に走り出す。義父との約束──だから、いつものように、その手をしっかりと握り締めて。





　　　　　◇　◇　◇






「ここが、君の新しい家だよ、テオドール」

　義父がそう言った。ベルリン市街のマンションの一室。８歳の冬、俺はその家の養子となった。

　俺を引き取ったのは、遠い親戚に当たるホーエンシュタイン家の夫妻だった。劇作家として生計を立てていたふたりは、まったくの善意で行方不明になった俺を捜してくれていたのだ。

　信じることなどできなかった。自分は孤児院から売られたのであり、こいつらは自分を奴隷のように扱こき使つかうつもりなのだと確信していた。少なくとも前半は事実で、夫妻は俺を引き取るために、大金を孤児院に渡していた。

「今日から、君はこの家の家族のひとりだ」

　義父が、親しげな表情で俺に語りかけた。

「すぐに慣れるのは難しいかもしれないが、私たちは、そのつもりで君をここに迎え入れた……それだけは覚えておいてほしい」

「…………」

　俺は敵意と猜さい疑ぎを向けながら玄関に踏み込んだ。新しいとはいえないマンション──ここなら逃げ出すのは簡単だ。軍人崩れの院長と違って、街の不良連中を使って人探しもできないだろう──義父の話を適当に聞き流しながら俺は脱出の目算を立てていた。その時──。

「あなたが、私のお兄ちゃんになる人……？」

　廊下の陰から、俺とそう変わらない背丈の女の子がおずおずと顔を出した。美しい金髪と透き通るエメラルドグリーンの瞳。いかにも明朗活発そうな顔立ちに、緊張と好奇心が綯ない交まぜになった表情が刻まれている。

「紹介しよう、娘のリィズだ。テオドール、君とは同い年だ。生まれは君のほうが早いがね」

　呆然としている俺の肩を、義父が叩いた。

「義兄として、彼女を守ってやってくれ」

「あ、あの……」

　リィズが俺に駆け寄り──努めて親しげに微笑みながら、初々しくスカートを両手で僅かに持ち上げた。俺はその仕草に圧倒され、身動きが取れなくなっていた。

「はじめまして。リィズ・ホーエンシュタインです。これからよろしくお願いします、お兄ちゃん……！」





　　　　　◇　◇　◇






　俺とリィズが暗闇の中をひたすら駆けていく。銃声と軍用犬の咆哮が背後から急速に迫る。

「お兄ちゃん、お母さんが付いて来てないよ……！」

　後ろを振り返りながら、息を乱したリィズが青ざめた表情で訴える。俺はリィズの右手を摑んで走り続ける。

「きっとお父さんのところに戻ったんだ……。助けに行かないと！　お兄ちゃん！　私たちのお父さんとお母さんが……！」

「馬鹿野郎！　もう遅いんだよ！」

　俺は怒鳴った。涙が知らぬ間に零れてくる。

「もう、遅いんだよ……畜生ッッ……！」





　　　　　◇　◇　◇






　義父は噓をついていなかった。３人は、俺を本当の家族のように扱ってくれた。短くはない時間が必要だったが、俺はいくつかの出来事により、それを思い知らされた。

　救われたような、気がしていた。俺は初めて神様というものに感謝した。

　いつしか俺は、彼らを本当の家族として慕うようになっていた。それと同時に、俺は孤児院時代に失われていた人間らしさを取り戻していった。

　明るく前向きなリィズは、しっかりと固めたはずの俺の心の壁を容易に飛び越してきた。

　両親が忙しいこともあってか、自然にふたりきりでいる時間は長くなり──リィズは俺を本当の兄以上に慕ってくれるようになった。俺も、リィズを守れる兄になろうと思っていた。

「お兄ちゃんは学校を卒業したら、どうするの？」

　14歳の冬、いつもの学校の帰り道で、リィズが白い息を燻くゆらせながら尋ねた。この国の義務教育は16歳までで、そこからは２年制の職業訓練学校に入るか、軍の士官学校に進むのが一般的だった。当時の東ドイツの徴兵年齢は18歳で、後に比べれば、まだまだ余裕があった。

「やっぱり、軍人になっちゃうの……？」

「それしかなさそうだからな」

　俺は答えた。軍がどういう所かは孤児院でいくらか学んでいたが、18歳で下手に徴兵されるよりは、士官の道を志したほうがマシのような気がしていた。

「新聞やＴＶじゃ、ミンスクハイヴの攻略が失敗に終わったって言っているしな。戦争は、きっとすぐには終わらない。士官なら俸給もいいし、義父さんと義母さんを少しは楽させてやれると思うんだ」

「そっか……」

「お前は、どうするんだ？」

「私？　私はね、お父さんとお母さんと同じ、演劇の仕事に就きたいんだ……」

　リィズは演劇サークルに所属していた。

「戦争のせいで暗い世の中になっちゃったけど、演劇なら、みんなを笑顔にできると思うんだ」

「……リィズならできるさ、なんたって、義父さんと義母さんの娘なんだから」

「うん、ありがとう、お兄ちゃん！」

　リィズは笑顔で俺の悴かじかんだ右手を両手で包み込んだ。その無邪気な仕草に、胸が暖かくなる。その感情が何を意味しているのか、俺は気付いていたが、同時に言葉にしてはいけないものだということも理解していた。俺にとってホーエンシュタイン家とは聖域であり、決して傷付けてはいけないものだったのだ──。

「じゃあ、一緒に暮らせるのも、あと２年だね……」

　リィズが俺の感情を察したかのように頰を赤く染めながら、俺の右手をゆっくりと摩る。

　俺はああ、と微笑みながら頷く。一度救われてから再び落ちる奈落の深さを知らずに──。





　　　　　◇　◇　◇






　暗闇の森林を駆けていく。息が続かず、心臓が破裂しそうだ。だが、立ち止まれば確実に殺される。

「私たちが悪いのかな、お兄ちゃん……！」

　俺の右手を必死に握り締めながら、息を乱したリィズが言う。

「あのとき、お父さんの提案に私たちが賛成しなければ……私が、演劇なんかやっていなければ……！」

「そんなこと言うな！」

　そう、全ては仕方のないことだった。

　自由な演劇を目指していた両親が、国からの圧力で演劇業界から干され、職を失ったことも。同じような理由でリィズの演劇サークルが潰され、サークルの中心人物だったリィズが学校で苛められるようになったことも。その結果、義父が西への亡命を家族全員に提案したことも。

　芸術家に表現の自由が与えられないようであれば、この国からはいずれ全ての自由が失われることになる──義父の吐き捨てるような言葉が脳裏を掠める。

「私がお父さんの背中を押しちゃったんだ、私がみんなを不幸にしたんだ……！」

　暗闇に身を隠し、呼吸を整えながら周囲の様子を窺う。

「それだけじゃないよ！　私たちは、私たちは……」

　懺悔するかのようにリィズが言う。

「このことを、学校の友達に……！」

「だから、言うなって言っているだろ！」

　俺は怒鳴った。聞きたくもない話だった。

「何も言わずに別れられるかよ！　俺たちはただ、みんなに『さよなら』って……！」

「けど、こんなことになったのは、誰かが……！」

　リィズが、虚ろな瞳で躊躇うように呟く。

「誰かが、私たちを密告して……！」

　次の瞬間、サーチライトが、俺たちを捉えた。

　同時に、前方から黒尽くめの男たちが姿を現し──カラシニコフMPi-Kを一斉に構える。

「……ッ！」

　世界が止まる。音が消える。全身が凍りつく。その瞬間、俺が見たものは──

「お兄ちゃん、助け──！」

　最後まで俺の手を離そうとしなかったリィズの、縋るような表情と──

　黒尽くめの男たちの中でニンマリと微笑む、褐色の髪をオールバックで固めた、国家保安省シユタージ局員の姿だった。

　リィズの絶叫が、銃声が、響き渡り──。





　　　　　◇　◇　◇






　これが悪夢であって現実でないことは理解している──そうでありながら俺は、いつものように、いつもの場所で目を覚ます。

　あの忌まわしい樹海の闇の中で、血塗れの死体たちに囲まれて。

　それらはふらりと立ち上がり、拷問で眼球が抉えぐられた顔面を俺に近付け、呪わしげに尋ねる。

「どうして、お兄ちゃんは生き残ったの？」

「どうして、お兄ちゃんは私たちを密告した連中の仲間なんかに付き従っているの？」

　どうして、どうして、どうして──

「どうして、守ってくれなかったの……!?」




一九八三年　一月一四日　午後四時　ドイツ民主共和国

コットブス県　コットブス基地




　自らの絶叫で目が覚める。

　ベッドから跳ね起きたテオドールは周囲を見渡した。次の瞬間、死体の群れではなく、見慣れた自室が視界に飛び込んできた。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

　荒い息を吐きながら、自分の右の掌を見つめる。夢の中で握っていたリィズの柔らかな掌の感触が、生々しいまでの鮮明さで残っていた。

（俺はまた、あの夢を見るようになったのか……）

　右の掌を額に当てながら、唾をごくりと飲み込む。寝汗でシャツが重く濡れ、不愉快さとともに身体に張り付いている。悪夢との再会を果たした理由は考えるまでもなかった。

（乗り越えたはずなのに……）

　己に暗示をかけるように、内心で呟き、やり場のない不快感を握り締めた拳に込める。

　──あの後、テオドールは国家保安省シユタージ本部の独房で目を覚ました。もちろん、国家反逆罪の容疑者として尋問を受けるためだった。家族がどうなったのか、誰が自分たちを密告したのか──そうした情報は一切与えられなかった。

　そして、地獄の日々が始まった。

　国家保安省シユタージによる尋問は陰惨を極めた。睡眠の禁止、同じ質問を繰り返すだけの尋問、頻繁に行われる肉体的な暴行──その全てが、テオドールの精神をズタズタに切り裂いていった。抵抗の意志は数日で圧し折られ、あとは、自分の知る全てを口にしながら、ただ許しを請うだけとなった。もっとも、亡命については義父が全てを取り仕切っていたため、テオドールが国家保安省シユタージに与えられる情報は殆どなかった。

　１ヵ月後、テオドールは突然釈放された。理由は一切説明されなかった。住んでいたマンションは既に国に取り上げられ戻る場所はなく、家族の行方ゆくえも杳ようとして摑めなかった。誰が自分たちを密告したのかも依然として不明で、かといって探し出して復讐する気力も残ってはいなかった。

　釈放後も苦境はさらに続いた。学校は退学させられており、アルバイトや就職も不可能だった。国家反逆罪に問われたという事実は、ありとあらゆる場所に伝えられていた。

　生きるために残された手段は、国家人民軍ＮＶＡへと志願することだった。

　あれだけ嫌悪していた孤児院を頼り、テオドールは戦術機特志幼年士官学校の門を叩いた。幼年学校は特例により15歳から入学できるため、義務教育を終えていないテオドールにも資格があった。そして半年間の教育期間を経て、テオドールは衛士として、ＢＥＴＡとの戦いへ身を投じることとなった。もう二度と自分以外を信じないという固い決意と、国家保安省シユタージへの恐怖と憎悪を秘めたまま──。

「…………」

　呼吸が落ち着くのを待って、時計を確認する。

　午後４時。アイリスディーナと格納庫ハンガーで別れ、自室に戻り──ベッドに倒れ込んでから、約３時間が経過したことになる。

　ブリーフィングまで残り３時間。それまでに、カティアに政治的な指導を施しておく必要があった。アイリスディーナの思惑はともかく、カティアの言動を統制しなければ、自分たちは破滅するだけだ。第６６６戦術機中隊は、国家保安省シユタージの監視下に置かれてしまっている。

（あいつもいい加減に起きてるよな……）

　冷たい汗で背中がべと付く──自分は今、あの３年前の悪夢との瀬戸際に立っている。カティアが中隊にいる限り、その現実は変わらないのだ。

　そこから逃れる、もっとも確実な方法は──。

（……くそっ！）

　ＢＤＵを摑みながら立ち上がる。

（とにかく、あのガキに、この国がどれだけ腐っているかを教えるのが先決だ。それに……）

　思考をまとめるように、大きく息を吐く。

（俺には、あいつに返さなければならない借りがある……）

　命を助けられた──テオドールの記憶には、自分の胸元に倒れ込んだカティアの姿が、鮮明に焼き付いていた。




　カティアは自室に戻っていた。あの一件の後、医療センターに運び込まれ──極度の疲労と診断された後、アイリスディーナ直々に休養を命じられたらしかった。

「あ、あの……っ！」

　両手を握りながら、シャツだけを着込んでいたカティアが申し訳なさそうに告げる。

「先ほどは、その、ありがとうございました……！」

　無言で感謝の言葉を聞き流す。

「倒れたとき、助けていただいて。それに、すみませんでした、無理をして……」

「今すぐＢＤＵに着替えろ。コートは着るな」

　カティアの耳元で、有無を言わさぬ調子で囁く。

「えっ……？」

「この部屋には、盗聴器が仕掛けられている」

　カティアは一瞬だけ呆然とした後、悔しそうに無言で頷いた。




　天候は相変わらずの吹雪だった。無数の白い結晶が、突風とともに吹き荒んでいる。だが、ここならば、盗聴の心配はない。

「うう、寒いですっ……」

　カティアは自分の肩を抱きしめた。気温は０度を下回っている。ＢＤＵだけでは、かなりきつい。

「どうして、コートを着ちゃいけなかったんですか……？」

「周囲に怪しまれる。俺とお前がコート姿で歩き回れば、これから外で密談しますと言っているようなもんだ」

「そんな！　私とエーベルバッハさんは、同じ中隊で……！」

「…………」

「……そういう、常識は通じないんですね、ここは……」

　カティアは唇を嚙みながら呟いた。どうやら、先ほどの一件で、少しは学習したらしい。

「ところで、お話というのは……」

　テオドールは叱責するように睨み付けた。その意図を察したのか、カティアも気まずそうに視線を逸らす。

「さっき、私が上官同士の会話に勝手に割り込んだことを、怒っているんですよね……」

「……ベルンハルト大尉からは何か言われたか？」

「特には。ただ、後ほどエーベルバッハさんが、話に来るだろうって……」

（俺に全部任せるってことか……）

　アイリスディーナの言葉を思い出す──貴様なりのやり方でいい。

（つまり、本当に真実を口にしてもいいってわけだ。でなけりゃ、俺にこんな指示はしない……）

「この国は、お前の思っているような国じゃない」

　テオドールは断定するように言った。

「西側のように言論の自由はないし、表現や思想の自由もない。それに、そこらじゅうに秘密警察──国家保安省シユタージの密告者が溢れている。俺たちは、奴らの目を気にしながら生きていくしかない。もし、奴らの意向に逆らえば、悲惨な結果が待っている。さっき見たように、奴らは国家の敵を見つけ出すために手段を選ばない」

「…………」

「おまけに、ＢＥＴＡに押し捲まくられている。連中が襲いかかるごとに、何万という兵力が失われている。最近じゃ、次の冬を越せるかどうかも分からないって噂もある……もうすぐ滅ぶんだよ、この国は」

　自分の言葉に暗あん澹たんとなりながら続ける。

「もう、充分すぎるほど理解しただろ。ここは、お前の理想だけでどうこうできるような国じゃない。だから、もう二度と、国家保安省シユタージの奴らにも、政治将校にも逆らうな。もちろん、ベルンハルト大尉にも──だ」

　カティアはそれに頷かず、躊躇いがちに尋ねる。

「あの、さっきの、ベルンハルト大尉が国家保安省シユタージの手先だっていう話は……」

「有名な話だ。あいつは実の兄を、国家の敵として密告して、英雄になったって言われている……」

　先日、本人が口にしていた──皮肉っぽく吐露しようとしてテオドールは発言を止めた。どうしようもない違和感が消えないままなのだ。

「この国には、ああいう下げ衆すが山ほどいる。だから、誰かを信じるなんてことは、ただの自殺行為だ。国家保安省シユタージの密告者どもは、そうした手合いを獲物にしているからな」

　カティアが思いつめたように口を紡ぐ。

「でも──」

「──俺たちは、お前のおかげで国家保安省シユタージに監視されることになった。いいか、これからは本当に命に関わるぞ。お前が逮捕されれば、俺たちにまで嫌疑をかけられる」

　カティアに近付いて、真下に見据える。

「お前のせいで中隊全員が死刑台送りになりかねない──。下手な動きも見せるな。お前はただ、第６６６戦術機中隊の衛士として、ＢＥＴＡと戦っていればいい。そうすれば、俺たちも何も言わない……国家保安省シユタージだって、いずれ監視を解くだろうさ」

　疲れたように溜息をひとつ──。

「話はそれだけだ。部屋に戻るぞ。こんなところにいると、風邪を引いちまう」

　テオドールは踵きびすを返そうとして──脚を止めた。

　カティアは、迷うような、それでいて決意を固めているような、そんな表情を浮かべていた。吹雪の中に佇んだまま、動こうとしない。












　血圧が急激に上昇するのを自覚する──こいつ、これだけ言って、まだ……！

「言いたいことがあるなら言え！　イライラするんだよ、そういう態度が！」

　カティアを睨み付けながら、怒り任せに踵かかとで地面を叩いた。

「てめぇ、自分の立場が分かっているのか!?　俺たちは追い詰められているんだよ！　少しでも隙を見せたら、あの人狼どもに食い殺される！　それとも、今更こっちに来たのを後悔しているのか!?」

「違います！　後悔なんてしていません！　自分の立場も分かっているつもりです！」

「だったら、何が言いたい!?　そもそもお前、本当にこの国に憧れていたのかよ!?　まさか、世直しじみたことを考えて、来たんじゃないだろうな!?」

「違います！　私には、目的が──」

「目的、だと……？」

　しまった──そんな表情を浮かべながら、カティアは右の掌を口に当てた。

　テオドールも言葉を失う。目的という言葉と、カティアの仕草。それが意味するところは──。

「目的ってなんだよ」

　震える声で尋ねる──カティアは答えない。

「答えろ！　てめぇ、本当は何のためにこの国に来た！　まさか、西側のスパイなのか!?」

「違います！　けど……」

「けど、なんだ!?」

「エ……エーベルバッハさんの迷惑になります……巻き込むことはできません！」

　一瞬だけ言葉に詰まる。しかし──

「もう、そんなことを気にしていられる状況じゃねぇんだよ！　俺たちは、国家保安省シユタージに目を付けられている……何も知らないままとばっちりを食らうよりはマシだ！」

「……！」

「さっさと答えろ！　誰にも言わないでやる！　グレーテルにも、アイリスディーナにも……国家保安省シユタージのクソどもにも！」

　はっとした表情で茶色の瞳を向ける。そこには、縋るような色──テオドールはそれに気付かなかったことにする。

　数秒の逡巡の後、テオドールから身を遠ざけながら、カティアは躊躇いがちに呟いた。

「エーベルバッハさんは、アルフレート・シュトラハヴィッツという、東ドイツ軍の将軍をご存知ですか……？」

　聞き覚えのない名前だった。しかし、その言葉の意図を察し、全身を凝固させる。

「おい、つまり──」

　カティアは無言のまま頷いた。胸に右手を当て、はっきりと答える。

「私は、その人を探すために東に来たんです」




午後七時三〇分　ドイツ民主共和国
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　ヴァルターが一通りの説明を終えたとき、第６６６戦術機中隊に割り当てられたブリーフィングルームは、愕然とした空気に包まれていた。

「以上が、明日の防御作戦の骨子だ」

　静養中のカティアとアネットを除いた中隊の衛士たち、そして整備班の士官たちを眺めながらヴァルターが言葉を続けた。

「乱暴にまとめれば、ＢＥＴＡ群に横合いから突っ込み、殴りあい、脱出する。それだけの作戦だ」

　プロジェクターを見つめる。そこには、戦場の地図とＢＥＴＡの進撃コース、そしてその両翼から襲いかかる４個戦術機大隊の突入コースが映し出されている。

「交戦時間は、突入開始から航空兵力到着までの約30分と推測される。各中隊が連携を維持している限り、それだけの時間を稼ぐことは可能なはずだ──何か質問は」

　すぐさま反応できる者はいなかった。誰もが難しい表情を浮かべている。事前に作戦内容をある程度把握しているだろうグレーテルでさえ例外ではない。

　テオドールも同じだった。明日の戦闘の厳しさを感じるとともに、駐機場エプロンで交わされたアイリスディーナとグレーテルの会話の意味が分かったからだった。椅子の背に体重を預けながら、メモを取る手を止め、苦虫を潰したような顔となっている──もっともそれは、作戦内容だけが原因ではなかったが。

「では、具体的な作戦行動の説明に移る」

　ヴァルターは、ブリーフィングルームの片隅に立つアイリスディーナと視線を合わせ、話を進めた。

「まず、中隊編制はこのとおりだ」

　プロジェクターに名簿を表示させる。

「中隊長と私、そしてイェッケルン中尉が第１小隊、ファム中尉とクシャシンスカ少尉、エーベルバッハ少尉とヴァルトハイム少尉が第２小隊となる。無論、第２小隊は２個分隊編制だ。突撃時には、ファム少尉の第１分隊が中衛、エーベルバッハ少尉の第２分隊が後衛となる」

　グレーテルが重い吐息──本来彼女とペアを組むべきテオドールは、カティアの面倒を見なければならない立場となっている。己の技量に不安があるであろうグレーテルにとって、好ましい状況ではないのだろう。

「なお、エーベルバッハ少尉の機体は、今夜半に整備が完了するとの報告を受けている」

　諦観とともに頷く──これまで乗っていた機体は、昼間の事故で大破してしまっている。代替の機体があっただけでも良しとしなければならない。

「中隊は明日の１０００時、臨時集成戦術機大隊『ハンニバル』の２個中隊とともに出撃、１１００時までに旧ポーランド領旧ジェロナ・グラ市街西方に進出、戦術機大隊『トマス・ミュンツァー』および２個攻撃ヘリ大隊と合流、ＢＥＴＡ群を待ち構える。その後、ナイセ軍集団司令部からの命令をもってＢＥＴＡ群の中央集団への突撃を開始。陣形は楔形陣形アローヘツドだ。我が中隊はその切先を務める」

　プロジェクター上に、３つの逆Ｖ字を三角形の形となるように並べた陣形が表示される。３つの逆Ｖ字の中心には、大隊本部を示すマーカーがある。

「突入後、中隊は他の２個中隊と連携しつつ、可能な限り敵を引き付け、進撃を遅滞させる。なお、後続として輸送ヘリ部隊が突撃砲の弾倉投下のために駆けつけることになっている」












　足の遅い輸送ヘリがリスクを冒して交戦区画上空まで出向いて兵へい站たんを担う──それだけでも、今回の作戦が異例であることが察せられた。

「その後、航空部隊の到着をもって、中隊はＢＥＴＡ群から脱出、旧ジェロナ・グラ市街に帰還する。脱出の支援には、先ほど述べたとおり、国家保安省シユタージ武装警察軍の２個戦術機大隊があたることになっている……」

　一息つくように言葉を止め、言葉を重ねる。

　ヴァルターは全員を見回した。

「以上だ。何か質問は」

　ファムが手を上げた。ヴァルターが頷く。

「いまさらこれを尋ねるのは、恐縮なのですが……」

　ファムはアイリスディーナに尋ねていた。

「作戦上での懸念があれば、遠慮なく口にしろ」

　ファムは、言葉を探すように視線を彷徨さまよわせた後、溜息を吐くようにぽつりと尋ねた。

「……もう、本当に後がないんですね」

「ああ、ない」

　アイリスディーナはあけすけな態度で答えた。グレーテルがさすがに嫌そうな顔を浮かべる。

「先日の波状攻撃で、ナイセ川西岸の３つの要塞陣地は壊滅している。まともに戦えば、容易に突破される。そして後方には、多数の炭鉱と都市が群れている。そこを戦場とするわけにはいかない。我々は、一般市民を守るとともに、一日でも長く、この国の継戦力を維持しなければならない」

　滔とう々とうとアイリスディーナは現状を語る。

「だからこそ、今回の作戦では、消耗した地上部隊に代わり、我々が敵の正面に立つ必要がある」

　アイリスディーナは、全員に向けて告げた。

「今回は光線級吶喊レーザーヤークトと異なり、他の中隊の支援が期待できる。新人衛士のヴァルトハイム少尉を含めた７機のMiG-21バラライカでも、戦力を維持できるだろう」

「国家保安省シユタージの２個戦術機大隊については？」

　シルヴィアが尋ねた。付き合いの長さを示すように、階級差を気にしない態度だ。

「……どの部隊が参戦するかは、我々にも伝えられていない」

　おそらく奴らだろう──雰囲気だけでアイリスディーナは語り、シルヴィアは表情を変えずに頷いた。

「……状況によっては、彼らの手を借りることなく、独力での脱出も有り得るだろう。その時点で作戦目的が達成されているのであれば、大隊司令部も私も、それを躊躇うつもりはない」

「……了解しました」

「他に質問がなければ、話は以上だ……中隊副官、ご苦労だった。全員起立！」

　アイリスディーナは壇上に上がりながら声を張り上げた。総員が立ち上がった後、口を開く。

「我々は東ドイツ最強の戦術機部隊だ。いつもどおり過酷な任務だが、各人が死力を尽くせば、全員が生還できると私は信じている──同志中尉、貴官からは何かあるか？」

　グレーテルが頷いた。胸を張って後を受ける。

「今回の作戦では、戦闘を命じられた30分の間、１匹でも多くのＢＥＴＡを引き付けておくことが肝要だ。シュプレー川西岸は、我が国にとっての聖域だ。我々は、流血を厭いとわず、これを死守しなければならない」

　そして、政治総本部という国家権力に守られた、政治将校にのみ許された台詞を口にする。

「だが、ただ死ぬことは許されない！　国家人民軍の名誉と誇りにかけて、任務を遂行しろ！　奴らに東ドイツ最強の称号を持つ我々の実力を見せ付けてやれ！」

　アイリスディーナが切り裂くような号令をかける。

「不埒な異星起源種どもに、『黒の宣告シユヴアルツエスマーケン』を下してやれ！　祖国万歳ハイル・デム・フアーターラント！」

「「「祖国万歳ハイル・デム・フアーターラント！」」」




「エーベルバッハ少尉、少しいいか」

　解散が命じられ、ブリーフィングルームの皆が退席を始めた時──アイリスディーナが声をかけた。

「……っ！」

　テオドールは顔面を強張らせた。血の気が失せる。

「……どうした？」

「いや、なんでもないです……」

　淀まずに答える。こいつに気取られるわけにはいかない──。

「ヴァルトハイム少尉についてだが……」

　テオドールの表情をまじまじと見ながら尋ねる。

「明日の出撃は可能か？　貴様の見立てを聞きたい」

「──いけると思います」

　平静を装よそおうため、あえて明瞭に答える。

「先ほど話をしたとき、体調は回復していました。政治的忠誠心も問題ないと思います。これまでのように、勝手な振る舞いはしないはずです」

「そうか……」

　アイリスディーナは小さく頷いた。

「中隊編制基準の半数ではＢＥＴＡ群に抵抗することもままならないからな」

「…………」

「……もうひとつは、貴様についてだ」

　何か感付かれたか──身構えるように肩を張る。

　だが、アイリスディーナが発したのは、テオドールにとって意外な言葉だった。

「貴様、無理はしていないな？」

「え……」

　純粋に、テオドールの身を案じるかのような口調。

「ブリーフィング中、辛そうな表情を何度か浮かべていたぞ。体調に問題があるなら──」

「いえ、大丈夫です」

　深い青色の瞳が正面から覗き込んでくる──テオドールは咄嗟に言葉を返した。

「この戦況です。自分だけ休んでなどいられません」

「……分かった。くれぐれも無理はするなよ」

　アイリスディーナはテオドールの肩を優しく叩いた。そして、他の衛士たちの注意が自分に向けられていないことを確認した後、耳元で小さく呟く。

「ヴァルトハイム少尉については、今後も貴様に任せたい。これからの戦いで中隊が生き残れるかどうかは、彼女が生き残れるかどうかにかかっている──貴様が守ってやれ。いいな」

「……っ!?」

「頼んだぞ、同志少尉カメラート」

　アイリスディーナはそう告げると、ヴァルターとともにブリーフィングルームから去っていった。

　テオドールは黙ったまま立ち上がった。無表情を心がけながら、両の拳に力を込める。

　内心にはふたつの感情があった。ひとつは、アイリスディーナがこれまでどおり、カティアを自分の中隊を守るために必要だと判断していて、それ以上、何かを察しているわけではないらしい──そのことを確認できたという安堵。もうひとつは──。

　床をじっと見つめながら、苛立ちを募らせる。

（あいつは、てめぇが思っているようなタマじゃねえんだぞ……）

　数時間前、吹雪に包まれた屋上でのカティアとの会話が、はっきりとした記憶として脳裏を過よぎる。

　カティアの〝目的〟についての言葉は、テオドールを困惑させるのに充分な意味を持っていた。




「東ドイツの将校を探しに、こちらに来た……？」

　雪に包まれた屋上。テオドールの問いに、カティアは小さく頷いた。顔面蒼白になりながら、辛うじて一言だけ尋ねる。

「……何のためにだよ」

「……私にとって、大切な人なんです」

　格納庫ハンガーでの会話を思い出す。

（あの時、こいつの言っていた〝ある人〟って、そいつのことなのか……!?）

「だから、ふたつのドイツが、ＢＥＴＡによって滅茶苦茶にされてしまう前に、会いたくて……」

「……親戚か何かなのか」

「それは……言えません」

　血液が逆流しかける──が、カティアの思い詰めた表情に、自分を押さえ込む。頑なに秘密を守ろうとする以上、かなり繋がりの深い人物なのであろう。

「それだけは、言えないんです……けど、絶対に会わなければならない人なんです」

（戦前に会っていたってことか……？）

　戦前であれば、西ドイツの人間が、西ベルリンから東ベルリンに数日ほど訪問することは、条件付で認められていた。もちろん、逆は殆ど認められない。東西ベルリンを別わかつベルリンの壁は、東ドイツ国民の西ドイツへの流出を防ぐために機能していた。

「念のために聞くが、スパイとか破壊工作とかじゃないんだな？」

「私、そんな勇気、ありません……」

「自分から東への亡命を望んだくせに、よく言うぜ」

「……あれは、純粋に渡りに舟だと思ったからです。エーベルバッハさんに助けてもらうまで、私は西ドイツ軍の中で、その人を探すつもりでした……」

　溜息を吐く。尋問で見せたカティアの決意の表情には、そうした理由があったということ──。

「で、でも！」

　カティアは許しを請うように顔を上げた。

「東ドイツに憧れていたのは、本当です！　ふたつのドイツを守りたいっていう気持ちも！　東ドイツの皆さんを陥れるために、こんなことをしているんじゃないことは信じてください……！」

（でなければ、政治将校や国家保安省シユタージに楯突くようなことはしない、か……）

　舌打ちを堪えながら納得する。

「それで、どうするつもりだったんだ。この中隊にいるだけじゃ、ＢＥＴＡに殺されるのがオチだぞ」

「……いずれ、過去の新聞やデータベースなどの資料を調べて、そこから追いかけるつもりでした」

「そこまで有名人なのかよ」

「分かりません。けど、少なくとも、中央アジアやウクライナで戦っていた、と聞いています……」

　中央アジアやウクライナが戦場になったのは、ＢＥＴＡ大戦の初期、一九七三年から一九七八年にかけてだ。自分が軍に入ったのは、八〇年──。戦史教育は受けているが、アルフレート・シュトラハヴィッツという将校の名には聞き覚えがなかった。

「最初から、自分ひとりで調べるつもりでした。他の人に迷惑をかけるわけにもいきませんし……。東に親戚がいないわけじゃないんですが、頼らないつもりでした。連絡も無理でしたし……」

　胸の中に重い何かを感じながら、大きく溜息をつく。

　カティアが噓を言っているようには思えなかった。それに、誰かに会いたい、という目的のためだけに、亡命を決めてしまうところに、カティアらしさが見え隠れしているように思える。

　とはいえ、納得できるはずもなかった。

（だが、こいつが俺たちを騙だまして、東ドイツに入り込んだことは、事実だ……）

　物憂げに視線を逸らせるカティアを、怒りと困惑が入り混じった感情で見つめる。

（もしこれが政治将校のグレーテルや、国家保安省シユタージに知れたら……？）

　しかし、カティアがいる限り、中隊は最低限の戦力を維持することが可能になり、テオドール自身の生還率も上がるのは間違いない。

　決断を下すよりも、情報を集めることが先だ──テオドールはそう思い、逡巡を止めた。

「……今のところは、何もしていないんだろうな？」

　覗き込むように尋ねる。カティアは言いにくそうに表情を曇らせた。

「はい、でも……」

「何か不安があるなら、今のうちに言え！」

「エーベルバッハさんが回収してくれた、ショルダーバックなんですけど……」

「あれか……まだ、ベルンハルト大尉に返してもらっていないのか？」

「はい。実はあの中には、その人の写真を忍ばせたペンダントが入っています……」

　この馬鹿女──思わず大喝しそうになるのをテオドールは必死に抑える。

「一見しただけでは、分からない構造になっているので、まだ見つかってはいないとは思いますが……」

　テオドールは険しい表情になった。アイリスディーナは、国家保安省シユタージの犬ではあるが、カティアを編入することで、中隊を立て直そうとした張本人だ。しかし、アイリスディーナがカティアを密告しないという保証はどこにもない。

（どのみち、俺たちの首根っこは、あいつに摑まれているってことか……）

　苦々しい気分で再び溜息を吐きながら、そう現実を認識した。いくつかの結論に達する。

「それについては心配しなくてもいい。お前が逮捕されていないのが、見つかっていない証拠だ」

「はい……」

「それと、お前の探している人間については、俺が不自然にならない範囲で調べてやる」

「でも、それじゃ、エーベルバッハさんが……！」

「お前がコソコソ動き回るのは捕まえてくれって言っているようなもんだ。それにあくまで〝不自然にならない範囲で〟だ。……俺だって、何も知らないまま巻き込まれたくないからな」

「…………」

「その代わり、お前は絶対に動くな。何もするな。でなければ息もできないようにしてやる」

　視線を合わせながら、人差し指を突きつける。

「これ以上、話をややこしくしたくない。調べた結果はかならず教えてやるから……いいな？」

　カティアは何かに耐えるような表情で、素直に頷いた。沈痛な眼差しで、白い地表を見つめる。

「……すみません、こんな大変なことに巻き込んでしまって」

「うるせぇよ」

　灰色の空を見上げながら、忌いま々いましげに吐き捨てる。

「俺は、借りを作りっぱなしにしたくないだけだ」




（とにかく、あいつの〝大切な人〟とやらの情報を手に入れることが先決だ）

　ブリーフィングルームから退出し、硬い表情で廊下を歩きながら、思考をまとめる。アイリスディーナにバレていないのであれば、やりようはある。

（親類だか何だか知らないが……亡命までして……）

　カティアの行為が自分の古傷を抉っていることにテオドールは気付いた。──諦めた自分と諦めないカティア。

（だからか……？）

　そこまで考えた途端、「ヴェアヴォルフ」大隊の姿と、３年前の悪夢が重なるように思い出された。背筋が震え、全身が粟立つ。

　自分は今、カティアと秘密を共有することで、あの国家保安省シユタージに、楯突こうとしている──。

（……違う。俺は自分の身を守るために、情報を集めようとしているだけだ……！）

　湧き出る恐怖を押しとどめるように、内心で呟く。

（それに、あいつはまだ、法に触れる行為は何もしていない！　大丈夫なはず……）

　首を小さく振って、テオドールは歩みを速めた。その間にも、あの「ヴェアヴォルフ」大隊指揮官が最後に自分に向けた甘言が反芻される。

　カティアを〝国家の敵〟として密告すれば、自分への政治的重圧がなくなるだけではなく、家族の足取りが摑める可能性がある。生きているとは思えないが、その最期を知ることができるかもしれない。そして、いったい誰が、自分たちを国家保安省シユタージに売ったのかも──。

（あいつだって、そうやって生き残ったんだろ……）

　カティアという異分子のおかげで、一方的に追い詰められつつある自分が、それに倣って何が悪い？　カティアを密告すれば、中隊を救うことにもなる。アイリスディーナが何を考えていようと、国家保安省シユタージにカティアの目的がバレれば、それで全て終わりだ──。

「…………」

　戦慄にも似た感情を覚えながら、テオドールは、ブリーフィングの内容を伝えるべく、カティアの部屋へと足を向けた。




午後八時　ドイツ民主共和国

ポツダム県　シュプレーヴァルト




　国家保安省シユタージ武装警察軍はベルリン南方に広がる広大な森林──シュプレーヴァルトに戦術機基地を保有していた。

「我々は、対ＢＥＴＡ戦に参加する」

　暖房がいささか効きすぎているブリーフィングルームで、ベアトリクスが厳粛な表情で言った。

　目の前には、「ヴェアヴォルフ」大隊の衛士たちが集つどっている。合計50名余り──大隊は、装備、人員ともに完全な状態だった。彼らの殆どは、国家人民軍ＮＶＡからスカウトされたか、武装警察軍所属の訓練学校で教育を受けた者たちだった。

　政治将校は配属されていない。大隊には政治的に信頼が置ける衛士しか配属されておらず、政治的な統制は不要だった。このため、大隊の指揮系統は、指揮官のベアトリクスを頂点として一本化されている。

「詳細は、作戦本部派遣参謀から説明してもらう」

「作戦参謀のハインツ・アクスマン中佐です」

　壇上に上がったアクスマンが丁寧に自己紹介した。衛士の一部からは、敬意を込めた眼差しが送られる。

　アクスマンは作戦を説明した。その内容は、昨日の作戦会議の際、ナイセ軍集団司令部から達せられたものと基本的には一致している。

「──以上です。柔軟な戦況判断が必要とされる戦いですが、そのあたりはナイセ軍集団司令部と我々に任せ、存分に戦ってもらいたいと思います」

　衛士たちは生真面目な表情で頷いた。しかし、彼らの胸中に口にできない不満があることは確実だった。武装警察軍に属する大隊は、国家人民軍ＮＶＡの意向という制限の中で行動するということは、これまでに一度もなかった。

　アクスマンは一礼の後に壇上から降りた。入れ替わりにベアトリクスが上がる。

「戦況判断には大隊司令部の意見も反映される。その点については、心配は不要だ」

　衛士たちを睥へい睨げいしながら、自信溢れる微笑みを浮かべた。

「大隊にとっては最初の対ＢＥＴＡ戦となる。だが、貴様たちは対人戦だけでなく、対ＢＥＴＡ戦の経験を持つ腕利きの衛士たちだ」

　僅かに間を取って、ベアトリクスは部下を一眸する。

「しかし、油断は禁物だ。連中の行動は人間の思考とは異なる。MiG-23チボラシユカの性能を過信せず、しかし必勝の信念を持って戦いに挑め。──いいな！」

　了解の声が重なる。衛士たちの瞳に迷いはない。彼らは皆、大隊指揮官であるベアトリクスに絶対の忠誠を誓っている。〝汚れ仕事〟に携わる選抜部隊は、自らの手を汚すことを厭わないベアトリクスの指揮下、固い結束で結ばれていた。




「それにしても、今日は驚きましたよ、ブレーメ少佐」

　衛士たちが中隊ごとに分かれて打ち合わせを始めたのを見計らい、アクスマンが近寄ってきた。口元には意図の見えない微笑が浮かんでいる。

「あのような小さな案件のために、大隊長自らが１個中隊を率いて、国家人民軍ＮＶＡの基地に押しかけるとは。あなたにそれだけの権限があることは知っていますが、いささか大げさすぎではないですかね？」

「国家の敵を追及するのに、妥協は許されないと、私は思っているわ──」

　ベアトリクスは窘たしなめるように片方の眉を上げてみせる。

「それくらいは、〝褐色の獣〟として名を馳せているアクスマン中佐も、ご理解されているのではなくって？」

「……私が懸念しているのは、国家人民軍ＮＶＡの動向ですよ」

　アクスマンは、わざとらしく肩を竦めてみせた。

「西側からの亡命者という、スパイ疑惑がかかって当然の衛士を囲っているとはいえ、彼らは国家人民軍ＮＶＡの精鋭。我々が手を出した以上、当然、何かしらの対策は講じてくるでしょう。武装警察軍との対立が深まることも充分考えられる」

「あら、中佐は国家人民軍ＮＶＡの肩を持たれるおつもり？」

「まさか。私の忠誠は常に党と国家と国家保安省シユタージに向けられています。ただ、彼らの態度が現状以上に硬化した場合、今回のような作戦もままならなくなるのではないか、と思っただけです」

「いずれ、武装警察軍が国家人民軍ＮＶＡを超える存在になれば、気にする必要はなくなるわ。連中に、我々に逆らえるほどの力はない」

「それは、あなたがたの友人である、モスクワの方々も含めた意味の言葉ですかな？」

「──中佐は面白いことを口にするわね。モスクワはＢＥＴＡの侵攻を受けて、今はもう地名だけの存在になっているのよ？」

「おっと、これは失礼しました」

　アクスマンは大げさに頭を掻いた。ベアトリクスは顔に微笑を貼り付かせたまま、お気になさらずに、と言ってのけた。

「……それはともかく、明日はよろしくお願いいたします。勝利のために、大隊には活躍してもらわなければ……」

「もちろんです。我々はそのためにここに来たのですから──」

　意識を切り替えながら、ベアトリクスは答えた。見せ付けるように右手の拳を胸元で握り締める。

「我々は祖国のために勝利を摑み取らなければならない。──たとえナイセ川の水みな面もの全てが、同胞の血で赤く染まっても」




午後一一時　ドイツ民主共和国

コットブス県　コットブス基地




　臨時集成戦術機大隊〝ハンニバル〟の大隊司令部に割り当てられた事務室は静寂に包まれている。司令部幕僚の殆どが明日の出撃に備え、１機でも多くの戦術機、１発でも多くの砲弾を確保するため、出払っているためだった。

　マライはその例外だった。夕刻からずっと、第６６６戦術機中隊と〝ヴェアヴォルフ〟大隊絡みの報告書を作成していた。司令部幕僚となれば、衛士といえども、書類仕事と無縁ではいられない。

（まったく、あの中隊は面倒を起こしてくれる……）

　第６６６戦術機中隊指揮官の彫像じみた表情を思い返しながら、忌々しげにキーボードを叩く。

（〝東ドイツ最強の戦術機部隊〟として付け上がっているから武装警察軍に目を着けられる。……できるならば、東方総軍に突き返してやりたいくらいね……）

　マライにしてみれば、第６６６戦術機中隊は、消耗の激しい光線級吶喊レーザーヤークト任務ではなく、機動防御任務として後置したほうがよいと思われる部隊だった。そのほうが消耗を抑えたまま〝東ドイツ最強の戦術機部隊〟の名を維持できるし、なによりも今回のような政治的な面倒が前線で起こらない。そもそも東方総軍は、そうした目的で中隊を直ちよつ轄かつ予備としていたはずだった。

　しかし、戦況の悪化がそれを許していない。第６６６戦術機中隊のような精鋭を後方に温存するなどということは、前線の窮状からいって不可能だった。

（あるいは、軍の上層部に、第６６６戦術機中隊を戦場に留めたいという思惑がある……か）

　誰もいないはずの大隊司令部にふと人の気配を感じ、マライは現実に引き戻される。隣の大隊長室からだった。

　扉に近付き、数回ノックした。おう、という声が聞こえる──ハンニバルだった。

「まだ、お休みではなかったのですか」

　驚きながら扉を開ける。ハンニバルは、無言のまま机に向かっていた。何か、考え事をしているような表情を浮かべている。

　周囲に人がいないことを再確認した後、マライは敬愛する上官の身を案じるように手を取った。

「お身体に障ります。早く床に就いたほうが……」

　ハンニバルは黙ったまま、視線を動かさない。その先に何があるのか、マライはすぐに気付いた。

「ご家族の写真、ですか……？」

「ああ。10年前の、な」

　ハンニバルは素直に頷いた。これまでに見つめていたもの──木製の写真立てを手に取る。

「今では考えられないほど、幸福だったよ」

　マライは黙り込んだ。ハンニバルが家族について口にするのは初めてのことだったし、彼女もそれについて深く追及するつもりがなかった。自分たちの私的な関係は、お互いが同じ戦場にいる間だけのことだと決めていた。

　写真立てを見つめる──若き日のハンニバルと、奥方と思しき女性、それにふたりの息子。皆、幸せそうに笑っている。場所は自宅の軒先だろうか。

「この中で、生きているのは私だけだろうな。息子はどちらも戦死した。妻は……従い兄と弟こが反政府運動の中枢メンバーだったばかりに、強制労働キャンプ送りにされ……行方知れずだ。私はそのとき、自分可愛さのあまり、何もできなかった……」

　ハンニバルは自嘲するように唇を捻じ曲げた。

「私自身も逮捕されることはなかったとはいえ、個人としては何も残されていないのかもしれない。君を必要としたのは、その現実から逃げ出すためだったのかもしれないな……」

「そんなこと……」

　悲痛な表情でハンニバルの手を握り締める。ハンニバルがどうして、そのようなことを口にしたのか、うっすらと想像がついていた。

　涙が零れ落ちる──刹那的な癒しを欲したのは自分も同じなのだ。１年前、戦場で恋人を失った悲しみを忘れさせてくれたのは、他の誰でもなく──。

「少佐が死ぬときは、大隊が壊滅するときです。そのような不吉で、悲しいお言葉は……」

「分かっている。しかし、楽観はできる状況ではない」

　辛うじてマライが聞き取れる程度の小声で呟く。

「連中の目的が、分からないしな」

　一瞬だけ言葉を失い──小さく頷く。

　マライにしても、連中──国家保安省シユタージの動きは強く警戒していた。何しろ、彼らは「ヴェアヴォルフ」大隊という、切り札に等しいカードを切ってきたのだ。絶対に何かを企んでいるはずだった。

「だが、我々は征かねばらならない。我々には、国家の未来が、国民の命運がかかっている」

　ハンニバルは言い切った。しかし、表情は苦悶に満ちている。ＢＥＴＡという人類全てにとっての敵を前にしながら、国家権力の横暴を気にしなければならない──その矛盾に、家族を戦争と国家によって失ったハンニバルが、憤りを感じていないわけがない。

「だからこそ、君に頼みたいことがある」

「えっ……」

「第６６６戦術機中隊指揮官、アイリスディーナ・ベルンハルト大尉を、気にかけてやってくれ」

　思いがけない言葉に、マライは息を詰まらせる。

「どうして、あのような者を……。国家のためとはいえ家族を売るなど……。私にはその空々しさが信用できません──」

　ハンニバルは間違いなく、あの女を気にかけている──それが己の醜い感情から発せられた見解であることを、半ば承知の上でマライはハンニバルに抗議した。

「……本当にそう思うか？」

　ハンニバルの口調は、何かを懇願するようだった。

「国家のために血の繋がった家族を自らの手で殺めて、周囲から下衆と疎まれ、なおも平然としていられる──そんな人間が、あそこまでまともでいられると思うか？」

「それは……！」

　確かに、もし、アイリスディーナが本当に国家のために自分の兄を売り渡したのであれば、自らの行為の正しさを証明するために、さらに下劣な行動に出てもおかしくはなかった。

　しかし、アイリスディーナはそれを行っていない。自らの罪をあがなうかのように、第６６６戦術機中隊の指揮官として、周囲からの侮蔑を気にすることなく、ただひたすらに戦場を駆け回っている。

　つまり、その裏には何かがある──。

（……でも、だからといって、家族を密告するような人間を……）

「君の気持ちは分かる。だが、私がいなくなれば、彼女の数少ない後ろ盾が減ることになる。たとえ国家保安省シユタージの犬であったとしても、彼女ほどの指揮官を冷遇し、死なせることは、全ての人々にとっての不幸になる──違うか？」

　マライは数秒ほどの逡巡の後──小さく頷いた。感情ではなく理屈として納得したのだった。この会話が、ハンニバルの遺言であることも含めて──。

「……分かりました。ですが、そのような結末を防ぐのが、私の大隊幕僚としての役目です」

　どこまでも真摯な瞳で、ハンニバルを見つめる。

「この命に代えても、あなたをお守りします」

　ハンニバルは優しく微笑んだ。

「ありがとう。では、私も勇気を奮わなければならないとき、君の名を呟くことにしよう」

「ッッ!?　そんな、分不相応な……」

　頰を赤く染めたマライの髪をゆっくりと撫でながら、ハンニバルは優しく微笑んだ。

「私が、そうしたいだけなのだよ。……覚えていておくれ。私の最期の時には、君の名を３度叫ぶことにするよ──」




一九八三年　一月一五日　午前七時三〇分　ドイツ民主共和国

コットブス県　コットブス基地




　コットブス基地には、小学校の教室程度の広さの資料室が備えられていた。

　兵士たちの政治的教育とレクリエーションのため──という大仰な名目はあったが、要するに簡単な図書室のようなもので、書架にはマルクス・エンゲルスの『共産党宣言』から一般に流通している雑誌まで、ある程度の種類の書籍が収められている。部屋の片隅には、軍用データベースが閲覧可能なＰＣも何台か設置されていた。ただし、利用した場合には履歴が必ず残され、そのデータは確実に政治将校や国家保安省シユタージの手に渡されることになっている。

「こいつか……」

　テオドールはマイクロフィルム化された新聞を投影機で閲覧しながら呟いた。新聞の日付は、一九七六年二月一八日となっている。

（ワルシャワ条約機構軍、ウクライナでＢＥＴＡ群の侵攻をドネツ川で押しとどめる……）

　新聞の第一面で、派手な煽あおり文句とともに報じられている記事の中身を、視線で追っていく。

（勝利の立役者は、東ドイツ第１戦車軍団の指揮官、アルフレート・シュトラハヴィッツ中将──）

　テオドールは同時期に発行された他の新聞のデータを追った。やはり、ウクライナでの戦況記事で、名前付きで紹介されている。カティアの探している人物は、本人が口にした通り、大戦初期に活躍した指揮官だったらしい。

　投影機の脇には、このほかにもＢＥＴＡ大戦に突入してから発行された新聞のマイクロフィルムが大量に積まれていた。過去の新聞であれば、カティアの政治的指導のための資料と言えば誤魔化せると踏んでいた。

（安易に軍用データベースで名前を検索するわけにはいかないからな……）

　フィルムを順々に捲めくりながら皮肉な気分で思う。

　時計を見る──午前七時四五分。出撃準備開始まで残り１時間半──そろそろ席を離れなければいけない。だがこの調子ならば、なんとか足取りは摑めそうだった。あとは検索に偏向が出ないよう気を付けつつ、データベースで詳しく調べればいい。

　調査対象のアルフレート・シュトラハヴィッツ中将は、一九七七年までウクライナでの防御戦に参加、ドニエプル川で再び戦況を安定させた後、第１戦車軍団とともに東ドイツに帰還したらしい。

（俺が11か12の頃か……）

　あのころの自分は、リィズや友達と一緒に学校に通い、放課後は、まだ平和な雰囲気が残っていた東ベルリンの街を駆け回っていた。その後の破滅など、想像もせずに──。

　不意に生じた不快感を拭うように、パレオロゴス作戦の発動を報じる新聞の第一面を見つめる。

（……戦術機はまだ殆ど配備されてなくて、戦車を中心とする機甲部隊が主力……。戦場にはオーデル・ナイセ流域絶対防衛線にあるような要塞陣地もない。──どんな戦争なのか、想像もつかねぇ……）

　そう考えると、シュトラハヴィッツ中将なる人物が、どれだけの軍事的才能を持っていたのか、実感が湧くような気がした。だが──

（どういうことだ……？）

　フィルムを手早く捲りながら、息を飲んだ。

（パレオロゴス作戦の記事に名前がない……？）

　パレオロゴス作戦後の新聞も追う──が、シュトラハヴィッツ中将の名前は見当たらない。第１戦車軍団の指揮官も別の将軍に代わってしまっている。

　その後の新聞を調べても、傾向は同じだった。無論、最近の新聞でも、名前は見つけられない。

（おかしくないか、これ……）

　妙な違和感が、思考にこびりつく。

（これほどの軍人の名前が、ぱったり聞こえなくなるなんて……）

　何らかの事情で死亡か退役したのならば、絶対に報道されるはず──疑念を抱きながら席を移り、ＩＤを打ち込んだ上で軍用データベースにアクセスする。少なくとも件の人物が、ウクライナでワルシャワ条約機構軍の第１戦車軍団を率いていたことは確実なのだ。他の検索を混ぜて偏向を消しつつ、そのあたりの人事を調べていけば、足取りを追えるかもしれない。

　しばらくキーを叩き情報を検索した後、テオドールは嘆息した。

（データベース上の資料に一切名前がない……！）

　砂を嚙んだような気分になりながら、ディスプレイの前で表情をこわばらせる。

（まるで、そんな人物などいなかったみたいじゃないか……）

　ウクライナでの戦功は、ワルシャワ条約機構軍司令部の指揮に関わったドイツ社会主義統一党ＳＥＤの幹部や第１戦車軍団の参謀たちの手柄になっており、資料によっては、戦功そのものがなかった事になっている。おそらく、個人名を検索したとしても、一切出てこないだろう。

（……おかしい。新聞にも掲載された人物が、どうして……）

　そこまで考えて、すぐに結論へ思い至る。

　一度発行した新聞はどうにもならないが、データ上の資料であれば、いくらでも改竄できる──軍、あるいは党によって、意図的に存在が抹消され、そんな人物はいなかったことにされている。

（そんなことが、有り得るのかよ……!?）

　恐怖に煽られるように、次々にシュトラハヴィッツ以外の主だった将軍の名前を検索しながら思う。

（いくら、この国が腐っているからっていって、ひとりの人間を相手に、そこまでするものなのか？　いったい、こいつは何を仕出かしたんだ……？）

　さらに数十分ほど検索を続けた後、テオドールは作業を打ち切った。立ち上がってディスプレイを見つめる。考えをまとめようとしたが、呼吸が乱れて上手く思考できない。

（あのガキは、なんでこんな奴を……この将軍に、いったい何が──）

「こんな所で何をしている、同志少尉？」

「……っ!?」

　心臓が止まりそうなほどの衝撃──それを気取られないように、全身全霊をかけて平静を装う。

　グレーテルが資料室に姿を見せていた。両手に軍令関係の書籍を何冊か抱えている。

「貴様がいるとは珍しいな。どうしたんだ？」

　純粋に意外そうな表情で、グレーテルは尋ねていた。どうやら怪しんではいないらしい。

「あ……いえ、ヴァルトハイム少尉に政治的指導を行うため、資料の再確認を──」

　事前のシナリオに従って返答したものの、声が喉に引っかかる。

「……ふん、貴様も私も、あのガキのおかげで苦労しているというわけだな。おかげで、戦場に赴く直前だというのに、こんなところで顔を合わせている」

　グレーテルはテオドールの説明に対し、腹立たしげにそう口にすると、隣の席に座り、無言で作業を始める。

　内心で安堵の溜息を吐く──少なくとも、グレーテルは自分の言い分に納得してくれたらしい。検索資料の履歴を調べられたとしても、不自然な点はないはずだ。

（どうする？　こいつなら何かを知っているかもしれない……）

　数秒の逡巡の後──躊躇いがちに尋ねる。

「同志中尉、ひとつ質問があるのですが……」

「なんだ、言ってみろ」

　マウスを操作しつつ、ぶっきらぼうに答える。

「カティア・ヴァルトハイム少尉の政治的指導についてなのですが……」

「なんだ。私が直々にやれ、と言いたいのか？」

「いえ、同志中尉が多忙なのは、分かっていますし……」

「では、何が言いたい」

「ヴァルトハイム少尉はああいう性格ですので、自分の指導に表面上は理解したように見えても、芯まで納得するかどうかの自信がありません。なので──」

「何か効果的な指導の方法はないか、と聞きたいのか？」

　質問に言葉をかぶせた後、グレーテルは思案するかのように黙り込む。彼女自身、カティアの危機意識の薄さへの改善策を見出せていないのかもしれない。テオドールは会話を誘導するため、さらに続けた。

「あのような思考の持ち主である以上、本来なら、後方に送って再教育を施すべきなのは分かっているのですが、戦力面がそれを許しません。効果的な指導を行うために政治的・軍事的な大罪を犯した人物の最も重い刑罰の例を知りたいんです」

　中隊の戦力的に、自身への銃殺刑は有り得ないと考えている可能性があります──テオドールが適当な所見で駄目押しをかけると、グレーテルは蔑みの視線を向けながら、納得したように呟いた。

「一族全員の連帯処刑……というのは単独の亡命者には意味がないな……。親族が東にいるなら可能性はあるが……」

　ひやりとしたものを背中に感じながら、テオドールは会話を進めた。

「そうですね……。身元調査の進捗は自分がお伺いしていい話でしょうか──？」

「貴様が気にする話ではない……が、情報が入り次第、伝達はしよう。必要だろうからな。……現在のところ、東に親族はいないらしいが調査は継続中だ──」

「…………」

　どういうことだ──疑念を押し殺し、糸口を探す。

「……肉体に損傷を与えて教育するのも、中隊戦力を考えると好ましくないと思われます。正直な話、政治的指導がこれほど難しいものだとは考えていませんでした」

　同志中尉の苦労の一端を体感しました──追従の言葉を述べながらグレーテルの様子を観察する。

　ふん、と鼻を鳴らしたグレーテルが視線を天井に上げ、思案顔を浮かべた。いまだ──テオドールは舌先にそろりと言葉を乗せた。

「……同志中尉。個人に対して銃殺を超えるような罰はないのでしょうか？」

　あくまでも世間話に近いレベルの会話を装い、水を向ける。

「一族全員皆殺しが通じないのであれば、それこそ最高の罰でも持ち出さないと──」

　──存在自体を抹消するなどという実例があるのならば、グレーテルの性格なら口にする可能性はある。テオドールはそれに賭けてみた。

「……あくまでこれは歴史だが……貴様、レフ・トロツキーという人物を知っているか？」

「……名前くらいですね。たしか革命初期の人物だったと記憶しています」

　その名がソ連共産党の粛しゆく清せいされた指導者であることだけは知っていた。

　それだけか──グレーテルが視線で問いかけてきたので、頷くことでテオドールは返答に代える。

「ふん、貴様にも政治的指導が必要だな」

　冷笑しながら、グレーテルは続けた。

「トロツキーはソ連革命期の指導者のひとりだ。当時は革命勢力のナンバー２に位置していた。だが、後に書記長となるスターリンにとって、トロツキーは危険なライバルだった。だからスターリンは全権を掌握した後、トロツキーを暗殺した」

「…………」

「だが、事態はそれで終わらなかった。スターリンは、トロツキー一派が二度と刃向かわないよう、トロツキーの存在そのものを歴史から抹消した。存在しなければ、共感することもできないというわけだ。そして、スターリン政権下において、トロツキーの話題に触れるのはタブーとなり、新聞や書物など、ありとあらゆるメディアから彼の名前が消されていった。あぁもちろん、関係者や血縁者は皆殺しにされた。当然だがな」

「……っ!?」

　顔面から、急激に血の気が引いていく──ソ連で行われたことが、この国でできない道理はない。

「どうした？　ああ、政治的な問題はないから安心しろ。ドイツ社会主義統一党ＳＥＤは、スターリンの死後にソ連で主張された〝スターリン批判〟に同調している。我が国は民主国家として、スターリン主義によるプロレタリア独裁を否定しているからな」

　グレーテルはテオドールの反応を誤解したまま、皮肉な笑みを浮かべた──政治将校の彼女にとって、このような話は常識の範疇らしい。

「まぁ、トロツキーは極端な例だが……ともかく、歴史から抹殺されるということは、それだけのことをされても仕方がないほどの、とてつもない大罪を犯したということだ。数は少ないが、ないわけではない──これでいいか」

　はい──と答えるのがやっとだった。

　グレーテルに一礼した後、ふらつきながら資料を片付け──カモフラージュとして借りることにしていた戦術機資料を手にしながら廊下に出た。窓の外は相変わらずの吹雪で風音が低く鳴っている。

　自分の生殺与奪権を持つ相手から離れ、ようやくのことで思考がまともに行えるようになる。

（いったい、なんなんだよ……）

　廊下で立ち尽くしながら思う。眩め暈まいがするほどの嘔吐感──動悸が鐘の音のように早まっていく。

（あのガキは、なんだってそんな奴を探しているんだ!?　血縁者は皆殺し？　なんだよそれ……？　どうしてあいつがそんなやっかいな奴を……）

　自分がこれまで想像もしていなかったほどの窮地に陥っていることを理解する。カティアがそのような人物と関係が深いのなら、亡命の理由が暴露された瞬間、カティアや自分など、問答無用に殺されてしまう。

（いったい、あいつは何者なんだ……!?）

　──甲高い警告音が鳴り響いたのは、その時だった。

「…………！」

　廊下の空気が瞬時にして騒然となる。兵士たちが大声を上げながら駆け回り始める。この２年間で繰り返し耳にしている警告音。いやがおうにも己の死を連想させる忌まわしき奏で。

　コード９９１──予期せぬＢＥＴＡの襲来を意味する音響だった。

「こんな時に……」

　世界の全てを呪うような声で、小さく呻く。

「こんな時だっていうのに、あのバケモノＢＥＴＡどもは……！」




午前八時　ドイツ民主共和国

コットブス県　コットブス基地




　格納庫ハンガーは修羅場と化していた。整備員たちの怒号が響き、資材を運搬する車両が駆け回り、戦術機ガントリーが派手に駆動する。












（これが、最前線の基地なんですね……）

　カティアはその喧騒の中を、衛士控え室に向けて全力で駆けていた。

（これから、初めての東ドイツ軍での実戦、初めてのMiG-21バラライカでの実戦──）

　無数の不安が過る──自分はMiG-21バラライカを巧く操れるのか。自分は、他の衛士たちの動きに付いていけるのか。エーベルバッハさんは、自分を僚機として認めてくれているのか……。もしかすると、自分はまた、あのときのように──

（大丈夫、きっと大丈夫です……）

　ポニーテールを揺らしながら、行き交う整備員たちの隙間を縫う。

（信じないと……信頼してもらえるように頑張らないと……）

　不安を押さえ込むように、ＢＤＵの胸元を摑む。

（だって、エーベルバッハさんは……）

「──失礼します！」

　元気よく声を上げながら、控え室の扉を開ける。

「えっ……!?　アネット、さん……？」

　そこには静養を命じられているアネットが、強化装備を着込んだまま決然とした表情で──しかし、肩を不自然に震わせながら──佇んでいた。





　　　　　◇　◇　◇






　テオドールが控え室に駆け込んだ直後、最初に飛び込んできたのはアイリスディーナの怒声だった。

「何のつもりだ、少尉──！」

　一瞬、我が身のことと思い身を竦める。だが、アイリスディーナの叱責は、別の衛士に向けられていた。

「──貴様には、静養を命じていたはずだ！　どうしてここにいる!?」

「あ、あたしはもう、大丈夫です！」

　強化装備姿のアネットが訴えるように叫んだ。

　テオドールは舌打ちした。ふたりの間でどんな口論が交わされているかは、それだけで充分想像できたのだ。

「身体は動きます！　実戦には問題ありません……。勝手な動きもしません！　約束します──！」

「……だったら、その肩の震えはなんだ!?」

　反射的に黙り込む──自覚していたらしい。

「足手纏まといだ。私室で待機していろ」

「もしもの時は見捨ててもらって構いません！　出撃させてください！」

　アネットの捨て身の言葉に、アイリスディーナの表情が苦悶に歪む。

「７機よりも８機で挑むほうが、各機の負担が軽くなるはずです！」

　涙を堪えるように、頭を垂れる。

「……このまま後方に送られるなら……今ここで戦わないと……」

　アイリスディーナは溜息をつきながらも、思案する表情になった。

「私は反対よ、同志大尉」

　会話に割り込んだグレーテルに、アネットが刺すような視線を向ける。

「今回は４個戦術機大隊すべてが過誤なく任務を遂行することが求められている。精神が不安定な衛士を連れていくわけにはいかないわ。……何より、そんな衛士のお守りは御免よ」

「……同志中尉、ホーゼンフェルト少尉の言葉に理がないわけではない。８機で挑めば、弾薬や推進剤の消耗を抑えられるのは事実だ」

　アイリスディーナが咄嗟に窘める。

「ホーゼンフェルト少尉、ひとつだけ問う──貴様は、死に場所を探しているわけではないのだな？」

「違います……」

　カティアに視線を送りながら、アネットがはっきりと答える。

「……あたしより未熟な子が頑張ろうとしているんです……少しでも負担を減らしてあげないと……ひとりでも多く生き残らせないと……」

　絞り出すようにアネットが心情を吐露する。

「じゃないと、何のためにイングヒルトがあたしを守ってくれたのか……」

　アイリスディーナは溜息を吐き、ヴァルターと目を合わせ──お互いに頷き合う。

「……整備班に機体を用意させる。ただし、作戦に参加する以上、泣き言も言い訳も許さない。いざという場合は、貴様を切り捨てる」

「もとより覚悟の上です」

　アネットが迷いなく頷く。

「──同志中尉、私の責任で、アネット・ホーゼンフェルト少尉を編成に加える。いいな？」

「良いも悪いも、それ以外、認めないんでしょう？　足手纏いになるようであれば、迷わず切るわよ」

　半ば諦めを滲ませながらグレーテルが答える。

「であれば、この話は終わりだ──ホーゼンフェルト少尉、期待を裏切るなよ？」

「あ、ありがとうございます……！」

「──総員、状況は察しているな」

　話題をすばやく切り替えるように、アイリスディーナは７人の衛士を見回した。

「ポーランド領内で梯てい団だんを形成中だったＢＥＴＡ群が、予想より早く緩衝地帯へと接近している。数は３万と見積もられているが、おそらくさらに増えるだろう」

　テオドールは舌打ちを堪える。いつもどおりとはいえ、ＢＥＴＡは相変わらずの物量で、自分たちを押し潰そうとしている──。

「我々はスケジュールを繰り上げ、０９００時に出撃を開始、待機地点へと向かう。ただし、作戦方針に変更はない。我々は４個戦術機大隊で、連中を食い止めなければならない。以上だ。ああ、それと、出撃まで少しの時間がある。余裕があれば今のうちに用を足しておけ。漏もらさずに済む──ヴァルトハイム少尉、貴様のことだぞ？」

「え、は、はいぃっ!?」

　カティアが顔を真っ赤に染めて、泣きそうな声を上げる。

「どうして皆さん、私をそっちのネタで苛めるんですかぁ？」

「他にも言われているのか？」

「あの、エーベルバッハ少尉に……」

　ファムとアネット、そしてヴァルターが噴き出した。その最中、アイリスディーナもテオドールに視線を向け一瞬だけ表情を消した。それから真顔を作り直すと部隊に向けて発破をかける。

「各員、死力を尽くせ。幸運を祈るフイール・グリツク」

　空気が緩むと同時に、すかさずカティアが近付いてきた。テオドールは視線を逸らす。

「エーベルバッハさん」

　カティアは何かを察したのか、表情を硬くして小声で尋ねてくる。

「なんだよ」

　拒絶するように睨む。だが、カティアは怯まない。

「……何か、分かったんですね」

「…………」

「教えてください、お願いします！」

　これまで溜め込んできた鬱うつ屈くつが急激に噴き出す──テオドールは吐き捨てるように告げた。

「トイレに行くぞ」

「えっ！」

「えっ、じゃねぇんだよ……！」

　カティアは言葉を失い──しかし、それでも恐々と頷いてみせた。




　テオドールはカティアを男子トイレに連れ込んだ。個室に入って鍵をかけ、盗聴対策のために勢いよく水を流す。

「あ、あの、エーベルバッハさん……？」

　戸惑うカティア──それに構わず、頸部プロテクターを両手で摑みかかる。

「……ッッ！」

「どういうことだ、おい……！」

　渾身の力でカティアを締め上げる。怒りの感情が昂たかぶるあまり、手加減ができない。

「か……はっ……」

「てめぇ、何のためにシュトラハヴィッツ中将を探している！　お前は何者だ!?　答えろ！」

「何か、分かったんですね……」

　自分の姿勢を無視するように、安堵の微笑を浮かべる。

「だから、こんなふうに……がっ！」

「答えろ！　てめぇ、ここでまた、『俺に迷惑がかかる』なんて言ったら、本気でぶん殴るぞ！」

　何かに耐えかねるように口を噤んだ後──押し出すように答えた。

「お父さん、です……」

「……なっ!?」

「アルフレート・シュトラハヴィッツは、私のお父さんです。カティア・ヴァルトハイムは偽名で、私の本名は別にあります。生まれも、東ベルリンです……」

「お前、まさか……」

　眩暈がするほどの衝撃に打ちのめされながら、震えるように呟いた。

「お前、西に亡命して、それから東に、また……」

　カティアはこくりと頷く──これだけは言いたくなかったというように。

「５年前、私はお父さんの手で、東ドイツから西ドイツに送られました。理由は分かりません……」

「……っ！」

「私、その理由が知りたくて、東ドイツが滅ぼされる前に、お父さんに会おうと思って──」

「ふざけるなよ、てめぇ！」

「ッッ！」

　カティアを壁際に叩きつけると同時に鈍い音が響き渡る──乱暴にレバーを蹴り、再び水を流す。

「東に戻ってきただと!?　何考えてやがる！　正気か!?」

　３年前の凄惨な記憶──あの血塗れの情景が脳裏にフラッシュバックする。義父母が、リィズが望んで手に入れられなかったものを、この女は捨てて戻ってきた──。

「しかも、あいつが親父だと……!?　国家保安省シユタージに殺されに来たようなもんだぞ！　どこまでイカれていやがる！」

「私に怒るのはかまいません、けど、その前に教えてください！」

　カティアは気丈な瞳でテオドールを見つめる──これだけは譲れないとでもいうかのように。

「お父さんは、どうなったんですか？　生きてるんですか？　死んでるんですか？」

「てめぇ、本当に何も知らないのかよ!?」

「知っていたら、ここにはいません！　お願いします！」

　テオドールは一瞬だけ迷い──決断を下した。真実を伝えて諦めさせると。容赦ない加虐的な感情にテオドールは支配されていた。

「……とっくの昔に殺されている」

「……っ!?」

「それだけじゃない……この東ドイツの歴史から、抹殺されているんだよ……」

「それって、どういう……」

「この国に、アルフレート・シュトラハヴィッツなんていなかったことになっているんだよ！　多分、いや間違いなく、てめぇの親戚も、全員皆殺しにされている！」

　顔面蒼白になるカティア──テオドールはその顔面を強引に引き寄せる。

「これで分かったろ？　これ以上、この件に関わるな！　下手をすれば、俺たちも皆殺しにされる！」

「……そんなこと、できません……」

「……っ!?」

「お父さんが何をしようとしていたのか、知らなくちゃいけないんです……！」

　カティアの表情は真剣だった。双眸に涙を溜めながら、それでも敢然と言い募る。

「お父さんはいつも言っていました。ふたつのドイツが力を合わせれば、ＢＥＴＡなんかには負けないって……」

「てめぇ、まだそんな夢みたいな話を……」

「夢じゃありません！　間違ってもいません！　辛くて苦しいときこそ、みんなで頑張るべきです！　人も、国も、みんな同じです！」

　純粋すぎる意志が、言葉になって突き刺さる。

「お父さんが殺されたのは、それを実現しようとしたからに違いありません……けど、私も同じことを思っています。私にとってふたつのドイツは、どちらも大切な故郷です！　だから私は、お父さんが何をしようとしていたのか、知りたいんです！　こんな私でも、何かできるかもしれない……」

「屁理屈言ってるんじゃねぇ──！」

　壁を右手で勢いよく殴りつける。テオドールはカティアの言葉が真実の全てでないことを察していた。

「てめぇ、自分が捨てられたと思っているんだろ!?　自分が誰かに必要とされる理由がないと、不安なんだろ!?」

　図星を突かれたという顔──だが、カティアの瞳から意志は失われない。

「……そうかもしれません。でも、私にとっては、それが全てです！　手伝ってほしいとは言いません、無茶なこともしません……ここにいさせてください！」

「てめぇ、密告されたいのか……」

　──気付いたときには、その一言が喉元を過ぎていた。カティアの表情にありありと衝撃が浮かぶ。

　テオドールは、自分が何を口にしてしまったのか内心で愕然としつつ、怒りの言葉を止められない。

「やろうと思えば、全部を国家保安省シユタージにぶちまけることもできるんだぞ！　戦場で殺すことだって……！」

「……がっ！」

　再び頸部プロテクターを摑み上げる。

「それでもやるのか、えぇ!?」

　だが、カティアの表情には、苦しげではあるが微笑みが刻まれていた。

「それはウソ、です……」

「……っ!?」

「エーベルバッハさんは、そんなことできる人じゃないって、私、知ってます。だって、見殺しにしてもよかった私を助けてくれたじゃないですか……」

「てめぇ、何を……」

「この３日間、エーベルバッハさんは私のために頑張ってくれました。イェッケルン中尉に叱られたときは、その場をまとめてくれました。事故のときは、私を名前で呼んでくれました……昨日だって、私がこの国に来た理由を、秘密にしてくれるって約束してくれたじゃないですか……」

「……！」

「私、とても嬉しかった……本当にエーベルバッハさんが酷い人なら、私は死んでいたはずだから……」

　全身を震わせながら、必死に微笑む。しかし、その瞳は縋るように潤んでいる。

「だから、そんなことは、言わないでください。私、エーベルバッハさんを信じてます……！」

「……くそっ！」

「……ぐっ！」

　頸部プロテクターを両手で突き放す。カティアの体が、再び壁に叩きつけられる。

（なんなんだよ、こいつは……！）

　テオドールの腕から解放されて、荒く咳き込むカティアを、四散しそうな思考のままで凝視する。

（どうしてそこまで俺を信じようとする!?　そんなことは、自分の身を滅ぼすだけだって、どうして分からない──！）

「くそっ！」

　感情に任せてトイレのドアを蹴飛ばす。木製のドアが派手な音を立て──その音が３年前に受けた拷問を再び連想させる。

「エ、エーベルバッハさん……？」

　悲しげに尋ねるカティア──しかしテオドールはぎらつく刃のような声で答えた。

「もう、てめぇのことなんざ、知ったことか……」

「……っ！」

「親父を探そうが、この中隊でＢＥＴＡと戦おうが、勝手にしやがれ！　だが、俺はてめぇのようなガキと心中するつもりはないんだよ……くそっ！」

　個室の鍵を開け、改めてドアを蹴飛ばす。カティアを置き去りにする形でトイレから進み出る。

（俺はもう、二度とあんな目に遭うのは御免なんだ……！　だから……）

　表情を苦悶に歪めながら、己の右手を疑うように見つめる。

（だから……俺はあいつを、この手で消さないといけないっていうのか……？）




午前九時四五分　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約80キロ




　それは、何度眺めても、想像を絶する光景だった。

　何十、何百という巨大な突撃デストロイヤー級の津波が、吹雪の彼方から盛大な地鳴りとともに迫ってくる。

　周囲は踏み散らされた大量の雪によって、その全てが霞んでしまっている。時折、巨大な爆発音が連鎖──地中に埋め込まれた地雷によって何匹かが吹き飛ばされ、粉々になって宙に舞う。

「来たな……ずらかるぞ！」

　ナイセ軍集団指揮下の戦術機部隊、第３８４戦術偵察小隊の指揮官は叫んだ。

　部下たちの「了解」の合唱──同時に雪原を這はうように跳躍を開始する。

　彼らの目的は、ＢＥＴＡの攻勢が察知された後、支配領域ぎりぎりに展開し、敵梯団との接触と同時に数や針路などの情報を送りつつ、付かず離れずの間合いを取りながら撤退することだった。

（やはり、予想よりもかなり多い……！）

　小隊指揮官は、背後から猛然と迫る突撃デストロイヤー級の集団を見つめる。












　地雷で漸ぜん減げんされているものの、その勢いに変化はない。事前にばら撒まかれている音響センサーからの情報では、その数は突撃デストロイヤー級だけでも５００を超えている。

（本当に守りきれるのか……!?）

　──小隊指揮官が、視界の片隅に、新たな戦術機の姿を認めたのはその時だった。

　自分たちと同じMiG-21PFバラライカ。しかし、左肩にはあの不気味な国家保安省シユタージの紋章が記されている。無論、データリンクは行えない。

（武装警察軍……!?　斥せつ候こうは、俺たちだけのはず……）

　まさか、自分たちを監視するためか──との思いが過ったが、注意を払っている余裕はなかった。すでにＢＥＴＡ梯団の先せん鋒ぽうの位置で機動しており、下手をすれば、光線レーザー級の照射を食らいかねない。今は任務に意識を集中するべきだった。

　大量の突撃デストロイヤー級に追われながらも、５機の戦術機は、ナイセ川への跳躍を継続した──。















一九八三年　一月一五日　午前一〇時　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約50キロ　旧ジェロナ・グラ市街西方




　網もう膜まく上の戦域図は赤い光点で埋め尽くされていた。突撃デストロイヤー級を先頭とした陣形で西進するＢＥＴＡ群。推定進攻速度は90キロ以上──その勢いはとどまることを知らず、先団はいまやナイセ川の東30キロを流れるボーブル川に到達し、ナイセ川西岸の要塞陣地と接触するのも時間の問題であった。

　MiG-21バラライカの管制ユニット内で口を真一文字に結び、テオドールは光点の展開を眺めていた。しかし、意識はまったく別の場所に向けられている。

（あいつカテイアはこの国に存在したという記録そのものを消された将軍の娘だ……素性がバレれば、即座に処刑される。その秘密を握った俺も……！）

　きつく目を瞑つむる。呼吸が乱れて心臓の高鳴りがドラムのように響いてくる。国家保安省シユタージは明らかに何かに気付いている。そうでなければ、わざわざ戦せん術じゆつ機きを使用して揺さぶりをかけてくるようなことはしない。だが、確信にまで至っていないのだろう──だからこそ、カティアの近くにいる自分に水を向けたのだとテオドールは推論した。

（カティアを売って保身を図るか……。戦闘ドサクサに紛れて処分し、何もかもなかったことにするか──）

　操縦桿ステイツクを握る両腕に怖おぞ気けが走る──それを強引に捻じ伏せ、思考の渦から逃れるように外部モニターへ目をやる──雪吹き荒ぶ白色の原野と、数機のMiG-21バラライカが霞んで見えるだけだった。

　第６６６戦術機中隊は「ハンニバル」大隊の一部隊として、旧ジェロナ・グラ市街西方の集結地点に進出していた。現在はヘリで追随してきた整備班分遣隊による再度の補給を終え、突撃命令を待っている。

『──総員、始まるぞ……５秒前。──４、３、２……砲撃開始フオイヤー・フライ』

　アイリスディーナの落ち着き払った声。そもそもこんな窮状に陥ったのは、アイリスディーナが部隊にカティアを組み込んだ事が原因だ──益体もない思いに駆られながら、テオドールはウィンド上に次々と浮かび上がる文字の連なりを読み取ろうとした。

　ナイセ川西岸に展開していた砲兵／ロケット砲兵が、光線レーザー級に向けて砲撃を開始──数秒後、吹雪の彼方に多数の光芒。砲兵が放ったＡＬ弾を、光線レーザー級がレーザー照射で迎撃しているのだった。光線レーザー級と砲兵の殴り合いは、突撃発起前の恒例行事だ。現状では、予定通り砲兵射撃で連中が殲せん滅めつされてくれることを祈るしかない。

　通信ウィンドに表示されたままのカティアと視線が交差する──出撃以来、カティアとは最低限の言葉しか交わしていない──睨にらみ付つけるとカティアがはっとしながら悲痛そのものの表情で目を逸らす。カティアへの怒りと困惑、そして、自らが抱きつつある決意への恐怖が、感情をささくれ立たせる。

（もうあんな思いをするのはイヤなんだ……）

　改めて己の右掌てのひらを見つめる──リィズの手を引いて暗い森の中を駆け抜けた手──自由を求めた、その先に待ち受けていたのは悲劇だけだった。

（時間はない……やるのなら、今日中でないと……）

　あの向こう見ずで考えの足りない少女を自分は殺せるのだろうか。同時にそんなことをすれば、自分が〝国家保安省シユタージの犬〟と軽蔑していたアイリスディーナと同じになるという思いが過よぎる。

（だったら、どうすればいい……！　連中に逆らうことは、国家にケンカを吹っかけるのも同じだ……。勝てるはずないだろ……）

　右の掌が震える──。

『──大隊各機に告ぐ。突撃準備、突撃準備！』

　新たなウィンドが展開。大規模作戦で何度か見かけた大隊幕僚の衛えい士し──マライ・ハイゼンベルクという名前の中尉らしい──が投影され、決然と言い放つ。

『──重じゆう金きん属ぞく雲うんの展開は完了。目標、20キロ先のＢＥＴＡ群中央集団！　突撃発起は60秒後！　砲兵が光線レーザー級を殲滅するまでの45分間、可能な限りＢＥＴＡ群を引き付ける！』

『──第６６６戦術機中隊、総員傾注アハトウング！　各機、機体起こせ！　狩りの時間だ！』

　アイリスディーナの裂れつ帛ぱくの号令。

『──我が中隊は大隊の先せん鋒ぽうだ。突撃開始後は光線レーザー級の照射に注意しろ！　ＢＥＴＡ群への突入後は５キロほど切り込み、そこで近接戦闘に移行する！』

　もう始まるのかよ──機体を立ち上がらせながら毒づく。内心の逡巡はいまだ収まらない。

（こんな気分のまま、ＢＥＴＡとまともに戦えるはずが……）

『──エーベルバッハ少尉』

　アイリスディーナだった。恐怖と緊張の余り、全身が凍結する。

『──改めて伝えておく。カティア・ヴァルトハイムは、貴様が守れ』

　どうして、今さらそんなことを──そう問い返そうとしたが、動揺のあまり喉が動かない。

　アイリスディーナの表情は、氷のように冷たかった。まるで５日前、イングヒルトを見殺しにしたことで、自分を叱責したように──。

『──中隊が８機編制を維持できれば、ＢＥＴＡとの包囲戦における生還率は高まる──そうだったな？』

「はい……」

『──これが私の命令であることを忘れるな。ヴァルトハイム少尉は貴様が守るんだ。──貴様には衛士の資格があるのだろう？』

「……っ！」

『──以上だ……総員、突撃開始まであと10秒！　突撃砲構え！』

（何なんだよ、今のは……！　まるで……！）

　操縦桿ステイツクを両手で握り締める。周囲から跳躍ジヤンプユニットの甲高い音響が聞こえ始める。

（こいつは、どこまで気付いている!?）

　久方ぶりに感じるアイリスディーナへの恐怖──。

（カティアのことに気付いてるのか……それとも俺がカティアをイングヒルトのように見殺しにするとでも思ったのか……）

　場合によっては、自分が真っ先に消される可能性さえある。

『──あの、エーベルバッハさん……？』

　カティアが震えるように呟く。MiG-21バラライカを駆っての初めての実戦にカティアが不安を抱いていないわけがない。

『──よろしく、お願い……します……』

　俺をエーベルバッハさんなどと呼ぶな──無性に苛つく。

『──私、一生懸命頑張りますから、だから……！』

　顔面が引きつる。この期に及んで自分を信じるカティアの純真さゆえへの腹立ちと、決断を下せない自分へのもどかしさが、アイリスディーナへの疑念と３年前の拷問で刻み付けられた国家保安省シユタージへの恐怖が、鎖のように身体を縛る。

『──時間だ！　第６６６戦術機中隊、突撃にぃ、移れぇぇっ！』

　アイリスディーナの号令が達する中、テオドールは状況に押されるままフットペダルを踏み込んだ。跳躍ジヤンプユニットのロケットが点火──弾かれるように突撃を開始する。

　不意に出撃前に整備班からかけられた言葉を思い出す。先日の事故で機体を失った自分に宛がわれたのは、大隊司令部予備機だった。基地の予備機は、損傷機を修復したワケありの機体が殆どであり、整備主任のオットーはその点を心配していた。

（畜生、何もかも悪いほうにしか転がらねぇ……！）

　瞬く間に縮まっていくＢＥＴＡ群との距離。８機のMiG-21バラライカは、雪原に残された無数のＢＥＴＡの死骸を掠めながら、地表すれすれに匍匐飛行ＮＯＥをこなしていく。

　目の前に群がるＢＥＴＡの数は、レーダーでの捕捉限界を超えている。

『──中隊各機、距離３０００で砲撃！　弾種散弾キヤニスター！　斉射３回！　まずは針路上のＢＥＴＡ群を吹き飛ばし、突撃路を啓けい開かいする！』

「「「「「「「了解！」」」」」」」

『──この距離と数ならば、どこを狙っても当たる……今だ、撃てぇっ！』

　突撃砲の砲口から逬ほとばしる閃光──白く埋まる視界の彼方に着弾の連鎖が生じる。多数の要撃グラツプラー級と戦車タンク級が無数の子弾によって切り刻まれる。

『──切り込むぞ！　中隊各機、私に続けぇっ！』

　とにかく今は、アイリスディーナの命令に従う。カティアをどうするかどうかは、それからのことだ──テオドールはそう思いながら、自身の操るMiG-21バラライカとともに、ＢＥＴＡ群へと突入していった。




午前一〇時一五分　ドイツ民主共和国

コットブス県　シュプレムベルク要塞陣地




　ナイセ川西岸の３つの要塞陣地でも、この戦いの帰き趨すうを巡る戦闘が開始されていた。

　圧倒的な攻撃力を誇る突撃デストロイヤー級の侵攻を東ドイツ軍が幾度も阻んでいる最大の要因は、各要塞陣地の間かん隙げきに設けられた大規模地雷原と突撃デストロイヤー級誘導路にあった。国土の大半を戦闘陣地へと変貌させることに拠って、東ドイツは辛うじて生き延びている。

　今、ＢＥＴＡの攻勢の正面に横たわる〝シュプレムベルク要塞陣地〟と〝ボックスベルク要塞陣地〟の間に設けられた突撃デストロイヤー級誘導路では、東ドイツ軍地上部隊と、誘引された突撃デストロイヤー級の死闘が繰り広げられていた。

　雪原を踏み荒らしながら、何十体もの突撃デストロイヤー級が誘導路に侵入する。その勢いは、ナイセ川周辺に設けられた人工の湿地帯を踏破したことで、かなり減殺されている。

　口火を切ったのはMi-24クラカヂールで編制された攻撃ヘリ部隊だった。低空で侵入し、侵攻速度の落ちたＢＥＴＡ群の頭上へ容赦なく対戦車ミサイルの雨を降らせていく。

　それに続いたのは地表に敷き詰められた多数の指向性地雷だった。突撃デストロイヤー級の集団が誘導路へと踏み込んだ瞬間、各所に配置された指向性地雷が起爆、突撃デストロイヤー級の脚部を粉砕する。

　同時に周囲の火力部隊も一斉に射撃を開始する。要塞陣地外縁に配備されたT-55主力戦車の１００㎜対戦車砲の速射が突撃デストロイヤー級の胴体側面を吹き飛ばし、陣地に据え置かれた9M14Mマリユートカ対戦車ミサイルが脚部を狙い撃ちにする。

　側面と背後から叩き付けられる火力によって、突撃デストロイヤー級先頭集団の殆どが脚部の一部を失い、次第に攻撃力を失っていく。だが、全体の足を完全に止めるまでは至らない。撃ち漏もらされた一群は、なおも多数の砲火を受けながら突進、装甲殻で陣地を粉砕する。T-55が陣地ごと弾き飛ばされ、兵士たちが土砂に埋まっていく。

　戦況は圧倒的に不利だった。漸ぜん減げんには成功しているが、戦果に対して侵害があまりに大きい。そして現在のナイセ軍集団に、それを埋める予備はない。

「国家保安省シユタージの戦術機部隊はまだ動かないのか──!?　このままじゃ全滅しちまうぞ！」

　要塞陣地に配備されたT-55大隊の指揮官のひとりが叫んだ。彼の戦車大隊も、今では中隊以下の戦力にまで痩せ衰えている。

　奴らを信用してってのが端から間違ってたんだ──唾と一緒に悪態を飛ばしながら、指揮官は接近するＢＥＴＡに向けて砲撃を指示する。次の瞬間、巨大な衝撃──数百メートル左手に置かれていた対戦車ミサイル陣地が、突撃デストロイヤー級の衝角を受けて粉砕されていた。

「くそっ！　各中隊、左の奴らの足元に火力を集中しろ！　とにかく足を止めるんだ！」

　陣地内に収納ダツグインされていた10両程度のT-55の砲塔が旋回、徹甲弾を連続して放つ。

　次々に側面に命中する徹甲弾──しかし突撃デストロイヤー級は砲火に晒さらされながらも、倒れることなくこちらへと突進してくる。

　突撃デストロイヤー級が息絶えたのは、大隊陣地から数十メートル手前だった。あと数秒でも撃破が遅れていたら、自分たちは突撃デストロイヤー級の下敷きになっていたかもしれない。

「……畜生、俺たちが全滅すれば……」

　大隊長は絶望感に彩られた声音で呟いていた。

「本当に、都市や炭鉱まで戦場になっちまうんだぞ……」





　　　　　◇　◇　◇






　コットブス基地の格納庫ハンガーには、稼動機を全て送り出した後にも関わらず、依然として緊迫した空気が漂っていた。

「武装警察軍の連中が、まだ姿を見せていない、だって……？」

　格納庫ハンガーの休憩所でオットーが尋ね返した。周囲には、腹心といっても差し支えない数名の整備兵たちが集つどっている。

「いくつかの部隊から報告入ってますぜ。……。こいつは久々にウチらにも撤退の準備が必要かもしれねぇっすよ」

　整備兵のひとりが報告した。両耳には自作の小型無線機から伸びるヘッドホンが嵌はめられている。厳密に言えば軍規違反に当たるが、オットーはそれを黙認していた。戦況情報と無線交信の傍受でもって、情勢把握に努める──ポーランド撤退戦の最中、情報の遅れと混乱のおかげでＢＥＴＡの奇襲を受けたという苦い経験がオットーにはあった。

「どうして、連中のMiG-23チボラシユカが動かねぇんだ……？　『ヴェアヴォルフ』大隊も作戦に参加するはずなんだろう……？」

　オットーは疑念をそのまま口にした。彼は昨日のブリーフィングの際、国家保安省シユタージの２個戦術機大隊が予備に回ることを聞いていた。

「あの機体の評価は、ソ連だけでなく、東側諸国やアフリカでも、ろくでもないらしいですし……」

　整備不良でも発生してるんすかね──ヘッドホンをずらしながら整備兵が応えた。

　MiG-23チボラシユカの現場での評判は、カタログスペックほど高くはない。MiG-21バラライカに比べて性能は向上しているものの、ソ連から輸入したMiG-23チボラシユカには、パーツの整備不良からの不具合発生が続いているというのは有名な話だった。

（だとしても事前整備の時間はたんまりあったはずじゃねぇか……）

　おかしい──オットーは胸の裡に湧いた疑念を飲み込んだまま、隣でモニターを眺めている整備兵に尋ねる。

「中隊こつちの戦況はどうなっている？」

「重金属雲下じゃ、情報なんか取れんですよ……」

　整備兵がディスプレイを覗き込みながら答えた。彼が見ているのは、東ドイツ軍が前線部隊に向けた戦況情報だった。

「ナイセ川西岸の要塞陣地は突破を許していないようですが、だいぶ押されています……」

　オットーは、皺だらけの顔をしかめた。

　包囲戦で疲弊しきっているはずの国家人民軍ＮＶＡ４個大隊を無事に脱出させるためには、MiG-23チボラシユカの突破による退路の確保が是非とも必要なのは明らかだった。

（武装警察軍が協力すれば、戦線を支えきれるはずだ……。なぜ未だに動かねぇんだ……）

　イヤな予感がする──末期化したこの国で国家人民軍ＮＶＡと武装警察軍の権力争いは激化している。鬱々とした考えに浸りながら、オットーは次の情報を待っていた。

「繋がった──！　……って、こいつは──!?」

　ディスプレイを見ていた整備兵の上げた声に、その場にいる全員が息を飲む。

「ＢＥＴＡ群がナイセ川を渡河しつつあります！　要撃グラツプラー級と戦車タンク級が主力……ＢＥＴＡ群の中央集団です！」

「来やがったか……」

　渋い声で呟く。４個戦術機大隊が全てのＢＥＴＡを誘引できないであろうことは予測されていた。ナイセ川を渡河した一部の──おそらく数千単位のＢＥＴＡ群は、要塞陣地で迎撃するしかない。だが、本当の衝撃は、次の言葉だった。

「数は……２万以上！　さらに増大中！　あと十数分で、要塞陣地群の正面に接触します！」

　ＢＥＴＡの数値予測が当てにならないのはいつものこととはいえ、４個戦術機大隊が壊滅したとは思えない──連中は無事でいてくれるはずだ。自分たちが整備を担当する部隊の衛士たちの顔が脳裏に次々と浮かぶ。

「国家保安省シユタージの連中は、まだ動かねぇのか……!?」

「報告、ないっす……！」

　この期に及んで予備を出さないとは、まるでこちらのピンチを望んでいるかのよう──そこまで考えた瞬間、オットーの内部でひとつのパズルが完成した。瞬く間に血の気が引いていく。

「まさか……！　野郎、本気でやりやがったな──！」

　オットーが思わず漏らした言葉に整備兵たちが愕然とした。整備兵からヘッドホンを奪い取り無線に耳を傾ける。悲鳴、罵声、いまだに姿を現さない武装警察軍に対する怨嗟の声が渦巻いている。

（国家保安省シユタージにとって、今回の戦いは対ＢＥＴＡじゃねぇ……）

　シュプレー川以西が戦場となっても、国家保安省シユタージが失うものはなにもない。例え要塞陣地が突破されても、東方総軍の予備が投入されるだけだ。だが、連中にとっては、むしろ戦況が不利であればあるほど、国家人民軍ＮＶＡの戦力消耗で優位に立てる上、今作戦で後詰となった２個戦術機大隊の活躍が目立つことになる。しかも、東ドイツにおけるMiG-23チボラシユカの集中投入は、今回の作戦が最初だ。

　つまり、連中の目的は──。

（連中は、そんなことのために、地上部隊を、４個戦術機大隊を生贄に……！）

　この局面に際し、まさかとは思っていたが、時に組織間の抗争というものは、傍はたから見れば児じ戯ぎにも等しい嫌がらせをするのだ。

　不意にカティアの笑顔が思い浮かぶ。今、彼女は自分が何に巻き込まれたのかも知らず、僚機であるテオドールとともに必死に戦っているのだろう。「ヴェアヴォルフ」大隊の動向によっては、もう二度と、その笑顔を見ることができないかもしれない。

（そんなことのために死なせるのか……）

　感情を押し殺しながら、オットーは腕時計を見つめた。10時25分。砲兵が光線レーザー級を殲滅するまで──アイリスディーナたちが戦闘から解放されるまで、残り20分のはずだった。




午前一〇時二三分　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約50キロ




「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

　テオドールは息も絶え絶えに肩と胸元を揺らしていた。額には汗がびっしりと浮かんでいる。

　目の前には赤黒く染まった雪原を埋め尽くすように、多数のＢＥＴＡの残骸が転がっている。自分は幾度、この光景を眺めたのだろうか。

（どれだけ殺しても、キリがねぇ……！）

　──ＢＥＴＡ群への突入後、第６６６戦術機中隊を含めた「ハンニバル」大隊は過酷な包囲戦を継続していた。大隊は本部小隊を中心とし、その周囲に３個中隊を配置するという陣形を敷いていたが、その戦術をもってしても、絶え間なく襲いかかる多数のＢＥＴＡ群に苦戦を強いられていた。












　推進剤と弾薬の消耗が激しく、それが原因で機動を制限され、損害を受ける機体が続出している。跳躍ジヤンプユニットや脚部を破壊され、戦術機動がままならなくなった機体は、大隊本部小隊の護衛のもとで戦闘を継続することになっている。

　自分たちがどれだけのＢＥＴＡを誘引しているのか、要塞陣地の戦況がどうなっているのか──重金属雲下にあるため、そうした情報も入っていない。唯一、肩を並べて戦う「トマス・ミュンスター」大隊の状況だけがぶつ切りに入るが、こちら以上に劣勢のようだった。大隊に弾倉を補給していた輸送ヘリが光線レーザー級の照射で全滅したため、弾薬が枯渇しつつある。その混乱で「ハンニバル」大隊への補給も滞っていた。

　浅い呼吸──疲労が蓄積していることを自覚する。戦況ウィンドを一いち瞥べつ──第６６６戦術機中隊は第１小隊と第２小隊が背中合わせになり、死角を消した陣形で戦闘を継続。今のところ、被弾した機体はない。精神状態を懸念されていたアネットもグレーテルと連携をとりながら近接戦闘をこなしている。












『──シュヴァルツ02より08！』

　第２小隊を指揮するファムの号令。その声音は苦しげだ。

『──新たなＢＥＴＡ群がそっちに向かっているわ！　合計３波、数は２００！』

「08了解！」

　接近する第１波──60体以上の戦車タンク級と要撃グラツプラー級。手近な要撃グラツプラー級に主脚走行で接近、左手で保持していた多目的追加装甲シエルツエンの大型スパイクを突き立てる。

「つぁぁぁっ！」

　横合いから殴りかかる１体の要撃グラツプラー級──声にならない叫びを上げながら、機体を水平にし短距離跳躍シヨートジヤンプ──右手の短刀で胴体を真上から切り裂く。返り血を浴びながら着地、体勢を立て直す。

　その間にも、複数の要撃グラツプラー級が突進──明らかに対処可能な数量を超え始めていた。

「くそっ！　次から次へと群がりやがって……！」

　赤黒い体液を払いながら、短刀と多目的追加装甲シエルツエンを構え直した、次の瞬間──。

『──このぉぉぉぉっ！』

　カティアのMiG-21バラライカが跳躍ジヤンプユニットを噴かしながら接近、36㎜の射撃で薙ぎ払って時間を稼ぐ。だが、第２波の接近まで、40秒程度しか残されていない。

『──大丈夫、ですか……』

　カティアが呼吸を乱しながら語りかける。

『──エーベルバッハさん……？』

「エーベルバッハさんじゃねぇ！　他人の心配より、自分の心配をしてやがれ……」

　短刀を格納しながら、忌いま々いましげに──苦しげに呼吸を吐きながら答える。

「てめぇは戦車タンク級を叩いていろ！　下手に突っ込まれちゃ、迷惑なんだよ！」

『──その、近場の戦車タンク級を、全て撃破したと判断したので……』

　怯えるような声──テオドールはカティアの判断の是非をあえて無視し、感情のまま怒鳴る。

「──だったら、何もせず体力を温存しろ！　てめぇは長期戦に慣れてねぇんだ！　疲れ果てていざってときに役立たずじゃ困るんだよ！」

『──でも、それじゃあエーベルバッハさんが……！　私の盾になって、近接戦闘ばかりで……機体の消耗も激しいのに……』

　表情が歪む──カティアの言葉は事実だった。襲いかかるＢＥＴＡ群──特に要撃グラツプラー級の数があまりに多く、砲撃で食い止めようとしてもすぐに切り込まれてしまう。

　おかげでテオドールの機体の推進剤と弾倉の残量はともに３割以下と、中隊では最低レベルに落ち込んでいる。機体への負荷も、近接格闘に特化したアネット機以上に積み重なっている。

「別に、てめぇの盾になっているわけじゃねぇ……」

　これ以上借りを作るのは御免だ──唸るように答えた。

『──でも……！』

「てめぇのせいで、こっちは一杯一杯なんだよ！　死にたくなけりゃ、黙って言うことを聞け！」

　雪の彼方に幾多の影──新手のＢＥＴＡ群だった。数は１００体以上──そのうち、要撃グラツプラー級は20体余りだ。数の多さに臍ほぞを嚙む。弾薬が残り少ない以上、ある程度数を減らした後、近接戦闘を挑むしかない。

「来たぞ！　てめぇの相手は戦車タンク級だ！　要撃グラツプラー級はこっちに任せろ！」

『──り、了解！』

　２機は同時に跳躍を開始──テオドールは要撃グラツプラー級に接近、カティアは戦車タンク級への射撃を開始する。

　砲声とともに弾き飛ばされていく戦車タンク級の群れ──戦車タンク級に包囲されるのを避けるべく、カティアは頻繁に位置を変えながら射撃を継続する。教科書どおりの機動──だが、MiG-21バラライカに乗り込んで数日の、そして、この戦いが最初の本格的なＢＥＴＡ戦となる衛士が見せるレベルの機動ではない。

　背筋がぞくりとする──もはや、カティアの衛士としての才能は疑うべくもなかった。鍛えれば技量は他の衛士たちにすぐに追いつくだろう。そうなれば中隊の生存確率は確実に増す。現状でも、カティアは拙いながら中隊の戦力として機能しているのだ。

（それに、戦闘が始まってから一度も弱音を吐いていない……）

　まるで諦めることなど知りもしないかのように──。

　接近する要撃グラツプラー級に照準を合わせながら、テオドールは眉間に力を込める。

（あいつが俺を助けたければ、やらせればいいじゃないか！　それであいつが戦死すれば、問題は解決する──アイリスディーナだって、不可抗力として納得するはずだろ……！）

　現実から目を逸らすように時刻を確認──残り15分。それだけ耐えれば、自分たちは包囲戦から解放される──武装警察軍の支援を受けながら後退できる。国家保安省シユタージがどれだけ信用できなくとも、今はそれを信じて戦うしかない。

（そして、あいつをどうするかを15分以内に決めろってことだ……）

　雄叫びとともに射撃を開始──要撃グラツプラー級を１２０㎜徹甲弾ＨＶＡＰと肉塊の混合物に変えていく。急速に減少していくウィンド内の残弾表示。

　要撃グラツプラー級の群れは、仲間の死骸を踏み越えながら急接近──その中の１体が、射撃で全身を吹き飛ばされながら殴りかかる。短刀に持ち替えている余裕はない。

「ッッ……！　おらぁっ！」

　焦燥に突き動かされるように、跳躍ジヤンプユニットを噴かしながら膝蹴りを食らわす。弾け飛ぶ肉片と血飛沫しぶきを無視しながら横合いに着地、砲撃で沈黙させると同時に突撃砲を背部に収納、短刀を保持する。

　要撃グラツプラー級の襲撃は終わらない。いまだ数体が接近している。カティアが戦車タンク級を押さえているだけ、まだマシな状況なのかもしれないが──。

（カティアが戦死すれば、俺もここで死ぬかもしれない……だが……）

　全ての爆発反応装甲リアクテイヴアーマーを消耗した多目的追加装甲シエルツエンを構え直す──身体は反射的に動くが、頭からは迷いが離れない。正面からは要撃グラツプラー級が赤黒い雪を蹴散らしつつ突撃してくる。

（だから、俺は……！）

　多目的追加装甲シエルツエンの大型スパイクを敵に向け、それを突き刺そうとした瞬間──MiG-21バラライカの右膝が崩れた。

「──っ!?」

　膝蹴りの反動か──自分の機体が、不安のある再生機体であることを思い出し──。

『──エーベルバッハさんっ、逃げてぇぇぇ──！』

　一瞬後、カティアの悲鳴と要撃グラツプラー級の前腕が大気を切る音が、テオドールの耳じ朶だを叩いた──。




午前一〇時三五分　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約50キロ




『──第６１２戦術機中隊より大隊本部！　ＢＥＴＡの数が多すぎて押されている！　弾薬も推進剤も残り少ない！　支援を請う！』

『──「トマス・ミュンスター」大隊とのデータリンク、再び途絶！　重金属雲がこちらに流されてきています！』

『──こちら第７２３戦術機中隊！　光線レーザー級はまだ掃討できていないのか？　救出は本当に来るのか！　こっちはもう限界なんだぞ!?』

『──こちら第６６６戦術機中隊。被弾機が発生。これより後退させる』

『──西方から新たなＢＥＴＡ梯てい団だんの接近を確認！　この波長は……要撃グラツプラー級の大集団です！　数は、少なくとも１０００以上！』

　マライは息を飲みながら戦況ウィンドを見つめた。次々と達する報告──それらの処理を他の幕僚に任せ、最後の報告のみ意識を向ける。

　ウィンド上では、膨大な数の要撃グラツプラー級のマーカーがこちらに接近している。

（こんなときに、〝災厄の潮流メイルシユトローム〟が来るなんて……！）

〝災厄の潮流メイルシユトローム〟──ＢＥＴＡ群の波状攻撃の際に時折出現する、要撃グラツプラー級の大集団の渾名だった。光線級吶喊レーザーヤークト中、これに飲み込まれて全滅した戦術機中隊は少なくない。東ドイツ軍の衛士たちにも恐れられている現象だった。

　視線を背後に流す──跳躍ジヤンプユニットや主脚の一部を失い、機動力を失った何機ものMiG-21バラライカが、古い突撃デストロイヤー級の死骸を盾に、砲撃を浴びせかけている。彼らはもう、自力でこの包囲陣から脱出することはできない。

　マライは戦闘開始以降、各中隊から撤退してきた損傷機群を護衛しながら、ハンニバルの指揮を補佐していた。各中隊が盾となっているおかげで接近するＢＥＴＡは少ないが、損傷機を抱えての戦闘のため、やはり弾薬と推進剤の消耗を強いられている。

（このままでは、大隊全てが要撃グラツプラー級の集団に飲み込まれる……！）

『──マライ、もっとも損害の多い中隊をここに残し、他の２個中隊を迎撃に向かわせろ！』

　ハンニバルが、自身のMiG-21PFバラライカをマライの傍そばに着地させながら叫んだ。機体の右肩には、彼の姓を名として持つカルタゴの将軍の胸像を意匠とした大隊マーキングが描かれている。

『──このままでは鏖おう殺さつされるだけだ！　２個中隊に要撃グラツプラー級集団の進撃を遅滞させ、時間を稼ぐ！』

「了解！」

　時刻を確認する。10時35分──耐久しなければならない時間は、残り10分──。

（国家保安省シユタージを信用しているわけではない……。だがそれまで耐え抜けなければ、戦線は支えきれず、どのみち東ドイツは全滅する──）

　マライは一縷の望みに縋すがるように、口を開いた。





　　　　　◇　◇　◇






　第６６６戦術機中隊は損傷機──テオドールのMiG-21バラライカ周囲に集結していた。

『──総員、聞いていたな！　これより中隊は第６１２戦術機中隊とともに、接近中の要撃グラツプラー級集団の迎撃に向かう！』

　アイリスディーナが叫んだ。未だにその表情には平静が保たれている。

『──増援が来るまで約10分だ。その間、なんとしても侵攻を阻止する！』

「「「「「了解！」」」」」

　テオドールとカティア以外の衛士たちが、周囲のＢＥＴＡ群に突撃砲を放ちながら声を張り上げる。テオドールは屈辱に顔面を歪めていた。自分への怒りと情けなさのあまり、何も答える気にならない。

　機体ステータスを凝視──左の主脚と跳躍ジヤンプユニットが赤く染まっている。要撃グラツプラー級の一撃で破壊された部位だった。雪原に叩き付けられた直後、すぐさま残された右の跳躍ジヤンプユニットで後退したためにそれ以上の被害は受けなかったが、再攻勢を仕掛けようとする第６６６中隊に同行するのは不可能だ──。

（片肺では２、３分の跳躍が限界……。脱出時の使用を考えれば、移動は左主脚を庇いながら……）

『──エーベルバッハ少尉は、そのまま主脚走行で大隊本部小隊に合流しろ。いいな？』

　アイリスディーナは、自分の機体をこの場に放置する形で、要撃グラツプラー級の迎撃に向かおうとしている。合理的な戦術判断──歯を食いしばりながら頷うなずく。アイリスディーナの言葉はもっともだが、この状態で単機離脱して友軍との合流を成功させる自信は持てなかった。

『──待ってください、私も残ります！　戦術機は２機連携エレメントが基本のはずです！』

　息を飲む──カティアがアイリスディーナの言葉を遮っていた。

『──私がエーベルバッハ少尉の護衛に付きます！』

「馬鹿野郎、黙って命令に従え！　半個中隊で突撃させるつもりか──！」

　咄とつ嗟さに叫ぶ。自分でも、どうしてそれを口にしたのか分からない。ただ、これ以上、カティアに助けられたくない──そんな意地だけがある。

「中隊の任務は要撃グラツプラー級集団の進撃を遅らせることだ！　俺に構わず、そっちに向かえ！」

『──連携面から見て、現分隊エレメントを崩さずに私がエーベルバッハ少尉の援護に回ったほうが、結果として損害を抑えることに繋がり、より任務の達成に貢献できます！　次の作戦時に中隊の戦力を維持するためにも、これが是ぜであるはずです！』

　テオドールは言葉を失っていた。カティアが理路整然と反論したこと──そして、自分自身の力量を客観的に把握していることに衝撃を受けている。

『──ヴァルトハイム少尉の提案を採用する』

　アイリスディーナが頷いた。

『──もとより、そのつもりだ！　ヴァルトハイム少尉には、エーベルバッハ少尉の護衛を命じる。友軍と合流した後は、大隊本部小隊の指揮下に入れ。我々が後退してくるまで、エーベルバッハ少尉を守ってやれ』

　カティアの表情が明るくなる──テオドールは再び言葉を失う。アイリスディーナが何を考えているのか見当が付かない。

『──話は終わりだ。行くぞ！』

　６機のMiG-21バラライカは跳躍ジヤンプユニットを点火、噴射地表面滑走サーフエイシングで東へと向かっていった。





　　　　　◇　◇　◇






　戦闘はすぐさま再開された。

『──このぉぉぉぉっ！』

　カティアが雄叫びを上げながら進路上の戦車タンク級に射撃を開始する。ＢＥＴＡ群は、残された２機のMiG-21バラライカの事情に関係なく、立て続けに襲いかかってくる。瞬く間に赤い柘榴ざくろと化していく戦車タンク級──カティアは気を緩めることなく機動を継続、今度は右側面の戦車タンク級を狙う。

　──その様子を、テオドールは見ていることしかできない。突撃砲は構えているものの残弾は極少──格闘戦も難しい。

『──今です、行ってください！』

「言われなくても……！」

　屈辱に身を焼かれながらも、慎重に操縦を再開──多目的追加装甲シエルツエンを杖代わりにして、左主脚に負荷をかけないよう機体を前進させる。

（俺が、こんなガキに助けられるなんて……！）

　テオドールは己の不覚を強く感じずにはいられなかった。言いようのない胸の苦しさを感じる。

（俺は、てめぇを殺すかもしれないんだぞ……！）

　そんな相手に再び命を助けられる──惨めさと言い様のない気持ちの悪さで胸元が苦しくなる。

『──どけぇぇっ──！』

　再び針路上に姿を現したＢＥＴＡ群──要撃グラツプラー級の群れにカティアが１２０㎜を放つ。着弾と同時に吹き飛ばされていく要撃グラツプラー級──だが、射撃精度はお世辞にも良好とはいえない。１体の撃破に必要な弾数もテオドールより多い。瞬く間に消耗していく弾倉──要撃グラツプラー級の接近も止まらない。

『──ッッ！』

　通信ウィンドに表示されたままのカティアが恐怖に染まった表情を浮かべ──覚悟を決めるように多目的追加装甲シエルツエンを構える。

「おい、まさか……やめろ！」

　引きつった声で叫ぶ。カティアが何をしようとしているのかは考えるまでもなかった。

「てめぇじゃ近接戦闘は無理だ！　殺されるだけだぞ──！」

『──このままじゃ弾薬が持ちません！　少しでも節約するには、やるしかありません！』

「だったら、てめぇだけでもさっさと逃げやがれ──！」

『──そんなことはできません！　ふたりで生き残るんです！　戦える限り、絶対に諦めちゃいけないんです──！』












　36㎜の射撃を放ちながら突進──それを前腕で防ぐ要撃グラツプラー級に対し、多目的追加装甲シエルツエンを前にして突進、肩で押し込むように衝突する。バランスを崩す要撃グラツプラー級──その隙に１２０㎜の一撃を至近距離から叩き込む。

　だが、その隙に別の要撃グラツプラー級が突進──側面から前腕を振り上げる。

『……ぐぅぅっ！』

　避けきれず、右主腕の半分を突撃砲ごと吹き飛ばされる。飛び散る火花、機体に襲いかかる衝撃──。

『──まだ、ですッ……、やあぁぁ──っ！』

　強引に機体を立て直しながら懐ふところに突進、爆発反応装甲リアクテイヴアーマーを叩き付け、半身を吹き飛ばす。

　さらに戦車タンク級の集団が前方から接近──カティアは焦燥に顔を歪めながら背部兵装担架ガンマウントを駆動、突撃砲を前面に向けて砲撃を再開する。戦車タンク級は次々に撃破されていくが、残弾は１割を切りつつある。

『──エーベルバッハさんに、近づくなぁぁぁっ！』

「やめろ……」

　片腕を失いながら戦闘を続けるカティアの機体の背後を見つめ、耐えかねるように呟く。

「もう、やめてくれ……」

　怒りが霞のように消えていく──カティアは己の身を盾にして、自分を守ろうとしている。カティアを殺すことまで考えている自分を。これまで、誰かを信じることなく戦ってきた自分とは相容れない姿勢。理解することはできない──理解してしまったら、自分が崩壊する。

　だが、例えそうだとしても、カティアをリィズや両親を殺した国家保安省シユタージと同じ手段で消そうとしている自分は一体何なのだ？

　嘔吐感が込み上げ、右手が震える──３年前のあの日、繋いでいられなかった右手が。事故の際、咄嗟に繋がれた右手が──俺はまた目の前でまた、自分を信頼してくれる人を──妹を失うのか。

『──絶対に生きて還る！　絶対に諦めない！　私はお父さんの行方を捜し出すんだから──！』

　テオドールは息を呑んだ──網膜に投影されるカティアの瞳は、哀しげだが強い意志が宿っている。

（こいつは……）

　カティアの唇は、縋りつくものを求めるように震えている。

『──馬鹿ですよね、私……。お父さんが生きてるかどうかも分からないのに……。いるだけでエーベルバッハさんの重荷になっちゃうのに……』

　涙が頰を伝う。

『──でも、それでも私は、お父さんの夢を叶えたい。だって、このままじゃ、みんな仲違いしたまま、ＢＥＴＡに殺されちゃいます！　そんなの、馬鹿みたいじゃないですか！　諦めなければ、みんなで力を合わせれば、道は開けるはずなんです……！』

　白煙が燻くすぶる多目的追加装甲シエルツエンを勢いをつけ構え直し、接近するＢＥＴＡ群をきっと睨み付ける。

『──エーベルバッハさんは、そんな私を助けてくれました。もう一度、チャンスをくれました……だから、私の大切な人です。でも、今ここで逃げたら、大切な人を見捨てたら、みんなを守りたいという、お父さんの意志を継ぐ資格もなくなります！　ここにいてもいい人間でさえなくなります！』

　跳躍ジヤンプユニットを展開し、突撃を開始する。正面の要撃グラツプラー級は数体、周囲には倍以上の戦車タンク級。このままでは、確実に──。

『──そんな卑怯者に、私はなりたくありません！　だから──』

　カティアは地獄の底で足あ掻がき続けている──。




　このままカティアを戦死させれば国家保安省シユタージの追及から逃れられる──誘惑がなかったといえば噓うそになる。この状況ならばアイリスディーナも納得してくれるだろう。そうなれば、これまでのようにひとりで生きていける。それが現実的な判断のはずだ。

　だが、感情がそれを拒否している。

　──何よりも嫌だったのは、薄暗い取調室の中で情けなく鼻水を流しながら、知っている情報の全てを審問官にべらべらと話す自分を、もうひとりの自分自身が見ていたことだった。きっと義父母やリィズは捕まった後、全てを抱えたまま死んだに違いない。それなのに自分は、自分だけは──。

（卑怯者である自分が憎くて、俺は目を瞑り、口を閉ざした……）

　カティアのように誰かを救いたいとも、信じたいとも思わない。祖国を守りたいとも思わない。自分のために戦うだけだ。アイリスディーナの言葉に従うのなら、カティアのほうがよほど衛士の資格があるのかもしれない。

　しかし、ひとつだけ認められないことがある。

　テオドール・エーベルバッハは、卑怯者だけにはならない。

　自分から全てを奪い去った、そして今また全てを奪い去ろうとしている国家保安省シユタージのクズどもと同じには、絶対にならない──！




　──気が付くと、視界は赤黒い液体で染まっていた。

　左手には何かを大型スパイクで串刺しにした手ごたえ。右下方からは跳躍ジヤンプユニットの震動。正面には、体液を噴き出しながらもがく要撃グラツプラー級。機体のバランスは、右膝を着くことでなんとか保っている。

　その隣では、カティアのMiG-21バラライカが爆発反応装甲リアクテイヴアーマーを要撃グラツプラー級に叩き付けていた。

『──テ、テオドールさん……？』

　カティアが、唖然とこちらを見つめている。

『──一体、どうして……？』

「知ったことかよ……！」

　大型スパイクを引き抜く──同時に、接近してくる要撃グラツプラー級に突撃砲を放つ。

『──はい？』

「お前の都合なんて、知ったことかよって言ったんだよ！　だが、俺の目の前で、二度も死にそうになるんじゃねぇぇぇっ！」

『──えっ……!?』

　状況が飲み込めないカティア──しかし、一瞬後には全てを理解し、信じかねるように瞳を見開き──悲しみではない何かで潤ませる。

　あえてそれを無視しながら、テオドールは叫んだ。

「こいつらを片付けたら、一気に噴射地表面滑走サーフエイシングで後退する！　俺が跳躍できるのは１、２分だが、それでも距離は稼げる！」

『──でも、それじゃあテオドールさんの推進剤が……包囲下からの脱出もできなくなります……！』

「今は２機が揃って友軍と合流することが先だ！　その後のことはお前に任せる！　俺を絶対に見捨てないんだろ、カティア!?」

『……！』

　カティアの表情が、涙と喜びに崩れていく。

「返事はどうした!?　先任の命令だぞ！」

『──り、了解しました！』

「それと、空気が読めないなら読めないで、今後は自分の立場を考えて行動しろ！　そうすれば──」

　それから先は言葉にならない。しかし、カティアは全てを察したように「はい！」と頷く。

　２機のMiG-21バラライカの砲声が、跳躍ジヤンプユニットの轟音が、戦場に響き渡る──。




　中隊とのデータリンクが回復したのは、２機が大隊本部小隊との合流を果たしたのと同時だった。

『──シュヴァルツ08、そちらは無事か!?』

　すぐさまアイリスディーナの声が飛び込む。

「無事です、カティ……シュヴァルツ07も同じく！　ただし、08は推進剤が枯渇、07は右主腕を損失。残弾はともに１割以下です！」

　カティアとともに手近な突撃デストロイヤー級の死骸を盾にするようにして突撃砲を構えながらテオドールは答えた。戦況ウィンドを確認しながら、安あん堵どを感じている。

（第６６６戦術機中隊は全機健在……それに、今までデータリンクが切れていたってことは、さっきの会話は聞かれていないはず……）

　アイリスディーナの声は切迫していた。

『──弾薬の補充が可能であれば済ませておけ！　我々が叩いていた要撃グラツプラー級集団がそちらに向かっている！』

「な……」

『──合流して態勢を立て直す！　３分後だ！』

（もうすぐ、俺たちが要撃グラツプラー級集団に飲み込まれるってことかよ……!?）

　背筋に悪寒を感じながら、咄嗟に答える。

「了解！　しかし、そろそろ増援が来るはず──」

『──時刻表示が見れないのか？』

　テオドールははっとした。戦闘に意識を集中していたため、時間の経過にまで気が回らなかったのだ。網膜投影上の時刻表示を見つめ──呻くように呟く。

「10時、50分……？」




午前一〇時五〇分　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約50キロ




『──こちらハンニバル05、もう限界だ！』

　大隊本部小隊指揮官の悲鳴そのものの声が、マライの鼓膜を揺さぶる。

『──弾薬、推進剤ともに２割を切っている！　このままじゃ、脱出もままならない！　国家保安省シユタージの連中はまだなのか!?　約束の時間はとっくに過ぎているんだぞ!?』

「第７２３戦術機中隊と合流し、なんとしてでも陣形を死守しろ！　増援はきっと来る！」

　マライは反射的に叫んだ。自分の言葉に裏付けがないことは承知しているが、他に言いようがない。

　周囲には10機以上の損傷機や推進剤の枯渇した機体が集い、それを自分とハンニバル、大隊本部小隊３機、そして第７２３戦術機の残存機３機、第６６６戦術機中隊のカティア・ヴァルトハイム少尉機の合計９機が、迫り来るＢＥＴＡ群への抵抗を続けている。

　一方、要撃グラツプラー級集団を食い止めるべく出撃した第６６６戦術機中隊と第６１２戦術機中隊は、その侵攻に押されるように急速に後退しつつある。

　そして、国家保安省シユタージの約束した救援はいまだ到着しない。重金属雲の影響で、後方とのデータリンクも途絶したままだ。

『──どうして国家保安省シユタージの連中は来ないんだ！　俺たちを見殺しにするつもりか!?　畜生、いつだってあいつらは、俺たちを利用しやがって……！』

『──黙れ、ハンニバル07！　……戦うしかない、やるしかないんだよ──！』

『──残弾より敵が多いんだぞ！　どうやってやりゃいいんだッ!?』

　ヘッドセットから聞こえる衛士たちの呪いの言葉──手近な戦車タンク級に砲撃を浴びせながら、マライは怒りに表情を歪めた。

（連中は、本当に私たちを壊滅させるつもりなの!?　国家存続よりも、己の権限取得を優先するのか──！）

　国家人民軍ＮＶＡが戦力を失えば、今回は防衛に成功したとしても、今後の戦いが厳しくなる。だからそこまではしないはずだ──多少なりともそう考えていた己が恨めしい。

『──要撃グラツプラー級集団はあと５分で襲来するぞ！　損傷機群は集結しろ！』

　ハンニバルの号令──安堵の息を吐く。自分が想いをよせる大隊指揮官は、まだ戦意を失っていない。

『──まもなく２個中隊が帰還するはずだ！　そうなれば、とりあえずの戦力は──』

　直後、マライの視界に８機のMiG-21バラライカが噴射地表面滑走サーフエイシングで姿を現した。撤退してきた第６６６戦術機中隊と第６１２戦術機中隊だった。前者は全機が健在だったが、後者は半数も生還していない。

（さすがは〝東ドイツ最強〟の名は伊達じゃない……！）

　マライは第６１２戦術機中隊の損害に戦慄しつつ、第６６６戦術機中隊の実力に感嘆を覚えていた。突撃前に１機が被弾していたようだが、この戦場で全員が生還しているのは異常事態と言ってもおかしくなかった。

（少佐があの女を気にかけるのも分かる……）

　第６６６戦術機中隊の精強さは、アイリスディーナの指揮によって支えられている。中隊を〝東ドイツ最強〟の戦術機部隊として維持するなら、彼女を指揮官に据えたまま支援するしかない。それに、第６６６戦術機中隊の活躍は、国民に軍の威信を示すプロパガンダにも大きく利用されている。例えば、第６６６戦術機中隊の活躍に触発されて、軍の衛士を志す若者がひとりでも増えれば、軍は戦術機のための人材をより多く獲得できる。

　しかし、もしアイリスディーナが死ねば、軍はそのための切り札を失ってしまう。国家保安省シユタージ武装警察軍の勢力が増大しつつある今、その影響は決して小さくない──。

（まさか、そのために国家保安省シユタージは!?　いや、それにしては大掛かりすぎる……）

『──各中隊は損傷機を中心に扇形を構築！　戦力を集中して継戦時間を延ばす！』

　マライの思考をかき消すように、ハンニバルの号令が響き渡る──各中隊は数秒で円陣を形成した。残された戦力は17機。大隊定数の半分もない。

（弾薬、推進剤は平均して２割……それが枯渇するまでに増援が来なければ……！）

『──おい、冗談だろ……！　どうしてこんなタイミングで……！』

　誰かの泣きそうな声──一瞬遅れて、大隊本部小隊指揮官の絶叫が木霊する。

『──大隊長、まずいです……！』

『──何が起きている!?』

『──要撃グラツプラー級の前面に、要塞フオート級がいます！　まもなく接触します！』





　　　　　◇　◇　◇






『──こんなときに要塞フオート級だなんて……！』

　アネットが絶望に染まった声で呟く。テオドールも同感だった。あまりのことに何も言葉にできない。

　視界には絶え間なく接近する要撃グラツプラー級や戦車タンク級──そして、吹雪の中に巨大な影を浮かばせる数体の要塞フオート級の姿がある。全長70メートル近いその影は、まるで山のようだ。

　第６６６戦術機中隊は弾薬を節約しつつ戦車タンク級と要撃グラツプラー級を叩いているが、要塞フオート級は近づくに任せるしかない。

（どうしてこんな時に……！）

『──各機、うろたえるな！』

　グレーテルが引きつった声で叫ぶ。

『──増援は必ず来る！　我々は国家人民軍ＮＶＡの衛士だ、敵に背を向けるわけにはいかない……！』

　だったら早く呼んでこい、このままじゃ本当に皆殺しにされちまう──グレーテルに向かって怒鳴りたくなる衝動に襲われる。

　要塞フオート級への有効な打撃は、１２０㎜の集中砲撃だけだ。しかし、殆どの機体が１２０㎜を消耗した状態では、どうにもならない。大隊が全滅を避けるためには、最早、撤退するしかない。

　アイリスディーナは僅わずかに息を乱しながら、なおも碧眼に戦意を込め、攻め寄せるＢＥＴＡ群を睨み続けている。少なくとも自分から撤退を進言するつもりはないらしい。

『──テオドールさん……ッ！』

　カティアが全ての感情を堪こらえるように呟く。

『──私、最後まで頑張りますから……！』

　カティアの健気な言葉に、強烈な罪悪感を覚える──保身ばかりを考え、機体の不調を失念しなければ──。

『──総員傾注アハトウング！　これより大隊長から最後の命令を下す！』

　大隊長のホルツァー・ハンニバル少佐だった。

『──これより私は幕僚・大隊本部小隊とともに要塞フオート級への陽動を試みる！　各中隊は要撃グラツプラー級集団の到着前に、動ける機体だけで包囲を破り、撤退しろ！　現状の大隊戦力で稼げる時間は10分もない……これ以上の戦闘に意味はない！』

　言葉を失う──ハンニバルは大隊長自らが直下の部隊とともにＢＥＴＡ群の侵攻を阻止している間に、残余の兵に撤退することを命じたのだ。

『──なお、以降の大隊指揮権は、最先任士官である第６６６戦術機中隊指揮官に委譲する！　責任は全て私が取る！』

　次の反応を示す間もなく、ハンニバルに率いられた５機のMiG-21バラライカが吹雪の中に突進していく。確かに、突破に必要な衝撃力と要塞フオート級の陽動に必要な機数を考えれば、要塞フオート級に向かえるのは彼らしかいなかった。

『──少佐！』

　アイリスディーナが叫んだ。テオドールが初めて見る表情──困惑をあらわにしている。

『──ベルンハルト大尉の命は、ここで使い果たしていいものではない！　君が率いているのは、〝東ドイツ最強〟の戦術機中隊なのだろう!?』

『──しかし……！　私は……！』

『──アイリス！　君はもう、そんな我儘が許される立場ではないのだぞ──！』

　アイリスディーナは一瞬だけ言葉を失った後──苦悶に眉間を歪めながら、口を開いた。

『──大隊各機、傾注アハトウング』

　大隊の衛士たちが、息を飲む──。

『──「ハンニバル」大隊は、これよりＢＥＴＡ群の包囲を破り脱出する！　損傷機体は放棄する、搭乗衛士は回収──急げ！　時間がない！　第６６６戦術機中隊は最前衛だ──！』

　指揮権委譲を受けたアイリスディーナの命令に従い、損傷機に搭乗していた衛士たちが僚機に回収されるべく、慌てて行動を開始する。

『──シュヴァルツ03、07！』

　ヴァルターとカティアのコールサインだった。

『──エーベルバッハ機は回収する！　ふたりはエーベルバッハ少尉を支援しろ！』

　ヴァルターとカティアの機体が両脇に展開、テオドール機をホールドし噴射跳躍ブーストジヤンプの態勢を取る。

　吹雪の彼方から砲声──大隊本部小隊が要塞フオート級との交戦を開始したらしい。次の瞬間、ファムの悲鳴のような声が達する。

『──要撃グラツプラー級集団を確認！　──60秒で接触します！』

　東方を見つめる──何百もの要撃グラツプラー級が、吹雪の中から姿を現しつつある。

『──こちら第６１２戦術機中隊指揮官！　この数では突破は無理だ！　押し潰されるだけだぞ！』

『──ならば残って、ここで死ぬか！　私が突破口を切り開く！　私のケツに付いて来ればいい──！』

　アイリスディーナの言葉に迷いはなかった。各中隊は戦術機間の距離を詰め、ＢＥＴＡに隊列を割られないように一斉に移動砲撃を開始──押し寄せるＢＥＴＡ群に血飛沫を生じさせながら、北方への撤退を開始する。

　ホールドされた機体の中でテオドールは現実を半ば呆然と受け入れていた。網膜には大隊が要撃グラツプラー級の群れを切り裂いていく光景が映し出されていたが、各機体に残された残弾がほとんどゼロであることにも気付いていた。





　　　　　◇　◇　◇






　戦場の様相は、先行させていたMiG-21バラライカ小隊による偵察と国家人民軍ＮＶＡ側のデータリンクで全て把握できていた。要塞陣地の戦況も、ＢＥＴＡ群の動向も、その包囲下で戦っている４個戦術機大隊の窮状も──砲兵によって、光線レーザー級が予定通りの時間で殲滅されたことも。

　目標が、灰褐色の大気の彼方に浮かび始める。今頃は、もう１個のMiG-23チボラシユカ大隊も、崩壊寸前となっている要塞陣地群へと突入していることだろう。

「総員、傾注アハトウング！」

　国家保安省シユタージ武装警察軍所属、戦術機大隊「ヴェアヴォルフ」指揮官、ベアトリクス・ブレーメ少佐は、会心の笑みで命じた。

「異星起源種どもは勝ったつもりでいるぞ！　この国が誰のもので、我々が何であるのか、奴らに教育してやれ！」

　50を超える応答が、１００を超える跳躍ジヤンプユニットの唸りが寒空に重なる──。





　　　　　◇　◇　◇






　すべては、一瞬の出来事だった。

　吹雪の中から叩き込まれる無数の散弾キヤニスター──それらをまともに受け、吹き飛ばされていく要撃グラツプラー級の群れ。その爆煙を突っ切って姿を現す〝シュタージカラー〟のMiG-23チボラシユカの集団。少数だが、同じ迷彩柄のMiG-21PFバラライカの姿もある。ヘッドセットからMiG-23チボラシユカの衛士たちの言葉が聞こえてきた──。

『──ＢＥＴＡの撃破よりも友軍の脱出支援を優先しろ！　英雄たちを救い出すんだ！』

『──MiG-23チボラシユカの威力を示せ！』

『──人狼の裁きの下に、異星起源種どもに己の罪を教えてやれぇっ!!』

　驚いているのはテオドールだけではなかった。大隊の衛士の大半が、状況を理解できないまま、「ヴェアヴォルフ」大隊の登場を見つめている。

　数秒と経たず、MiG-23チボラシユカは要撃グラツプラー級集団に突入、「ハンニバル」大隊の隊列に雪崩れ込みつつあった個体群を次々に血祭りに上げていく。

（バケモノか、こいつらは……！）

　本来ならば安堵するべき状況にも関わらず、テオドールが感じたのは純粋な恐怖だった。３年前に叩き込まれた国家保安省シユタージへの恐怖心が、瞬く間に甦よみがえっていく。

『──これがMiG-23チボラシユカの性能……』

　カティアが顔面を強張らせながら呟く。

『──こんな凄い機体なのに、どうして……！』

　直後、１機のMiG-23チボラシユカがカティアのMiG-21バラライカの真正面に着地、突撃砲の砲口がカティアの機体を捕らえた。

「──！」

　36㎜の連続した砲声──カティアの背後の要撃グラツプラー級が撃破される。

『──あ、あ……』

　MiG-23チボラシユカは突撃砲の構えを崩し、視線をテオドールの機体に向ける。データリンクが繋がっていないため、どんな衛士が乗っているかは分からない。

（何だ……？）

　両者の対峙は数秒だった──MiG-23チボラシユカは何事もなかったかのように次の獲物に向かっていく。その機動は美しささえ感じられた。

　戦況は一気に優位へ転換していた。50機以上のMiG-23チボラシユカは、あれほど強大に思えた要撃グラツプラー級集団を挽肉機のように叩き潰していく。

『──聞こえているか、「ハンニバル」大隊！』

　突如としてウィンドが開く──「ヴェアヴォルフ」大隊の指揮官、ベアトリクス・ブレーメ少佐だった。

『──要撃グラツプラー級集団は片付けた。今のうちに脱出しろ。支援に１個中隊を残す。我々は他の戦術機大隊の支援に向かう』

（なんだ、こいつらは……）

　強烈な違和感──あまりに鮮やかな登場、あまりに鮮やかな戦闘、あまりに鮮やかな指揮官の対応──約束を破り、大隊を窮地に追い込んだ連中の態度にはとても思えない。

『──ベアトリクス！』

　突然、アイリスディーナが叫んだ。テオドールが一度も見たことのないほどの怒気を放ちながら、正面を──ベアトリクスを睨み付けている。

『──これが貴様の望んだ結末か──!?』

　アイリスディーナの口調は尋常ではなかった。本気で激怒している。

『──何の話か分からないわねぇ、アイリスディーナ』

　紛れもない嘲笑をベアトリクスは浮かべている。

『──機体の整備に時間がかかったおかげで救援が遅れたことについては謝罪するわ。なにしろ、私たちの機体は、整備面でトラブルが絶えないことで有名なMiG-23チボラシユカだもの』

　通信ウィンドのベアトリクスが、わざとらしく肩を竦めてみせる。

『──まったく、困ったものとは思わない？　せっかくの新鋭機が、いつまで経っても欠陥機扱いなんて……東側陣営の威信にも、国家保安省シユタージの威信にも関わるわ』

『──それが、答えというわけか……』

　グレーテルが、憤怒を押さえ込むように尋ねる。

『──さぞ満足だろうな、MiG-23チボラシユカと「ヴェアヴォルフ」大隊の実力を、望みどおりの戦場で示せて……！』

『──何を言っているのかしら？　私たちは救援に来たのよ？　あなたたちの中に、国家の敵が混じっているかもしれないというのに』

　妖艶な笑みを浮かべ、一方的にデータリンクを切断、ジェットエンジンを噴かせて飛翔していく。40機近いMiG-23チボラシユカと少数のMiG-21PFバラライカが続く。

　残された１個中隊のMiG-23チボラシユカが戦闘を繰り広げる中、テオドールは信じかねるようにその光景を見つめていた。

　先ほどの違和感が、衝撃とともに氷解していく。アイリスディーナとグレーテル、ベアトリクスが交わした会話は、ひとつの結論を示唆していた。

（そんなことのために、連中は……！）

「ヴェアヴォルフ」大隊は、MiG-23チボラシユカの評価を改めるため、そして、自らの対ＢＥＴＡ戦での実力を誇示するため、時間どおりに救出を行わず、４個戦術機大隊を窮地に追い込んだ後に、劇的に救出してみせた──。

　馬鹿げた話だとは思わなかった。国家保安省シユタージが、目的のためなら手段を選ばないことは身をもって知っている。この東ドイツを支配しているのが誰であるかを考えれば、そのようなことを企んだとしても何の不思議でもない。

　底知れぬ恐怖が込み上げてくる──国家保安省シユタージがどれほど冷酷で強大な国家権力であったとしても、これから自分はカティアを守り抜いていかなければならない。

（それでも……。やるしかないだろ……）

　カティアを守る──自分はそう決断したのだ。

　こちらを見つめるカティア──そのふたつの怯えた瞳に視線を合わせながら、安心させるように──覚悟を決めるように頷いてやる。

（そうしなければ、俺は……）

　テオドールは視線を地上に戻した。周囲では「ヴェアヴォルフ」大隊の残したMiG-23チボラシユカの支援の下、北への脱出が再開されようとしていた。




午前一一時三〇分　旧ポーランド人民共和国領

ナイセ川東岸約50キロ　旧ジェロナ・グラ市街北方




　吹雪は激しさを増しつつあった。白色の原野と烈風が、視野の全てを覆おおい尽くしている。

　そうした天候の下、「ハンニバル」大隊はジェロナ・グラ北方の集結地点に撤退を果たしていた。

　吹雪の中に佇むMiG-21バラライカは14機──テオドールを除いて、最後まで跳躍ジヤンプユニットや推進剤を失わなかった機体ばかりだ。残りの機体は、全て救援が到着する直前の恐慌の中で失われていた。要塞フオート級に向かった大隊本部小隊は、かろうじて２機だけ生還している。

　──今、そのうちの１機の管制ユニットから、血まみれの男が引き出されようとしていた。

（臨時集成戦術機大隊「ハンニバル」指揮官、ハンニバル少佐、か……）

　寒風に身を晒しながら、テオドールはマニピュレーターで地上に降ろされていく男の名を呟いた。

（アイリスディーナと親しかったらしいが……）

　ハンニバルについて、テオドールは殆ど知ることがなかった。同じ衛士といえども、少尉に過ぎない自分と大隊をまとめる少佐では、接点など無きに等しい。

（それでも、この少佐が俺たちのために死力を尽くしてくれたことだけは確かだ……）

　包囲戦の最終局面で「ハンニバル」大隊が「ヴェアヴォルフ」大隊の到着まで持ちこたえることができたのは、大隊本部小隊が要塞フオート級を押さえ込んでくれたおかげだった。

　──やがて、ハンニバルを乗せた担架が雪の上に下ろされた。

　命が尽きようとしていることは、土気色の顔を見るだけで分かった。要塞フオート級の腹部から伸びる〝鞭〟が機体胸部を掠め、砕かれた装甲が下半身の動脈のいくつかを切り裂いたのだった。応急処置をしても無駄だろう。

「テオドールさん……」

　カティアが哀しげな表情で、自分の二の腕を摑む──機体から降りて以来、カティアはずっと自分に寄り添っている。

（戦場で人が死ぬのを見るのにまだ慣れていないのか……）

　カティアの憂いに満ちた顔を見つめながら、テオドールは察していた。

　できれば、早く慣れてほしい──テオドールはそう思っている。戦場で人の死に慣れることができなければ、その代償として心が蝕むしばまれることになる。アネットがそうだった。

　テオドールはアネットに意識を向けた──アネットはどこか冷めた表情でハンニバルを見つめている。

「総員、集合してくれ──」

　強張った表情のままの大隊幕僚──確か、マライという名前だったはず──が、衛士たちに告げた。

「少佐が、話したいことがあるそうだ」

　カティアとともにその言葉に従う。正直、こうした状況は嫌いだったがそれをあらわにするのは躊躇われた。理由は自分でも良く分からない。

　ハンニバルが集った衛士たちを見回した。合計で13人──出撃時の半数以下。その中でも第６６６戦術機中隊は、ひとりも欠けることなく生還している。

「言いたい……ことは……ひとつだけだ……」

　ハンニバルが、苦しげに言葉を紡ぐ。

「絶対に生き残れ。……幾程の血に塗れても、どれだけの苦難に晒されようとも──例え祖国が失われたとしても……。我々は……いつか再び、この地に平和と希望を取り戻さなければならない。……そうだろう？」

　衛士たちを見回し、ハンニバルは最後にカティアに顔を向けた。視線が絡み合う──カティアが息を飲んだことにテオドールは気付いた。

　ハンニバルは力なくカティアに微笑むと、自分の右手を握り締めているマライに尋ねた。

「作戦は、成功したのだな？」

「そうです、少佐……」

　マライが即答した。両手に力を込める。

「４個戦術機大隊は戦力の半数を失いながら、多数のＢＥＴＡを引き付けることに成功。要塞陣地の地上部隊も、救援の到来までＢＥＴＡの突破を許しませんでした。……光線レーザー級を失ったＢＥＴＡ群は爆撃で殲滅されつつあります」

「そう、か……」

「臨時集成戦術機大隊「ハンニバル」は任務を達成しました。我々は人類の敵に勝利したのです」

「……勝利、か」

　異国の言葉を聞いたように反芻しながら、ハンニバルはアイリスディーナを見つめる──マライの表情が強張った。

「遠い未来でないことを、信じているよ……」

　それが最期の言葉だった。ハンニバルは眠るように意識を失った。傷の深さからいって目覚めることはないだろう。




（あいつは、カティアと視線を合わせていた……）

　ハンニバルの遺体が輸送ヘリに積み込まれていく様子を眺めながら、テオドールは重い何かを感じていた。カティアは少し離れた場所で、アネットやファムと何かを話している──生き残ったことを褒められているらしい。

（あれは一体、何だったんだ？　最期の言葉も、まるで、あいつに語りかけているようだった……。まさか……）

　そこまで考えて、テオドールは表情を引き締めた。

　アイリスディーナが近付いてきていた。突風を受け、金色の髪が壮麗に揺らめく。

「エーベルバッハ少尉、少しいいか」

「何でしょうか」

　緊張で声が喉に絡む──しかし、アイリスディーナは、微笑みながらテオドールの肩を叩いた。

「よく頑張ってくれた。さすがは古株のひとりだ。ヴァルターも褒めていた」

　褒められることなんて何もしていない──重い気分のまま、自分を省みる。

「それと、同志少尉カメラート」

　アイリスディーナはいきなり口調を改めた──いつもの指揮官然としたものに。テオドールの耳元に口を近づけ、さっと告げる。

「貴様とヴァルトハイム少尉の音声ログは、先ほど全て消しておいた」

　心臓が跳ね上がる──あの会話を聞かれていたのか──背筋を強張らせたままアイリスディーナの言葉を待った。

「私のMiG-21PFバラライカは、通常型よりも通信範囲が広い。データリンクは繋がらずとも、無線交信くらいは傍受できる──以後、気をつけろ」

　衝撃の余り、何も言葉にできない。

「重金属雲の影響で聞けたのは私だけだろうし、他の誰かがデータにアクセスした形跡はない──後でログを改変するためのアクセスコードを教えておく。今後は自分で処理をしろ。この会話も、誰にも聞かれないようアクセス制限をかけている」

「あんた……」

　国家保安省シユタージの犬じゃないのか──そう尋ねる勇気がまだ持てない。テオドールが逡巡しているとアイリスディーナは冷たい微笑みを浮かべた。

「私の目的は、第６６６戦術機中隊を〝東ドイツ最強〟の戦術機部隊として指揮し、この国を救うことだけだ」

「……っ！」

「そのためなら、使えるものは全て使うつもりだ。貴様も死にたくなければ、私の期待を裏切るな」

「…………」

「カティア・ヴァルトハイムを、貴様のその手で守ってやれ」

　ハンニバルの遺体を載せた輸送ヘリが、離陸を開始したのはそのときだった。

　テオドールはひとつの確信を覚えながら、遠ざかっていくヘリを見つめた。ハンニバルの言葉の前半部分は、自分にも当てはまることだったからだ。アイリスディーナも、同じように空を見上げる。

　やがてそれは、灰色の空に霞んでいった。










一九八三年　一月一九日　午後二時　ドイツ民主共和国

コットブス県　コットブス基地




　食堂の壁際に置かれた大型のディスプレイからは、ＴＶカメラで撮影されたと思われる、戦場の映像が映し出されている。

　番組の名は〝現在のカメラ〟。東ドイツの国営放送局が放映している、定時のニュース番組だった。

「──今回のナイセ川における防御戦闘の勝利は、武装警察軍に所属する東ドイツ最強の戦せん術じゆつ機き部隊、『ヴェアヴォルフ』大隊、および他１個戦術機大隊の活躍によって成し遂げられたことが、国家保安省シユタージ報道局の公表で明らかとなっています」

　ナレーターの解説は無味乾燥だった。プロパガンダ臭のしない──だからこそ、国民の大多数が疑いの目を向けながらも信じてしまう言葉の羅列。

　映像では、国家保安省シユタージのMiG-23チボラシユカが編隊を組んで進攻する様子が映し出されていた。

「同報道局によりますと、本作戦でこの２個大隊が装備していた戦術機は、国家人民軍ＮＶＡが主力としている戦術機、MiG-21バラライカではなく、より強力な新鋭機、MiG-23チボラシユカであるとのことです」

　MiG-23チボラシユカが戦場の空を駆け抜けていく様子をテオドールは言葉も発せずに眺めていた。

「MiG-23チボラシユカは一九八〇年にソ連で配備が開始された、現在でも世界最強クラスの性能を誇る戦術機です。その実力は、昨年アメリカが実戦配備したF-14トムキヤツトに比肩するといわれています。一部では、整備性に難のある欠陥機という報道もなされていますが、今回の戦闘での活躍は、そうした悪評を完全に覆くつがえすものといえるでしょう」

　まるでMiG-23チボラシユカが、戦場の救世主であるかのようにナレーターは語る。

「今回の公表に伴い、同報道局は、今後は武装警察軍が国家人民軍以上に対ＢＥＴＡ戦への努力を傾注し、祖国の防衛に貢献していくことを明言しております」

　戦場の上空を飛行する「ヴェアヴォルフ」大隊の雄姿。50機以上のMiG-23チボラシユカが編隊を組む光景は、精強さに満ち溢れている。

「MiG-23チボラシユカを国家人民軍ＮＶＡに先駆けて実戦に投入した武装警察軍の英断は高く評価されるべきであり、また他の東欧諸国やアフリカ諸国なども、今回のMiG-23チボラシユカの活躍を受け、その導入に積極的になるだろうとの予測も──」

「テオドールさん、準備できました」

　はっとして後ろを振り向き、テオドールは声の主──カティアを見つめる。

「あの、どうかしましたか？」

「いや……ニュースに気を取られていただけだ」

「ああ、これ……」

　カティアは、暗い声で呟いた。

「毎日、やっていますよね……」

「ヴェアヴォルフ」大隊とMiG-23チボラシユカについてのニュース報道は、この数日間、ひっきりなしに行われていた。その全てが、「ヴェアヴォルフ」大隊とMiG-23チボラシユカの実力、そして国家保安省シユタージ武装警察軍の威信の高さを謳っている。

　反対に具体的な戦況や、国家人民軍ＮＶＡの活躍についての報道は殆どない。第６６６戦術機中隊も、MiG-21バラライカを運用する部隊として、MiG-23チボラシユカを装備する「ヴェアヴォルフ」大隊との比較の対象にされるだけだ。

「…………」

　カティアは痛ましい表情で、画面をじっと見つめていた──あの戦いの後、カティアは暗い顔を見せることが多くなっていた。この国が誰に支配され、何に滅ぼうとしているのか──体感的に理解したのかもしれなかった。

　連中がMiG-23チボラシユカに拘ったのは、ソ連側がそれを望んだからだろう。ソ連は外貨獲得のために、評判の悪いMiG-23チボラシユカを他国に売りさばこうと躍起だ。それに連中はソ連のお友達ＫＧＢと仲がいい──戦いが終わった後、グレーテルがそう吐き捨てていたのが思い出された。多分、連中はその見返りとして、ソ連からの軍事援助を受け取るはずだ──とも。

　ハンニバルの最期が、戦場で失われていった衛えい士したちや戦術機の姿が脳裏を掠める──。

「散歩に出る。吹雪いてはいないから大丈夫のはず……例のモノは持っているな」

「はい」

　カティアは強張った声で応じた。テオドールは頷うなずくと、自分から先に歩き出した。




「これが、お前の親父、か……」

　人影のない格納庫ハンガーの裏手で、テオドールは呟いた。

　手元には、１枚のカラー写真が握られている。何度も折り曲げたためか、よれよれとなっている。

　フレーム内に写されているのは、カティアとその父親、アルフレート・シュトラハヴィッツ中将だ。撮影日は一九七五年八月二〇日。シュトラハヴィッツは東ドイツ軍の軍服を着て、幼いカティアを笑いながら抱き上げている。カティアも幸せそうだ。

　場所は、東ベルリンの中心、ブランデンブルク門。裏手にはベルリンの壁があり、ＢＥＴＡ大戦が始まるまでは東西冷戦の象徴とされていた場所だった。

　午前中、カティアはこの写真入りのペンダントを、ショルダーバックごと返却されていた。開封された形跡はなかった。テオドールの予想どおり、アイリスディーナは写真の存在に気付かなかったらしい。

「よくもまぁ、こんなものを持ち込んだな……」

　テオドールは恨めしそうに詰め寄る。

「誰かに見つかっていたら、お前の人生は、そこで終わってたぞ」

「その、事情がまったく分かってなかったので……」

　カティアが申し訳なさそうに目線を伏せた。

「でも、私にとって、これが唯一の思い出の品なんです。西ドイツに渡る時、お父さんはこの写真だけは渡してくれたんです。絶対に誰にも見せないようにっていう、約束で……」

　郷愁に駆られるように、表情を緩める。

「西ドイツで、辛かった時や寂しかった時は、この写真を見て、頑張ろうって思っていました。お父さんも、東ドイツで頑張っているからって……」

　胸に両手を重ねて、哀しげに目を瞑つむる。

「そう、信じていました……」

「母親は、どうしたんだ」

　テオドールは僅わずかに話題を変えた──が、カティアは寂しげに首を振る。

「私を生んだその日に、亡くなったそうです。病院側のミスで……」

　東側の医療技術は西側諸国と比べると低い──カティアが生まれた頃なら尚更だろうとテオドールは思った。

「私の家族は、お父さんだけでした。でも、お父さんは軍人だったから、家を留守にしがちで……だから、私はお父さんに心配かけないように、一生懸命、家事や勉強を頑張って、お父さんの言うことを聞く〝いい子〟になろうと思って……でも、ある日突然、西ドイツに向かえって言われて……西ドイツにいる友人が面倒を見てくれるからって……」

　写真を見つめながら、訥とつ々とつと語り始める。

「イヤだったです。哀しかったです。テオドールさんの言ったとおり、自分は捨てられたんじゃないかって……でも、お父さんは別れに約束してくれたんです。必ず、いつか迎えに来るって……だから、それを信じて、西ドイツ人として、これまでどおりの〝いい子〟で暮らしていこうと思って……」

　テオドールは黙ってカティアの横顔を見つめていた。

「でも、今度はＢＥＴＡが押し寄せて、ふたつのドイツが遠からず滅ぶんじゃないか、お父さんと二度と会えなくなるんじゃないかって思って……」

　それで東に来たのか──テオドールが問いかけるとカティアはゆっくりと頷いた。

「西ドイツで私の面倒を見てくれていた夫妻が交通事故で亡くなって、軍に入ることになって……。東ドイツへの派遣を前提にした、戦術機大隊編成の話が耳に入ったので……」

「…………」

「私、政治の話はよく分かりません。けど、お父さんが言っていたことは、みんな覚えています。お父さんは、戦地から戻るたびにこう言っていました。このままじゃ世界は滅んでしまう。人類が一丸となって戦わなきゃ駄目だって。それを世界に示せるのはふたつのドイツだけだって。だから、手を繋がないといけないんだって……みんなを救うためには、諦めちゃいけないんだって……」

　シュトラハヴィッツの戦歴を思い出す。戦術機も要塞陣地もないウクライナの原野。押し寄せるＢＥＴＡ群、大量の難民、政治将校や密告者によって歪められた、東ドイツ軍の非合理的な指揮系統──。

　カティアやシュトラハヴィッツの主張に同意するつもりはなかったが、ＢＥＴＡと戦う同じ軍人として、その気持ちだけは分かるような気がした。

「あはは、すみません、暗い話になっちゃって」

　不意にカティアは笑ってみせた。

「でも、そういう私のいろんな気持ちが、この１枚の写真に詰まっているんです。……お父さんが私に託した、唯一の形見。私がこの東ドイツで生まれ育ったっていう、唯一の証拠……」

「それでも、いいんだな？」

「……はい」

　カティアは意を決するように、顎あごを傾けた。

「私は、第６６６戦術機中隊『黒の宣告シユヴアルツエスマーケン』の衛士です。テオドールさんや中隊の皆さんを守るためなら……」

　語尾が震える──それを押し留めるために、テオドールはポケットからライターを取り出した。無言のまま、写真の端にライターの火を近付ける。

　火はすぐに点いた。写真は端から燃え上がって火の粉と灰となり、風に散っていく。

　アイリスディーナがカティアの私物を返却した後、父親の写った写真を焼き捨てる──戦場から帰還した後、テオドールが最初に口にした提案だった。目的は、カティアの秘密に繋がる証拠を消すため、そうすることで、カティアと自分の命を守るため。

　カティアは、唯一の形見である写真がゆっくりと焼失していくのを、じっと見つめていた。何を思っているのかは分からない。しかし、涙を流すまいとしていることは、表情を見るだけで分かった。












「──カティア」

　何かに突き動かされるように、言葉が喉を通る。一瞬、この名前は、こいつの本名じゃない──という思いがちらついたが、それを尋ねようとは思わなかった。

「お前はまず、衛士としての腕を磨け」

　カティアと視線が交差した。

「俺はお前の理想に興味はない。お前の親父が何をしようとしていたかも。だが、俺たちはそれ以前に、同じ第６６６戦術機中隊の衛士だ。ＢＥＴＡに殺されたくなければ、仲間に見捨てられたくなければ、それだけの腕を身につけろ。まずはそこからだ……いいな？」

　何かに耐えるように鼻を啜すすった後、小さく、しかし力強く頷くカティア──目の前の写真は、殆ど燃え尽きようとしている。

「私はテオドールさんを信じます」

　舞い上がる灰の欠片を視線で追いながら、己に課せられたリスクを思い返す。カティアの秘密を守らなければ、自分たちに明日はない。しかし──。

（少なくとも、アイリスディーナは俺たちを必要としている。国家保安省シユタージとの対立も恐れていない。カティアの正体が完全にバレたという兆候もない。それに──）

　テオドールは、苦い気分の中で、あの吹雪の中で抱いた確信を思い返した。

（あいつは、国家保安省シユタージの犬ではない……）

　でなければ、ベアトリクスに怒りをぶつけることも、カティアの秘密に繋がるヒントを手にしながら、俺たちを中隊に留めておくこともしないはずだ。

　だからこそ、テオドールはカティアを鍛える必要を感じていた。切れるカードは１枚でも増やしておきたい。アイリスディーナの戦う目的があの言葉どおりだとすれば、役立たずとなった瞬間に中隊から排除される可能性も無視できない。

　それに、カティアに衛士としての才能があることは紛れもない事実だった。自分のもとでそれがどこまで伸びるのか、見定めたいという気持ちもある。

「ところで、お前」

　宿舎への帰り道を歩きながら尋ねる──悩みは尽きないが、少しはその元凶を苛めておかないと気が晴れない。──それに、カティアがずっと暗いままなのは、なんとなくイヤだった。

「この前の戦いでは、どの辺りで小便漏もらしたんだ？」

「えっ──！　ど、どうしてそれを!?　オットーさんと私だけの秘密だったのに……！」

「……お前なぁ、少しは人を疑うことを覚えろよ。この国じゃ、スパイはどこに潜んでいるか分からないんだぜ？」

　カティアはリンゴのように顔を真っ赤にしながら、テオドールの真意を悟る。

「ひ、ひどいです！　あんまりです！　私の知っているテオドールさんは、そんなことは言いません！」

「テオドールさんって呼ぶんじゃねぇ。──で、どの辺りなんだ？」

「え!?　それは、その……い、言わなきゃ駄目なんですか……？」

　もじもじと身体をくねらせる。

「……グレーテルに言いつけてやる。きっと『中隊の沽券に関わる！』とかそんな理由で、紙オムツを用意してくれるだろうさ」

「やめてください！　そんなことされたら、私、恥ずかしくて死んじゃいます！」

「なんだよ？　俺の言うことを聞くんじゃなかったのか？」

「それとこれとは話が別です！　いじめ、カッコ悪いです！　テ……エーベルバッハさんがそのつもりなら、私もエーベルバッハさんを、〝お兄さん〟って呼びますよ！」

「ぶっ!?　誰の入れ知恵だそれ……」

「昨日、ファムお姉さんに教えてもらいました。もしもの時はそう呼んであげるようにって……」

　あの野郎──後で復讐してやる。ファムに対し暗い炎を燃やす。

「これでお互い様ですね、お兄さん！」

「絶対に呼ばせない」

　反射的に硬い言葉が飛び出た。

「イヤなんですか……？」

　会話の雰囲気が変わったことにカティアは戸惑っているようだった。

「兄なんて絶対に呼ばせない」

　断言する。自分を兄と呼んでいい人間はひとりだけだ──。

　想像していなかったほどに高圧的に拒絶され、シュンとするカティアの横顔に、テオドールは溜息を吐きながら言葉を投げかけた。

「テオドールさん……なら許してやるよ」

「え……」

　なんだか妙に気恥ずかしくなって視線を空に向ける。

「テオドールさんなら、いいんですね……？」

　許してやるよ──テオドールが小さく応えると、カティアは涙を浮かべながら嬉しそうに笑った。テオドールが久しぶりに見る、カティアの笑顔だった。




午後一一時　ドイツ民主共和国
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　大隊長室に、キーボードを叩く小さな音だけが続いていた。

（少佐、どうして……）

　マライはハンニバルの遺品整理と業務引き継ぎの資料作成のため、ハンニバルの個人ＰＣを操作していた。ハンニバルとの思い出を意識するたびに涙が零れ、キーボードを濡らす──が、作業は続けなければならない。

（どうして、あんな女を、最期に……）

　ハンニバルの今際の際が思い出される──ハンニバルは間違いなく、アイリスディーナに言葉を向けていた。心と身体の通い合った自分ではなく……。

　嫉妬と怒りの情念が渦巻く。言いがかりに近いことを理解しながら、感情を押し留められない。

　あんな女──彼女が自分の部下を優先して脱出しようとしていることには気付いていた。そこまで自分の部下が可愛いのか、そこまで〝東ドイツ最強〟の称号が大事なのか、と思う。戦いの最さ中なか、国家保安省シユタージの「ヴェアヴォルフ」大隊指揮官とやりあったらしいが、それとて演技だった可能性がある。

　アイリスディーナは、国家保安省シユタージの犬でありながら、第６６６戦術機中隊を指揮することで、国家人民軍ＮＶＡと国家保安省シユタージの双方に立場を作り、生き残りを図っているのかもしれない。

　不意にマライのマウスの手が止まった。視線がディスプレイに釘付けになる。

（これは……少佐の個人用フォルダ……？）

　ハンニバルの使用しているＰＣは事実上、自分の管理下にあったので記録してあるデータは全て把握しているはずだった。しかし、階層深く埋められていたこのフォルダの存在は認識していなかった。フォルダを開こうとすると、パスワードのダイアログボックスが表示される。どうやらハンニバルは、機密資料の類をこのフォルダに入れていたらしい。ハンニバルが使用していたパスワードを打ち込む──が、リジェクトされる──普段使用していた暗号キーではない。

（パスワード、ね……）

　マライは思案した。ハンニバルが使いそうなフレーズ──多すぎて絞り込めない。

「……まさか、ね」

　マライは自嘲しながら、自分の名前を打ち込んだ──エラーメッセージが表示される。

　そんなわけないか──そう思った瞬間、ハンニバルが自分に残した台詞が脳裏を過よぎった。

《私の最期の時は、君の名を３度叫ぶことにするよ──》

　まさか──マライは息を飲んだ。

（少佐は最期まで自分の名前を一度も呼ばなかった……けど、この作業が、私と少佐の最期の会話だとしたら……？）

　祈るような気持ちで自分の名前を３度打ち込み、リターンキーを叩く──。




　──数分後、全てのデータを消去したマライはハンニバルのＰＣの前で悄しよう然ぜんと佇んでいた。ハンニバルが自分に求めていたもの──ハンニバルの自分に対する想いの全てを受け取ったことを確信し、その重さに震えるような思いを抱いていた。

　ハンニバルの残したテキストデータは暗号化され、自分へのメッセージとともに10名程度の人物の名前と連絡先が記されていた。軍人だけではない。党の有力者、外交官など、人数こそ少ないが、いずれも立場も権力もある人物ばかりだった。

（少佐が目指したものは私が受け継ぎます……）

　最早、言葉を交わすことができなくなった想い人に向けてマライは誓った。

（かならずやり遂げねばならない。……それがあの方と心を通わせたことの証明になるのだから──）

　道は険しく、隙を見せれば国家保安省シユタージに刺されるのは間違いない。だが、それでも自分は名簿に記載された人物たちとコンタクトを取らなければならない。

　そして──そのリストには、第６６６戦術機中隊指揮官、アイリスディーナ・ベルンハルト大尉の名前も含まれていた──。















　　　この作品は、「TECH GIAN」二〇一一年一月号から四月号に掲載された「シュヴァルツェスマーケン」を加筆・修正したものです。




























































　　　あとがき






　こんにちは、内うち田だ弘ひろ樹きです。

　ファミ通文庫では初めての本になります。どうか、よろしくお願いします。




　さて、いきなりですが、ちょっとした解説など。

　この『シュヴァルツェスマーケン』というお話は、ゲームブランド・アージュ様が展開する〝超王道学園アドベンチャーゲーム〟『マブラヴ』および〝あいとゆうきのおとぎばなし〟『マブラヴ オルタネイティヴ』シリーズのスピンオフ作品です。

　ただし、他の『マブラヴ』シリーズを知らなくても、物語を読み進める上で問題はないようにしたつもりなので、初しよ見けんの方もご安心ください。

　舞台は一九八三年の東ドイツです。史実の東ドイツは、第二次世界大戦後に米ソによって分断されたドイツの片割れとして誕生した国で、共産主義国家として東西冷戦の最前線となりましたが、一九八九年の〝ベルリンの壁〟崩壊を機に消滅しました。

『マブラヴ』シリーズの東ドイツは、ＢＥＴＡという敵の地球侵攻により、一九八〇年代に人類の最前線となりました。本作は、この東ドイツでＢＥＴＡと戦う青年たちの物語です。

　ふと思ったのですが、東ドイツが舞台のライトノベルって、他にあるんでしょうか（笑）。もしかすると史上初なのかもしれない……。




　本作の素敵なイラストは、ＣＡＲＮＥＬＩＡＮ様の手によるものです。

　この話はイラストありきといっても過言ではない気がします。本作の殺さつ伐ばつとした世界観に、ＣＡＲＮＥＬＩＡＮ様の描く可愛い女の子たちがこれほどマッチするとは！　お忙しい中、何人ものキャラクターを起こしていただき、本当にありがたく思っています。

　アイリスディーナはふくよかなおっぱい、カティアはきゅっとしまったおまたが魅力です。テオドールもやさぐれた感じが実にいいですね。

　また、原作者の吉よし宗むね鋼こう紀き様には、かなり自由に物語を描かせていただき、その懐の広さに感激半分、恐縮半分といったところです。

　テックジャイアン編集部の羽は田た野の様、比ひ企き様、ファミ通文庫編集部の川﨑様、加藤様、アージュスタッフの皆様にもお世話になりました。

　本作において、内田はキャラクター設定とプロット、実際の執筆、あとは一九八〇年代の設定（特に欧州関連）を担当していますが、それ以外のすべては、アージュ代表にして原作者の吉宗鋼紀様、およびアージュ様が考案した世界観を下敷きにしています。作中に登場する〝ＢＥＴＡ〟や〝戦せん術じゆつ機き〟は、すべて『マブラヴ オルタネイティヴ』が初出です。

　本作を楽しめた方は、ぜひ『マブラヴ』、『マブラヴ オルタネイティヴ』にも挑戦してみてください。もうすぐXbox 360でコンシューマー版も出るみたいだしね！（宣伝）

　なお、ファミ通文庫さんからは、同じ世界観の作品として、『マブラヴ オルタネイティヴ トータル・イクリプス』シリーズも吉宗鋼紀様の著作として刊行されています。




　本作は、たくさんの方のご支援、そして『マブラヴ』シリーズをこれまで支えてくれていたファンの皆様のおかげで生み出された作品です。

　その期待に背そむかぬよう、また、この何かと困難の多い世の中で、自分の戦いを続けているすべての皆様の追い風になれる作品を目指し、今後も頑張っていきたいと思います。

　それでは、また２巻で！


二〇一一年四月某日　内田弘樹






追記　三月一一日に発生した東日本大震災により、多くの方が被災されました。犠牲になられた方々のご冥福をお祈りし、また被害にあわれました皆様方に謹んでお見舞い申し上げます。














原作

吉宗鋼紀（アージュ）

Kouki Yoshimune




ＰＣゲームブランド・アージュの代表。『君が望む永遠』、『マブラヴ』シリーズの企画・原案を担当。『マブラヴ オルタネイティヴ』、『マブラヴ オルタネイティヴ トータル・イクリプス』ではシナリオや戦術機のデザインも担当。『シュヴァルツェスマーケン』のメカデザインも同氏の手によるものである。










文

内田弘樹

Hiroki Uchida




二〇〇四年に仮想戦記『幻翼の栄光』（有楽出版社）でデビュー。以後、『戦艦大和欧州激闘録─鋼鉄の破壊神』（銀河出版）、『鉄獅子の咆哮─満州１９４５』（学習研究社）など数々の仮想戦記小説を執筆している。また、ライトノベルとしては『鋼鉄のアナバシス　死神と呼ばれた少女』（イカロス出版）がある。










イラスト

ＣＡＲＮＥＬＩＡＮ

CARNELIAN




オービット（現ＡＲＩＤＥＳＩＧＮ）の代表兼イラストレーター。『顔のない月』や『桃華月憚』、『PARA-SOL』など数々の名作において企画、原画を担ってきた。

http://ever-green.on.arena.ne.jp/
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